
乾
山

　

江
戸
篇 
―
そ
の
遺
産
―

は
じ
め
に

江
戸
の
乾
山

　

一
、
公
寛
法
親
王
と
乾
山

　

二
、
入
谷
村
と
乾
山

　

三
、
今
戸
焼
と
入
谷
村

　

四
、
乾
山
陶
法
の
拡
が
り

陶
法
書

　

一
、
初
代
乾
山
系
陶
法
書

　

二
、
乾
山
名
の
あ
る
陶
法
書

　

三
、
乾
山
名
の
な
い
陶
法
書

　

四
、
専
門
陶
工
に
よ
る
陶
法
書

　
　
　

そ
の
他

附
録
『
陶
工
必
用
』
大
概

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

　
　
　
　

小
笠
原　

佐
江
子

は
じ
め
に

　　

も
の
と
の
別
れ
、
人
と
の
別
れ
、
生
き
る
も
の
に
は
必
ず
別
れ
が
や
っ

て
く
る
。
ひ
た
す
ら
歩
み
、
真ま
こ
とを

知
る
。
何
ら
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
唯た
だ

、
当
た
り
前
に
生
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

一ひ
と
し
ご
と

仕
事
を
為な

し
終お

え
た
と
す
る
達
成
感
、
次
代
を
養
子
猪い
は
ち八

に
任
せ
た

と
い
う
安
堵
感
、
兄
藤
三
郎
、
光
琳
も
赴お
も
むい

て
お
り
、
新
都
「
江
戸
」
へ

の
興
味
と
期
待
。
乾
山
は
都み
や
こ
び
と
人
の
誇
り
を
胸
に
上
野
山
麓
入い
り
や
む
ら

谷
村
へ
と
旅

立
っ
た
。
江
戸
下
向
に
は
動
機
が
あ
ろ
う
。
推
測
な
が
ら
直
接
に
は
上
野

寛
永
寺
門
主
・
輪り
ん
の
う
じ
の
み
や
こ
う
か
ん

王
寺
宮
公
寛
法
親
王
と
の
邂か
い
こ
う逅

、
間
接
的
に
は
時
代
の

波
、
吉
宗
に
よ
る
殖
産
事
業
の
拡
張
と
教
育
奨
励
、
折
か
ら
の
光
琳
人
気

の
高
ま
り
な
ど
が
背
を
押
し
た
と
考
え
る
。
禅
に
鍛き
た

え
ら
れ
た
老
陶
匠
の

胸
裡
に
は
小
さ
な
燈と
も
し
び火

が
灯と
も

り
つ
づ
け
た
。
悔く

い
な
く
そ
の
命
を
尽
く
す

こ
と
、
入
谷
村
は
半
農
半
陶
、
瓦か
わ
ら・
焙ほ
う
ろ
く烙
を
焼
く
窯
場
で
あ
っ
た
。
鳴
滝

山
、
聖
護
院
の
森
と
の
違
い
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。

　

土
を
捏こ

ね
、
形
を
造
り
、
炎
と
闘た
た
かう
、
何
ら
そ
こ
に
違
い
は
な
か
ろ
う
。

村
に
馴な

じ染
み
、
新
た
な
友
と
交
わ
り
、
い
き
い
き
と
や
き
も
の
造
り
に
精

を
出
し
た
乾
山
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
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江
戸
の
乾
山

一
、
公
寛
法
親
王
と
乾
山

一
、
な
け
ゝ
世
は
卯
月
の
か
け
の
雲
隠 

（
嘆な

げ

け
世よ

は
卯う

づ
き月
の
か
げ
の
雲く

も
が
く
れ
隠
）

　
　

む
か
し
を
忍
ぶ
や
ま
ほ
と
ゝ
き
す 

（
昔む

か
しを
忍し

の

ぶ
山や

ま

ほ
と
と
ぎ
す
）

　
　

あ
ち
き
な
し
花
橘
の
香
は
消
て 

（
あ
ぢ
き
な
き
花は

な
た
ち
ば
な

橘 

の
香か

は
消き

え

て
）

　
　

み
き
り
の
草
そ
あ
め
に
し
ほ
る
ゝ 

（
時み

ぎ
り節
の
草く

さ

ぞ
雨あ

め

に
萎し

ぼ

る
る
）

　
　

た
ゝ
し
は
し
休
ふ
旅
の
中
や
と
り 

（
た
だ
暫し

ば

し
休や

す
ろふ
旅た

び

の
中な

か
や
ど宿
り
）

　
　

ふ
く
と
吹
な
り
せ
き
の
あ
さ
風 

（
ふ
く
と
吹ふ

く
な
り
せ
き
の
朝あ

さ
か
ぜ風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薗
田
秀
延
詠
・
六
字
名
号
連
歌
百
韻
初
折
）

二
、
袖そ
で

の
露つ
ゆ

は
ま
た
か
ハ
か
ぬ
に
う
き
き
は
を
ミ
と
セ
の
春は
る

の
け
ふ
に
む
か
へ
て

　
　
　
　
　
　
（
袖
の
露
は
ま
だ
乾
か
ぬ
に
憂
き
ぎ
は
を
三み

と
せ年
の
春
の
今き

ょ
う日
に
迎
え
て
）

　
　

う
つ
ゝ
と
も
夢ゆ
め

と
も
わ
か
す
あ
た
に
の
ミ
き
え
な
て
露つ
ゆ

の
身み

は
残の
こ

り
け
り

　
　
　
　
　
　
（
う
つ
つ
と
も
夢
と
も
わ
か
ず
徒あ

だ

に
の
み
消
え
な
で
露
の
身
は
残
り
け
り
）

　
　

ほ
か
ら
か
に
ひ
ら
く
る
花は

な

の
う
て
な
よ
り
瑠る

り璃
の
ひ
か
り
や
空そ

ら

に
み
つ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
（
ほ
が
ら
か
に
開ひ

ら

く
る
花
の
う
て
な
よ
り
瑠
璃
の
光ひ

か
りや

空
に
み
つ
ら
ん
）

　
　

う
け
つ
き
し
法の
り
の
と
も
し
火ひ

か
け
た
か
く
あ
き
ら
け
き
世よ

を
な
を
や
照て

ら
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
う
け
つ
ぎ
し
法
の
灯と

も
し
び火

か
げ
た
か
く
あ
き
ら
け
き
世
を
な
お
や
照
ら
さ
ん
）

　
　

い
く
ち
と
セ
榮さ
か

へ
ん
も
の
か
梅う
め

か
ほ
り
た
ち
は
な
匂に
ほ

ふ
玉た
ま

の
み
は
し
は

　
　
　
　
　
　
（
幾い

く
ち
と
せ

千
歳
栄
え
ん
も
の
か
梅
か
ほ
り
橘た

ち
ば
な

 

匂
ふ
玉
の
み
は
し
ば
）

　
　

む
さ
し
野の

の
草く

さ
ば葉

お
し
な
ミ
野
へ
ふ
す
も
た
へ
ぬ
御み

の
り法

の
花は

な

の
春は

る
か
ぜ風

　
　
　
　
　
　
（
武
藏
野
の
草
葉
お
し
な
み
野
へ
ふ
す
も
た
へ
ぬ
御
法
の
花
の
春
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
形
深
省
乾
山
詠
・
崇
保
院
宮
追
善
和
歌
懐
紙
一
幅
）

　
一
、
連
歌
六
句
は
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
四
月
一
七
日
、
上
野
寛
永
寺
第
五
代
門

主
輪り

ん
の
う
じ
の
み
や

王
寺
宮
（
三
世
）
公こ

う
べ
ん辨

法
親
王
（
一
六
六
九
―
一
七
一
六
）
の
薨こ

う
き
ょ去

に
際
し
（
在
位
二

七
年
）、
同
家
坊ぼ
う
か
ん官
従
四
位
備
前
守
薗そ
の
だ
ひ
で
の
ぶ

田
秀
延
が
、
同
宮
を
偲し
の

び
、
詠
じ
た
追
善
供
養

の
連
歌
百
韻
初は
つ

折お
り

の
六
句
で
あ
る
。
折お
り
く句
と
し
て
頭か
し
らに
六
字
名
号
「
な
む
あ
み
た
ふ
」

を
お
き
、
法
号
大だ
い
み
ょ
う
い
ん

明
院
宮
准じ
ゅ
さ
ん
ぐ
う

三
后
（
准じ

ゅ
ん
こ
う
后
）
公
辨
法
親
王
の
霊
前
へ
限
り
の
な
い
悲
し

み
を
捧
げ
る
が
、
宮
を
悼い
た

む
秀
延
の
想
い
は
遺
稿
集
『
手た

む
け
山や
ま

』
に
留と
ど

め
ら
れ
た
。

　

二
、
和
歌
六
首
は
、
元
禄
の
陶
工
尾
形
深し
ん
せ
い省
乾
山
（
一
六
六
三
―
一
七
四
三
）
が
、
公

辨
法
親
王
の
名
跡
を
継
ぎ
第
六
代
門
主
と
な
っ
た
公こ
う
か
ん寛
法
親
王
（
一
六
九
七
―
一
七
三

八
）
の
三
回
忌
に
（
在
位
二
三
年
）、
法
親
王
を
偲
び
献
じ
た
追
善
の
和
歌
で
あ
る
。
こ

の
三み
と
せ年
、
現う
つ
つと
も
夢
と
も
わ
か
ら
ず
年
を
重
ね
た
我
身
を
ふ
り
返
り
、「
そ
う
ほ
う
い

む
」
の
法
号
を
頭
に
お
き
亡
き
宮
を
想
う
。

　

同
和
歌
書
は
乾
山
遺
品
と
し
て
入い
り
や谷
村
乾
山
焼
二
代
目
次
郎
兵
衛
が
所
持
。
次
郎

兵
衛
孫
・
坂
本
村
百
姓
彦
右
衛
門
か
ら
酒
井
抱
一
へ
と
渡
る
が
（
鈴
木
半
茶
）、
一
方
次

郎
兵
衛
筆
記
「
初
代
口
述
二
代
筆
記
」
は
三
代
宮
崎
富
之
助
へ
と
譲
ら
れ
、
富
之
助
妻

は
る
か
ら
こ
れ
も
抱
一
が
入
手
、
併
せ
て
そ
れ
ら
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
西
村
藐
み
ゃ
く
あ
ん庵

へ
と
譲
渡
さ
れ
た
。
藐
庵
は
天
保
七
年
「
乾
山
世
代
書
」
を
認
め
、
名
前
譲
り
状
と
と

も
に
三
浦
乾
也
へ
と
伝
え
る
が
、
種
々
の
曲
折
を
経
て
大
正
期
池
田
成
彬
の
所
蔵
と
な

り
、
今
日
、
同
和
歌
（
懐か

い
し紙

一
幅
）
は
奈
良
市
大
和
文
華
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

初
代
口
述
二
代
筆
記
陶
法
書
は
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
消
失
（
推
定
）。
行
方
知
れ

ず
と
な
っ
て
い
る
。
が
、
こ
の
た
び
筆
者
ら
は
そ
の
写
本
を
東
京
都
中
央
図
書
館
加

賀
文
庫
に
見
つ
け
出
し
た
（
冒
頭
図
）。

(2)



　

乾
山
、
江
戸
篇
で
は
次
の
三
つ
の
事
項
を
基
に
考
え
た
。

一
、
江
戸
下
向
に
伴
う
関
与
を
推
定
、
公
寛
法
親
王
と
周
囲
の
人
々

二
、
入
谷
村
に
お
け
る
作
陶
を
考
慮
、
江
戸
入
谷
村
と
入
谷
窯

三
、
光
琳
二
世
を
名
の
り
絵
画
も
描
く
、
席
画
・
席
焼
と
周
囲
の
人
々

　

は
じ
め
に
乾
山
所
縁
の
公
寛
法
親
王
の
足
跡
を
尋
ね
た
が
、
先
立
っ
て
法
名
「
公

寛
」
を
与
え
た
寛
永
寺
五
代
門
主・
輪
王
寺
宮
公
辨
法
親
王
の
事
蹟
を
問
う
て
み
た
い
。

（
一
）
寛
永
寺
五
代
門
主
・
輪
王
寺
宮
公
辨
法
親
王

　

門
跡
寺
院
は
、
平
安
以
来
の
伝
統
が
あ
る
。

　

天
皇
は
「
御み

か
ど門

」、
そ
の
出
家
を
「
御
門
の
跡
」
と
称
し
た
が
、
仁
和
寺
門
主
を
始

ま
り
と
し
て
、
天
皇
家
の
皇
子
・
兄
弟
が
門
主
と
な
る
宮み

や

門
跡
、
摂
関
家
の
子
弟
に

よ
る
摂せ

っ
け家

門
跡
、
皇
族
出
身
者
・
公
家
ら
に
よ
る
准じ

ゅ
ん門

跡
な
ど
が
あ
り
、
天
台
宗
・

真
言
宗
・
法ほ

っ

相そ
う
し
ゅ
う

宗
に
限
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
期
に
な
り
浄
土
宗
を
宗
旨
と
し
た
徳
川

家
の
所
縁
に
よ
っ
て
知ち

お
ん
い
ん

恩
院
宮
門
跡
（
華
頂
御
殿
）、
天
海
の
希ね

が
いも

あ
り
、
天
皇
家
皇
子

を
門
主
と
し
た
輪
王
寺
宮
門
跡
が
創
設
。
格
式
は
門
主
の
出
自
に
順し

た
がう

が
、「
禁
中
並

公
家
諸
法
度
」（
慶
長
二
〇
年
・
一
六
一
五
）
に
は
規
定
が
あ
り
、
宮
門
跡
で
も
青し

ょ
う
れ
ん
い
ん

蓮
院
・

妙み
ょ
う
ほ
う
い
ん

法
院
・
梶か

じ
い井

宮
な
ど
、
親
王
の
位
階
を
表
す
極
位
は
二に

ほ
ん品

で
あ
り
、
最
高
位
一い

っ
ぽ
ん品

は
輪
王
寺
宮
門
跡
、
宮
は
天
台
座
主
に
補
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

公
辨
法
親
王
は
後ご

さ
い西

天
皇
の
第
六
皇
子
、
母
は
梅
小
路
定
子
（
六
条
局
）、
幼
称

貴た
か
の
み
や

宮
、
字
脩
礼
、
秀
憲
、
玄げ

ん
ど
う堂

を
号
と
し
た
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）、
寛
永
寺
二

代
公こ

う
か
い海

（
一
六
〇
八
―
九
五
）
の
法
嗣
と
な
り
山
科
毘び

し
ゃ
も
ん
ど
う

沙
門
堂
に
入
室
、
同
六
年
得
度
す

る
が
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
同
堂
門
主
を
経
て
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
輪
王
寺

宮
二
代
（
初
代
は
守し

ゅ
ち
ょ
う
澄
法
親
王　

一
六
三
四
―
八
〇
）
天て
ん
じ
ん真
法
親
王
（
一
六
六
四
―
九
〇
）
の

遺
命
に
従
い
上
野
寛
永
寺
五
代
門
主
の
名
跡
を
継
ぐ
。

　

そ
の
折
、
既
述
の
連
歌
を
捧
げ
た
薗
田
秀ひ
で
の
ぶ延

（
秀
英
・
一
六
七
六
―
一
七
四
八
）
は
一
五

歳
。
以
来
二
六
年
の
歳
月
を
公
辨
法
親
王
に
近
仕
す
る
が
、
法
親
王
か
ら
深
い
信
頼

を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
生
国
（
父
）
は
上
野
国
吉
澤
と
伝
承
、
父
秀ひ
で
ふ
さ房
も
輪
王
寺
宮
天

真
法
親
王
に
仕
え
た
家
司
で
あ
っ
た
が
、
秀
延
は
公
辨
亡
き
の
ち
短
期
で
は
あ
る
が
、

次
代
公
寛
法
親
王
に
も
仕
え
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
四
一
歳
を
以
っ
て
辞
職
。
翌
二

年
父
の
死
を
契
機
と
し
て
玉
川
へ
退
隠
、寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
そ
の
生
涯
を
終
え
る
。

　

公
辨
法
親
王
は
、
寛
永
寺
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
。

　

三
山
管
領
と
し
て
宗
教
界
の
頂
点
に
立
ち
、
宗
内
寺
院
の
創
設
に
も
尽
力
す
る
が
、

「
公
」
と
は
私
心
な
く
正
し
い
・
公お
お
や
けの
義
、「
辨
」
は
弁わ
き
まえ
る
・
明
ら
か
に
す
る
・
た
だ

す
な
ど
の
意
で
あ
る
。
元
禄
三
年
、
寛
永
寺
に
入
山
。
同
六
年
（
一
六
九
三
）
及
び
宝

永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
二
度
に
渉わ
た

り
天て
ん
だ
い
ざ
す

台
座
主
を
勤
め
る
が
（
元
禄
六
年
に
は
一
品
宣
下
、

宝
永
四
年
に
は
准
三
后
）、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
病
を
以
っ
て
新
宮
公
寛
法
親
王
に
職
務

を
譲
る
。『
輪
王
寺
宮
年
譜
』
に
は
「
御
上
京
御
供
覚
樹
院
御
附
竹
中
主
膳
御
医
師
芥

川
元
泰
正
徳
六
年
三
月
御
上
京
御
供
御
附
之
名
前
留
無
之
」
と
あ
り
、
公
辨
は
翌
六

年
三
月
二
四
日
体
調
の
勝
れ
ぬ
な
か
を
上
洛
、
四
月
五
日
山
科
毘
沙
門
堂
に
到
着
し
、

僅
か
そ
の
一
〇
日
余
り
を
経
た
四
月
一
七
日
四
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
公
寛
法
親
王

は
嘆
く
坊
官
薗
田
秀
延
を
即
刻
山
科
毘
沙
門
堂
へ
と
送
り
出
す
が
、
公
辨
へ
の
深
い
思

い
を
綴
っ
た
そ
の
道
中
記
が
遺
稿
集
『
手た

む
け
山や
ま

』（
玉
川
子
園
田
君
遺
稿
）
で
あ
る
。

　

公
辨
に
は
五
代
将
軍
綱
吉
と
の
交
流
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

公
辨
時
代
、
寛
永
寺
は
寺
領
・
寺
域
を
拡
張
、
伽が

ら
ん藍

・
堂
・
門
な
ど
の
増
築
も
あ

乾山江戸編(3)



り
、
露
座
で
あ
っ
た
大
仏
殿
を
建
立
、
学
問
所
の
整
備
・
勧か
ん
が
く
り
ょ
う

学
寮
の
再
興
を
図
る
な

ど
の
功
績
が
残
る
。
隠
居
領
も
受
理
、
綱
吉
の
御お
な
り成
も
あ
り
、
霊
廟
参
詣
、
年
回
法

要
、
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
九
月
三
日
に
は
盛
大
に
綱
吉
寄
進
の
瑠る

り
で
ん

璃
殿
（
根
本
中

堂
）
の
落
慶
供
養
が
行
わ
れ
た
。
同
月
六
日
に
は
霊
元
院
宸し
ん
ぴ
つ筆
「
瑠
璃
殿
」
の
勅
額

も
届
く
が
、
不
運
に
も
同
日
、
新
橋
よ
り
発
し
た
火
は
下
谷
・
上
野
山
内
へ
と
廻
り
、

瑠
璃
殿
は
免
れ
た
が
、
寛
永
寺
本
坊
・
巌
有
院
霊
廟
（
家
綱
）・
子
院
一
三
坊
を
焼
失

し
た
。
一
一
年
を
か
け
て
復
興
す
る
が
、
江
戸
の
疾
風
は
秋
か
ら
冬
烈
し
さ
を
増
し
、

街
は
乾
燥
、
し
ば
し
ば
火
災
が
起
き
た
。

　

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
正
月
一
〇
日
綱
吉
が
生
涯
を
閉
じ
る
。
公
辨
は
、
厄や
く
づ
き月
で

も
あ
り
祈
祷
の
た
め
に
日
光
に
滞
在
し
て
い
た
。
が
、
急
ぎ
帰
山
。
儀
式
・
法
要
の

任
に
当
た
る
が
、
綱
吉
と
の
交
流
は
宮
の
涙
と
な
っ
て
表
れ
た
。
東
山
天
皇
の
勅
使

が
来
山
、
綱
吉
は
「
正
一
位
・
太
政
大
臣
・
常
憲
院
」
の
官
位
・
院
名
を
下
賜
さ
れ

た
が
、
こ
れ
ら
の
事
情
は
公
辨
に
従
い
終
止
当
儀
式
・
法
要
に
参
列
し
た
秀
延
の
遺

稿
集
『
い
る
さ
山
』
に
書
き
留
め
ら
れ
た
（『
玉
川
子
薗
田
君
遺
稿
』）。

　

公
辨
に
は
著
述
が
多
い
。『
延
暦
寺
条
例
』『
武
州
東
叡
山
新
建
瑠
璃
殿
記
』『
台
宗

二
百
題
』
な
ど
が
現
存
す
る
が
、
漢
詩
を
好
み
、
し
ば
し
ば
坊
官
ら
と
と
も
に
詩
会

を
開
催
。
正
徳
元
年
に
は
日
光
の
美
景
を
選
し
八
景
詩
を
賦
す
な
ど
、
翌
年
『
日
光

山
八
景
詩
集
』（
一
巻
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
冒
頭
に
は
、

　

 

新
刻
日
光
八
景
引　

日
光
山
八
景
詩
者
吾　

一
品
大
王
之
所
新
設　

而
與
陪
従
之
輩
同
賦
者
也

且
頼
遇
朝
鮮
國
聘
使
在
干
江
城　

命
需
夫
詩
合
爲
一
冊
集　

就
而
傳
寫
之
者
多　

臣
恐
其
有
魯

魚
之
謬
因
請
鋟
諸
梓
云

　
　
　

正
徳
壬
辰
春
三
月　

中
大
夫
長
州
刺
史
源
好
古　

謹
識　
四
方
白
印
・
朱
印

　

朝
倉
景
暉
詩
序
に
は
「
天
地
之
間
雄
地
佳
境
不
爲
不
多
（
略
）」

　
　
　

 

正
徳
改
元
辛
卯
秌
九
月
既
望
朝
倉
景
暉
拜
書

と
あ
る
。
詩
序
は
陪ば
い
じ
ゅ
う
の
や
か
ら

従
之
輩 

矢や

た

べ
田
陪
好こ
う
こ古

（
矢
田
陪
長
門
守
好
古
）、
朝
倉
景
暉
（
孫
六
）、

詩
賦
は
「
一い

っ
ぽ
ん品

大
王
奉
」（
公
辨
法
親
王
・
玄げ

ん
ど
う堂
）
を
筆
頭
に
、
大
西
法
印
元
龍
（
子
淵
）・

矢
田
陪
長
門
守
好
古
・
園
田
備
前
守
秀
英
（
秀
延
）・
水
野
子し
せ
き碩

（
敬
雲
・
慶
雲
）、
医
師

芥
川
時じ
き
ょ
う亨

（
元
泰
）
ら
坊
官
・
諸
大
夫
・
医
師
ら
の
ほ
か
、
朝
鮮
国
聘へ
い
し使
に
よ
る
序
文
・

八
景
詩
も
あ
り
、
好
古
詩
序
に
は
伝
写
す
る
者
も
多
く
謬び
ゅ
う
で
ん
伝
を
恐
れ
、
板
行
に
至
っ

た
経
緯
な
ど
が
記
さ
れ
た
。

　

公
辨
は
伊
藤
仁じ
ん
さ
い斎
・
東と
う
が
い涯
を
重
用
し
た
。
交
流
は
古
義
堂
文
庫
の
記
録
に
残
る
が
、

　
　
「
輪
王
寺
宮
公
辨
親
王
御
筆
靈
山
圖
」（
元
禄
一
四
年
下
賜
）

　
　
「
武
州
東
叡
山
新
建
瑠
璃
殿
暉
」（
宝
永
庚
寅
・
七
年
賜
、瑠
璃
殿
は
綱
吉
創
建
の
根
本
中
堂
）

　
　
「
次
韻
伊
藤
原
蔵
見
寄
」（
七
絶
）

な
ど
と
あ
り
、
輪
王
寺
坊
官
ら
に
関
し
て
は
、
東
涯
筆
『
先せ
ん
ゆ
う
で
ん

游
傳
』
に
芥あ
く
た
が
わ
そ
う
び
ん

川
眨
敏
（
時
亨・

元も
と
や
す泰
父
）・
水
野
慶け
い
う
ん雲
・
朝
倉
如じ
ょ
け
い圭
ら
の
名
が
み
ら
れ
（
乾
山
関
係
で
は
緒
方
元
眞
・
緒
方
維
文
・

那
波
祐
英
・
三
好
安
宅
な
ど
）、
書
簡
に
は
芥
川
元も
と

泰や
す
・
矢や
た
べ
な
が
と
の
か
み

田
陪
長
門
守
・
進し
ん
ど
う
ち
か
ら

藤
主
税
・
原
芸

庵
ら
の
消
息
が
伝
え
ら
れ
る
。
公
辨
及
び
そ
れ
を
取
り
巻
く
坊
官・諸
大
夫
、そ
の
学
問
、

志
、
精
神
の
あ
り
方
な
ど
を
垣
間
見
る
が
、
仁
斎
は
「
仁
を
外
に
し
て
所
謂
学
問
と
い

ふ
も
の
な
し
」
と
し
、
仁
は
「
言
を
以
っ
て
盡つ
く
し
、
口
を
以
っ
て
悉つ
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
」

も
の
で
あ
っ
た
。「
よ
く
人
を
愛
す
れ
ば
人
亦ま

た

我
を
愛
す
」
こ
と
を
教
え
と
し
た
。

　

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）、
仁
斎
日
記
「
家か

じ
ょ
う乗

」
に
は
「
尾
片
権ご

ん
ぺ
い平

」（
乾
山
）
の
名
が

あ
る
。
乾
山
も
正
月
二
日
の
新
年
、
五
月
五
日
の
端
午
の
挨
拶
に
古
義
堂
を
訪
れ
る

が
、
仁
斎
の
先
妻
嘉か

な那
（
一
六
四
六
―
七
八
）
は
乾
山
父
宗
謙
の
兄
、
備び

っ
ち
ゅ
う

中
浅
野
家
半な

か

井ら
い

家
流
医
官
緒
方
元げ

ん

庵あ
ん

の
娘
で
あ
っ
た
。
母
妙
千
院
は
旗
本
井
上
氏
の
出
自
、
江
戸
に
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生
ま
れ
、
嘉
那
は
東と
う
が
い涯
・
具く

す壽
・
清せ
い

の
三
子
を
残
し
て
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
没

し
て
し
ま
う
。
乾
山
は
そ
れ
よ
り
以
前
同
四
年
、
母
「
か
つ
」
を
失
っ
て
い
た
。
嘉

那
と
の
面
談
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
心
中
何
処
か
に
嘉
那
を
懐
か
し
み
、
仁
斎
の
学

問
に
惹
か
れ
て
い
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
文
人
と
な
っ
た
そ
の
後
の
選
択
に
答
は

潜
む
が
、
坐
し
て
自
ら
慮お
も
ん
ぱ
か

 

る
道
を
進
む
。
東
涯
は
享
保
一
六
年
、
公
寛
法
親
王
の
在

洛
記
録
「
准
三
后
宣
下
勅
書
」
を
書
写
し
て
い
る
。
輪
王
寺
宮
と
家
司
、
学
習
塾
と

文
人
乾
山
、
心
底
に
は
各
々
相
通
す
る
も
の
が
流
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
乾

山
は
江
戸
へ
下
向
、
坊
官
ら
の
勤
め
る
輪
王
寺
宮
・
寛
永
寺
領
内
入
谷
村
に
住
し
て

や
き
も
の
製
作
、
何
ら
か
の
因
縁
が
胸
裡
を
過よ

ぎ
る
。

　

公
辨
に
は
、
寛
永
寺
末
寺
深
大
寺
の
痩
土
地
に
蕎そ

ば麦
の
栽
培
を
奨
励
、
そ
の
蕎
麦

を
好
み
、
年
貢
米
に
な
ら
な
い
「
は
ね
米
」
を
用
い
た
竹
隆
庵
の
こ
ご
め
大
福
餅
を
食

し
、
根
岸
で
は
笹
之
雪
の
豆
腐
を
楽
し
み
に
し
た
な
ど
、
種
々
の
逸
話
も
伝
承
す
る
。

（
二
）
寛
永
寺
六
代
門
主
・
輪
王
寺
宮
公
寛
法
親
王

　

公
寛
法
親
王
は
乾
山
所ゆ
か
り縁
の
法
親
王
で
あ
る
。

　
「
寛
」
は
、
心
が
豊
か
・
度ど
り
ょ
う量
が
大
き
い
・
慈い
つ
くし
む
な
ど
の
意
で
あ
る
が
、
乾
山
初

開
窯
の
鳴
滝
山
は
摂
家
二
條
家
山
屋
敷
跡
で
あ
っ
た
。
元
禄
七
年
八
月
二
日
に
譲
渡

さ
れ
た
が
、
当
時
の
二
條
家
当
主
は
一
七
代
綱つ
な
ひ
ら平

（
一
六
七
二
―
一
七
三
二
）、
簾れ
ん
ち
ゅ
う中は

榮ま
さ
こ子
内
親
王
（
一
六
七
三
―
一
七
四
六
）、
霊れ
い
げ
ん元
天
皇
（
一
六
五
四
―
一
七
三
二
）
の
皇
女
で

あ
る
。
兄
に
は
仁
和
寺
宮
寛か
ん
り
ゅ
う
隆
法
親
王
、
弟
に
は
東
山
天
皇
、
妙
法
院
宮
堯ぎ
ょ
う
え
ん延法
親

王
が
お
り
、
公
寛
は
榮
子
内
親
王
弟
東
山
天
皇
（
一
六
七
五
―
一
七
一
〇
）
の
第
三
皇
子

で
あ
っ
た
。
公
寛
法
親
王
の
消
息
は
、
以
下
の
記
録
に
そ
の
概
略
が
認
め
ら
れ
る
。

　

①
『
輪り
ん
の
う
じ
の
み
や
ね
ん
ぷ

王
寺
宮
年
譜
』：
出
生
・
経
歴
・
官
位
・
院
号
と
そ
の
大
概

　

②
『
徳と
く
が
わ
じ
っ
き

川
実
紀
』：
将
軍
吉
宗
と
の
交
流
、
行
事
、
日
光
登
山
の
こ
と
な
ど

　

③
『
史し
り
ょ
う
こ
う
ほ
ん

料
稿
本
』：
寛
永
寺
門
主
・
輪
王
寺
宮
の
動
静
、
帰
洛
後
の
事
柄

　

④
『
月げ
つ
ど
う
け
ん
ぶ
ん
し
ゅ
う

堂
見
聞
集
』：
天
台
座
主
と
し
て
上
洛
、
在
洛
中
の
諸
事

　

⑤  

そ
の
他
伝
え
ら
れ
る
自
筆
の
書
・
画
・
扁
額
揮
毫
、
和
歌
・
漢
詩
な
ど

１
、
公
寛
法
親
王
の
消
息
（
各
々
に
重
複
す
る
箇
所
を
含
む
）

①
『
輪
王
寺
宮
年
譜
』

　
『
輪
王
寺
宮
年
譜
』は
輪
王
寺
宮
歴
代
の
来
歴
を
年
代
を
追
い
纏ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

　

公
寛
法
親
王
の
父
は
東
山
天
皇
、
母
は
春
日
局
従
三
位
経
子
（
参
議
水
無
瀬
兼
豊
女
・

実
は
下
冷
泉
爲
経
女
）。
幼
称
を
三
宮
、
俗
称
有
定
。
三
歳
の
折
に
近
江
円え
ん
ま
ん
い
ん

満
院
行
恵
法
親

王
の
附
弟
と
な
り
、
同
寺
を
継
跡
。
円
満
院
は
平
安
期
天
元
四
年
（
九
八
一
）
の
草
創
と

さ
れ
る
。
村
上
天
皇
皇
子
悟
円
法
親
王
を
開
基
と
す
る
が
、
園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
（
三
井
寺
・
天
智
天

皇
皇
子
大
友
皇
子
の
発
願
）
一
山
中
、
第
一
の
格
式
を
有
し
た
と
さ
れ
、
宝
永
五
年
（
一
七

〇
八
）
公
寛
は
同
院
に
お
い
て
得
度
、
法
諱
覚か
く

尊そ
ん
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
公
辨
の
法
嗣

に
決
定
。
同
四
年
坂
本
滋
賀
院
に
移
り
、
二
月
一
日
東
叡
山
・
日
光
新
宮
に
就
任
す
る
。

公
辨
か
ら
は
公
寛
の
二
字
を
授う

け
、
二に

ほ
ん品

、
阿あ

じ
ゃ
り

闍
梨
宣せ

ん
げ下

、
勅
會
御
潅か

ん
じ
ょ
う

頂
御
修
行
、
同

五
年
五
月
二
〇
日
一
八
歳
を
以
っ
て
寛
永
寺
門
主
、
輪
王
寺
宮
を
継
承
す
る
。
享
保
二

年（
一
七
一
七
）一
品
宣
下
。翌
三
年
天
台
座
主
と
し
て
上
洛
、供
は
霊り
ょ
う
せ
ん
い
ん

山
院（
御
附
は
不
明
）、

五
月
三
日
に
東
叡
山
発
輿
、
同
月
一
四
日
京
都
着
、
御
旅
舘
は
有
栖
川
殿
と
あ
る
。

　

再
度
の
上
洛
は
同
一
六
年
四
月
二
六
日
、
供
は
恵
忍
院
、
御
附
は
水
野
惣
兵
衛
、
医

師
名
は
な
い
が
、『
輪
王
寺
宮
御
上
洛
記
上
』（
叡
山
文
庫
）
に
照
合
、
芥
川
元
泰
で
あ
っ
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た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
上
洛
記
は
寺
方
に
よ
る
記
録
で
あ
る
。
大
半
が
寺
院
関
係
、

挨
拶
・
贈
答
品
な
ど
の
記
載
で
あ
る
。
も
し
や
と
思
い
叡
山
文
庫
を
訪
ね
た
が
、
三

〇
種
ほ
ど
の
文
書
中
乾
山
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
町
人
名
を
認
め
る
が
）。

　

京
都
着
は
五
月
七
日
、
御
旅
舘
は
廬
山
寺
と
あ
り
、
九
月
一
八
日
に
は
毘
沙
門
堂

に
入
室
す
る
公こ
う
じ
ゅ
ん
遵
の
得
度
に
戒
師
を
勤
め
、
一
〇
月
二
三
日
江
戸
へ
戻
る
。
享
保
二

〇
年
（
一
七
三
五
）
五
月
八
日
公
寛
法
嗣
と
し
て
公
遵
法
親
王
が
決
定
。
元
文
三
年
病

が
ち
と
な
り
、
三
月
日
光
新
宮
・
公
遵
法
親
王
に
職
務
を
譲
り
、
勅
賜
号
崇
保
院
を

受
理
。
同
月
一
五
日
、四
二
歳
を
以
っ
て
薨
去
、東
叡
山
慈
眼
堂
境
内
に
奉
葬
さ
れ
る
。

②
『
徳
川
実
紀
』

　
『
徳
川
実
紀
』
は
『
御
実
紀
』
が
正
し
く
、
幕
府
の
記
録
を
基
盤
と
す
る
。
日
付
を

追
っ
て
歴
代
将
軍
と
そ
の
時
代
の
出
来
事
、
逸
話
な
ど
を
集
録
。
本
編
と
附
録
か
ら

成
り
、
編
集
に
は
林
述
斎
、
成な
る
し
ま
も
と
な
お

島
司
直
ほ
か
下
級
武
士
、
昌し
ょ
う
へ
い
ざ
か

平
坂
学
問
所
の
学
生
が

当
た
る
と
さ
れ
る
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
二
月
に
始
ま
り
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四

三
）
一
二
月
（
嘉
永
二
年
と
も
）
完
成
し
た
が
、　

公
寛
法
親
王
に
関
係
す
る
記
述
は
、

　

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
一
二
月
一
一
日
「
け
ふ
日
光
准
后
こ
は
せ
給
ふ
ま
ゝ
に　

円
満
院
覚
尊
法
親
王
附
弟
の
事
仰
下
さ
る
」
に
始
ま
り
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
三

月
一
六
日
「
こ
の
日
崇
保
院
准
后
公
寛
法
親
王
う
せ
給
ひ
し
を
も
て
音
楽
を
と
ゝ
め

ら
る
ゝ
こ
と
三
日
な
り
」
を
以
っ
て
終
わ
る
。

　

公
寛
法
親
王
関
わ
り
の
将
軍
は
、
か
つ
て
の
紀
州
藩
主
、
八
代
吉
宗
・
頼
方
で
あ

る
。
政
治
体
制
、
幕
府
財
政
の
再
建
を
試
み
享
保
の
改
革
に
着
手
す
る
が
、
公
寛
と

は
親
し
く
交
流
、
日
光
山
へ
の
往
還
に
は
そ
の
前
後
に
必
ず
慰
労
の
使
者
を
立
て
る

が
、
宮
の
健
康
を
気
遣
い
、
時
に
は
医
師
の
派
遣
・
随
行
な
ど
を
考
慮
す
る
。
宮
の

進
言
に
も
即
対
応
。
一
例
で
あ
る
が
、
日
光
山
東
照
宮
給
仕
輩
の
困
窮
を
伝
え
る
宮

の
訴
え
に
即
賑
給
を
以
っ
て
応
え
、
天
台
座
主
と
し
て
上
洛
す
る
節
に
は
駅
使
の
配

慮
も
記
録
に
残
る
。
一
方
、
公
寛
も
吉
宗
の
改
革
に
恭
順
、
享
保
六
年
寛
永
寺
本
坊

の
修
理
に
は
「
華
麗
に
過
る
こ
と
然し
か

ら
ず
」
と
し
て
、
自
ら
書
院
、
装
束
所
他
を
取

り
払
う
な
ど
、
質
素
を
心
懸
け
る
態
度
を
み
せ
る
。

　

が
、
享
保
一
三
年
四
月
一
三
日
、
幕
府
は
大
散
財
、
大
行
事
を
敢
行
す
る
。

　

吉
宗
に
よ
る
日
光
社
参
で
あ
る
。
秀
忠
・
家
光
・
家
綱
以
来
六
五
年
ぶ
り
の
日
光

登
山
、
諸
大
名
を
引
き
連
れ
て
の
参
詣
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
権
威
の
復
活
を
図
り
、

泰
平
の
世
に
軟
弱
化
し
た
武
士
の
精
神
を
戒
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
と
い
う
。
莫

大
な
支
出
を
伴
い
、
出
発
前
八
日
に
は
行
軍
予
習
も
行
わ
れ
た
が
、
一
三
万
人
余
の

供
奉
、
二
二
万
人
の
人
足
、
夥
し
い
数
の
人
馬
を
揃
え
た
記
録
が
残
る
。
厳
重
な
警

護
の
も
と
、
日
光
ま
で
の
途
次
、
岩
槻
・
古
河
・
宇
都
宮
に
宿
泊
。
一
七
日
に
は
家

康
忌
日
の
祭
祀
を
厳
行
、
家
光
・
大
猷
院
霊
廟
に
参
詣
し
、
帰
府
と
な
る
が
、
五
月

二
〇
日
に
は
寛
永
寺
に
御お

な
り成
と
あ
り
、
法
親
王
・
僧
正
・
院
家
・
坊
官
・
家
司
ら
一

山
の
宗
徒
み
な
出
座
、
無
事
の
還
御
を
よ
ろ
こ
ぶ
と
あ
る
。

　

宮
は
、
毎
年
一
月
・
四
月
・
九
月
の
厄
月
に
は
日
光
山
に
上
る
し
き
た
り
で
あ
っ
た
。

滞
在
は
凡
そ
一
ヵ
月
、
寺
務
を
果
た
し
、
天
下
泰
平
、
幕
府
安
泰
・
万
民
豊
楽
を
祈

念
す
る
が
、
年
度
は
じ
め
の
登
城
は
そ
れ
故
二
月
一
日
が
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
拝
賀

に
は
日
光
・
比
叡
・
東
叡
山
の
三
山
僧
侶
、
宮
家
の
家
司
、
伶
官
も
参
内
。
三
月
に

は
上じ

ょ
う
し巳

、
五
月
端た

ん
ご午

、
七
月
七た

な
ば
た夕

、
九
月
重ち

ょ
う
よ
う

陽
な
ど
の
季
節
・
節
会
の
挨
拶
、
折
に

触
れ
て
法
会
・
法
要
・
法
務
に
関
す
る
伺
候
も
あ
る
が
、「
日
光
門
跡
」（「
日
門
」・『
妙
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法
院
日
記
』
は
「
輪
門
」
と
記
す
）
か
ら
も
四
季
折
々
の
贈
答
品
、
祈
祷
の
巻
藪
・
符
録
、

祖
師
天
海
の
植
林
し
た
吉
野
の
桜
（
上
野
の
桜
）、
不し
の
ば
ず
の
い
け

忍
池
の
蓮は
す
ね根
、
薯じ
ょ
う
よ蕷
・
岩い
わ
た
け茸
、
京

都
か
ら
の
薫
衣
香
・
干ひ

が

し
菓
子
な
ど
を
献
上
。
将
軍
か
ら
は
昆こ
ん
ぶ布
・
柿
・
蜜
柑
・
葡ぶ
ど
う萄
・
茶
・

龍り
ゅ
う
が
ん
に
く

眼
肉
、
朝
廷
の
慣
習
に
因
み
時じ
ふ
く服
と
称
し
毎
年
春
秋
・
夏
冬
二
季
の
衣
服
を
贈
呈
。

祝
事
に
は
太た

ち刀
・
金
、
仏
事
・
法
会
に
は
金
銭
の
授
受
も
記
録
に
残
る
。
享
保
一
六

年
の
上
洛
に
は
、
出
立
前
の
四
月
四
日
、
将
軍
は
銀
五
〇
〇
枚
・
綿
三
〇
〇
把
、
大

納
言
は
銀
三
〇
〇
枚
を
贈
呈
。
執
当
・
坊
官
・
家
司
ら
に
も
賜
も
の
が
あ
り
、
京
都

に
お
い
て
は
寛
永
寺
門
主
法
嗣
公こ
う
じ
ゅ
ん
遵
法
親
王
の
得
度
に
際
し
、
公
寛
・
公
遵
両
宮
へ

紗
綾
・
銀
・
馬
代
な
ど
が
贈
さ
れ
て
い
る
。
諸
行
事
は
恒
例
化
、
応
答
に
は
寺
側
、

幕
府
側
と
も
に
専
門
と
す
る
担
当
者
の
配
慮
が
あ
っ
た
。

　

元
文
二
年
五
月
三
日
上
野
は
大
火
に
み
ま
わ
れ
た
。
下
谷
八
軒
町
よ
り
出
火
し
た

火
は
寛
永
寺
本
坊
・
開
山
堂
・
福
聚
院
・
東
漸
院
な
ど
を
焼
き
尽
く
す
が
、
吉
宗
生

母
浮
圓
院
霊
牌
所
な
ど
も
被
災
。
公
寛
は
観
成
院
へ
、
新
宮
と
な
っ
た
公
遵
法
親
王

は
春
性
院
へ
避
難
を
す
る
が
、
幕
府
か
ら
は
即
、
時
服
・
夜
着
・
蒲
団
な
ど
の
配
慮

が
あ
り
、
本
坊
復
興
の
営
作
の
任
に
は
寺
社
奉
行
大
岡
越
前
守
忠
相
、
小
普
請
奉
行

本
多
近
江
守
正
庸
が
当
て
ら
れ
た
。
が
、
公
寛
法
親
王
は
こ
の
頃
か
ら
し
だ
い
に
健

康
を
損
な
う
か
、
病
の
記
述
が
散
見
。
や
が
て
翌
年
三
月
九
日
病
臥
を
以
っ
て
任
務

を
離
れ
、
幕
府
か
ら
は
医
師
吉
田
元
卓
も
参
上
す
る
が
、
同
月
一
六
日
薨
去
、
鳴
物

停ち
ょ
う
じ止
三
日
の
沙
汰
が
下く
だ

さ
れ
た
。

③
『
史
料
稿
本
』

　
『
史
料
稿
本
』
は
、『
大
日
本
史
料
』
の
草
稿
で
あ
る
。
明
治
年
間
の
編
纂
で
あ
り
、

平
安
・
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
か
ら
江
戸
・
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
の
史
料
、
本
文
・

書
名
・
そ
の
他
を
集
成
、
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
公
寛
法
親
王
に
関
し
て
は
、
正

徳
四
年
四
月
二
二
日
（
二
三
日
と
も
）
二
品
宣
下
、
享
保
二
年
二
月
一
九
日
（
二
九
日
と

も
）
一
品
宣
下
、
享
保
三
年
初
の
上
洛
を
伝
え
、
寛
永
寺
新
門
跡
の
始
ま
り
を
知
ら
せ

る
が
、
天
台
座ざ

す主
に
は
二
度
就
任
。
初
度
は
享
保
三
年
、
二
一
歳
の
折
で
あ
り
、
青

蓮
院
尊
祐
法
親
王
の
辞
任
に
伴
い
選
任
さ
れ
た
。「
御
上
京
御
供
霊り
ょ
う
せ
ん
い
ん

山
院
其
外
御
附
之

名
前
書
留
無
御
座
」
と
あ
り
、
寛
永
寺
執し
っ
と
う当
霊
山
院
が
同
行
。
霊
山
院
は
慈
泉
（
公
辨

よ
り
賜
）
と
称
し
、
西
久
保
普
門
院
の
院
主
で
あ
っ
た
が
、
供
衆
の
詳
し
い
記
載
は
な

く
、
滞
在
は
五
ヵ
月
余
り
。
六
月
一
三
日
天
台
座
主
、
八
月
護
持
宣
下
、
十
月
二
六

日
に
は
座
主
を
辞
任
し
江
戸
へ
向
か
う
。
帰
府
後
の
記
録
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

享
保
四
年
一
一
月
四
日　

   

将
軍
吉
宗
よ
り
朝
鮮
国
か
ら
の
贈
品
を
分
与
さ
れ
る

同　

五
年
二
月
一
九
日　
　

焼
失
し
た
寛
永
寺
開
山
堂（
享
保
三
年
）の
建
立
を
願
い
出
る
も
不
許

同　
　
　

一
一
月
一
日　
　

再
度
幕
府
に
開
山
堂
建
立
を
請
い
小
規
模
と
し
て
認
可

同　

七
年
一
二
月
二
二
日　

律
院
創
置
を
願
い
認
可

同
一
三
年
五
月
二
〇
日　
　

吉
宗
の
寛
永
寺
詣
り
（
御
成
）、
公
寛
宴
を
催
す

再
度
の
上
洛
は
享
保
一
六
年
四
月
二
六
日
、
三
四
歳
の
折
で
あ
る
。「
此
時
御
供
恵
忍

院
御
附
水
野
惣
兵
衛
御
医
師
名
前
書
留
無
御
座
」
と
あ
り
、
同
行
は
恵け
い
に
ん
い
ん

忍
院
、
水
野

惣
兵
衛
、
医
師
は
芥
川
元
泰
の
名
を
確
認
し
た
（『
公
寛
法
親
王
御
在
洛
日
記
』
叡
山
文
庫
）。

恵
忍
院
は
恵け
い
じ
ゅ
ん
潤
と
称
し
、
寛
永
寺
執
当
と
推
測
。
供
衆
は
水
野
惣
兵
衛
、『
月
堂
見
聞

集
』
に
は
惣
兵
衛
に
加
え
て
水
野
隼
人
正
の
名
も
み
ら
れ
る
（
両
者
は
父
子
か
否
か
）。

滞
在
は
同
じ
く
五
ヵ
月
余
り
。
一
〇
月
二
三
日
帰
府
の
途
に
つ
く
が
、
そ
の
後
の
こ

と
は
以
下
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

享
保
二
〇
年
五
月
九
日　
　

毘
沙
門
堂
公
遵
法
親
王
を
附
弟
と
す
る

乾山江戸編(7)



元
文
元
年　

九
月
四
日　
　

幕
府
開
催
江
戸
城
大
広
間
に
於
け
る
散
楽
・
饗
応

同　

二
年　

三
月
一
日　
　

公
寛
、
公
遵
両
法
親
王
を
招
き
於
御
座
間
に
お
け
る
散
楽
・
饗
応

同　
　
　

五
月
三
日　
　
　

下
谷
大
火
。
寛
永
寺
本
坊
・
吉
宗
生
母
巨
勢
氏
廟
焼
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
寛
は
観
成
院
、
公
遵
は
春
性
院
に
移
居

同　
　
　

六
月
二
五
日　
　

幕
府
猿
楽
を
開
催
、
公
寛
、
公
遵
法
親
王
を
饗
応

同　
　
　

一
〇
月
一
九
日　

幕
府
江
戸
城
西
丸
に
お
い
て
公
寛
、
公
遵
を
饗
し
猿
楽

元
文
三
年
三
月
九
日　
　
　

公
寛
法
親
王
病
を
以
っ
て
隠
居
願
。
公
遵
に
代
わ
る

同　
　
　

三
月
一
五
日　
　

公
寛
法
親
王
薨
去

同　
　
　

三
月
一
六
日　
　

公
寛
の
薨
を
以
っ
て
鳴
物
三
日
の
停
止

同　
　
　

三
月
二
四
日　
　

公
寛
の
薨
を
以
っ
て
京
都
に
お
い
て
廃
朝
三
日

④
『
月
堂
見
聞
集
』

　
『
月
堂
見
聞
集
』
は
本も
と
じ
ま
ち
し
ん

島
知
辰（
生
没
年
不
詳
）編
。
知
辰
は
京
都
の
人
、
字
を
梅ば
い

干か
ん

、

号
を
月げ
つ
ど
う堂
と
称
し
た
が
、
詳
し
い
こ
と
は
伝
わ
ら
な
い
。
同
書
は
元
禄
一
〇
年
か
ら

享
保
一
九
年
（
一
六
九
七
―
一
七
三
四
）
に
至
る
三
七
年
間
の
記
録
で
あ
る
が
、
江
戸
・

京
都
・
大
坂
の
三
都
を
中
心
に
地
方
に
伝
わ
る
巷
説
、
天
変
地
異
、
災
害
、
自
然
の

出
来
事
な
ど
を
集
録
。
公
寛
法
親
王
に
関
し
て
は
正
徳
四
年
か
ら
享
保
一
六
年
ま
で

の
記
述
が
あ
り
、
以
下
は
そ
の
抜
萃
で
あ
る
。

正
徳
四
年
甲
午
歳
（
一
七
一
四　

公
寛
法
親
王
一
七
歳
・
乾
山
五
一
歳
、
両
者
の
年
齢
差
は
三
四
歳
）

　

○ 

三
井
寺
円
満
院
宮　
東
山
院
之
皇
子　

冷
泉
様
御
娘
御
腹　

当
年
十
七　

此
度
日
光
山
輪
王
寺
へ
御
入

院　

去
極
月
十
八
日
江
戸
御
殿
中
に
て
為
被
仰
出　

則
当
二
月
朔
日
京
都
御
発
輿
被
遊
候
由　

町
奉
行
中
根
摂
津
守
殿　

内
々
江
府
御
参
勤
御
願
故　

此
度
宮
様
供
奉
被
成
候
筈

享
保
三
年
戊
戌
歳
（
一
七
一
八　

宮
二
一
歳
・
乾
山
五
五
歳
）

　

○
同
（
五
月
）
十
四
日　

日
光
輪
門
主
御
上
京　

有
栖
川
様
御
屋
敷
御
旅
館

　

○
同
廿
七
日
（
十
月
）　

輪
門
主
日
光
へ
御
帰
山
に
付　

京
都
御
発
足

享
保
一
六
年
辛
亥
歳
（
一
七
三
一　

宮
三
四
歳
・
乾
山
六
八
歳
）

　

○ 

五
月
七
日　

日
光
宮
様
御
入
京　

廬
山
寺
に
御
寄
宿　

御
供
水
野
惣
兵
衛　

水
野
隼
人
正
御

尋
相
済
候
御
礼
の
た
め
御
参
内

　

○ 

日
光
宮
様　

江
戸
御
道
中
御
通
り
之
節　

大
名
方
泊
り
休
み
高
札
を
お
ろ
し　

小
き
紙
に
何

某
泊
り
或
は
休
み
と
書
付　

彼
の
札
の
柱
に
張
る　

但
し
地
よ
り
二
三
尺
高
く
張
る
な
り

　
　

 

宮
様
御
乗
物
よ
り
あ
が
ら
ざ
る
や
う
の
為
な
り　

若
し
寄
宿
の
大
名
あ
れ
ば
幕
を
お
ろ
し
上

下
の
人
数
外
へ
不
出　

鳴
り
音
を
静
め　

是
又
細
微
な
る
紙
に
何
某
寄
宿
と
書
し　

地
よ
り

二
尺
程
に
張
る　

途
中
に
て
行
逢
た
る
大
名
家
中
末
々
迄
惣
下
馬
な
り

　

○ 

五
月
廿
九
日　

六
月
朔
日　

二
日
右
三
箇
日　

日
光
宮
様
へ
山
門
惣
出
家
衆　

其
外
諸
国
僧

侶
諸
旦
那　

御
礼
金
子
銀
子
扇
子
御
菓
子
献
上　

貝
塚
卜
半
金
目
録
御
目
見
え

　

○ 

同
十
八
日
（
マ
マ
）　

日
光
宮
様
叡
山
へ
御
参
詣　

夫
よ
り
三
井
寺
に
て
御
晝
休
み　

夫
よ
り

毘
沙
門
堂
へ
御
入
御
休
息　

志
賀
院
に
御
滞
留

　

○ 

六
月
十
日　

二
条
右
府
吉
忠
公　

御
簾
中
一
所
に
壬
生
地
蔵
堂
へ
御
参
詣　

此
処
に
二
条
殿

御
地
方
あ
り　

庄
屋
濱
岡
与
三
右
衛
門
宅
に
て
御
休
息
あ
り
饗
応
の
内
に
御
望
に
依
て
俄
に

舞
臺
を
拵
て　

壬
生
寺
大
念
仏
の
狂
言
を
仕
候　

世
間
に
日
光
様
御
見
物
と
云　

尤
非
な
り

輪
門
主
様
は
祇
園
会
七
日
十
四
日
と
も
に
御
見
物
無
之
由　

山
門
へ
御
登
山
被
遊
夫
よ
り
志

賀
院
に
少
の
内
御
滞
留　

三
井
寺
よ
り
山
科
へ 

夫
よ
り
御
本
坊
へ
御
帰
駕
被
遊
候
由　

已
上

　

○ 

六
月
晦
日
夜　

日
光
宮
様
下
賀
茂
へ
御
越　

則
拝
殿
幷
橋
殿
に
翠
簾
を
掛
御
座
と
す　

御
祓

御
覧
の
後
御
帰
寺　

志
賀
院　

水
野
惣
兵
衛
御
供

　

○ 

九
月
十
二
日
か　

妙
法
院
様
坊
官
衆
逼
迫
の
事　

一
説
に　

日
光
宮
様
御
方
へ
諸
門
跡
様
方

御
招
請
被
遊
候
節　

妙
門
様
紫
衣
一
説
緋
衣
と
云
は
誤
り
也　

此
れ
は
御
着
被
遊
候
時
は　

青
門

様
へ
御
断
被
遊
候
て
御
着
被
遊
候
古
実
也　

右
の
御
断
無
之　

坊
官
衆
の
不
届
に
依
て
如
此

右
は
法
皇
御
所
よ
り
被
仰
渡
候
由

　

○ 

九
月
十
二
日　

修
学
院
へ
御
幸
に
付　

日
光
宮
様
御
一
所
に
行
啓
あ
る
べ
き
筈
の
所
に　

宮

様
は
少
々
御
機
嫌
不
宜
故　

其
義
無
之
候

　

○
同
十
八
日　

二
宮　

毘
沙
門
堂
へ
御
入
漆
行
列
奥
に
記
す

　

○ 

享
保
十
六
年
亥
九
月
十
八
日　

二
宮
（
公
遵
法
親
王
）　

毘
沙
門
堂
へ
御
入
室
行
列
同
日
御
得

度
其
後
に
御
囃
子
在
之

　
　

 

二
宮
様
は
三
条
西
殿
迄
御
入　

夫
よ
り
窃
に
聖
護
院
宮
様
へ
御
入
被
遊
候
毘
沙
門
堂
迄
の
儀

式
は
空
輿
而
已　

是
故
実
の
由　

御
得
度
も
実
は
当
春
被
遊
候　

曇
華
院
様
も
御
得
度
は
相

済
候
て　

当
九
月
廿
一
日
に
御
得
度
の
御
儀
式
有
之
候

　
　

二
宮
の
御
事　

今
上
皇
帝
第
二
の
皇
子　

御
母
は
清
水
谷
大
納
言
御
娘
源
内
侍
の
御
腹

　
　
　
　
（
公
寛
法
親
王
の
法
嗣
、
次
代
輪
王
寺
門
主
公
遵
法
親
王
の
得
度
の
こ
と
、
戒
師
は
公
寛
）

　

○
同
（
十
月
）
五
日　

日
光
御
門
主　

毘
沙
門
堂
御
門
主　

両
御
門
跡
様
御
目
見　

金
目
録

　
　

 

昆
布
一
臺
御
暇
乞
御
礼
貝
塚
卜
半　

右
は
日
光
御
門
主
当
十
日
に
は
江
戸
へ
御
発
足
に
付
て
也
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○
同
十
日
朝　

日
光
御
門
主
京
都
御
発
輿　
　

以
上
。

　

正
徳
三
年
一
二
月
一
八
日
、
江
戸
城
に
お
い
て
公
辨
法
親
王
の
法
嗣
と
し
て
公
寛

法
親
王
が
決
定
。
翌
四
年
二
月
一
日
町
奉
行
中
根
摂
津
守
同
道
の
も
と
日
光
新
宮
と

し
て
江
戸
へ
向
か
う
。

　

五
年
が
経
過
、
初
上
洛
は
享
保
三
年
。
再
度
の
上
洛
は
享
保
一
六
年
四
月
二
六
日
。

同
日
江
戸
を
出
立
、
供
衆
は
水
野
惣
兵
衛
・
隼
人
正
、
宮
の
格
式
を
示
す
道
中
記
が

あ
り
、
近
江
三
井
寺
、
山
科
の
毘
沙
門
堂
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
か
つ
て
新
門
主

と
し
て
研
修
に
励
ん
だ
大
津
坂
本
天
台
宗
滋
賀
院
に
滞
留
。
滋
賀
院
は
天
海
の
開
創

で
あ
る
が
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
後
陽
成
天
皇
よ
り
京
都
法
勝
寺
を
下
賜
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。
輪
王
寺
創
設
に
伴
い
兼
帯
寺
と
な
り
、
延
暦
寺
里
坊
の
一

つ
と
な
る
が
、
天
台
座
主
を
勤
め
た
法
親
王
の
住
ま
い
、
学
問
修
業
所
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
。
叡
山
文
庫
に
は
享
保
一
六
年
「
公
寛
親
王
御
上
洛
坂
本
并
山
上
下
宿
部

屋
割
覚
」（「
止
観
院
文
書
」）
と
し
た
宿
泊
記
録
が
残
る
。
供
衆
の
宿
泊
を
確
認
す
る
が
、

月
堂
は
こ
こ
で
巷
説
を
挿
入
。
京
都
滞
在
中
公
寛
は
、
六
月
一
〇
日
二
條
綱
平
息

吉よ
し
た
だ忠
夫
妻
の
壬み

ぶ生
地
蔵
堂
参
詣
に
同
伴
し
た
・
否
、
祇ぎ
お
ん
え

園
会
見
物
を
し
た
・
否
、
ま

た
六
月
晦
日
夜
に
は
水
野
惣
兵
衛
を
供
に
下
賀
茂
神
社
の
祓
え
に
参
上
、
九
月
に
は

洛
中
の
諸
門
跡
の
集
会
に
参
会
す
る
が
、
も
し
や
乾
山
と
の
手
懸
か
り
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
た
が
、
否
で
あ
っ
た
。

⑤
公
寛
法
親
王
の
文
事
・
芸
事

　

公
寛
法
親
王
に
は
桂け

い
し
ゅ
う

州 

と
号
し
、
書
・
画
、
漢
詩
・
和
歌
、
猿
楽
な
ど
の
嗜た

し
なみ

が

伝
え
ら
れ
る
。
絵
画
・
扁
額
揮
毫
、
和
歌
集
奉
納
な
ど
が
伝
世
（
判
然
と
し
な
い
も
の
も

あ
る
）。
近
辺
及
び
三
山
管
領
職
を
勤
め
た
関
係
上
そ
れ
に
繋
が
る
寺
社
、
輪
王
寺
宮

御
家
来
衆
に
蔵
さ
れ
た
諸
品
な
ど
に
足
跡
が
残
る
。

―
絵
画
―　

一
、
元が
ん
ざ
ん三
大
師
肖
像
：

　

日
光
往
還
の
折
、
公
寛
法
親
王
は
佐
野
大
字
寺
岡
、
春
日
岡
山
惣そ
う
し
ゅ
う
宗
寺
を
宿
所
と

し
た
。
同
寺
は
別
名
寺
岡
山
薬
師
寺
、
通
称
佐
野
厄
除
け
大
師
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
が
、
寺
に
は
公
寛
筆
元が
ん
ざ
ん三
大
師
肖
像
画
が
伝
承
す
る
（
一
六
弁
の
金
彩
菊
花
紋
章
が

あ
る
）。
元
文
年
間
、
亀
田
庄
左
衛
門
則
重
な
る
人
物
が
寛
永
寺
よ
り
拝
領
、
当
地
の

寺
に
寄
進
し
た
と
伝
承
す
る
が
（『
栃
木
縣
誌
』）、
元
三
大
師
は
天
台
宗
中
興
の
祖
、
延

暦
寺
一
八
代
座
主
慈じ

え恵
大
師
・
良り
ょ
う
げ
ん
源
（
九
一
二
―
八
五
）
で
あ
る
。
命
日
が
正
月
三
日

で
あ
る
こ
と
か
ら
元が
ん

三さ
ん

の
異
称
が
生
じ
、
一
説
に
よ
れ
ば
同
絵
画
は
、
佛
絵
師
神
田

宗
庭
（
三
代
善
信
か
四
代
伊
信
か
）
の
描
く
所
、
公
寛
法
親
王
が
開
眼
供
養
（
目
を
描
き
魂

を
入
れ
る
）
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
神
田
宗そ
う
て
い庭
は
、
木
村
了り
ょ
う
た
く
琢
と
と
も
に
江
戸
期
を

通
じ
日
光
山
、
東
叡
山
な
ど
の
仏
画
・
肖
像
画
を
制
作
し
た
仏
絵
師
で
あ
る
。
初
代

宗
信
（
一
五
八
九
―
一
六
六
二
）
は
天
海
に
従
い
江
戸
へ
下
向
、
家
康
の
肖
像
画
を
描
き
、

そ
の
修
復
に
当
た
り
七
代
貞
信
（
一
七
六
四
―
一
八
〇
〇
）
は
「
東
叡
山
御
繪
所
宗
庭
御

修
復
調
達
」
と
記
す
が
、
寛
永
寺
絵
所
、
絵
仏
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
古

画
備
考
』
に
は
寛
文
以
来
一
一
代
に
渉
る
記
録
が
み
ら
れ
る
。
江
戸
期
は
大
規
模
な

寺
社
造
営
に
伴
っ
て
御
用
絵
師
狩
野
一
派
と
と
も
に
神
田
家
、
木
村
家
代
々
が
活
躍
、

日
光
東
照
社
に
関
し
て
は
、
東
照
大
権
現
像
・
天
海
大
僧
正
像
・
薬
師
如
来
像
・
釈

迦
三
聖
像
な
ど
が
伝
世
す
る
。

乾山江戸編(9)



二
、
珠た
ま

絵
（
宝
珠
か
）：

　

前
橋
市
総
社
町
、
光
巌
寺
に
は
珠
絵
が
伝
え
ら
れ
る
。
光
巌
寺
は
天
台
宗
秋
元
山
江

月
院
、
府
内
・
関
八
州
天
台
寺
院
の
取
締
役
で
あ
っ
た
が
、
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）

三
月
上
旬
、
同
寺
一
〇
代
晃
覺
は
日
光
山
禅
智
院
住
持
を
勤
め
、
そ
の
折
公
寛
よ
り
同

画
を
下
賜
さ
れ
、
箱
書
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（「
光
巌
寺
文
化
財
調
査
」）。

　

晃
覺
曾
住
持
晃
日
光
山
禅
智
院
干
時
公
寛
大
王
命
爲
□
近
因
自
画
以
賜
之
者
也

　

享
保
乙
卯
春
三
月
上
旬　

准
三
后
一
品
公
寛
親
王
御
真
筆　

當
寺
第
十
世
晃
覺
寄
附

三
、
山
水
画
：

　

享
保
一
四
年
刊
『
澹た
ん
え
ん
し
ょ
こ
う

園
初
稿
』（
秋
本
澹た

ん
え
ん園
・
一
六
八
八
―
一
七
五
一
）
に
「
東
叡
玉
台
因

不
佞ね

い

白
雲
詞
賜
画
山
水
謹
奉
拝
謝
即
事
」
と
あ
る
。
澹た

ん
え
ん園

は
下
野
国
黒
羽
大
関
藩
鈴

木
刑
部
三
男
、
名
は
以
正
（
喜
内
）、
秋
本
家
の
養
子
で
あ
っ
た
。
荻
生
徂
徠
に
古
文
辞

学
を
学
び
、
詩
文
に
す
ぐ
れ
、
し
ば
し
ば
大
名
家
の
詩
会
に
参
会
す
る
な
ど
、
同
画
は

澹
園
の
賦
し
た
「
白
雲
詞
」
に
対
し
、
公
寛
法
親
王
が
山
水
画
を
描
き
下
賜
し
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
地
蔵
菩
薩
像
、
日
光
照
尊
院
蔵
品
な
ど
も
伝
聞
す
る
。

―
書
（
扁
額
・
経
巻
・
そ
の
他
）
―

一
、
日
光
山
二ふ

た
ら
や
ま

荒
山
神
社
神
額
：

　

享
保
一
六
年
日
光
山
二ふ

た
ら
や
ま

荒
山
神
社
中
鳥
居
に
「
正
一
位
勳
一
等
日
光
大
権
現　

一

品
公
寛
親
王
御
筆
」（『
日
光
大
観
』「
千
と
せ
の
神
垣
」）
と
し
た
神
額
が
掲
げ
ら
れ
た
。

元
禄
八
年
の
建
立
で
あ
る
が
、
寛
政
年
間
修
理
に
よ
っ
て
杉
の
鳥
居
は
唐
銅
に
改
め

ら
れ
、
の
ち
に
神
佛
分
離
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
と
伝
承
す
る
。

二
、
下し

た
や谷

稲い
な
り荷

神
社
扁
額
：

　

下
谷
廣こ

う
と
く
じ

徳
寺
向
か
い
側
に
あ
り
、
俗
称
廣
徳
寺
稲
荷
ま
た
正
法
院
稲
荷
。
寛
永
寺

の
建
立
に
伴
い
寛
永
四
年
上
野
下
寺
（
屏
風
坂
大
久
寺
隣
）、
延
宝
八
年
下
谷
廣
徳
寺
前

へ
と
移
転
し
た
が
、
享
保
四
年
、
公
寛
法
親
王
の
執
奏
に
よ
り
正
一
位
、
中
鳥
居
扁

額
に
「
正
一
位
稲
荷
大
明
神
」（『
江
戸
名
所
図
曾
』）
と
揮
毫
、
下
谷
鎮
守
と
な
る
が
、

大
正
一
二
年
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
社や
し
ろは
倒
壊
。
昭
和
九
年
に
復
興
す
る
。

　
（
そ
の
他
『
略
縁
起
集
成
』
に
よ
れ
ば
埼
玉
熊
谷
稲
荷
社
額
も
あ
る
と
い
う
）

三
、
鶴つ
る
が
お
か
岡
八
幡
宮
「
三
十
六
歌
仙
」
扁
額
：

　

鶴
岡
八
幡
宮
扁
額
に
関
し
「
畫
ハ
住
吉
廣
守
筆
、
歌
ハ
日
光
准
后
公
寛
法
親
王
ノ

筆
ナ
リ
」
と
あ
る
（『
新
編
相
模
國
風
土
記
稿
』）。
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）
源
頼よ
り
よ
し義

（
九
八

八
―
一
〇
七
五
）
が
石い
わ
し清
水み
ず

八
幡
宮
の
分
霊
を
由
比
鶴
岡
に
勧か
ん
じ
ょ
う
請
（
神
仏
の
分
霊
を
請
じ
迎

え
る
こ
と
）、
現
在
地
に
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
源
頼よ
り
と
も朝
が
移
し
、

日
光
山
と
同
様
、
頼
朝
に
よ
っ
て
関
東
一
円
の
護
り
と
さ
れ
て
い
た
。
扁
額
は
伝
世

せ
ず
、
廣
守
筆
絵
、
公
寛
の
和
歌
書
も
不
明
で
あ
る
が
、
住す
み
よ
し吉
廣ひ
ろ
も
り守

（
一
七
〇
五
―
七

一
）
は
住
吉
廣
保
息
、
御
用
絵
師
で
あ
り
、
や
ま
と
絵
を
専
ら
と
し
た
。
公
寛
の
周
囲
、

和
歌
・
文
学
で
は
田た
ざ
わ
よ
し
あ
き

澤
義
章
が
侍
史
し
て
お
り
、
田
澤
は
享
保
二
年
『
武
藏
野
地
名
考
』

を
著
し
、『
日
光
山
記
』『
志
賀
記
』『
歌
仙
考
』
な
ど
を
献
上
。
鶴
岡
八
幡
宮
両
宮
（
上
・

下
）
に
は
さ
ら
に
公
寛
法
親
王
筆
歌
仙
和
歌
各
々
一
通
が
あ
っ
た
と
伝
承
。

　

是
元
文
御
修
理
ノ
時
造
ラ
ル
ゝ
所
ナ
リ

　

承
寛
雜
録
曰
、
元
文
元
年
、
上
下
兩
宮
へ
歌
仙
一
通
ツ
ゝ
御
奉
納
、
日
光
准
后
ノ
筆
ナ
リ
云
々
、

　

按
ス
ル
ニ
、
上
宮
ノ
額
ハ
、
囘
録
ノ
時
烏
有
ス　
（『
新
編
相
模
國
風
土
記
稿
』）

と
あ
る
が
、「
烏う

ゆ
う有

」
は
全
く
無
い
の
意
、
文
化・文
政
期
に
は
既
に
消
失
し
て
い
た
か
。

　

が
、『
徳
川
実
紀
』
に
は
「
日
光
准
后
公
寛
法
親
王
鶴
岡
八
幡
宮
の
歌
仙
を
染
筆
あ

り
し
に
よ
り　

高
家
中
條
大
和
守
信
實
し
て
純
子
二
十
巻　

昆
布
一
箱
を
く
ら
せ
た

ま
ふ
」
と
あ
り
、
幕
府
の
関
与
が
推
考
さ
れ
る
。
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途
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ず
、
江
戸
で
は
度
重
な
る
火
災
も
あ
り
、
焼
失
し

た
可
能
性
も
あ
る
。
乾
山
は
入
谷
村
の
ほ
か
本
所
六
軒
堀
・
材
木
屋
筑
島
屋
坂
本
米

舟
の
長
屋
に
独
居
、
陶
器
を
製
し
た
と
も
あ
る
が
（『
古
画
備
考
』）、
元
文
二
年
下
谷
は

大
火
、
寛
保
二
年
に
は
浅
草
・
下
谷
一
帯
が
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
そ
れ
に

よ
っ
て
乾
山
は
本
所
へ
移
る
か
。
本
所
に
は
長
崎
町
が
あ
り
、「
長
崎
乾
山
」
は
そ

の
折
の
作
陶
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
一
仕
事
成
し
終
え
た
老
陶
匠
は
、
数
寄
者
の
陶

芸
、
席
焼
・
席
描
を
愉
し
み
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
光
琳
二
世
を
名
の
り
、

何か
げ
い帠

（
立
林
）
を
相
手
に
絵
師
と
し
て
も
活
動
、
和
歌
・
俳
諧
で
は
吉
原
名
主
庄
司
道

恕
斎
、
坂
本
米
舟
、
須
藤
杜
川
、
こ
と
に
依
る
と
『
近
代
世
事
談
』
を
著
し
た
菊
岡

沾
凉
ら
と
も
知
り
合
い
で
は
な
か
っ
た
か
。
茶
会
・
詩
会
、
和
歌
・
俳
諧
の
集
い
に

参
会
、
江
戸
に
お
け
る
乾
山
は
、
輪
王
寺
宮
公
寛
法
親
王
と
同
家
坊
官
進
藤
周
防
守

勝
任
、
入
谷
村
や
き
も
の
工
人
次
郎
兵
衛
、
久
作
。
絵
師
立
林
何
帠
、
数
寄
者
・
趣

味
人
、
既
述
の
俳
諧
仲
間
な
ど
の
交
遊
の
中
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

２
、
公
寛
法
親
王
と
乾
山

　

元
文
三
年
三
月
一
五
日
、
公
寛
法
親
王
は
四
二
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
薨
去
は
京

都
『
二
條
家
御
番
所
日
次
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
き
留
め
ら
れ
た
。

　
 

三
月
廿
四
日
晴　

関
白
様
御
使
中
島
㐂
八　

御
廻
文
來
候
儀　

次
第
御
傳
達
可
被
成
候
由
也　

其
趣
左
記
崇
保
院
宮
様
就
薨
去　

従
今
日
三
ヶ
日
之
間
廃
朝
候　

仍
而
爲
御
案
内
如
是
ニ
候

已
上　

三
月
廿
四
日　

右
如
例
次
第
可
被
來
御
傳
達
候　

以
上

　
『
妙
法
院
日
次
記
』
に
も
同
様
の
文
書
を
認
め
る
が
、
加
え
て
公
寛
法
親
王
後
継
者
、

中
御
門
天
皇
皇
子
公
遵
法
親
王
の
兄
弟
か
ら
は
、「
御
悔
御
使
被
進
候
ヶ
所
」
と
し
て

聖
護
院
宮
様
忠ち

ゅ
う
よ誉

法
親
王
（
一
七
二
二
―
八
八
）、
曇ど

ん
げ
い
ん

華
院
宮
様
聖し

ょ
う
さ
ん
に
ょ
お
う

珊
女
王
（
一
七
二
一
―
五

四
、
法
華
経
八
巻
：

　

埼
玉
県
岩い
わ
つ
き槻
市
大
字
慈じ
お
ん
じ

恩
寺
に
伝
承
す
る
「
崇
保
院
公
寛
親
王
御
筆
法
華
経
八
巻
」

で
あ
る
。
慈
恩
寺
は
天
長
年
間
（
八
二
四
―
三
三
）
天
台
宗
延
暦
寺
三
代
座
主
慈
覚
大
師
・

円え
ん
に
ん仁

（
七
九
四
―
八
六
四
）
の
開
創
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
寺
山
の
風
景
が
唐
の
慈
恩
寺
に

似
た
所
か
ら
慈
恩
寺
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
徳
川

家
康
は
寺
領
一
〇
〇
石
を
寄
進
。
寛
永
年
間
、
寛
永
寺
末
寺
と
な
る
。

五
、
書
一
行
物
：

　

文
政
頃
、
輪
王
寺
宮
家
に
仕
え
た
狩
野
派
絵
師
鈴
木
一
郎
（
秀
実
・
有
年　

？
―
一
八

六
六
）
は
宝た
か
ら
い
ば
き
ん

井
馬
琴
（
一
七
六
七
―
一
八
四
八
）
に
公
寛
法
親
王
筆
一
行
物
「
乾
坤
一
草

亭
」
を
贈
る
（『
馬ば

き
ん
し
ょ
か
ん
し
ゅ
う
せ
い

琴
書
翰
集
成
』）。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
宮
家
家
臣
宅
に
お
い
て
目

に
し
た
掛
物
で
あ
っ
た
が
、
詩
句
（『
金
石
印
譜
』）
は
馬
琴
の
愛
翫
す
る
印
章
句
の
一

つ
。
喜
ば
せ
よ
う
と
無
理
に
入
手
、
馬
琴
に
進
呈
。
が
、
権
威
に
媚
び
る
こ
と
を
好

し
と
し
な
い
馬
琴
は
押
入
に
し
ま
い
込
み
、
遂
に
用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

（『
馬
琴
日
記
』）。
そ
の
他
公
寛
作
の
漢
詩
に
は
葉は
む
ろ室
顕あ
き
た
か孝

（
一
七
九
六
―
一
八
五
八
）
自
筆

「
頌
公
寛
法
親
王
初
賦
詩
」
が
あ
る
。

　

安
永
頃
に
は
初
音
の
森
の
鶯
（
乾
山
献
上
と
伝
承
）、
浅
草
寺
門
前
の
浅
草
餅
を
好
む
と

し
た
逸
話
も
伝
承
、
俳
諧
で
は
宝た

か
ら
い
き
か
く

井
其
角
門
人
秋し

ゅ
う
し
き
じ
ょ

色
女
の
句
、「
井
戸
端
の
桜
あ
ぶ
な
し

酒
の
酔
い
」（『
い
つ
を
昔
』
元
禄
三
年
刊
）
に
心
を
留
め
、
庶
民
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
る
。

　

公
寛
は
「
供
養
法
華
儀
」「
重
建
勧
学
会
条
式
」「
読
法
華
千
部
会
啓
建
議
」
な
ど

を
著
し
た
。
日
記
に
は
『
公
寛
親
王
御
在
洛
日
記
』（
叡
山
文
庫
）
が
伝
承
す
る
。
が
、

こ
の
た
び
叡
山
文
庫
を
訪
い
関
係
文
書
の
す
べ
て
を
披
見
、
乾
山
に
関
す
る
如
何
な

る
文
書
・
事
項
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
自
筆
・
個
人
の
日
記
な
ど
は
別

乾山江戸編(11)



九
）、大
聖
寺
宮
御
附
弟
友
宮
様
な
ど
、弔
意
の
使
者
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

乾
山
の
嘆
き
は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
三
回
忌
に
当
た
り
崇
保
院
宮
の
法

号
を
頭か

し
らに

和
歌
六
首
（
冒
頭
の
六
首
）
を
詠
ず
る
が
、
光
輝
く
宮
の
遺
業
を
偲
び
、
儚

は
か
な

く
も
命
長
ら
え
る
我
身
を
寂
し
く
ふ
り
返
る
。

　

宮
と
町
人
と
の
関
わ
り
は
、
寛
文
年
中
初
代
輪
王
寺
宮
守
澄
法
親
王
に
随
従
、
江
戸

入
り
し
た
江
州
坂
本
豆
腐
屋
平
右
衛
門
の
名
が
残
る
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
坂
本
町

二
丁
目
に
「
金
御
紋
付
御
用
掛
札
」
と
あ
り
、
京
都
よ
り
「
連
れ
來
た
り
」、
麩
の
用
達

を
命
ぜ
ら
れ
た
麩
屋
清
右
衛
門
は
屏
風
坂
下
車
坂
町
に
「
御
用
札
」
を
拝
領
す
る
（『
下

谷
區
史
』）。
寛
永
寺
門
主
ら
と
の
関
係
で
は
天
海
と
御
木
具
師
（
吉
兵
衛　

柴
田
山
城
、
屏

風
坂
下
車
坂
町
）、
公
海
と
御
木
具
師
（
庄
左
衛
門　

山
城
屋
）
他
が
あ
り
、
薬
種
商
勸
學
屋

大
助
池
之
端
仲
町
、
菓
子
商
茗
荷
屋
肥
後
上
野
元
黒
門
町
、
呉
服
商
・
瀬
戸
物
商
・
指

物
師
な
ど
、
上
野
界
隈
に
住
ま
い
し
、
時
代
と
と
も
に
名
匠
、
名
店
と
し
て
名
を
残
す
。

　

乾
山
も
、
類
似
の
立
場
で
は
な
か
っ
た
か
。
法
親
王
と
の
関
わ
り
は
元
文
二
年
正

月
の
乾
山
自
筆
書
状
（「
小
西
家
文
書
」）
に
確
認
で
き
る
。
銀
座
役
人
甥
の
彦
右
衛
門
（
光

琳
庶
子
）
を
宮
に
紹
介
、
そ
の
同
僚
長
谷
川
長
兵
衛
を
宮
に
対
面
さ
せ
る
な
ど
の
労
を

執と

る
が
、『
上
野
奥
御
用
人
中
寛
保
度
御
日
記
』
に
は
乾
山
の
死
に
関
し
坊
官
計
ら
い

に
よ
る
弔
い
の
配
慮
、「
乾
山
世
代
書
」
に
は
「
准
后
様
京
師
よ
り
御
召
連
被
成
候
」、

『
古
画
備
考
』
に
は
「
上
野
ノ
准
后
様
ヨ
リ
折
節
召
レ
シ
時
」
と
あ
る
な
ど
、
町
人
な

が
ら
法
親
王
と
の
関
係
は
か
な
り
融
通
の
き
く
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

御
所
出
入
り
の
商
家
の
出
自
、
半
ば
商
い
、
半
ば
属
す
る
貴
族
に
従
属
す
る
な
ど
、

乾
山
に
は
上う

え

つ
方が

た

と
の
交
流
が
深
く
、
葬
儀
、
善
養
寺
へ
の
墓
所
を
手
配
し
た
人
物

も
輪
王
寺
坊
官
周
防
守
進
藤
勝
任
で
あ
る
。「
宮
様
懇
意
」
と
し
た
言
葉
も
残
り
、
さ

ら
に
進
藤
家
は
毘
沙
門
堂
坊
官
も
勤
め
る
家
柄
。
毘
沙
門
堂
に
は
「
東
叡
輦れ
ん
じ寺
」
と

書
し
た
乾
山
焼
薔ば

ら薇
図
茶
碗
が
伝
世
し
て
い
た
。
追
善
和
歌
六
首
、
書
状
・
絵
画
に

み
ら
れ
る
「
傳ふ
り
く陸
」
印
と
活
用
。
傳
陸
は
「
王
命
傳
御
」、
帝
に
奉
侍
す
る
王
臣
の
意

を
含
み
、「
傳
」「
扶
」
は
同
義
、「
陸
」
は
睦
む
・
広
く
平
ら
な
上
野
台
地
を
意
図
し

た
も
の
か
。
武
江
在
住
の
証
で
あ
ろ
う
が
、
佐
野
の
素
封
家
大
川
顕
道
も
手
控
（『
陶

器
傳
書
』）
に
「
乾
山
焼
秘
伝
武
州
よ
り
申
来
た
る
」「
壬
九
月
廿
二
日
」（
享
保
一
七
年
）

と
記
し
て
お
り
、
享
保
一
七
年
乾
山
の
江
戸
在
住
が
確
認
で
き
る
。
乾
山
は
入
谷
村

住
。
入
谷
は
上
野
に
あ
り
、
上
野
に
は
寛
永
寺
・
輪
王
寺
宮
家
が
あ
っ
た
。
権
威
あ

る
天
皇
家
、
権
力
を
有
す
る
将
軍
家
、
両
者
の
結
び
つ
き
が
如
何
に
大
き
な
力
を
有

し
た
も
の
か
。
乾
山
は
そ
の
法
親
王
の
膝
元
に
あ
り
、
晩
年
を
お
く
る
。

（
三
）
日
光
山
・
比
叡
山
・
東
叡
山

１
、
日
光
山
満
願
寺
（
一
乗
実
相
院
）

　

輪
王
寺
宮
は
三
山
管か
ん
れ
い領
宮
と
も
称
さ
れ
た
。

　

東
叡
山
寛
永
寺
に
常
住
、
正
月
・
四
月
・
九
月
の
厄
月
三
ヵ
月
を
一
ヵ
月
ご
と
日

光
山
に
登
り
滞
在
、
時
に
応
じ
て
天
台
座
主
と
し
て
近
江
比
叡
山
に
上
る
。
輪
王
寺

宮
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
後
水
尾
天
皇
第
三
皇
子
守し

ゅ
ち
ょ
う

澄
法
親
王
を
初
代
と
す
る
が
、

明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
後
水
尾
院
の
勅
に
よ
っ
て
日
光
山
満
願
寺
は
輪
王
寺
と
改
称
、

貫か
ん
じ
ゅ主
は
輪
王
寺
宮
と
称
さ
れ
た
。
天
台
座
主
と
し
て
上
洛
、
東
叡
山
門
主
、
日
光
山

貫
主
、
比
叡
山
座
主
を
兼
ね
る
三
山
管
領
、
全
国
の
天
台
宗
寺
院
及
び
幕
府
の
施
策
・

行
政
に
従
っ
て
当
時
の
宗
教
界
を
統
轄
す
る
役
割
を
担
う
。
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日
光
山
は
、地
名
で
あ
り
、祭
祀
団
体
、同
地
方
の
宗
徒
二
〇
ヵ
寺
の
総
称
で
あ
る
。

奈
良
時
代
末
期
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）、
山
岳
修
業
を
求
め
た
勝し
ょ
う
ど
う
道
上
人
（
七
三

五
―
八
一
七
）
が
神
宮
寺
、
四
本
龍
寺
を
創
建
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
、
二
荒
山
神・

三
社
大
権
現
を
勧
請
、
寺
院
は
満ま
ん
が
ん
じ

願
寺
と
改
称
、
弘
仁
一
一
年
（
八
二
〇
）
二
荒
は
日
光

に
改
め
ら
れ
た
。
嘉
承
元
年
（
八
四
八
）
慈
覚
大
師
円え
ん
に
ん仁

（
七
九
四
―
八
六
四
）
が
来
山
、

天
台
宗
一い
ち

乗じ
ょ
う
じ
っ
そ
う
い
ん

実
相
院
を
総
称
と
す
る
が
、
二
年
後
に
は
坐
禅
院
を
創
立
、
宗
徒
三
十
六

坊
が
開
か
れ
る
な
ど
、
勝
道
上
人
従
弟
大お
お
な
か
と
み

中
臣
清
真
を
招
い
て
二
荒
山
神
社
に
神
主
を

置
く
が
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
兵
火
に
遭
遇
、
寺
院
は
全
焼
し
て
し
ま
う
。

　

再
建
は
鎌
倉
期
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
頼よ
り
と
も朝

（
一
一
四
七
―
九
九
）
は
下
野
寒

河
郡
の
土
地
を
寄
進
。
源
氏
の
信
仰
を
受
け
て
日
光
山
は
関
東
一
円
の
護ま
も

り
と
な
る

が
、
三
代
将
軍
実さ
ね
と
も朝

（
一
一
九
二
―
一
二
一
九
）
時
代
に
護ご
じ
そ
う

持
僧
弁
覚
法
印
が
入
山
、
熊

野
修し
ゅ
げ
ん験
法
を
導
入
。
光
明
院
を
創
設
し
、
貫
主
は
源
恵
、
鎌
倉
に
居
を
お
き
、
執
務

は
留
守
役
が
当
た
る
と
し
た
形
式
が
成
立
。
源
恵
は
や
が
て
京
都
へ
上
り
天
台
座
主

を
勤
め
る
が
、
日
光
座
主
が
天
台
座
主
と
な
る
嚆こ
う
し矢
と
さ
れ
る
。
隆
盛
を
き
わ
め
、

室
町
時
代
に
は
関
東
一
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
、
領
主
壬み

ぶ生
氏
が
介
入
す
る
の
は
戦

国
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
が
、
壬
生
氏
に
従
い
日
光
宗
徒
は
秀
吉
の
北
条
征
伐

に
は
北
条
氏
に
加
担
、
全
て
を
没
収
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
復
活
は
、
慶
長
一
八
年

（
一
六
一
三
）、
家
康
が
天て
ん
か
い海
を
日
光
山
貫
主
に
命
じ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
日
光
山
に
新

た
な
時
代
が
訪
れ
る
。

　

家
康
の
没
し
た
翌
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）、
日
光
山
に
「
東と
う
し
ょ
う
だ
い
ご
ん
げ
ん

照
大
権
現
」（
家
康
）
が

祀
ら
れ
た
。
天
海
は
、
臨
済
僧
以い

し
ん
す
う
で
ん

心
崇
伝
（
一
五
六
九
―
一
六
三
三
）
ら
の
主
張
を
退
け
、

神
仏
融
合
、
山さ

ん
の
う
い
ち
じ
つ
し
ん

王
一
実
神
道と

う
の
立
場
を
と
り
、
家
康
の
死
に
権
現
号
の
諡
号
勅
許
を
願

い
出
る
。
日
光
山
は
徳
川
氏
と
そ
の
祖
廟
を
守
る
霊
地
と
な
り
、
徳
川
幕
府
の
権
威
を

支
え
る
拠
点
と
な
る
が
、
か
つ
て
天
台
宗
祖
最さ
い
ち
ょ
う
澄
（
七
六
七
―
八
二
二
）
は
中
国
に
渡
り

帰
朝
後
、
天
台
山
国
清
寺
に
倣な
ら

い
延
暦
寺
に
地
主
神
・
日
吉
山
王
権
現
を
祀
る
。
空

海
の
来
山
説
も
伝
承
し
、
天
台
・
真
言
二
つ
の
密
教
が
伝
播
、
日
光
山
は
三さ
ん
の
う王
神し
ん
と
う道
、

日ひ
え（
い
）枝山
の
山
岳
信
仰
・
神し
ん
と
う道
・
天
台
宗
が
融
合
す
る
が
、
さ
ら
に
真
偽
は
別
と
し
て

「
一
周
忌
過
ぎ
に
日
光
山
へ
勧か
ん
じ
ょ
う
請
（
神
仏
の
分
霊
を
請
じ
迎
え
る
こ
と
）
す
る
べ
し
、
八
州
の

鎮
守
と
な
ら
ん
」
と
し
た
家
康
遺い
ご
ん言
も
伝
世
、
天
海
は
朝
廷
か
ら
「
東
照
大
権
現
」
の

勅
許
を
得
る
。
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
駿
府
久く
の
う
ざ
ん

能
山
に
納
め
ら
れ
た
遺
骨
を
遷
移
、
東

照
廟
が
創
祀
さ
れ
る
が
、
七
回
忌
に
は
二
代
将
軍
秀
忠
が
参
詣
。
寛
永
一
三
年
（
一
六

三
六
）、
三
代
家
光
に
よ
る
東
照
社
大
造
替
が
完
成
す
る
な
ど
、
二
一
回
忌
に
は
「
東

照
大
権
現
縁
起
」（
狩
野
探
幽
筆
）
が
起
草
さ
れ
た
。
同
二
〇
年
天
海
は
入
寂
。
正
保
二

年
（
一
六
四
五
）
東
照
宮
の
宮
号
が
勅
賜
さ
れ
た
が
、
家
光
は
積
極
的
に
家
康
の
神
体
化

を
図
り
、
自
ら
も
日
光
に
大だ
い
ゆ
う
い
ん

猷
院
霊
廟
を
造
営
。
家
康
は
増
上
寺
に
お
い
て
盛
大
な
葬

儀
、
安あ
ん
こ
く
い
ん

国
院
霊
廟
を
設
営
、
日
光
山
に
は
大
権
現
と
な
っ
て
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
。
家

光
も
寛
永
寺
に
墓
所
を
設
け
、
日
光
山
に
霊
廟
を
設し
つ
らえ
る
が
、
同
山
に
は
朝
廷
か
ら
毎

年
奉ほ
う
へ
い
し

幣
使
が
参
向
、
秀
忠
・
家
光
・
家
綱
・
吉
宗
・
家
治
・
家
慶
ら
の
将
軍
社
参
、
御

三
家
・
諸
大
名
の
日
光
詣も

う
で、

庶
民
の
参さ

ん
け
い詣

が
始
ま
っ
て
ゆ
く
。
日
光
街
道
も
徐
々
に
整

備
、
門
前
町
・
宿
場
・
茶
店
な
ど
が
揃
い
、
東
照
宮
の
造
営
は
多
く
の
繁
栄
を
も
た
ら

す
が
、
統
率
者
、
そ
の
責
任
を
任
さ
れ
た
人
物
が
三
山
管
領
宮
、
輪
王
寺
宮
で
あ
っ
た
。

２
、
比
叡
山
延
暦
寺

　

比
叡
山
は
、『
古
事
記
』
に
山
の
地
主
神
「
大お

お
や
ま
く
い
の
か
み

山
咋
神
」（「
山や

ま
す
え
の
お
お
ぬ
し
の
か
み

末
之
大
主
神
」）
の
鎮

乾山江戸編(13)



ま
る
所
、
聖
地
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
智
天
皇
が
大
和
か
ら
三
輪
明
神
を

迎
え
大
比
叡
と
為
し
、
大
山
咋
神
は
小
比
叡
と
し
て
、
日
枝
大
社
に
祀
ら
れ
る
。

　

比
叡
山
は
京
都
及
び
大
津
坂
本
に
位
置
す
る
山
で
あ
る
。
山
上
に
は
桓
武
天
皇
代
延

暦
年
間
（
七
八
二
―
八
〇
六
）
に
開
創
さ
れ
た
勅
願
寺
延
暦
寺
が
あ
り
、
天
台
宗
総
本
山
、

開
山
は
伝で
ん
ぎ
ょ
う
だ
い
し

教
大
師
最
澄
（
七
六
七
―
八
二
二
）
で
あ
る
。
大お
お
や
ま山
咋く
い
の
か
み
神
は
山
の
地
主
神
、
延

暦
寺
の
結
界
を
守
る
守
護
神
で
あ
る
が
、中
国
の
天
台
山
鎮
守
「
地
主
三
王
元
弼
真
君
」

に
倣
い
別
名
「
山さ
ん
の
う王
」、
天
台
宗
に
起
き
た
神
道
一
派
を
山
王
神
道
と
称
し
て
い
る
。

　

最
澄
は
、
近
江
に
生
ま
れ
一
二
歳
で
同
地
国
分
寺
行ぎ
ょ
う
ひ
ょ
う

表
の
弟
子
と
な
っ
た
。
一
五
歳

で
得
度
。
奈
良
東
大
寺
に
学
び
、
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
比
叡
山
に
お
い
て
禅
定
修
業
。

一
乗
止
観
院
（
根
本
中
堂
）
を
建
て
経
典
の
研
究
、
同
七
年
比
叡
山
寺
を
建
立
す
る
。
入

唐
し
て
天
台
山
に
学
び
、
四
宗
（
天
台
円
教
・
密
教
・
止
観
・
戒
律
）
を
相
承
、
帰
朝
し
て

桓
武
天
皇
か
ら
天
台
開
宗
の
勅
許
を
得
る
が
、
継
承
者
修
禅
大
師
義ぎ
し
ん真

（
七
八
一
―
八
三

三
）
も
最
澄
に
従
っ
て
入
唐
。『
天
台
法
華
宗
義
集
』
を
著
し
、
天
台
座
主
の
初
代
と
な

る
。
二
代
は
寂
光
大
師
円
澄
、三
代
は
斉さ
い
こ
う衡
元
年
（
八
五
四
）
慈
覚
大
師
円
仁
で
あ
る
が
、

三
代
以
来
寺
内
の
称
で
あ
っ
た
天
台
座
主
は
公
的
な
役
職
と
な
り
、
一
山
宗
徒
三
〇
〇

〇
人
、
一
八
代
慈
恵
大
師
（
良
源
・
元
三
大
師
）
の
頃
に
は
最
盛
を
極
め
た
と
い
う
。

　

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）、
織
田
信
長
（
一
五
三
四
―
八
二
）
は
延
暦
寺
を
焼
討
ち
に
す

る
。
秀
吉
、
家
康
は
復
興
に
尽
力
す
る
が
、
多
く
の
堂
・
塔
を
焼
失
。
叡
山
に
学
び

の
道
を
求
め
て
い
た
天
海
は
こ
の
折
、
武
田
信
玄
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
が
、
信
玄

は
翌
元
亀
三
年
壬
申
正
月
二
十
一
日
身
延
山
を
以
っ
て
「
東
叡
山
」
の
山
号
を
希
ん

で
い
た
。
が
、
成
就
す
る
こ
と
な
く
（『
享
禄
以
來
年
代
記
』）、「
東
叡
山
」
は
の
ち
に
常

陸
の
千
妙
寺
、
天
海
が
住
持
を
勤
め
た
武
藏
国
仙
波
喜き

た
い
ん

多
院
（
無
量
壽
寺
）
の
山
号
と

な
る
。
天
海
は
新
都
江
戸
に
、
比
叡
山
延
暦
寺
と
同
格
の
寺
院
・
勅
願
寺
造
営
を
望

ん
で
い
た
。
結
果
、
山
号
「
東
叡
山
」
は
上
野
寛
永
寺
に
移
さ
れ
、
千
妙
寺
は
古
東

叡
山
と
呼
ば
れ
、
仙
波
喜
多
院
は
星
野
山
に
復
さ
れ
る
と
い
う
が
、
慶
長
一
二
年
（
一

七
〇
七
）、
天
海
は
家
康
の
命
を
受
け
比
叡
山
探
題
奉
行
を
勤
め
る
。
叡
山
復
興
に
尽

力
、
根
本
中
堂
、
大
講
堂
な
ど
も
再
建
、
積
極
的
に
幕
府
の
宗
教
政
策
に
参
画
す
る
。

勅
願
寺
の
建
立
、
三
山
管
領
宮
の
確
立
と
輪
王
寺
宮
の
設
立
、
家
康
を
権
現
と
し
て

日
光
山
に
祀
る
な
ど
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
は
比
叡
山
麓
に
滋
賀
院
を
創
設
す

る
。
滋
賀
院
は
後
陽
成
天
皇
か
ら
京
都
法
勝
寺
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い

う
。
輪
王
寺
宮
門
跡
の
成
立
に
伴
い
天
台
座
主
・
門
跡
の
学
問
修
業
所
、
隠
居
所
、

延
暦
寺
里
の
坊
の
一
つ
と
な
っ
た
が
、
寺
領
は
一
二
五
〇
石
、
境
内
は
凡
そ
六
〇
〇

〇
坪
、
客
殿
、
小
書
院
、
二
階
の
書
院
、
文
書
保
管
・
寺
務
を
司
る
用
部
屋
が
あ
り
、

御
成
門
・
物
見
・
長
屋
・
土
蔵
が
設
け
ら
れ
た
。
滋
賀
院
御
殿
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

公
寛
法
親
王
も
輪
王
寺
宮
と
な
り
江
戸
へ
下
向
す
る
前
、
滋
賀
院
に
入
室
、
勉
学
修

業
、
上
洛
時
に
は
御
座
所
と
し
て
活
用
、
滞
留
に
用
い
て
い
た
。

３
、
東
叡
山
寛
永
寺

　

家
康
（
一
五
四
三
―
一
六
一
六
）
は
、
江
戸
入
府
（
天
正
一
八
年
・
一
五
九
〇
）
前
、
小
田

原
陣
中
に
お
き
、
菩
提
寺
、
祈
祷
寺
と
し
て
増ぞ

う
じ
ょ
う
じ

上
寺
、
浅せ

ん
そ
う
じ

草
寺
の
方ほ

う
じ
ょ
う

丈
、
別べ

っ
と
う当

を
招
き
、

話
し
合
い
を
も
っ
た
と
い
う
。

　

三さ
ん
ね
ん
ざ
ん

縁
山
増
上
寺
は
、
武
藏
国
豊
島
郡
貝
塚
に
あ
っ
た
真
言
宗
光
明
寺
を
本
居
と
す

る
。
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
千
葉
氏
・
佐
竹
氏
な
ど
の
助
力
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
、

浄
土
宗
増
上
寺
に
改
め
ら
れ
た
が
、
家
康
は
郷
里
岡
崎
の
菩
提
寺
大
樹
寺
と
と
も
に
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江
戸
に
も
菩
提
寺
を
求
め
て
い
た
。
結
果
、
法
系
を
同
じ
く
す
る
増
上
寺
を
選
択
、

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）、
家
康
の
葬
儀
が
執
行
さ
れ
る
。
将
軍
家
の
菩
提
寺
と
な
り
、

家
康
墓
所
安あ
ん
こ
く国
院
（
家
康
）
廟
を
設
け
る
が
、
将
軍
秀
忠
、
家い
え

宣の
ぶ

、
家い
え
つ
ぐ継
ほ
か
、
そ
の

生
母
、
各
夫
人
方
、
子
供
方
の
墓
所
・
霊
屋
な
ど
が
調
え
ら
れ
る
。

　

金き
ん
り
ゅ
う
ざ
ん

龍（
竜
）山
浅
草
寺
は
江
戸
に
お
け
る
最
古
の
寺
で
あ
る
。
聖
観
音
宗
の
総
本
山
と

さ
れ
、
始
ま
り
は
推す
い
こ古
天
皇
代
三
六
年
（
六
二
八
）
に
遡
る
。
隅
田
川
に
流
れ
着
い
た
観

音
像
を
本
尊
と
し
、
坂
東
三
十
三
所
観
音
の
十
三
番
と
さ
れ
て
お
り
、
大
化
元
年
（
六

四
五
）
観
音
堂
を
建
立
し
た
勝
海
上
人
を
開
山
と
し
、
東
国
を
巡
行
し
た
円
仁
（
七
九

四
―
八
六
四
）
を
中
興
の
祖
と
す
る
。
寺
名
は
『
吾あ
づ
ま妻
鏡
』
に
初
見
、
頼
朝
・
北
条
氏
・

足
利
氏
ら
の
庇
護
な
ど
が
記
録
に
残
る
。
家
康
は
寺
領
五
〇
〇
石
を
寄
進
、
江
戸
城
鎮

護
、
幕
府
の
祈
願
所
と
し
た
が
、
秀
忠
は
同
寺
に
東
照
宮
を
造
営
す
る
な
ど
、
周
辺
は

庶
民
の
集
う
娯
楽
場
と
し
て
繁
栄
す
る
。
綱
吉
時
代
に
寛
永
寺
支
配
下
と
な
り
、
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
兼
帯
寺
、
昭
和
五
〇
年
天
台
宗
か
ら
独
立
す
る
（
伝
法
院
は
本
坊
で
あ

る
）。

―
東
叡
山
―

　

寛
永
寺
の
山
号
「
東
叡
山
」
は
、
比
叡
山
に
対
す
る
東
の
叡
山
（
上
野
山
麓
）、
も

と
は
武
藏
国
仙
波
（
埼
玉
県
川
越
市
）、
天
台
宗
準
別
格
寺
院
、
星
野
山
無む

り
ょ
う
じ
ゅ
じ

量
壽
寺
・
北

院
（
喜き

た多
院
）
の
山
号
で
あ
る
。
喜
多
院
は
通
称
川
越
大
師
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
淳

和
天
皇
の
勅
に
よ
り
円
仁
が
開
山
と
な
る
が
、
鎌
倉
期
に
は
北
院
（
仏
蔵
房
）・
中
院
（
仏

地
房
）
が
設
け
ら
れ
、
天
台
教
学
拡
張
の
拠
点
と
な
っ
た
。
五
五
歳
の
天
海
は
同
寺

豪ご
う
か
い海

に
師
事
、
僧
名
隋ず

い
ふ
う風

を
天
海
に
改
め
る
が
、
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）
天
海
は

住
職
と
し
て
中
興
の
功
有
り
、
後
陽
成
天
皇
か
ら
「
東
叡
山
」
の
山
号
を
下か

賜し

さ
れ

た
と
い
う
。
家
康
は
寺
領
五
〇
〇
石
を
寄
進
、
北
院
は
喜
多
院
に
改
め
ら
れ
、
関
東

天
台
宗
の
総
本
山
と
な
る
が
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
川
越
大
火
に
遭
遇
し
罹
災
、

山
門
以
外
を
焼
失
す
る
。
復
興
に
は
江
戸
城
紅
葉
山
の
別
殿
を
移
築
、
東
叡
山
寛
永

寺
の
末
寺
と
な
る
。

―
寛
永
寺
―

　

寛
永
寺
は
円え
ん

頓ど
ん

院い
ん

と
称
し
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）、
上
野
山
麓
に
天
台
宗
、
徳

川
将
軍
家
の
祈
祷
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
家
康
没
後
の
建
立
で
あ
り
、
開
山
・
初

代
門
主
は
慈じ
げ
ん眼
大
師
天
海
、
開
基
は
三
代
将
軍
家
光
で
あ
る
。
山
号
は
天
海
が
喜
多

院
か
ら
移
し
た
東
叡
山
。
計
画
は
家
康
の
意
を
承
け
た
二
代
将
軍
秀
忠
時
代
に
始
ま

る
が
、
将
軍
は
朱
印
地
と
称
し
全
国
の
寺
社
に
領
地
を
与
え
る
権
限
を
有
し
て
い
た

（
大
名
の
場
合
は
黒
印
地
）。
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
一
一
月
、
寛
永
寺
建
立
地
に
は
伊い

せ勢

阿あ

の

つ
濃
津
城
主
藤
堂
高
虎
・
陸む

つ奥
弘ひ
ろ
さ
き前
城
主
津
軽
信
牧
・
越え
ち
ご後
村
上
城
主
堀
直
寄
の
大

名
家
屋
敷
別
野
、
及
び
周
辺
の
村
落
が
当
て
ら
れ
た
。
寺
域
・
寺
領
は
寛
文
か
ら
宝

永
期
ま
で
四
期
に
渉
り
拡
張
さ
れ
る
が
（『
下
谷
區
史
』）、
京
都
御
所
か
ら
鬼
門
に
当
た

る
延
暦
寺
を
模
倣
（
陰
陽
道
）、
江
戸
城
よ
り
鬼
門
の
地
、
上
野
忍し
の
ぶ
の
お
か

岡 

を
選
択
。
桓
武

天
皇
の
勅
願
寺
延
暦
寺
の
止
観
院
に
対
し
、「
円え
ん
ど
ん
し
か
ん

頓
止
観
」（『
摩ま

か
し
か
ん

訶
止
観
』）
の
題
目
か

ら
寛
永
寺
を
円
頓
院
と
命
名
し
た
。
天
台
宗
は
江
戸
期
叡
山
、
東
叡
山
に
二
分
さ
れ

る
が
、
輪
王
寺
宮
を
門
主
と
す
る
東
叡
山
寛
永
寺
が
総
本
山
と
な
り
、
日
光
山
に
結

集
す
る
寺
社
を
統
括
、
東
照
社
（
東
照
宮
）
の
宗
廟
祭
祀
、
鎮ち
ん
ご護
国
家
、
仏
法
興
隆
を

祈
願
す
る
任
務
を
負
う
。
三
代
将
軍
家
光
以
降
は
徳
川
家
の
菩
提
寺
と
な
る
が
、
本

坊
は
今
日
の
東
京
国
立
博
物
館
全
域
に
当
た
る
と
さ
れ
、
上
野
台
地
の
半
分
余
り
が

寺
域
で
あ
っ
た
。
大
規
模
な
寺
社
の
建
設
・
造
営
に
伴
い
谷
中
、
池
之
端
、
車
坂
側

乾山江戸編(15)



の
一
帯
へ
と
拡
張
さ
れ
る
が
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
本
坊
が
落
成
し
、
そ
の
後
京

都
清
水
寺
を
模
し
て
上
野
清
水
寺
、
琵
琶
湖
に
見
立
て
不
忍
池
、
竹
生
島
弁
財
天
を

勧
請
し
弁
財
天
堂
が
創
設
さ
れ
る
。
寛
永
四
年
ま
で
に
は
経
蔵
・
多
宝
塔
・
仁
王
門
・

東
照
宮
な
ど
、
同
八
年
ま
で
に
は
鐘
楼
・
清
水
観
音
堂
・
五
重
塔
・
大
仏
・
祇
園
堂

な
ど
が
寄
進
さ
れ
た
。
末
寺
は
一
八
〇
〇
寺
に
余
る
と
伝
承
。
諸
大
名
も
前
後
し
て

子
院
を
設
け
、
自
ら
の
宿
坊
と
し
た
が
、
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
五
代
将
軍
綱
吉

が
瑠
璃
堂
（
根
本
中
堂
）・
吉
祥
閣
（
文
殊
楼
）・
三
王
社
門
・
宝
蔵
な
ど
を
寄
進
。
同
年

九
月
三
日
に
は
瑠
璃
堂
落
慶
供
養
が
催
さ
れ
た
が
、
生あ
い
に
く憎
当
日
新
橋
か
ら
発
し
た
火

は
神
田
・
下
谷
、
寛
永
寺
へ
と
延
焼
。
瑠
璃
殿
は
免
れ
た
が
、
本
坊
・
子
院
一
三
坊
・

巌
有
院
霊
廟
を
焼
失
す
る
。
復
興
に
は
一
一
年
の
歳
月
を
要
し
た
と
い
う
。

　

寺
領
（
寺
の
収
入
）
は
、
幕
府
の
寄
進
が
基
本
で
あ
る
。
神
領
・
佛
供
領
・
坊
舎
領

な
ど
を
合
わ
せ
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
二
一
〇
〇
石
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
一

一
七
九
〇
石
と
な
る
が
（『
下
谷
區
史
』）、
子
院
は
三
六
坊
と
さ
れ
、
霊
廟
祭
祀
料
、
寄

進
、
葬
儀
・
法
要
・
祈
祷
料
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
と
い
う
。
年
中
行
事
・
開
山
堂

な
ど
種
々
の
領
分
・
修
理
・
学
頭
・
衆
僧
ら
の
配
当
に
充
て
ら
れ
た
が
、
寺
界
隈
は

農
村
と
町
家
が
主
体
。
商
業
の
発
達
は
遅
く
、
産
業
は
近
在
の
土
を
以
っ
て
瓦
・
土

器
を
焼
く
瓦
生
産
、
幕
府
、
寺
院
の
御
用
を
務
め
た
窯
場
が
知
ら
れ
、
職
人
は
半
農

半
陶
。
乾
山
の
江
戸
下
向
ま
で
そ
の
活
動
は
記
録
に
乏
し
い
。

―
慈
眼
大
師
・
天
海
―

　

天
海
（
一
五
三
六
―
一
六
四
三
）
は
、
戦
国
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
活
躍
し
た
天
台
僧
で

あ
る
。
寛
永
二
〇
年
寛
永
寺
に
お
い
て
一
〇
七
歳
の
長
寿
を
全
う
す
る
が
、
陸む

つ奥
国
高

田
の
出
自
。
会
津
黒
川
稲
荷
堂
弁べ

ん
よ
し
ゅ
ん
こ
う

誉
舜
幸
の
も
と
一
一
歳
で
得
度
し
随ず

い

風ふ
う

を
名
の
る
。

一
八
歳
か
ら
比
叡
山
・
近
江
園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
・
奈
良
興こ
う
ふ
く
じ

福
寺
に
お
い
て
修
学
。
一
旦
帰
郷
し
永

禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
足
利
学
校
に
学
び
、上こ
う
づ
け野
国
新
川
善
昌
寺
に
住
し
た
と
伝
承
す
る
。

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
再
度
比
叡
山
を
目
指
す
が
、
信
長
の
焼
討
ち
に
遭
い
、
武
田
信

玄
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
。
天
正
元
年
に
は
会
津
黒
川
稲
荷
堂
別
当
、
上
野
、
常ひ
た
ち陸
国

不
動
院
、
下し
も
つ
け野
国
宗
光
寺
に
も
関
わ
り
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
家
康
に
謁
し
た
こ

と
か
ら
運
命
が
変
わ
る
。
背
後
に
あ
っ
て
徳
川
幕
府
の
寺
社
政
策
・
行
政
、
法
度
な
ど

の
起
案
・
施
策
に
参
画
す
る
が
、
家
康
・
秀
忠
・
家
光
と
三
代
に
渉
る
将
軍
家
の
帰
依

を
獲
得
、以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る
（『
下
谷
區
史
』・中
川
仁
喜
著
「
徳
川
将
軍
家
と
寛
永
寺
」）。

　

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）  

信
長
に
よ
る
比
叡
山
焼
討
後
、
甲
斐
国
武
田
信
玄
の
庇
護
を
受
け
る

　

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）  

会
津
、
上
野
、
常
陸
に
移
る

　

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）  

武
藏
国
仙
波
無
量
壽
寺
（
北
院
・
喜
多
院
）
に
住
し
豪ご

う
か
い海
に
師
事
、
天

海
と
改
名
。
同
八
年
下
野
宗
光
寺
を
復
興

　

同
一
二
年
（
一
六
〇
七
）  

施
薬
院
宗
伯
の
推
挙
を
得
て
家
康
か
ら
比
叡
山
探
題
奉
行
に
任
ぜ
ら

れ
る
。
叡
山
の
復
興
に
尽
力
、
同
山
南
光
坊
に
入
る

　

同
一
三
年
（
一
六
〇
八
）  

家
康
に
招
か
れ
駿
府
に
赴
く
。
翌
年
後
陽
成
天
皇
に
謁
す
る

　

同
一
四
年
（
一
六
〇
九
）  

智
楽
院
院
室
の
下
賜
、
権
僧
正
と
な
る

　

同
一
六
年
（
一
六
一
一
）  

後
陽
成
上
皇
か
ら
は
毘
沙
門
堂
門
跡
の
室
を
預
け
ら
れ
る

　

同
一
七
年
（
一
六
一
二
）  

武
藏
国
仙
波
喜
多
院
、
天
台
宗
関
東
の
本
山
と
な
る
。
川
越
へ
移
る

　

同
一
八
年
（
一
六
一
三
）  

家
康
か
ら
日
光
山
貫
主
に
命
ぜ
ら
れ
、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
同
山

本
坊
光
明
院
を
再
興
す
る

　

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）  

比
叡
山
麓
に
滋
賀
院
を
創
設
す
る

　

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
寛
永
寺
が
完
成
す
る
。
天
海
は
八
九
歳
を
以
っ
て
開
祖

と
な
る
が
、
家
康
の
構
想
に
従
っ
て
幕
府
、
徳
川
家
の
繁
栄
・
安
泰
を
祈
願
。
門
主

に
は
天
皇
家
の
皇
子
を
迎
え
宮
門
跡
寺
院
と
す
る
こ
と
を
願
う
と
さ
れ
る
。
初
代
天

海
、
二
代
公こ

う
か
い海

（
花
山
院
忠
長
息
・
一
六
〇
六
―
九
五
）、
承
応
三
年
（
一
六
四
五
）
三
代
門

主
に
後
水
尾
院
第
三
皇
子
守し

ゅ

澄ち
ょ
う法

親
王
（
尊そ

ん
き
ょ
う

敬
）
が
迎
え
ら
れ
る
。
勅
号
を
得
て
明
暦
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元
年
（
一
六
五
五
）
門
主
は
輪
王
寺
宮
と
な
る
が
、
東
叡
山
門
主
、
日
光
山
貫
主
、
比

叡
山
座ざ

主す

と
な
り
三
山
を
統
括
、
三
山
管か
ん
れ
い領
宮
と
称
さ
れ
た
。
天
台
宗
に
限
ら
ず
江

戸
期
の
宗
教
界
に
君
臨
す
る
存
在
と
な
る
が
、
一
年
の
う
ち
寛
永
寺
に
九
ヵ
月
、
日

光
山
に
三
ヵ
月
（
正
月
・
四
月
・
九
月
の
厄や

く

月づ
き

各
一
ヵ
月
毎
）、
延
暦
寺
に
は
時
に
応
じ
て

五
ヵ
月
余
り
を
滞
留
し
た
。
比
叡
山
の
支
配
権
を
掌
握
、
天
台
宗
一
門
を
統
率
す
る

が
、「
座
主
」
は
貫
主
、
住
持
・
住
職
の
意
で
あ
る
。
の
ち
に
各
宗
本
山
住
持
の
敬
称

に
も
使
わ
れ
る
が
、
平
安
期
天
長
元
年
（
八
二
四
）、
寺
の
私
称
と
し
て
始
ま
っ
て
お
り
、

最
澄
入
寂
後
、
修
禅
大
師
義ぎ
し
ん真
が
初
代
座
主
に
就
任
、
二
代
は
寂
光
大
師
円え
ん
ち
ょ
う
澄
、
三

代
慈
覚
大
師
円
仁
着
任
以
来
太
政
官
の
任
命
す
る
役
職
と
な
る
。
中
世
に
は
宮
・
摂

家
門
跡
の
制
度
も
整
い
、
法
親
王
ら
が
就
任
す
る
が
、
寛
永
寺
建
立
後
は
後
水
尾
院

第
三
皇
子
尊そ
ん
き
ょ
う
敬
法
親
王
の
ち
の
守
澄
法
親
王
（
一
七
九
代
）
が
着
任
、
同
寺
門
主
四
代

天て
ん
じ
ん真
法
親
王
・
五
代
公こ
う
べ
ん辨

（
一
八
八
代
・
一
九
〇
代
）・
六
代
公こ
う
か
ん寛

（
一
九
六
代
・
一
九
九
代
）・

七
代
公こ
う
じ
ゅ
ん
遵
法
親
王
（
二
〇
三
代
・
二
〇
六
代
）
が
任
に
当
た
る
。

　

寛
永
寺
は
三
代
家
光
以
来
徳
川
将
軍
家
の
墓
所
と
な
る
。
同
寺
及
び
家
康
廟
安
国

院
の
あ
る
増
上
寺
に
葬
ら
れ
た
将
軍
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

寛 

永
寺
：
三
代
家
光
（
大だ

い
ゆ
う
い
ん

猷
院
・
一
六
〇
四
―
五
一
）・
四
代
家い

え

綱つ
な

（
厳げ

ん
ゆ
う有
院い

ん
・
一
六
四
一
―
八
〇
）・

五
代
綱つ
な
よ
し吉

（
常じ

ょ
う
け
ん
い
ん

憲
院
・
一
六
四
六
―
一
七
〇
九
）・
八
代
吉よ

し
む
ね宗

（
有ゆ

う
と
く
い
ん

徳
院
一
六
八
四
―
一
七
五
一
）・

一
〇
代
家い
え
は
る治

（
浚し

ゅ
ん
め
い
い
ん

明
院
・
一
七
三
七
―
八
六
）・
一
一
代
家い

え

斉な
り

（
文ぶ

ん
き
ょ
う
い
ん

恭
院
・
一
七
七
三
―
一
八
四
一
）・

一
三
代
家い
え
さ
だ定

（
温お

ん
き
ょ
う
い
ん

恭
院
・
一
八
二
四
―
五
八
）
以
上
七
人
。

　

増 

上
寺
：
二
代
秀ひ

で
た
だ忠

（
台だ

い
と
く
い
ん

徳
院
・
一
五
七
九
―
一
六
三
二
）・
六
代
家い

え
の
ぶ宣

（
文ぶ

ん
し
ょ
う
い
ん

昭
院
・
一
六
六
二
―
一

七
一
二
）・
七
代
家い

え
つ
ぐ継

（
有ゆ

う
し
ょ
う
い
ん

章
院
・
一
七
〇
九
―
一
六
）・
九
代
家い

え
し
げ重

（
惇じ

ゅ
ん
し
ん
い
ん

信
院
・
一
七
一
一
―
六
一
）・

一
二
代
家い
え
よ
し慶

（
慎し

ん

徳と
く
い
ん院

・
一
七
九
三
―
一
八
五
三
）・
一
四
代
家い

え
も
ち茂

（
昭し

ょ
う
と
く
い
ん

徳
院
・
一
八
四
六
―
六
六
）

以
上
六
人
。

　

 

最
後
の
将
軍
慶よ

し
の
ぶ喜

（
一
八
三
七
―
一
九
一
三
）
は
寛
永
寺
谷
中
の
墓
地
に
埋
葬
。
各
寺
に
は
各
々

将
軍
生
母
・
正
室
、
関
係
す
る
子
女
ら
の
墓
所
が
あ
る
。

　

寛
永
寺
は
幕
府
の
官
寺
で
あ
っ
た
。
将
軍
の
御お
な
り成
も
あ
り
、
葬
儀
、
法
要
、
命
日

の
参
詣
ほ
か
、
門
主
・
輪
王
寺
宮
に
は
葬
儀
・
法
会
の
導
師
、
戒
師
、
そ
の
他
の
勤

め
が
課
せ
ら
れ
た
が
、
寺
に
は
役
職
が
あ
り
、
各
々
補
佐
が
控
え
て
い
た
。
学が
く
と
う頭

（
宮

に
代
わ
り
一
山
を
統
括
、
法
要
・
儀
式
・
僧
徒
の
指
導
に
当
た
る
）・
執し
っ
と
う当

（
寺
の
諸
実
務
を
執
り

仕
切
る
）・
別べ
っ
と
う当

（
霊れ

い
び
ょ
う
廟
・
三
内
諸
堂
の
管
理
な
ど
に
当
た
る
）
目も
く
だ
い代

（
年
貢
・
警
護
・
警
備
な
ど

の
雑
務
を
担
当
）
で
あ
る
。

　

輪
王
寺
宮
は
寛
永
寺
の
門
主
、
併
せ
て
宮
家
の
当
主
で
も
あ
っ
た
。
家
臣
に
は

坊ぼ
う
か
ん官
・
諸
大
夫
が
お
り
、
僧
俗
両
面
か
ら
宮
を
支
え
る
家け
い
し司
で
あ
る
。
宮
個
人
の
使

者
と
も
な
り
、
公
武
の
場
に
も
関
与
す
る
が
、
俗
体
、
帯
刀
、
剃
髪
し
て
僧
位
を
も

つ
者
も
あ
り
、
皇
族
、
摂
関
家
の
事
務
を
掌つ
か
さ
ど

 

る
。
朝
廷
に
仕
え
る
と
こ
ろ
か
ら
天
皇

よ
り
官
位
が
下
さ
れ
る
官
人
で
あ
り
、
位
階
は
四
位
、
五
位
か
ら
進
む
廷
臣
、
官
は

「
守
・
大
輔
」
な
ど
格
別
の
待
遇
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
解
る
範
囲
内
で
あ
る
が
、
初

代
守
澄
法
親
王
に
は
進
藤
長な
が
ま
さ昌

（
二
男
長
之
は
近
衛
家
諸
大
夫
）。
二
代
天
真
法
親
王
に
は

芥
川
眨そ
う
び
ん敏

（
古
義
堂
『
先
游
傳
』）・
薗そ
の
だ
ひ
で
ふ
さ

田
秀
房
。
三
代
公
辨
法
親
王
に
は
薗
田
備
前
守

秀ひ
で
の
ぶ延

（
秀
房
三
男
秀
英
）・
矢
田
陪
長
門
守
好こ
う
こ古

（
孟
敏
）・
芥
河
時じ
き
ょ
う亨

（
元
泰
・
眨
敏
子
息
）・

水
野
子し

せ
き碩

（
敬
雲
・ 

『
先
游
傳
』
に
慶
雲
と
あ
る
が
）・
進
藤
泰や

す
み
ち道

（
長
昌
長
男
・
の
ち
に
近
衛

家
家
仕
）。
四
代
公
寛
法
親
王
に
は
進
藤
周
防
守
勝し
ょ
う
に
ん
任
・
矢
田
陪
豊
前
守
好こ
う
せ
ん銑
・
水
野

惣
兵
衛
。
五
代
公
遵
法
親
王
に
は
進
藤
周
防
守
勝
任
・
矢
田
陪
豊
前
守
ら
の
名
が
確

認
さ
れ
る
。

　

院い
ん
げ家

は
、
仏
事
に
関
与
し
僧
侶
と
し
て
宮
に
随し

た
がう

側
近
で
あ
る
。
宮
が
個
々
の
住

職
に
与
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

乾山江戸編(17)



二
、
入
谷
村
と
乾
山

（
一
）
江
戸

　

地
形
は
気
候
の
変
動
に
よ
っ
て
変
化
を
す
る
。
海
面
が
下
が
り
陸
地
が
生
じ
、
川

や
谷
、
台
地
が
造
ら
れ
る
。
江
戸
は
下し
も
う
さ総
台
地
に
対
し
て
お
り
、
武
蔵
野
台
地
、
山

の
手
台
地
、
下
町
低
地
か
ら
成
り
立
つ
と
い
う
。
武
蔵
国
に
属
す
る
が
、「
入
江
の
門

戸
」、「
江
戸
」
の
地
名
は
平
安
時
代
末
期
に
遡さ
か
の
ぼ

 

る
。
在
地
領
主
に
江
戸
郷
を
名
字
と

し
た
武
将
が
お
り
、
関
係
文
書
数
通
が
伝
世
す
る
。

　

江
戸
重し
げ
つ
ぐ継（

生
没
年
不
詳
）
で
あ
る
。
祖
を
桓
武
天
皇
曾
孫
高た
か
も
ち
お
う

望
王
秩
父
流
平
氏
と
し
、

江
戸
に
本
拠
地
・
居
館
を
構
え
た
と
さ
れ
る
。
子
の
重し
げ
な
が長

（
生
没
年
不
詳
）
は
水
上
交
通

路
、
江
戸
湾
・
隅
田
川
の
水
路
を
握
る
な
ど
し
て
経
済
力
を
つ
け
、
治
承
四
年
（
一
一

八
〇
）、
重
継
と
と
も
に
相
模
国
豪
族
三
浦
氏
と
戦
う
が
敗
北
。
頼
朝
に
屈
し
、
や
が
て

武
藏
国
指
揮
権
留る
す
ど
こ
ろ

守
所
総そ
う
け
ん
ぎ
ょ
う
し
き

検
校
職
に
補
任
さ
れ
る
が
、
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
一
揆
に

敗
れ
、
一
五
世
紀
頃
に
は
没
落
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
以
後
、
江
戸
は
扇お
う
ぎ
が
や
つ

谷 

上
杉

家
の
支
配
所
と
な
る
が
、
長
禄
元
年
（
康
正
３
年
・
一
四
五
七
）、
上
杉
家
（
持
朝
）
の
家か
さ
い宰

で
あ
っ
た
太
田
道ど
う
か
ん灌

（
資す

け
な
が長
・
一
四
三
二
―
八
六
）
は
享
徳
の
乱
（
幕
府
・
足
利
成し

げ
う
じ氏
・
上
杉
氏

の
争
乱
）
に
備
え
て
同
地
に
江
戸
城
を
築
城
す
る
。
道
灌
没
後
は
上
杉
朝
良
の
居
城
と

な
る
が
、
桃
山
期
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）、
戦
国
大
名
後
北
条
（
伊
勢
氏
）
氏
の
支
城
と

な
り
、
城
代
は
遠
山
綱
景
。
が
、
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
遭
い
敗
北
。
天
正
一
八
年
（
一

五
九
〇
）
八
月
朔
日
、徳
川
家
康
の
移
封
と
な
り
、新
た
な
江
戸
の
歴
史
が
幕
を
開
け
る
。

　

江
戸
は
、
家
康
の
入
府
し
た
折
、
僅
か
な
町
家
と
農
家
の
在
す
る
貧
弱
な
土
地
で

あ
っ
た
と
い
う
。
周
囲
は
湿
地
、
原
野
、
入
江
が
入
り
込
み
、
船
の
発
着
場
は
あ
っ

た
が
、
城
館
は
板
葺
き
・
萱
葺
き
、
土
間
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
な
ど
、
子
城
・
中
城
・

外
城
の
三
重
構
造
、
城
は
門
・
橋
を
以
っ
て
結
ば
れ
て
お
り
、
南
に
品
川
湊み
な
と、
さ
ら

に
南
方
、
鎌
倉
へ
の
水
・
陸
路
が
あ
っ
た
と
い
う
（『
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
并
江
亭
記
等
写
』）。

　

家
康
の
事
蹟
、
説
話
を
伝
え
る
『
岩い
わ
ぶ
ち淵
夜
話
』（
大
道
寺
友
山
著・享
保
初
年
頃
）
は
「
東

ノ
方
平
地
ノ
分
ハ
爰こ
こ

モ
カ
シ
コ
モ
汐し
お

入
ニ
茅
原
ニ
テ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
三
代
将
軍

家
光
に
至
る
ま
で
浅せ
ん
そ
う
じ

草
寺
雷か
み
な
り
も
ん

門 

よ
り
東
叡
山
の
峯
ま
で
は
葦あ
し

が
一
面
に
茂
る
谷
と
さ

れ
た
。
家
康
は
池
や
沼
、
海
岸
を
埋
め
立
て
、
掘ほ
り
わ
り割
を
開か
い
さ
く削
、
川
の
流
れ
を
替
え
る

な
ど
し
て
即
刻
土
地
の
開
発
、
治
水
工
事
に
着
手
す
る
。
城
や
城
下
の
整
備
も
始
ま

り
、
時
代
と
と
も
に
内
郭
の
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
・
西
の
丸
・
北
の
丸
・
吹
上
な
ど
、

外
郭
の
武
家
地
・
寺
社
地
・
町
人
地
な
ど
の
配
置
も
徐
々
に
整
え
ら
れ
る
が
、
造
成

地
の
地
割
り
、
割
り
当
て
も
始
ま
り
、
沼
地
・
田
地
で
あ
っ
た
寒
村
は
、
慶
長
期
か

ら
寛
永
期
（
一
五
九
六
―
一
六
四
四
）、の
ち
二
五
〇
年
に
渉
る
帝
都
の
土
台
に
変
貌
す
る
。

城
の
大
増
築
、
市
街
の
整
理
・
拡
張
な
ど
、
侍
屋
敷
、
神
社
仏
閣
、
町
屋
ほ
か
の
建

設
地
へ
と
姿
を
変
え
る
が
、
そ
れ
に
は
莫
大
な
建
築
資
材
・
工
材
に
需
要
が
あ
っ
た
。

　

新
都
江
戸
は
、
城
を
軸
と
し
て
江
戸
内
海
（
江
戸
湾
）、
及
び
隅
田
川
を
中
心
に
展
開

さ
れ
る
。
海
が
迫
り
、
辺
り
は
沼
地
・
湿
地
帯
。
物
流
に
は
運
河
、
造
成
地
の
乾
燥
や

排
水
の
た
め
掘
割
を
開
削
、
飲
料
水
（
神
田
川
な
ど
）
に
は
井
戸
、
上
水
道
を
建
設
す
る

が
、
江
戸
の
発
展
、
拡
張
に
は
水
路
、
水
の
便
の
確
保
は
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

城
下
に
は
舟
の
出
入
り
を
可
能
と
す
る
べ
く
日
比
谷
入
江
を
埋
め
立
て
道
三
堀
を
開

削
、
江
戸
湾
へ
と
繋つ
な

げ
、
隅
田
川
で
は
本
所
・
深
川
か
ら
小お

な名
木ぎ

川
を
通
し
て
房
総
へ

と
結
び
つ
け
る
な
ど
、
資
材
・
部
材
、
米
・
塩
・
魚
・
野
菜
な
ど
の
食
料
輸
送
路
を
確

保
。
城
の
周
囲
に
は
外
堀
を
繞め

ぐ

ら
し
、
内
濠
・
外
濠
を
結
び
、
内
側
に
徳
川
家
直
属
の
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家
臣
群
団
を
住
ま
わ
せ
る
な
ど
、
着
々
と
城
と
城
下
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。

　

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
家
康
は
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
天
下
に
号
令
、

「
天て
ん
か下
普ふ
し
ん請
」
の
時
代
と
な
る
が
、
近
世
江
戸
の
建
設
は
こ
の
期
に
始
ま
り
、
諸
大
名

は
競
っ
て
未
整
地
造
成
に
着
手
す
る
。
大だ
い
み
ょ
う
名
小
路
と
称
し
武
家
地
を
設
定
、
周
囲
に

は
町
人
地
を
配
し
、
日
本
橋
川
に
は
橋
を
架
け
る
な
ど
、
日
本
橋
か
ら
は
東
海
道
・

中
山
道
が
拓
か
れ
て
ゆ
く
。
江
戸
城
の
本
丸
普
請
も
本
格
化
（
慶
長
一
〇
年
）、
寛
永
一

四
年
（
一
六
三
七
）
に
は
江
戸
の
街
づ
く
り
は
一
定
の
終
わ
り
を
み
る
が
、
大
名
も
一

家
二
邸
・
三
邸
・
四
邸
ま
で
許
さ
れ
る
な
ど
、
上か
み

屋
敷
と
称
す
る
邸
は
主
人
の
所
居
・

江
戸
詰
藩
士
の
長
屋
を
含
み
、
中な
か

屋
敷
は
上
屋
敷
の
補
助
、
世
子
・
隠
居
方
の
居
処

と
な
る
ほ
か
用
途
も
雑
多
、
下し
も

屋
敷
は
修
理
・
災
難
に
際
し
て
の
住
ま
い
と
さ
れ
た
。

府
外
に
は
農
地
を
買
い
取
り
抱か
か
え屋
敷
を
設
け
る
な
ど
、
幕
府
同
朋
衆
数
寄
屋
坊
主
を

は
じ
め
、
医
師
・
絵
師
・
能
役
者
な
ど
に
も
土
地
が
給
さ
れ
た
（『
下
谷
區
史
』）。

　

状
況
が
一
変
す
る
の
は
明
暦
年
間
（
一
六
五
五
―
五
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。
町
の
六
割

を
焼
き
尽
く
す
大
火
が
発
生
、
都
市
の
改
造
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
復
興
は
急
務
で

あ
り
、
且
つ
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
移
転
が
必
要
。
選
択
は
郊
外
と
な
り
、
新
た
に
本
所
・

深
川
な
ど
の
湿
地
の
開
発
・
造
成
が
計
ら
れ
る
。
中
級
・
下
級
幕
臣
ら
の
武
家
屋
敷
、

寺
院
な
ど
は
強
制
的
に
同
地
へ
移
動
、
町
人
地
も
芝
・
赤
坂
・
小
石
川
・
下
谷
・
本
所
・

深
川
へ
と
広
げ
ら
れ
た
。

（
二
）
上
野
台
地

　

台
東
区
は
、
先
史
時
代
、
海
底
、
海
水
の
押
し
寄
せ
る
処
で
あ
っ
た
と
い
う
。
陸

地
化
し
た
の
は
旧
石
器
時
代
の
こ
と
と
さ
れ
、
縄
文
期
に
は
海
が
入
り
込
む
内
海
で

あ
っ
た
と
伝
承
。
貝
塚
の
分
布
に
よ
り
武
藏
野
台
地
に
は
大
集
落
の
存
在
が
認
め
ら

れ
る
が
、
活
発
な
火
山
活
動
は
火
山
灰
を
堆
積
さ
せ
、
関
東
ロ
ー
ム
層
が
築
か
れ
る
。

　
「
上う
え
の野
」
は
も
と
岬
で
あ
っ
た
と
い
う
（
二
一
頁
上
段
図
参
照
）。
台
地
に
は
古
墳
群
が

あ
り
、
埴は
に
わ輪
な
ど
も
発
見
さ
れ
た
が
、
国
・
郡
・
郷
な
ど
の
区
分
が
生
ま
れ
た
律
令

時
代
、
江
戸
は
埼
玉
県
・
神
奈
川
県
の
一
部
と
と
も
に
武
藏
国
と
称
さ
れ
た
。『
望ぼ
う

海か
い

毎ま
い
だ
ん談
』（
著
者
不
明
・
元
文
か
ら
明
和
年
間
成
稿
）
は
江
戸
の
古
事
・
古
跡
を
伝
え
、
上
野
（「
忍

の
岡
」
項
）
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

 

一
武
藏
の
國
に
て
今
の
上
野
を
忍
の
岡
と
云　

湯
島
天
神
の
臺
を
向
ふ
の
岡
と
云　

谷
中
の
方

を
入
砂
の
岡
と
云　

昔
は
芝
浦
の
海
の
潮
此
所
迄
入
來
る
入
江
の
續
に
て　

斯
三
ッ
の
岡
の
打

續
を
以
て　

谷
中
の
岡
に
三
崎
と
云
地
名
有
（
以
下
略
）

上
野
は
忍し
の
ぶの
岡
と
呼
ば
れ
、
潮し
お

の
打
ち
来
る
入い
り
え江
で
あ
っ
た
。
名
称
は
足
利
期
永
禄

二
年
（
一
五
五
九
）『
小お
だ
わ
ら
し
ゅ
う
し
ょ
り
ょ
う
や
く
ち
ょ
う

田
原
衆
所
領
役
帳
』（
北
条
氏う

じ
や
す康
の
家
臣
諸
役
・
分
限
帳
）
に
「
上

野
内
法
林
院
分
」
と
あ
り
、『
天
正
十
九
年
の
水
帳
』（
一
五
九
一
・
入
谷
村
名
主
二
葉
傳

次
郎
所
持
）
に
も
「
武
州
豊
島
郡
上
野
郷
」
と
あ
る
。
足
利
期
文
明
頃
（
一
四
六
九
―
八
七
）

に
は
「
忍
岡
」、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
―
七
〇
）
に
は
「
上
野
」
と
呼
ば
れ
、
徳
川
期

以
前
の
呼
称
で
あ
り
、
の
ち
に
山
麓
一
帯
の
名
称
と
な
る
。
町
の
起
立
は
寛
永
寺
建

立
時
代
に
始
ま
る
と
伝
承
す
る
。

（
三
）
下
谷
低
地

　
「
下し
た
や谷
」
は
台
地
に
対
す
る
低
地
の
意
で
あ
る
。
台
地
は
上
野
・
高
台
に
あ
る
平
坦

地
、
低
地
は
下
谷
・
上
野
か
ら
下
へ
と
続
く
低
い
土
地
を
い
う
が
、
文
書
に
は
「
江

戸
廻
り
下
谷
菅
野
分
」（『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』）
と
あ
る
な
ど
、
戦
国
時
代
か
ら
み
ら
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れ
る
地
名
で
あ
っ
た
（
谷や

な
か中
・
深
川
・
本ほ

ん
じ
ょ所
・
小こ

い
し
か
わ

石
川
・
金か

な
す
ぎ杉
・
巣す

が
も鴨
・
青
山
・
麻あ

ざ
ぶ布
・
四よ

つ
や谷
な

ど
を
含
む
）。
同
地
域
か
ら
は
石
器
・
金
属
器
、
貝
塚
、
縄
文
土
器
・
弥
生
土
器
な
ど

が
出
土
、『
新
編
武
藏
風
土
記
稿
』（
文
化
七
年
か
ら
文
政
一
一
年
・
一
八
一
〇
―
二
八
）
に

は
「
下
谷
ハ
古
キ
地
名
ナ
リ
」、
浅
草
寺
『
事
蹟
考
』
に
は
「
大だ
い
ゆ
う
い
ん

猷
院
殿
御
代
ノ
後

マ
テ　

浅
草
寺
雷
神
門
ノ
邊
ヨ
リ
東
叡
山
ノ
岸
マ
テ　

葦
一
面
ニ
茂
リ
シ
谷
ニ
テ　

一
目
ニ
見
渡
サ
レ
シ
ト
ア
リ
」
と
あ
り
、
下
谷
の
歴
史
の
古
い
こ
と
、
家
光
時
代
は

未
だ
一
面
に
葦
草
の
覆お
お

う
見
渡
し
の
良
い
谷
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
明
暦

の
大
火
後
、
急
速
に
拓
け
る
が
、
南
方
に
は
下
級
幕
臣
の
家
屋
敷
、
北
方
に
は
文
人

墨ぼ
っ
か
く客
の
集
う
根
岸
村
、
寛
永
寺
前
方
に
は
し
だ
い
に
門
前
町
が
開
か
れ
て
ゆ
く
。
浅

草
寺
門
前
に
は
戦
国
時
代
以
来
の
古
い
集
落
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
寺
院
、
娯
楽
場
所

が
混
在
、
賑
わ
い
は
今
日
の
浅
草
寺
界
隈
へ
と
継
続
す
る
。
下
谷
一
帯
は
農
隙
に
土

器
を
造
る
村
で
あ
っ
た
（『
新
編
武
藏
風
土
記
稿
』）。
半
農
半
陶
、
隅
田
川
の
西
岸
川
域

（
上
野
・
浅
草
側
）
を
中
心
に
、
土
器
・
瓦
・
火
鉢
・
植
木
鉢
な
ど
が
生
産
さ
れ
た
。

　

当
時
、
職
人
は
紺
屋
・
鍛か

じ

や
冶
屋
・
木
具
屋
・
畳
屋
・
石
屋
・
研と
ぎ
や屋･

経き
ょ
う
じ
や

師
屋
・
髪

結
師
な
ど
が
代
表
で
あ
る
。
正
保
（
一
六
四
四
―
四
八
）
頃
か
ら
寛
永
寺
を
中
心
に
門
前

町
が
開
か
れ
始
め
、
下
谷
・
谷
中
界
隈
に
は
徐
々
に
米
穀
・
炭
・
味
噌
・
油
な
ど
の

問
屋
、
両
替
屋
・
飛
脚
屋
・
呉
服
屋
、
紺
屋
・
鋳
物
屋
・
樽
屋
な
ど
の
諸
職
商
人
・

職
人
が
住
ま
い
し
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
―
七
三
）
に
は
寛
永
寺
御
用
を
勤
め
た
菓
子

商
猪
左
衛
門
（
受
領
肥
後
）、
豆
腐
屋
平
右
衛
門
、
麩ふ

や屋
清
右
衛
門
ら
の
名
が
認
め
ら
れ

る
（『
下
谷
區
史
』）。
延
宝
頃
（
一
六
七
三
―
八
一
）
に
は
『
江え
ど
す
ず
め

戸
雀
』（
近
行
遠
通
著
・
延
宝

五
年
刊
）
に
「
か
は
ら
け
町
」
と
し
て
麻
布
一
帯
、
金
杉
新
堀
・
三
田
臺
町
・
西
の
久
保
・

四
ッ
辻
（
飯
倉
四
ッ
辻
）
な
ど
の
名
が
あ
り
、
麻
布
・
四
谷
も
下
谷
の
内
、
現
在
の
麻

布
台
二
丁
目
三
番
東
側
・
四
番
、
東
麻
布
一
、
二
丁
目
北
部
と
さ
れ
る
。「
土
器
坂
」「
土

器
町
四
辻
」「
土
器
町
」
な
ど
の
名
も
残
る
が
、
元
禄
年
間
、
土
器
に
関
し
て
は
井
原

西
鶴
（
一
六
四
二
―
九
三
）
の
『
西さ

い
か
く
お
き
み
や
げ

鶴
置
土
産
』（
元
禄
六
年
刊
・
一
六
九
三
）
に
浅
草
北
の

土
人
形
師
、『
万よ
ろ
ず買
物
調
方
記
』（
元
禄
五
年
刊
）
に
は
瓦か
わ
ら
し師
、
土か
わ
ら
け
し

器
師
を
分
け
て
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

か
は
ら
師　

浅
草
門
跡
前
、
同　

せ
う
天
町
の
う
し
ろ
、　

同　

は
し
ば

　

か
は
ら
け　

あ
さ
く
さ　

竹
丁　

弥
左
衛
門
、
同　

西
ノ
く
ぼ
か
は
ら
け
町

　

初
期
、
大
名
屋
敷
は
山
の
手
周
辺
を
占
め
て
い
た
。
対
し
て
「
下
谷
」
は
庶
民
の
住

む
下
町
で
あ
り
、
地
域
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
を
す
る
が
、
浅
草
・
本
所
・
上
野
周
辺

を
本
拠
地
と
し
て
、
南
は
神
田
川
、
北
は
坂
本
村
、
東
は
鳥と
り
ご
え越
・
浅
草
に
接
し
、
西
は

上
野
・
湯
島
を
限
り
と
し
、
金か
な
す
ぎ杉
・
箕み
の
わ輪
・
南み
な
み
せ
ん
じ
ゅ

千
住 

な
ど
台
東
区
一
帯
が
含
ま
れ
た
。

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、
下
谷
村
名な
ぬ
し主
金
子
三
郎
兵
衛
・
恩
地
惣
兵
衛
が
願
書
を
提
出
、

町ま
ち
や屋
が
起
こ
る
が
、商
家
の
出
現
は
遅
く
、当
時
商
業
は
日
本
橋・京
橋
を
中
心
に
発
達
、

問
屋
・
仲
買
・
小
売
り
ま
で
も
同
所
に
集
中
し
て
い
た
。
街
道
の
整
備
、
駅え
き
ろ路
・
飛ひ
き
ゃ
く脚

の
進
歩
も
著
し
く
、
さ
ら
に
物
資
の
供
給
、
物
流
に
は
船
便
こ
そ
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

隅
田
川
の
沿
岸
は
埋
立
ら
れ
、
河か

し岸
・
荷
物
の
揚あ
げ
ば場
、
蔵く
ら
、
卸お
ろ
し
う売
り
の
施
設
な
ど
が
設

置
さ
れ
る
。
塩
・
酒
・
油
・
野
菜
ほ
か
、
木
材
・
石
材
、
建
築
資
材
、
多
く
の
物
品
が

運
び
込
ま
れ
る
が
、
当
時
、
大
坂
・
江
戸
間
の
定
期
貨
物
船
に
は
菱ひ
が
き
か
い
せ
ん

垣
廻
船
（
寛
永
元
年

始
）、
後
に
樽た
る
か
い
せ
ん

廻
船
（
享
保
一
五
年
始
）
が
あ
り
、
到
着
し
た
荷
は
小
舟
に
転
積
、
河
岸
へ

と
運
搬
、
隅
田
川
の
両
岸
、
蔵
前
・
深
川
・
両
国
な
ど
の
揚
場
・
倉
庫
に
移
さ
れ
た
。

　

隅
田
川
は
荒
川
の
支
流
で
あ
る
。
古
く
は
入い
る
ま間
川
・
浅あ
さ
く
さ草
川
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

北
区
岩い
わ
ぶ
ち淵
辺
り
か
ら
分
派
し
て
隅
田
川
、
浅
草
辺
り
で
浅
草
川
、
駒
形
辺
り
で
宮
戸
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都
立
上
野
高
等
学
校
遺
跡
調
査
会
編

『
東
叡
山
寛
永
寺
護
國
院
』
一
九
八
八
年
参
照
作
成

　

上
野
台
地
は
、
も
と
岬
。

室
町
時
代
に
は
そ
の
名
称
が

あ
り
、
歴
史
は
石
器
・
弥
生
・

古
墳
時
代
に
遡
る
。

　

下
谷
低
地
は
、
室
町
期
永

禄
頃
の
記
録
に
残
り
、
上
野

に
対
し
て
生
ま
れ
た
名
と
さ

れ
る
。
寒
村
で
あ
っ
た
が
、

江
戸
期
慶
長
か
ら
寛
永
年
間

（
一
五
九
六
―
一
六
四
四
）
に
武

家
屋
敷
と
寺
院
が
大
半
を
占

め
る
地
域
と
な
る
。

上
野
台
地
と
下
谷
低
地
：
地
形
様
式
図

谷
中
・
入
砂
の
岡

下
谷
低
地

不
忍
池

上
野
台
と
本
郷
台

の
谷
底
に
生
じ
た

池
と
さ
れ
る
。

日
暮
里
か
ら
田
端

に
つ
づ
く
台
地

本
郷

湯
島
天
神
・
向
ふ
の
岡

上
野
台
地
・
忍
の
岡

入
谷
村

★ ★

寛
永
寺

輪
王
寺
宮

　
隠
宅

★
上
野
・
高
台
か
ら
続
く
低
地
。
三
代

将
軍
家
光
時
代
は
未
だ
蘆
草
の
一
面

に
覆
う
谷
で
あ
っ
た
と
い
う
。

川
、
両
国
で
は
大
川
と
も
称
さ
れ
る
。
絵
図
に
よ
れ
ば
、
京
都
が
碁
盤
の
目
の
よ
う

に
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
比
し
、
江
戸
は
江
戸
城
を
中
心
に
円
形
に
広
が
り
、
内う
ち
ぼ
り濠
・

外そ
と
ぼ
り濠
、
運
河
、
上
水
道
、
不
完
全
な
が
ら
下
水
道
（
火
消
人
足
分
担
）、
自
然
の
河
川
も

加
わ
る
が
、
水
路
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
上
水
道
に
は
神
田
・
玉
川
・
千

川
が
あ
り
、
廃
止
さ
れ
た
が
青
山
・
亀
有
・
三
田
な
ど
の
六
派
が
開
削
さ
れ
た
と
い
う
。

―
入
谷
村
―　

　

入
谷
村
は
下
谷
北
部
に
位
置
し
て
い
る
。
御ご
ふ
な
い

府
内
（
品
川
・
四
谷
・
板
橋
・
千
住
域
内
）

の
外
に
あ
り
、
豊と
し
ま島
郡
坂
本
村
内
に
置
か
れ
た
村
で
あ
っ
た
。
周
辺
は
沼
地
で
あ
り
、

発
展
の
最
も
遅
れ
た
地
域
と
さ
れ
る
が
、
入
谷
村
の
名
主
に
は
二
葉
傳
次
郎
・
五
左

衛
門
の
名
が
残
る
。
二
葉
家
先
祖
傳
次
郎
は
『
天
正
十
九
年
の
水
帳
』
の
所
持
者
で

あ
っ
た
。
か
つ
て
は
寛
永
寺
本
坊
辺
り
の
住
人
で
あ
り
、
寺
の
建
立
に
伴
い
土
地

は
御
用
地
と
し
て
召
し
上
げ
ら
れ
、
坂
本
村
へ
と
転
居
の
由
、
村
名
入
谷
村
を
そ
の

ま
ま
用
い
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
入
谷
は
下
谷
の
中
の
村
で
あ
る
が
、
坂
本
村
は

古
く
は
廣ひ
ろ
さ
わ澤
村
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
水
田
地
。
寛
永
期
に
な
り
寺
院
建
立
に
伴
っ
て

拓
か
れ
た
が
、
坂
本
町
か
ら
浅
草
ま
で
の
間
、
入
谷
村
は
元
入
谷
・
中
入
谷
・
南
入

谷
と
拡
張
さ
れ
、
乾
山
時
代
に
は
周
囲
に
日
光
抱
屋
敷
が
あ
る
な
ど
、
界
隈
に
は
庚こ
う

申し
ん
づ
か塚

、
浄
土
宗
泰
壽
院
・
英
信
寺
・
良
感
寺
、
天
台
宗
嶺
照
院
、
曹
洞
宗
正
覚
寺
な

ど
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
入
谷
村
は
江
戸
末
期
ま
で
入
谷
田
圃
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

三
、
今
戸
焼
と
入
谷
窯

（
一
）
江
戸
期
の
産
業

　

家
康
は
、
信
長
、
秀
吉
ら
と
と
も
に
戦
国
時
代
を
生
き
抜
い
た
。
秀
吉
没
し
て
全
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国
統
一
を
完
遂
す
る
が
、
基
本
的
に
は
戦
国
大
名
の
一
人
で
あ
り
、
政
策
な
ど
も
多

く
そ
れ
ら
を
継
承
。
将
軍
と
大
名
に
よ
る
国
家
統
治
の
機
構
を
整
え
る
。

　

江
戸
の
町
は
、
地
方
の
大
名
と
そ
の
家
族
、
関
係
す
る
人
々
の
集
合
体
で
あ
っ
た
。

東
西
南
北
、
日
本
各
地
か
ら
地
方
人
が
集
ま
り
、
全
国
見
本
市
の
如
き
様
相
を
呈
し

た
と
い
う
が
、
衣
食
住
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
大
消
費
地
と
し
て
発
展
す
る
。

　
「
衣
」
は
、
衣
類
か
ら
夜
具
に
至
る
ま
で
、
支
配
者
階
級
・
庶
民
階
級
の
需
要
に
応

え
る
。
織
物
、
染
物
、
全
国
各
地
に
絹
・
木
綿
・
麻
織
物
が
出
廻
る
が
、
絹
織
物
は

京
都
西
陣
、
九
州
博
多
が
主
産
地
で
あ
り
、
二
本
の
糸
を
撚
り
合
わ
せ
る
撚よ
り
い
と糸
か
ら

各
地
に
は
縮ち
り
め
ん緬
生
産
が
始
ま
っ
て
ゆ
く
。
大
衆
の
衣
料
品
は
綿
織
物
で
あ
る
。
綿
作

が
起
こ
り
、
摘
み
取
り
、
繰
綿
、
紡
績
ま
で
家
内
工
業
が
主
体
と
な
る
が
、
手
織
り

の
竪た
て

機は
た

・
居い
ざ
り
ば
た

座
機
か
ら
絹
織
物
に
は
高た
か
ば
た機
を
導
入
、
西
陣
の
技
術
が
地
方
へ
と
伝
播

す
る
。
糸
染
め
・
布
染
め
、
染
色
技
術
の
進
歩
も
あ
り
、
農
閑
期
の
家
内
労
働
は
専

業
の
生
産
者
の
手
へ
と
移
る
。

　
「
食
」
は
、
公
家
の
饗
応
、
禅
院
の
精し
ょ
う
じ
ん
進
料
理
・
食
作
法
を
融
合
し
た
本
膳
料
理
は

会
席
料
理
へ
と
移
行
。
室
町
末
か
ら
桃
山
期
、
茶
事
が
盛
行
、
懐
石
料
理
が
新
た
に

始
ま
る
。
酒
宴
を
切
り
捨
て
簡
素
を
旨
と
し
、
膳
は
一
膳
、
飯
と
汁
、
采
は
二
、
三

采
と
し
た
形
式
が
定
着
。
江
戸
期
に
は
宴
会
・
寄
り
合
い
に
合
わ
せ
懐
石
は
会
席
・

宴
席
へ
と
転
ず
る
が
、
流
通
機
構
、
都
市
の
発
展
も
あ
り
食
生
活
も
変
化
を
す
る
。

労
働
力
を
必
要
と
し
た
明
暦
大
火
後
に
は
出で

み
せ店

が
流は

や行
り
、
災
害
の
起
こ
る
度た

び

ご
と

煮
し
め
・
煮
豆
・
お
で
ん
な
ど
の
煮に

売
り
・
飯め
し

売
り
・
田で
ん
が
く楽
豆
腐
売
り
が
町
を
往
来
。

飢き
き
ん饉

の
た
び
に
新
た
な
食
物
屋
が
出
現
し
た
。
自
由
な
町
人
が
中
心
で
あ
り
、
茶
屋
・

料
理
屋
・
居
酒
屋
な
ど
大
衆
的
な
商
売
が
発
達
す
る
。

　
「
住
」
は
、
安
定
し
た
時
代
を
迎
え
て
建
築
需
要
が
急
増
す
る
。
侍
屋
敷
、
寺
社

建
築
、
経
済
力
を
つ
け
た
町
人
ら
の
町
屋
敷
・
別
業
・
蔵
・
店
舗
、
ま
た
長な
が
や屋
・

見み
せ
も
の
ご
や

世
物
小
屋
、
遊
里
・
料
亭
な
ど
様
々
な
建
築
が
求
め
ら
れ
た
が
、
幕
府
創
設
当
初

か
ら
設
け
ら
れ
た
普ふ
し
ん請
奉
行
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
常
設
さ
れ
た
作さ
く
じ事
奉
行
が

任
に
当
た
る
。
普
請
奉
行
は
橋
・
石
垣
な
ど
の
土
木
を
担
当
、
作
事
奉
行
は
建
築
部

門
、
後
に
破
損
・
修
繕
を
担
当
す
る
小こ
ぶ
し
ん

普
請
奉
行
も
加
え
ら
れ
た
が
、
作
事
奉
行
の

支
配
下
に
は
大
工
頭か
し
ら・
作
事
下
奉
行
・
被ひ
か
ん官
・
畳た
た
み奉
行
・
勘か
ん
じ
ょ
う
や
く

定
役
な
ど
が
あ
り
、
享

保
三
年
以
後
、
工
事
造
作
を
担
当
す
る
手て
だ
い
く

大
工
（
町
大
工
）
な
ど
も
加
え
ら
れ
る
。
大

雑
把
に
は
作
事
奉
行
の
も
と
に
起
案
、
勘
定
方
が
吟
味
し
、
工
事
費
を
支
払
う
仕
組

み
で
あ
る
が
、
大
工
頭
は
技
術
官
僚
の
最
高
位
に
位
置
し
て
い
た
。
世せ
し
ゅ
う
せ
い

襲
制
、
筆
頭

は
中
井
家
で
あ
り
、
中
井
正
清
（
一
五
六
五
―
一
六
一
九
）
は
官
位
大
和
守
・
従
五
位
下
、

知
行
一
〇
〇
〇
石
、
畿
内
・
近
江
を
支
配
し
、
京
都
大
工
棟
梁
と
し
て
御
所
造
営
・

修
理
な
ど
に
携
わ
る
。
関
ヶ
原
の
戦
の
後
は
家
康
に
仕
え
、
二
条
城
・
江
戸
城
ほ
か
、

徳
川
家
御
大
工
と
し
て
多
く
の
建
築
を
担
当
、
工
事
関
係
の
責
任
を
負
う
が
、
工
事

監
督
・
資
材
調
達
は
作
事
下
奉
行
、
被
官
は
工
事
設
計
・
職
人
の
監
督
。
設
計
・
図

面
作
成
・
細
工
は
大だ
い
と
う
り
ょ
う

棟
梁
、
手
大
工
（
町
大
工
も
加
わ
る
）
ら
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
大
量

の
需
要
に
応
え
る
べ
く
、
資
材
・
部
材
は
規
格
化
へ
と
進
み
、
土
地
の
条
件
も
あ
る

が
、
建
築
形
式
も
一
定
化
。
基
本
を
柱
の
大
き
さ
に
お
き
、
指さ

し
が
ね矩

を
用
い
て
用
材
に

墨
付
す
る
「
木き

わ
り割

」「
規き

く
じ
ゅ
つ

矩
術
」
が
発
達
す
る
。
戦
国
時
代
に
陣
中
の
使
役
で
あ
っ
た

黒く
ろ
く
わ
も
の

鍬
者
も
土
木
下
役
に
置
か
れ
る
な
ど
、
除
草
・
掃
除
・
荷
役
な
ど
の
作
業
に
割
り

当
て
ら
れ
た
。
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■

★

★

★

★

輪
王
寺
宮

寛
永
寺

霊
巌
島

江
戸
城

𠮷
原

★

▲

浅
茅
ヶ
原

三
阿 

隅
田
川
焼

日
本
橋

小
梅（
萬
古
焼
）

高
原
焼

蔵
前

浅
草
寺

荒
木
田 

今
戸
焼　
真
土
山

金
龍
山
下
瓦
町

土
器
師
彌
左
衛
門

南
本
所
瓦
町

浅
草
瓦
町

六
間
堀

鉄
ヤ
次
郎
兵
ヱ

ひ
い
ど
ろ
細
工
所

瀬
戸
助

入
谷

■

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
刊

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

校
図
書
館
蔵
図
参
照
作
成

文
久
改
正
御
江
戸
大
繪
圖 

■
御
土
器
師
松
井
新
左
衛
門

❖
乾
山
関
係
：

　

入
谷
・
六
軒
堀

■
や
き
も
の
関
係
：

　

 

荒
木
田
・
浅
茅
が
原
・
隅
田
川
焼
・

今
戸
焼
・
金
龍
山
下
瓦
町
・
小
梅

萬
古
焼
・
中
ノ
郷
瓦
町
・
南
本
所

瓦
町
・
土
器
師
彌
左
衛
門
・
御
土

器
師
松
井
新
左
衛
門
・
高
原
焼
・

浅
草
瓦
町
・
飯
倉
か
は
ら
け
町
・

瀬
戸
助

▲
絵
具
・
材
料
店
：

　

 

鴻
池
や
吉
右
衛
門
・
鉄
ヤ
次
郎
兵

ヱ
・
ひ
い
ど
ろ
細
工
所
・
遠
江
屋

文
之
丞

★
地
名
・
寺
名
：

　

 

江
戸
城
・
寛
永
寺
・
輪
王
寺
宮
隠

居
所
・
吉
原
・
浅
草
寺
・
蔵
前
・

日
本
橋
・
霊
巌
島

　

江
戸
は
、江
戸
城
を
中
心
に
発
展
。

陸
路
・
海
路
を
軸
と
し
て
武
家
屋
敷
、

寺
院
・
神
社
、
や
が
て
町
家
が
起
立
。

浅
草
寺
周
辺
に
は
、や
き
も
の
造
り
、

ま
た
娯
楽
機
関
が
発
達
す
る
。

　

商
業
は
隅
田
川
を
基
盤
に
、
日
本

橋
・
京
橋
・
霊
巌
島
な
ど
、
絵
画
・

や
き
も
の
造
り
の
材
料
店
が
軒
を
連

ね
る
。
大
坂
か
ら
の
船
便
が
発
着
、

便
宜
が
計
ら
れ
て
い
た
。

■

中
ノ
郷
瓦
町

鴻
池
や
吉
右
衛
門

遠
江
屋
文
之
丞

（
飯
倉
）

か
は
ら
け
町 
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（
二
）
隅
田
川
流
域
の
窯
業

　

江
戸
在
地
の
窯
業
は
、
基
本
的
に
家
康
の
入
府
と
と
も
に
開
始
さ
れ
る
。
建
築
に

伴
い
瓦
造
り
を
第
一
に
、
初
期
に
お
い
て
は
陶
磁
器
製
作
の
窯
は
み
ら
れ
な
い
。
大

規
模
な
江
戸
城
造
営
、
大
名
屋
敷
、
神
社
・
仏
閣
、
町
家
造
り
な
ど
、
瓦
は
屋
根
瓦
、

地
下
貯
蔵
施
設
・
穴
蔵
な
ど
に
大
量
生
産
が
求
め
ら
れ
た
。

　

平
成
一
四
年
、
大
坂
城
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
三
の
丸
外
側
・
惣
構
堀
の
内
側

に
豊
臣
時
代
の
瓦
窯
を
発
見
。
形
態
は
中
央
に
燃
焼
室
、
窯
両
側
に
焚
き
口
の
あ
る
達

磨
窯
で
あ
っ
た
が
、
小
判
形
、
瓢
箪
形
の
二
形
が
あ
り
、
生
産
に
は
大
坂
城
築
城
に
当

た
り
瓦
師
と
し
て
活
躍
し
た
寺
島
家
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
寺
島
家
は
紀
州
粉
河

の
出
自
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
―
五
五
）
に
三
郎
右
衛
門
が
大
坂
に
お
い
て
瓦
造
り
を

生
業
と
し
た
。
大
坂
城
は
の
ち
家
康
が
修
復
す
る
が
、
そ
の
折
担
当
し
た
瓦
師
も
寺
島

家
で
あ
り
、
二
代
惣
左
衛
門
は
や
が
て
徳
川
幕
府
御
用
達
と
な
り
瓦
屋
町
に
屋
敷
を
拝

領
、
初
期
江
戸
城
の
瓦
は
専
ら
寺
島
家
、
大
坂
産
の
瓦
が
納
入
さ
れ
る
。
三
代
宗
左
衛

門
に
至
り
大
坂
・
京
都
・
江
戸
の
三
家
に
分
派
、
二
男
三
郎
兵
衛
が
江
戸
へ
と
移
る
が
、

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）『
大
名
武
鑑
』
に
は
「
御
瓦
師
本
所
よ
こ
川
丁
寺
島
宗
次
郎
」
と

あ
る
。
一
方
、
土
器
師
に
は
「
御
土
器
師
十
五
俵
二
人
ふ
ち
下
谷
坂
入
谷
松
井
新
左
衛
門
」

の
名
も
残
り
、
松
井
家
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三
―
九
二
）
岡
崎
城
主
で
あ
っ
た
家
康
に

従
い
松
井
弥
右
衛
門
が
入
府
し
た
。『
増
訂
武
江
年
表
』（
正
保
二
年
―
四
年
）
に
は
「
寺

嶋
氏
某
、
中
氏
彦
六
と
い
ふ
も
の
、
江
戸
瓦
師
の
元
祖
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
彦

六
な
る
瓦
師
の
存
在
も
あ
る
な
ど
、
各
々
そ
れ
ら
の
集
団
が
江
戸
住
と
な
り
、
や
が
て

関
東
に
窯
業
の
根
付
く
土
台
と
な
る
。
瓦
産
地
は
江
戸
城
東
隅
田
川
沿
岸
を
中
心
に
、

多
摩
地
域
、
埼
玉
地
域
か
ら
も
遺
物
が
出
土
、
搬
入
さ
れ
た
瓦
に
加
え
、
江
戸
在
地
製

の
瓦
が
混
じ
る
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
二
代
将
軍
秀
忠
は
江
戸
城
増
築
、
水
害
防
備

の
た
め
平
川
（
神
田
川
）
の
流
れ
を
変
え
る
。
川
岸
北
部
に
は
新
た
に
浅
草
平
右
衛
門
、

瓦
町
な
ど
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、
明
暦
大
火
後
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
―
八
八
）
に
は
瓦

師
は
隅
田
川
沿
岸
地
域
に
集
約
さ
れ
る
が
、
防
火
、
土
の
獲
得
、
運
搬
な
ど
の
地
の
利

に
従
い
、
浅
草
、
今
戸
周
辺
に
瓦
・
土
器
・
陶
器
造
り
が
本
格
化
す
る
。

１
、
浅
草
瓦
・
土
器
造
り

　

元
和
二
年
、
秀
忠
に
よ
る
町
作
り
に
従
い
浅
草
に
瓦
造
り
・
瓦
町
が
成
立
す
る

（『
御ご

ふ
な
い
び
こ
う

府
内
備
考
』）。
浅
草
瓦
の
生
産
地
と
し
て
最
も
古
い
記
録
で
あ
る
が
、
金
龍
（
竜
）

山
下
に
も
瓦
町
が
起
こ
り
、
金
龍
山
下
瓦
町
も
活
動
す
る
。

　

瓦
造
り
は
大
量
生
産
で
あ
る
。
大
規
模
経
営
が
基
本
と
な
り
、
建
築
上
の
需
要
に

伴
い
発
展
す
る
が
、
瓦
造
り
は
中
国
堯
・
舜
時
代
に
始
ま
る
と
い
う
。
日
本
へ
は
朝

鮮
国
百く
だ
ら済
よ
り
伝
来
。
が
、
飛
鳥
寺
・
法
隆
寺
な
ど
神
社
仏
閣
、
宮
殿
、
城
郭
ほ
か
、

久
し
く
は
そ
れ
ら
大
規
模
建
築
に
限
ら
れ
て
い
た
。
平
安
期
に
は
貴
族
の
邸
宅
な
ど

に
も
使
わ
れ
た
が
、
瓦
を
敷
き
詰
め
る
瓦か
わ
ら
ぶ
き
葺
は
平
瓦
に
丸
瓦
、
軒の
き

瓦
を
併
せ
て
使
用
。

か
な
り
の
重
量
が
土
台
に
掛
か
る
。
耐
え
得
る
支
柱
・
基
盤
が
必
要
で
あ
り
、
堅
牢

な
建
物
で
な
け
れ
ば
適
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
安
易
に
一
般
化
す
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
信
長
時
代
、
畿
内
に
お
い
て
瓦
師
を
養
成
、
明
人
の
指
導
に

よ
っ
て
燻い

ぶ

し
瓦
も
造
ら
れ
た
と
い
う
。
江
戸
で
は
一
つ
に
建
設
の
進
む
初
期
、
二
つ

に
明
暦
大
火
後
の
大
移
動
期
、
三
つ
に
享
保
時
代
吉
宗
に
よ
る
防
火
対
策
な
ど
を
節

目
と
し
、
瓦
の
生
産
は
変
動
す
る
。

　

一
、
家
康
時
代
は
、
大
坂
城
の
復
元
及
び
江
戸
城
普
請
に
尽
力
し
た
摂
津
国
天
王
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一
、
浅
草
周
辺

―
瓦
―

　

①
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）『
御
府
内
備
考
』（
文
政
八
年
・
焼
失

し
た
「
御
府
内
風
土
記
」
編
集
に
備
え
た
史
料
）：

浅
草
瓦
町
起
立
（
浅
草
蔵
前
地
域
）「
瓦
燒
職
人
有
之
候
に
付
名
付

申
候
由
」
云
々

　

②
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）『
徳
川
実
記
』・ 

『
寛
永
日
記
』：

「
寛
永
一
七
年
三
月
二
日
浅
草
瓦
□
屋
敷
よ
り
火
起
り
」「
浅
草
瓦

屋
敷
よ
り
出
火
」

　

③
元
禄
二
年
刊
（
一
六
八
九
）『
角
田
川
紀
行
』（『
隅
田
河
紀

行
』）：

「
あ
さ
く
さ
川
に
の
ほ
し
け
る
に
岸
ち
か
く
舟
と
め
て
色
黒
き
男

腰
た
け
川
に
入
う
つ
ふ
け
に
な
り
て
水
底
の
土
を
抱
あ
け
舟
に
積

　

世
の
わ
さ
と
い
ひ
な
か
ら
秋
の
風
身
に
し
む
比
水
に
ひ
た
り
く

る
し
む
あ
は
れ
な
り
け
れ
は　

土
と
り
よ
な
に
ほ
と
冷
る
秋
の

水
」「
瓦
燒
け
ふ
り
は
霧
に
ま
し
る
か
な　

滄
波
」「
今
戸
に
は

土
を
こ
ね 

瓦
造
並
べ
て
ほ
し
け
れ
ば　

や
か
ぬ
ま
は
露
や
い
と

は
ん
下
瓦　

杉
風
」「
尚 

今
戸
以
外
に
箕
輪
附
近
で
も
土
燒
の
も

の
を
拵
へ
た
」
以
下
『
続
江
戸
砂
子
』
の
箕
輪
土
器
の
事
項
が
つ

づ
く
。

　

④
成
立
年
代
不
明
『
御
府
内
備
考
』：

金
龍
山
下
瓦
町
成
立
「
往
古
当
所
は
瓦
燒
候
場
所
に
て
町
名
に
相

成
候
由
」

　

⑤
元
禄
五
年
刊
（
一
六
九
二
）『
萬
買
物
調
方
記
』：

「
か
は
ら
師
浅
草
門
前
」

―
土
器
・
陶
器
―

　

①
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）『
御
府
内
備
考
』（
文
政
一
二
年
成
立
・

一
八
二
九
）：

承
応
二
年 

摂
津
国
茶
碗
師
高
原
平
兵
衛 

江
戸
下
向 

屋
敷
を
拝
領 

窯
を
開
く

　

②
延
宝
五
年
刊
（
一
六
七
七
）『
江
戸
雀
』：

「
前
の
通
廣
小
路
よ
り
右
之
道
金
輪
寺
に
つ
づ
き
て
町　

高
原
や

き
物
有　

左
も
同
町
」

　

③
元
禄
三
年
刊
『
増
補
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』：

「
諸
職
名
匠
諸
商
人 

土
器
師 

浅
草
竹
町 

彌
左
衛
門
」「
土
人
形

問
屋　

浅
草
か
や
町
一
丁
目 

ひ
な
や
七
兵
衛
」「
江
府
外
町　

一 

浅
草
橋
通 

南
は
浅
草
は
し
よ
り
北
へ
追
分
ま
て　

此
町
筋
諸
職

賣
物
土
人
形
類　

瓦
屋
」「
瀬
戸
物
や 

一 

靈
巖
島　

常
盤
橋
前

　

御
成
橋
前　

浅
草
ま
つ
ち
山
此
所
に
て
金
龍
山
茶
碗
燒
く
な
り

　

か
や
ば
町
」

　

④
元
禄
三
年
刊
（
一
六
九
〇
）『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』：

「
土
器
師　

昔
賀か
や
の
み
こ

陽
親
王
作
り
始
め
給
ふ
と
か
や　

此
の
御
子　

細
工
に
妙た
へ

ま
る
よ
し
古
物
語
に
記
せ
り
都
は
嵯
峨　

籏
枝　

深
草

里
に
作
る
。
大
内
に
捧
ぐ
る
時
は　

烏
帽
子
装
束
し
て
参
る
な
り

　

江
戸
浅
草
竹
町
作つ
く
り
て手
弥
左
衛
門　

誠
に
上
古
よ
り
の
器う

つ
は物
な

り
」（
同
書
に
は
土
器
師
と
焼
物
師
の
別
が
あ
る
）

　

⑤
元
禄
九
年
刊
（
一
六
九
六
）『
本
朝
武
林
系
禄
図
鑑
』：

「
御
茶
わ
ん
師　

あ
さ
草
門
跡
ま
へ　

高
原
平
兵
衛
」

　

⑥
享
保
二
〇
年
刊
（
一
七
三
五
）『
續
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』：

「
藤
四
郎
燒　

茶
碗
水
さ
し
の
類 

浅
草
聖
天
丁　

高
原
藤
四
郎
」

「
瀬
戸
助
燒　

茶
碗
水
さ
し
の
類 

す
き
や
か
し　

瀬
戸
助
」

二
、
今
戸
周
辺

―
瓦
―

　

①
元
禄
三
年
刊
『
増
補
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』：

「
今
戸
橋　

曉
か
た
に
ハ
瓦
燒
の
松
葉
の
匂
ひ
に
目
さ
む
る
や
う

に
お
ぼ
へ
て
少
し
は
や
」
云
々

　

②
享
保
一
七
年
刊
（
一
七
三
二
）『
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』：

「
今
土
橋 

此
片
瓦
作
多
し
」

　

③
享
保
二
〇
年
刊
『
続
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』：

「
今
戸
瓦　

今
戸　

橋
場　

本
所　

中
ノ
郷
瓦
師
多
し
」「
箕み
の
わ輪
土

器　

下
谷 

坂
本 

箕
輪 

金
杉
邊
に
て
製
之 

土つ
ち
ひ
ば
ち

火
鉢 

瓦く
ハ
と
う燈 

土
風
呂 

土つ
ち
と
う
ろ
う

燈
籠
等
の
土つ

ち

燒や
き

も
の
い
づ
る　

京
都
稲い

な
り荷

前
が
ご
と
し
」

―
土
器
（
土
器
・
人
形
に
施
釉
し
た
も
の
を
含
む
）
―

　

①
天
正
年
間
（
一
五
七
三
―
九
二
）『
工
藝
志
料
』（
黒
川
真
頼
著
・

明
治
一
〇
年
刊
）：

「
下
総
国
千
葉
家
の
族
某
（
略
）、
其
の
家
臣
数
輩 

石
浜
或
い
は

今
戸
村
に
土
着
し 

瓦
及
び
土
器
を
造
り
以
っ
て
業
と
為
す
者
十

余
戸
あ
り
し
と　

而
れ
ど
も
其
の
姓
名
詳
か
な
ず
」

　

②
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
―
八
八
）『
工
藝
志
料
』：

「
貞
享
年
間　

土
器
の
工
人
白
井
半
七
と
云
う
者
あ
り　

今
戸
に

い
て
始
め
て
点
茶
家
に
用
い
る
所
の
土
風
呂
を
製
し　

又
火
鉢
等

の
種
々
の
瓦
器
を
造
る
」

　

③
元
禄
六
年
刊
（
一
六
九
三
）『
西
鶴
置
土
産
』：

「
思
は
せ
姿　

今
は
土
人
形　

揚
屋
町
の
眞
砂
を　

金
龍
山
の
眞

土
に
交
ぜ
て　

今
は
薄
雲　

高
尾
が
姿
を
造
り
て　

土
人
形
の
水

あ
そ
び
」（
今
戸
周
辺 

一
文
人
形
を
商
う
店
が
あ
っ
た
と
い
う
）

　

④
享
保
年
間
（
一
七
一
六
―
三
六
）『
工
藝
志
料
』：

「
享
保
年
間
二
世
白
井
半
七
と
い
う
者　

始
め
て
瓦
器
に
釉
水
を

施
し
樂
燒
と
等
し
き
者マ
マ

を
製
す
」

　

⑤
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）：

狛
犬
一
対
台
座
銘
文
「
火
鉢
屋 

土
器
屋 

炮
縁火
屋
」
今
戸
神
社

　

⑥
宝
暦
一
三
年
刊
（
一
七
六
三
）『
風
流
志
道
軒
傳
』：

「
今
浅
草
の
志
道
軒　

江
戸
に
一
人
の
名
物
と
い
ふ
べ
し　

故
に

一
枚
絵
、
今
戸
燒
を
始
と
し
」

　

⑦
寛
政
一
二
年
刊
（
一
八
〇
〇
）『
風
俗
通
』：

「
ち
ゃ
う
ど
今
戸
燒
の
あ
ね
さ
ま
と
い
ふ
つ
ら
だ
は
」

　

⑧
天
保
五
年
―
七
年
刊
（
一
八
三
四
―
三
六
）『
江
戸
名
所
圖

曾
』：

「
瓦か
は
ら
し師　

中な
か
の
ご
う

之
郷
の
辺へ

ん 

瓦か
は
ら
し師
の
家い

へ

多お
ほ

く 

是こ
れ

を
業な

り
わ
いと
す
る
も
の
多

し
」「
今
戸
に
は
甄け
ん

（
瓦
）
者
陶
匠
多
く
あ
り
て
・
今
戸
燒
と
穪
す
」

　

⑨
『
川
柳
江
戸
砂
子
』（
明
治
五
年
刊
・
一
八
七
二
）「
今
土
橋　

金
龍
山
の
ふ
も
と
入
堀
に
わ
た
す　

此
邊
瓦
工
多
し
」

　

⑩
成
立
年
代
不
明
『
本
竃
樂
燒
唐
物
藥
秘
方
全
』：

「
今
戸
す
へ
物
土
・
今
戸
土
器
師
一
瓶
」

三
、
そ
の
他

　

①
延
宝
五
年
刊
（
一
六
七
七
）『
江
戸
雀
』：

「
左
金
杉
新
堀
か
は
ら
け
町
三
田
臺
町
へ
出
る　

右
西
の
久
保
へ

の
道
」「
南
へ
付
て
ゆ
く
道
か
は
ら
け
町
」

　

②
元
禄
三
年
刊  『
増
補
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』：

「
西
久
保
通
北
は
天
徳
寺
前
よ
り
南
へ
本
札
辻
ま
で　

西
久
保
か

わ
ら
け
町
貳
丁 

赤
羽 

三
田
町 

通
新
町
」

浅
草
周
辺
の
土
器
・
瓦
生
産　
出
版
物
を
中
心
と
し
て
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③
元
禄
五
年
刊
（
一
六
九
二
）『
萬
買
物
調
方
記
』：

「
か
は
ら
け 

西
ノ
久
保
か
は
ら
け
町
」

関
係
事
項

　

①
『
増
補
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』（
元
禄
三
年
刊
・
一
六
九
〇
）：

「
繪
具
屋　

南
傳
馬
町
一
丁
目　

稲
野　

信
濃
」「
京
橋
北
一
丁
目　

繪
具
屋
惣
兵
衛
」「
同
所　

ゑ
の
ぐ
や
市
兵
衛
」「
唐
物
屋　

靈
巖
島

長
崎
町 

大
平
五
兵
衛
」「
同
所　

海
老
庄
兵
衛
」「
同
所　

片
岡
與

兵
衛
」

　

②
『
彩
画
職
人
部
類
』（
明
和
七
年
刊
・
一
七
七
〇
）：

「
土
器　

洛
の
東
山
深ふ
か
く
さ艸
の
里
に
多
く
是
を
業
と
な
す
者
居
れ
り　

最
上
品
と
す　

東
都
は
箕み
の
わ輪
金か

な
す
ぎ杉
の
わ
び
し
さ　

土
の
轆ろ

く
ろ轤
の
音
か

す
か
に　

さ
す
が
に
陶
作
り
と
い
ふ
ほ
ど
に
も
あ
ら
で　

あ
る
ほ
ど

の
日
南
に
並
べ
在
り　

う
ら
〳
〵
と
陽か
げ
ろ
う炎
も
ゆ
る
雨
上
が
り
の
朝
景

色　

鶯
の
声　

な
よ
竹
の
ま
ば
ら
垣
に　

そ
こ
爰こ
こ

鄙ひ
な

び
た
る
住
居
こ

そ
何
と
や
ら
哀
れ
深
し
」

　

③
『
今
様
職
人
尽
歌
合
』（
文
政
一
八
年
刊
・
一
八
二
五
）：

「
此
の
頃
は
素し
ろ
び
と人
の
樂
燒
が
は
や
り
て　

誂
へ
な
き　

焼
き
継
ぎ
は

　

窯
塞ふ
た

げ
に
て
う
る
さ
や
」

　

④
『
武
藏
』
日
本
國
誌
資
料
叢
書
（
太
田
亮
著　

大
正
一
四
年
刊
・

一
九
二
五
）：

「
藤
四
郎
燒　

茶
碗
水
さ
し
の
類　

浅
草
聖
天
町　

高
原
藤
四
郎
」

「
瀬
戸
助
燒　

茶
碗
水
さ
し
の
類　

す
き
や
が
し　

瀬
戸
助
花
林
尺

八
一
流
の
細
工
古
今
類
な
し
両
國
元
町
花
林
清
兵
衛
」

　

⑤
『
江
都
近
在
所
名
集
』（
安
永
三
年
刊
・
一
七
七
四
）：

「
小
梅　

竹
や
の
わ
た
し
よ
り
三
め
ぐ
り
の
間　

蚊
柱
の
中
に
小
梅

の
凉
臺
」「
待
乳
山　

聖
天
宮
、
見
晴
し
の
能
き
所
也　

景
地　

凉

し
さ
や
船
を
見
お
ろ
す
待
乳
山　

意
和
久
」「
橋
場　

神
明
宮　

今

戸
の
續
き　

近
所
北
野
天
神
勸
請　

傾
城
も
交
る
橋
場
の
生
姜
市
」

「
浅
茅
原　

總
泉
寺
境
内
、
三
谷
よ
り
橋
場
へ
出
づ
る
と
こ
ろ
昔
し

は
繁
花
。
傾
城
の
夢
は
浅
茅
を
駆
け
ま
は
る
」「
箕
輪　

吉
原
の
別

荘
多
し　

句
體
に
よ
り
戀
也　

梅
が
香
や
雪
の
箕
輪
に
女
駕　

機

夕
」「
金
杉　

箕
輪
の
續
き　

日
本
橋
よ
り
千
住
へ
出
づ
る
所　

奥

州
海
道
也
」「
上
野　

東
叡
山
寛
永
寺　

元
三
大
師　

三
日　

十
八

ひ
參
詣
多
し　

戸
の
建
た
ぬ
駕
に
吾
妻
の
比
叡
お
ろ
し
」

江
戸
在
地
系
土
器
：
（
江
戸
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
所
収
）

　

土
器
は
、
縄
文
式
土
器
・
弥
生
式
土
器
・
土は

じ師
器き

（
古
墳
時
代
）、

黒
色
土
器
（
奈
良
・
平
安
期
）・
瓦が

き器
（
平
安
後
期
・
室
町
期
）
な
ど
、

日
本
で
は
時
代
を
追
っ
て
儀
式
、
実
用
器
ほ
か
が
造
ら
れ
た
。
手

捏づ
く

ね
、
ロ
ク
ロ
成
形
。
基
本
的
に
は
採
取
し
た
土
を
そ
の
ま
ま
使

用
、
や
が
て
砂
・
岩
石
の
粉
末
な
ど
を
混
入
、
技
術
・
焼
成
の
進

歩
に
伴
っ
て
変
化
が
生
ま
れ
る
。

　

瓦
は
屋
根
瓦
を
主
体
に
敷
瓦
・
塀
な
ど
、
百く

だ
ら済
の
瓦
博
士
の
指

導
に
始
ま
る
と
い
う
。
地
域
、
時
代
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
江

戸
に
お
い
て
は
家
康
の
入
部
に
関
係
。
江
戸
城
、
大
名
屋
敷
、
寺

社
、
町
家
の
建
設
な
ど
、
瓦
は
大
坂
か
ら
の
搬
入
を
第
一
と
し
て
、

在
地
、
大
名
家
国
元
か
ら
の
移
入
も
あ
る
な
ど
、
文
様
、
刻
印
ほ

か
に
特
色
を
も
つ
瓦
が
出
土
し
た
。

　

土
器
類
も
京
都
・
金
沢
・
伊
勢
・
利
根
川
流
域
な
ど
の
移
入
品

が
出
土
。
そ
れ
ら
他
国
産
土
器
に
対
し
、
江
戸
に
は
在
地
系
土
器

と
呼
ば
れ
る
一
群
が
あ
っ
た
。
市
中
の
需
要
、
消
費
に
応
え
、
周

辺
で
生
産
さ
れ
た
土
器
で
あ
る
が
、
隅
田
川
西
岸
地
域
を
中
心
に
、

し
だ
い
に
東
岸
地
域
へ
と
移
動
。
瓦
・
土
器
・
焙
烙
・
灯
明
具
・

人
形・植
木
鉢
な
ど
が
造
ら
れ
た
（
上
図
参
照
）。
文
化・文
政
期
、『
江

戸
名
所
図
絵
』
に
は
今
戸
焼
の
瓦
焼
成
・
達だ

る
ま磨

窯
、
土
器
を
焼
く

煙き
せ
る管
窯
が
描
か
れ
た
が
、
達
磨
窯
は
左
右
に
焚
き
口
が
あ
り
、
還

元
焔
焼
成
、
多
く
は
瓦
の
焼
成
に
使
用
。
い
く
ら
か
小
さ
な
煙
管

窯
は
焚
き
口
が
一
つ
、酸
化
焔
焼
成
、土
器
の
生
産
に
用
い
ら
れ
た
。

　

粘
土
の
分
析
は
、
元
素
成
分
の
考
察
で
は
（
東
京
都
埋
蔵
文
化
財

研
究
所
）、
瀬
戸
・
美
濃
・
京
都
系
に
比
較
、
江
戸
在
地
系
土
器
の

胎
土
は
酸
化
珪
素
、
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
含
有
量
の
少
な
い
こ

と
、
鉱
物
片
・
岩
片
の
顕
微
鏡
観
察
か
ら
は
（
パ
リ
ノ
サ
ー
ヴ
ェ
イ

考
古
学
研
究
室
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
）、
江
戸
在
地
系
・
越
名
河
岸
系
胎
土

に
は
火
山
岩
石
が
多
く
含
ま
れ
る
特
徴
が
示
さ
れ
た
。
参
考
と
し

て
京
都
鳴
滝
窯
出
土
の
乾
山
焼
陶
片
も
分
析
し
た
が
、
鳴
滝
陶
片

は
長
石
・
石
英
・
雲
母
を
多
く
含
み
、
西
日
本
に
お
け
る
花
崗
岩

帯
の
特
質
を
示
す
。
火
山
岩
石
の
多
い
江
戸
系
粘
土
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
。

カ
ワ
ラ
ケ

ホ
ウ
ロ
ク

　

参
考
と
し
て
京
都
乾
山
焼

鳴
滝
窯
出
土
陶
片
の
分
析
を

試
み
た
が
、
粘
土
の
特
質
は

京
都
市
近
郊
、
京
都
盆
地
西

縁
・
北
縁
の
地
質
に
整
合
。

　

江
戸
在
地
系
粘
土
と
は
異

な
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

江
戸
在
地
系
・
栃
木
越
名
河
岸
出
土
陶
片

（
三
六
頁
参
照
）　

胎
土
薄
片
顕
微
鏡
写
真

京
都
鳴
滝
窯
出
土
陶
片　
胎
土
薄
片
顕
微
鏡
写
真

風
炉

（
上
二
図
）

江
戸
在
地

系
出
土
陶

片

　

こ
れ
ら
は
関
東
地
域
、
江

戸
在
地
系
土
器
、
越
名
河
岸

出
土
陶
片
の
胎
土
薄
片
顕
微

鏡
写
真
で
あ
る
。
江
戸
在
地

系
・
越
名
系
粘
土
は
火
山
系

岩
片
の
特
徴
を
示
し
、
砂
質
。

関
東
ロ
ー
ム
層
に
関
係
す
る

な
ど
、
隅
田
川
水
系
の
河
川

粘
土
と
考
え
ら
れ
る
。

京
都
・
鳴
滝
出
土
陶
片

（
左
上
図
）

栃
木
越
名

河
岸
出
土

陶
片
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寺
住
の
御
瓦
師
寺
島
家
。
家
康
に
従
い
三
河
よ
り
下
向
し
た
「
三
州
瓦
」
の
松
井
家

の
活
躍
が
あ
る
。
一
部
を
除
き
瓦
御
用
は
専
ら
大
坂
に
お
い
て
製
造
、
舟
を
以
っ
て

江
戸
へ
運
ぶ
な
ど
の
手
法
が
取
ら
れ
て
い
た
が
、
時
と
と
も
に
工
人
ら
は
徐
々
に
土

着
、
や
が
て
江
戸
の
や
き
も
の
産
業
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
。

　

二
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）、
本
郷
丸
山
本
妙
寺
か
ら
出
火
し
た
火
は
江
戸
城
本
丸
・

二
の
丸
・
三
の
丸
・
天
守
閣
、
ま
た
市
中
の
大
半
を
焼
き
尽
く
し
た
。
新
た
な
町
作

り
が
必
須
と
な
り
、
大
名
・
旗
本
屋
敷
、
神
社
、
町
家
、
吉
原
、
火
を
扱
う
土
器
師

な
ど
が
大
移
動
を
促
さ
れ
る
。
建
築
資
材
・
部
材
の
需
要
は
一
期
に
高
ま
り
、
復
興

に
は
二
年
余
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
た
が
、
市
中
の
六
割
強
は
武
家
屋
敷
で
あ
っ
た
。

　

三
、
享
保
時
代
は
大
名
火ひ
け
し消
に
加
え
、
自
衛
の
た
め
の
町
火
消
制
度
が
発
足
す
る
。

建
築
資
材
、
屋
根
葺
き
に
も
燃
え
易
い
木
材
・
柿こ
け
ら
ぶ
き
葺
に
代
わ
り
瓦
葺
が
奨
励
さ
れ
る
。

瓦
葺
は
従
来
平
瓦
と
丸
瓦
、
軒
先
に
軒
丸
瓦
と
軒
平
瓦
、
鬼
瓦
が
使
わ
れ
る
。
重
量
の

あ
る
瓦
葺
に
代
わ
り
享
保
期
新
た
に
桟さ
ん

瓦が
わ
らの
使
用
が
促
さ
れ
る
が
、
桟
瓦
は
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
近
江
の
瓦
師
西
村
半
兵
衛
の
工
夫
と
伝
承
。
平
瓦
と
丸
瓦
を
一
体
化
、
左

右
の
一
方
に
桟
を
つ
け
、
表
面
を
う
ね
ら
せ
て
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
が
、

三
都
を
中
心
に
広
く
普
及
。
江
戸
で
は
町
人
に
も
拝
借
金
制
度
が
運
用
さ
れ
、
市
街

化
す
る
都
市
計
画
に
合
わ
せ
、
桟
瓦
の
需
要
は
急
速
に
高
ま
っ
て
ゆ
く
。
瓦
生
産
は
活

気
を
呈
す
る
が
、
火
を
扱
う
仕
事
で
あ
る
。
し
だ
い
に
市
外
地
へ
の
移
動
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
土
は
浅
草
待ま
つ
ち
や
ま

乳
山
（
真ま

つ
ち
や
ま

土
山
）、
運
搬
は
隅
田
川
、
窯
地
は
浅
草
界
隈
へ
と
、
隅

田
川
沿
岸
に
集
中
す
る
。
新
た
に
開
く
、
合
併
す
る
、
い
ず
れ
に
し
て
も
窯
業
は
隅
田

川
を
中
心
に
発
展
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）、
浅
草
瓦
町
が
起
立
、「
瓦
焼
職
有
之
候
」

（『
御
府
内
備
考
』）
と
あ
り
、
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
「
あ
さ
く
さ
ま
つ
ち
山
此
所
に
て

金
龍
山
茶
碗
や
く
な
り
」（『
買
物
調
方
三
合
集
覧
』
元
禄
五
年
刊
・
一
六
九
二
）
と
あ
る
な
ど
、

金き
ん
り
ゅ
う
ざ
ん
し
た

龍
山
下
瓦
町
が
活
動
。
安
永
年
間
（
一
七
七
二
―
八
一
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

待
乳
山　

聖
天
宮
、
見
晴
し
の
能
き
所
也
。
景
地
。
涼
し
さ
や
船
を
見
お
ろ
す
待
乳
山

　

金
龍
山　

浅
草
寺
観
音
、
三
月
簑
市
、
十
二
月
年
の
市
、
歯
朶
掃
い
て
居
わ
る
並
木
の
煮
賣
廊

　

力
出
せ
年
の
市
人
仁
王
門　
（『
江
都
近
在
所
名
集
』
安
永
三
年
刊
・
一
七
七
四
）

在
地
瓦
は
浅
草
瓦
町
、
金
龍
山
下
瓦
町
（
起
立
年
不
明
）
の
活
動
が
早
く
（
落
合
則
子
著
「
江

戸
今
戸
焼
史
に
関
す
る
一
試
論
」）、
浅
草
瓦
町
は
豊
島
郡
峡
田
領
の
ち
浅
草
寺
領
鳥
越
村
、

今
日
の
蔵
前
辺
り
と
さ
れ
、
現
在
の
浅
草
橋
一
、
二
丁
目
、
柳
橋
二
丁
目
に
当
た
る

と
い
う
。
金
龍
山
下
瓦
町
は
浅
草
北
部
、
隅
田
川
沿
い
待
乳
山
・
真
土
山
の
丘
陵
地

域
と
さ
れ
、
聖
天
宮
（
金
龍
山
本
龍
院
）、
現
浅
草
七
丁
目
を
生
産
地
と
し
、
元
禄
初
期

の
製
造
が
確
認
さ
れ
る
。
新
た
に
中
ノ
郷
瓦
町
、
小
梅
瓦
町
な
ど
も
起
こ
る
が
、
江

戸
の
土
器
産
業
は
浅
草
一
帯
に
始
ま
り
、
元
禄
五
年
に
は
「
か
は
ら
師
浅
草
門
跡
前
」

「
か
は
ら
け
あ
さ
く
さ
竹
町
」　
（『
諸
国
・
万
買
物
調
方
記
』・『
買
物
調
方
三
合
集
覧
』）
な
ど
、

瓦
師
、
土
器
師
は
別
れ
て
生
産
に
当
た
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

２
、
今
戸
焼

　
「
今
戸
ハ
古
ヘ
今
津
ト
書
シ
後
今
ノ
字
ニ
改
ム
」
と
あ
る
（『
新
編
武
藏
風
土
記
稿
』）。

正
保
、
元
禄
頃
に
今
戸
村
と
あ
り
、
土
器
産
業
の
盛
ん
な
土
地
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。

　

土
器
は
素
焼
、
釉
薬
の
な
い
低
火
度
焼
成
の
や
き
も
の
で
あ
る
。
縄
文
か
ら
弥
生
時

代
に
煮
炊
き
・
貯
蔵
用
、
神
饌
を
盛
る
器
・
食
器
な
ど
が
造
ら
れ
、
朝
鮮
か
ら
須す

え

き
恵
器

の
技
術
が
伝
播
し
、
高
坏
・
瓶
・
壷
、
祭
祀
具
・
日
常
飲
食
器
・
灯
明
具
な
ど
の
硬

質
土
器
が
生
産
さ
れ
た
。
一
二
世
紀
に
は
瓦
造
り
と
分
化
し
、
土は

じ

き
師
器
窯
に
土
器
生
産
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が
盛
ん
に
な
る
が
、
一
四
世
紀
、
日
本
各
地
へ
と
拡
散
す
る
。
山
城
国
深
草
・
嵯
峨
・

幡は
た
え
だ枝
辺
り
に
土
器
師
集
団
が
居
住
、
朝
廷
、
幕
府
、
神
社
仏
閣
の
需
要
に
応
え
る
が
、

東
海
地
方
で
は
須
恵
器
を
製
し
た
窯
に
近
畿
産
出
の
土
器
造
り
の
模
倣
が
起
こ
る
。
家

康
の
入
部
以
来
、
江
戸
に
は
大
名
・
家
臣
、
そ
れ
に
伴
う
商
人･

職
人
ら
が
集
住
。
土

器
は
需
要
に
伴
っ
て
京
都
・
金
沢
・
南
伊
勢
・
利
根
川
流
域
な
ど
か
ら
も
搬
入
さ
れ
る

が
（
梶
原
勝
）、
在
地
で
は
初
期
、
必
要
に
応
じ
所
々
に
お
い
て
焼
成
。
明
暦
大
火
も
あ

り
中
期
以
降
、
防
火
対
策
の
一
つ
と
し
て
隅
田
川
沿
岸
に
集
中
す
る
。

　

同
沿
岸
の
窯
業
「
土
器
」
に
は
三
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。
土か
わ
ら
け器
造
り
（
日
常
品
）、

瓦か
わ
ら造
り
（
建
築
用
材
）、
陶
器
造
り
（
茶
道
具
な
ど
）
で
あ
る
。
土
器
生
産
は
大
き
く
浅
草

周
辺
、
今
戸
村
に
分
け
ら
れ
、
陶
器
は
摂
津
国
・
大
坂
か
ら
江
戸
へ
下
向
、
浅
草
本

願
寺
辺
り
に
屋
敷
を
拝
領
、
幕
府
の
御
用
を
勤
め
た
高
原
焼
が
挙
げ
ら
れ
る
。
高
原

焼
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
水
害
が
起
こ
り
窯
を
閉
じ
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
―
六
四
）

向
島
小
梅
に
沼ぬ
な
み波
弄ろ
う

山ざ
ん

が
萬
古
焼
を
開
始
、
寛
政
期
（
一
七
八
九
―
一
八
〇
一
）
浅
茅
が

原
に
萬
古
堂
三
世
三
阿
窯
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
向
島
に
佐さ
は
ら
き
く
う

原
菊
塢
の
す
み
だ
川

焼
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
大
坂
十じ
ゅ
う
そ
う
三
か
ら
は
吉き
っ
こ
う
じ
へ
え

向
治
兵
衛
（
一
七
八
四
―
一
八
六
一
）

が
下
向
、
吉
向
焼
が
陶
炎
を
上
げ
る
。

　

今
戸
に
お
け
る
瓦
・
土
器
生
産
は
、
天
正
年
間
千
葉
氏
家
臣
を
創
者
と
す
る
。
が
、

実
態
は
不
明
で
あ
り
（『
工こ

う
げ
い
し
り
ょ
う

藝
志
料
』）、
今
戸
焼
の
名
称
も
元
禄
期
に
は
い
ま
だ
み
ら
れ

ず
、
初
期
に
お
い
て
は
浅
草
瓦
造
り
の
範
疇
に
入
る
。

　

近
年
二
〇
ヵ
所
に
及
ぶ
今
戸
焼
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
土か
わ
ら
け器
・
焙ほ
う
ろ
く烙
・
瓦か
わ
らな

ど
が
出
土
（
二
六
頁
図
参
照
）。
寛
延
・
宝
暦
頃
か
ら
植
木
鉢
・
焼や

き

塩し
お
つ
ぼ壷

・
灯と

う
か火

具ぐ

が
多

く
み
ら
れ
る
が
、
硬
質
瓦
質
の
火ひ

ば
ち鉢

・
焜こ

ん
ろ炉

、
今い

ま
ど戸

神
社
に
奉
納
さ
れ
た
宝
暦
二
年
（
文

政
五
年
再
興
）
の
狛こ
ま
い
ぬ犬
台
座
（
阿
型
・
吽
型
）
銘
文
に
は
「
火
鉢
屋
・
土
器
屋
・
炮
縁火
屋
」「
白

井
善
次
郎
・
岩
本
多
郎
吉
・
永
嶋
伊
之
吉
」「
浅
草
新
堀
」
な
ど
と
あ
り
（
関
口
広
次
著

「
隅
田
川
沿
岸
の
窯
業
」）、
今
戸
及
び
そ
の
周
辺
の
生
産
者
、
生
産
品
目
が
確
認
さ
れ
る
。

　
『
角
田
川
紀
行
』（
杉
山
山
風
著
・
元
禄
二
年
・
一
六
八
九
）
に
は
、

　

あ
さ
く
さ
川
に
の
ほ
し
け
る
に
岸
ち
か
く
舟
と
め
て
色
黒
き
男
腰
た
け
川
に
入
う
つ
ふ
け

　

に
な
り
て
水
底
の
土
を
抱
あ
け
舟
に
積　

世
の
わ
さ
と
い
ひ
な
か
ら
秋
の
風
身
に
し
む

　

比
水
に
ひ
た
り
く
る
し
む
あ
は
れ
な
り
け
れ
は　

土
と
り
よ
な
に
ほ
と
冷
る
秋
の
水

　

今
戸
に
は
土
を
こ
ね
瓦
造
並
べ
て
ほ
し
け
れ
ば　

や
か
ぬ
ま
は
露
や
い
と
は
ん
下
瓦　

杉
風

と
あ
る
。
陶
工
・
人
夫
が
腰
ま
で
水
に
浸
か
り
隅
田
川
の
土
を
採
取
、
そ
れ
を
用
い

て
瓦
を
製
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
今
戸
村
で
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三
―
九
二
）
瓦
・

土
器
生
産
を
業
と
し
た
十
余
戸
の
存
在
が
あ
り
（『
工こ

う
げ
い
し
り
ょ
う

藝
志
料
』）、
貞
享
年
間
（
一
六
八

四
―
八
八
）
に
は
白
井
半
七
（
生
没
年
不
詳
）
が
土
風
炉
を
製
し
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六

―
三
六
）
二
世
半
七
が
楽
焼
を
始
め
、
工
人
ら
が
そ
れ
を
倣
い
食
器
を
製
す
る
と
い
う
。

都
市
の
拡
張
に
伴
っ
て
需
要
も
増
加
。
土
器
・
焙
烙
・
瓦
造
り
、
一
八
世
紀
後
半
に

は
土
人
形
が
人
気
を
集
め
る
が
、
器
種
別
の
専
業
化
が
進
行
、
窯
場
は
今
戸
村
、
中

ノ
郷
瓦
町
へ
と
集
約
さ
れ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
、
入
谷
遺
跡
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
入
谷
焼
の
胎
土
分
析
は
今

戸
焼
に
ほ
ぼ
同
一
（
小
俣
悟
著
「
第
４
章
総
括
」『
入
谷
遺
跡
下
谷
二
丁
目
１
番
地
点
』）、
粘
土

は
亀か

め
い
ど戸

辺
の
荒あ

ら
き
だ

木
田
土
（『
下
谷
區
史
』）、
浅
草
付
近
の
七
つ
の
丘
中
待ま

つ
ち
や
ま

乳
山
（
真
土
山
）

土
な
ど
の
説
が
あ
り
、
荒
木
田
と
は
三
河
島
村
の
字
、
荒
川
に
沿
う
荒
木
田
原
に
産
す

る
赤
色
粘
土
。
粘
着
力
が
あ
り
、壁
塗
り
、瓦
葺
き
の
下
地
に
用
い
た
と
伝
承
す
る
（
の

ち
に
は
煉
瓦
の
原
料
に
な
る
）。
待
乳
山
は
「
真
土
山
」、
真
の
土
・
本
物
の
土
を
意
味
す

る
と
さ
れ
、
瓦
生
産
に
は
隅
田
村
・
木
下
村
・
四
ッ
木
村
・
若
宮
村
の
粘
土
が
使
わ
れ
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た
と
い
う
。
明
治
期
、
人
形
造
り
尾
張
春
吉
の
話
に
よ
れ
ば
、
同
一
五
年
頃
今
戸
橋
付

近
の
粘
土
は
涸
渇
、
川
向
か
い
の
隅
田
村
辺
の
土
、
金
町
、
柴
又
辺
り
、
古
く
は
岐
阜

多た

じ

み
治
見
の
土
の
使
用
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
安
芸
毬
子
著
「
掘
り
出
さ
れ
た
土
人
形
」）。

　

土か
わ
ら
け器
造
り
は
皿
・
鉢
・
壷
、
ま
た
焙
烙
・
植
木
鉢
・
塩
壷
な
ど
を
主
と
し
、
個
人
経

営
、在
地
に
お
け
る
製
作
が
基
本
で
あ
る
。
他
所
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、

土
器
は
消
耗
品
、
多
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
粘
土
の
使
用
が
一
般
で
あ
る
。
厳

し
い
土
の
選
択
は
な
く
、
江
戸
で
は
家
康
の
入
府
を
契
機
と
し
て
同
地
に
発
展
、
中
世

近
畿
土
器
の
伝
統
を
継
承
し
た
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
神
供
具
・
日
常
品
が
主
体

で
あ
り
、
成
形
は
手
捏
ね
・
ロ
ク
ロ
・
型
の
使
用
の
ほ
か
、
焼
成
は
低
温
に
よ
る
酸
化

焔
焼
成
を
基
本
と
し
、
短
時
間
で
焼
き
上
が
る
小
規
模
窯
、
焚
き
口
一
つ
の
煙き

せ
る管
窯
が

使
わ
れ
た
。
持
ち
運
び
の
で
き
る
内
窯
も
使
用
さ
れ
た
が
、瓦か
わ
ら生
産
に
は
還
元
焔
焼
成
、

窯
の
両
側
に
焚
き
口
を
設
け
た
達だ
る
ま磨
窯
が
用
い
ら
れ
た
。

３
、
高
原
焼

　

土
器
・
瓦
造
り
の
一
方
、
浅
草
で
は
陶
器
造
り
が
開
始
さ
れ
た
。

　

藩
御
用
、
陶
工
の
移
動
は
、
寛
永
中
頃
（
一
六
三
四
―
三
八
）
尾
張
徳
川
家
に
仕
え
、

御お

深ふ

け井
焼
に
関
与
し
た
陳ち

ん
げ
ん
ぴ
ん

元
贇
（
生
没
年
不
詳
・
元
和
七
年
頃
渡
来
）、
福
岡
藩
黒
田
氏
関

わ
り
の
高た
か
と
り取
家
が
早
い
例
で
あ
る
。
幕
府
御
用
の
高
原
焼
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、

　

一
、
創
始
者
は
肥
後
国
山
本
郡
高
原
郷
出
自
の
高
原
平
兵
衛
（
の
ち
に
藤
兵
衛
『
武

鑑
』）。
肥
前
三
川
内
窯
の
陶
工
、
大
坂
・
摂
津
国
に
赴
き
高
原
五
郎
七
の
弟
子
と
な
り
、

五
郎
七
没
後
高
原
を
名
の
る

　

二
、
同
じ
く
高
原
郷
出
自
の
藤
兵
衛
（
茶
碗
商
人
高
原
伊
十
郎
先
祖
）
が
慶
長
末
期
に

摂
津
能
勢
に
お
い
て
高
原
焼
を
創
始
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）、
普
請
奉
行
・
四
代

将
軍
家
綱
茶
道
師
範
片
桐
石せ
き
し
ゅ
う
州
（
貞
昌
・
一
六
〇
八
―
七
三
）
の
推
挙
に
よ
っ
て
江
戸
へ

下
向
（『
工
藝
鏡
』）。
浅
草
本
願
寺
辺
り
に
七
七
四
坪
余
の
屋
敷
を
拝
領
、
領
内
二
間

半
×
五
間
半
に
窯
を
築
き
、
御ご
ほ
ん本
・
呉ご

き器
・
半は
ん
す使
な
ど
の
高
麗
茶
碗
を
製
し
、
幕
府

の
御
用
を
勤
め
る

　

三
、
慶
安
年
間
（
一
六
四
八
―
五
二
）、
高
原
市
左
衛
門
が
摂
津
国
末
吉
橋
辺
り
で
作

陶
。
二
代
平
三
郎
が
承
応
年
間
（
一
六
五
二
―
五
五
）
江
戸
へ
下
り
、
二
年
後
に
は
摂
津

に
戻
る
が
、
招
請
に
よ
っ
て
市
左
衛
門
が
江
戸
へ
下
り
、
御
茶
碗
師
を
勤
め
る

な
ど
と
あ
る
。
判
然
と
し
な
い
が
、
久
右
衛
門
・
五
郎
七
・
市
左
衛
門
な
ど
陶
工
名

も
残
り
（
大
橋
康
二
著
「
高
原
五
郎
七
か
ら
江
戸
高
原
焼
と
瀬
戸
助
焼
、
そ
し
て
本
遺
跡
出
土
の
主

要
な
陶
磁
器
」）、
茶
会
に
お
け
る
使
用
は
『
隔
蓂
記
』『
三
菩
提
院
御
記
』
に
茶
碗
・
香

炉
・
皿
な
ど
、『
森
田
久
右
衛
門
江
戸
日
記
』（
左
図
参
照
）
に
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）

十
月
四
日
、
金
龍
山
窯
と
と
も
に
高
原
窯
の
見
物
記
が
認
め
ら
れ
る
。

金
龍
山
・
高
原
焼
見
物
記

『
森
田
久
右
衛
門
江
戸
日
記
』
丸
山
和
夫
著
『
東
洋
陶
磁
』
第
五
号
（
一
九
七
五
―
一
九
七
八
）

（
延
宝
六
十
月
四
日
）

一　

同
四
日
下
元
藤
右
衛
門
手
引

被
仰
付
見
物
仕
ル

　

金
龍
山　

別
ニ
替
た
る
儀

　
　
　
　
　

無
御
座
候

　

高
原　
　

是
も
大
坂
ニ
替
た

　
　
　
　
　

る
儀
無
御
座
候

　
　
　

但
茶
わ
ん
弐
つ
か
い
参
ル

乾山江戸編(29)



成
、
楽
焼
が
盛
行
す
る
。「
此
の
頃
は
素し
ろ
び
と人
の
樂
燒
が
は
や
り
て
誂あ
つ
らへ
な
き　

燒
き
継

ぎ
は
窯
塞ふ
た

げ
に
て
う
る
さ
や
」（『
今
様
職
人
尽
歌
合
』
文
政
八
年
刊
・
一
八
二
五
）
と
あ
り
、

素
人
陶
芸
が
人
気
を
集
め
る
。

４
、
入
谷
窯

　

入
谷
窯
の
実
体
は
不
明
で
あ
る
。
土
地
の
産
物
と
し
て
土
器
造
り
が
知
ら
れ
る
が
、

乾
山
入
府
以
前
の
記
録
は
乏
し
く
、
詳
し
い
こ
と
は
解
ら
な
い
。
が
、
安
永
三
年
（
一

七
七
四
）『
大
名
武
鑑
』
に
は
「
御
土
器
師
十
五
俵
二
人
ふ
ち
下
谷
坂
入
谷
松
井
新
左

衛
門
」。
文
化
文
政
期
『
新
編
武
藏
風
土
記
稿
』
に
は
、

　

 

土
俗
村
内
ヲ
槩
シ
テ
入
谷
ト
唱
ヘ
リ　

農
隙
ニ
専
ラ
土
器
ヲ
造
ル　

是
ヲ
入
谷
土
器
ト
唱
ヘ　

土
地
ノ
産
物
ト
ス　

村
内
ニ
土
器
ノ
御
用
ヲ
勤
ル
松
井
新
左
衛
門
ト
云
モ
ノ
住
シ　

又
日
光

御
門
主
ノ
職
人
仁
右
衛
門
ト
云
モ
ノ
居
リ
テ　

専
ラ
土
器
ヲ
造
ル

と
あ
る
。
幕
府
御
用
を
勤
め
た
松
井
新
左
衛
門
は
、
家
康
に
従
い
江
戸
入
り
後
、
御

用
を
勤
め
三
州
瓦
を
製
し
た
松
井
家
と
推
測
、
当
時
は
上
野
長
者
町
か
ら
入
谷
に
移

転
を
し
た
か
、
変
わ
り
な
く
幕
府
の
御
用
を
続
け
て
い
た
。
日
光
御
門
主
御
用
の
職

人
仁
右
衛
門
も
入
谷
住
。
文
化
文
政
期
、
乾
山
没
後
も
入
谷
村
で
は
御
門
主
御
用
を

勤
め
る
工
人
が
活
躍
し
て
い
た
。

　

乾
山
時
代
に
は
久
作
（『
陶
器
傳
書
』）
の
名
が
知
ら
れ
る
。

　

元
文
二
年
九
月
佐
野
に
お
け
る
庭
焼
に
際
し
、
素
焼
の
皿
、
筒
形
・
杉
形
茶
碗
、

香
合
・
火
入
（
左
頁
想
定
図
参
照
）、
白
粉
、
内
窯
な
ど
を
大
川
顕け

ん
ど
う道

に
調
達
し
た
陶
工

で
あ
る
。
久
作
が
乾
山
と
同
じ
窯
場
の
工
人
か
は
解
ら
な
い
が
、
遺
跡
か
ら
の
出
土

品
に
「
山
」
に
「
久
」
印
の
あ
る
陶
片
が
み
つ
か
っ
た
。

　

下
谷
二
丁
目
１
、
２
番
地
の
発
掘
調
査
で
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
地
層
か
ら
は
変

　
『
江
戸
雀
』（
近ち

か
ゆ
き
と
お
み
ち

行
遠
通
著
・
延
宝
五
年
刊　

一
六
七
七
）
は
「
浅
草
廣
小
路
よ
り
右
之
道

金
輪
寺
に
つ
づ
き
て
町
、
高
原
や
き
物
有
」
と
記
し
、
浅
草
広
小
路
周
辺
に
屋
敷
の

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
水
害
に
遭
遇
、
窯
は
破
却
し
、

摂
津
国
へ
帰
国
し
た
と
記
し
て
い
る
。
高
原
町
、
高
原
屋
敷
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在

の
台
東
区
寿
二
丁
目
辺
り
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

貞
享
か
ら
享
保
・
元
文
年
間
、
隅
田
川
を
挟は
さ

み
寛
永
寺
・
浅
草
側
に
今
戸
焼
（
今
戸

村
）、
高
原
焼
（
浅
草
広
小
路
辺
）、
乾
山
焼
（
入
谷
村
）。
元
文
年
間
（
伝
承
）
川
向
こ
う

に
小
梅
村
の
萬
古
焼
（
宝
暦
年
間
と
も
い
う
）、
寛
政
期
（
一
七
八
九
―
一
八
〇
一
）
浅
茅
が

原
に
萬
古
堂
三
世
三さ
ん
あ阿
窯
、
文
化
文
政
期
（
一
八
〇
四
―
三
〇
）
に
向
島
百
花
園
に
隅
田

川
焼
が
起
こ
る
。

　

元
禄
期
、
将
軍
綱
吉
は
御
庭
焼
を
試
み
た
。
瀬
戸
の
陶
工
を
招
き
城
内
吹ふ
き
あ
げ上
苑
に

窯
を
築
い
た
と
さ
れ
る
が
、
時
移
り
、
武
家
、
富
裕
町
人
を
中
心
と
し
て
、
江
戸
で

は
即
興
を
妙
味
と
し
て
席
画
、
席
焼
な
ど
が
流
行
す
る
。
職
人
仕
事
に
数
寄
者
・
文

人
ら
の
趣
味
・
趣
向
が
入
り
込
む
が
、
や
き
も
の
で
は
絵
付
・
釉
薬
掛
け
、
窯
入
れ

か
ら
火
加
減
、
窯
出
し
な
ど
も
体
験
で
き
る
。
経
済
力
を
手
に
し
た
町
人
ら
は
自
ら

の
知
識
を
顕
示
、
折
か
ら
の
庭
焼
・
席
焼
、
翫も
て
あ
そ
び
ご
と

事 

が
そ
の
後
押
し
を
す
る
が
、
楽
焼

は
慰な
ぐ
さ
め
や
き

焼 

と
『
百
工
秘
術
』
に
あ
る
。
秘
技
・
秘
伝
、
陶
技
・
陶
法
、
そ
の
他
の
蘊う
ん
ち
く蓄

披
露
も
始
ま
る
が
、
大
衆
文
化
の
交
流
も
盛
ん
な
折
柄
、
材
料
屋
、
絵
具
屋
な
ど
も

活
躍
、
書
・
画
・
陶
、
各
々
に
素
材
や
用
材
、
手
本
を
揃
え
て
店
頭
に
並
べ
る
。
親

方
の
傍か
た
わ
ら

 

に
あ
り
修
業
を
積
む
必
要
も
な
く
、
即
席
に
作
者
・
製
作
者
の
楽
し
み
を
得

る
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
製
法
を
学
ぶ
ビ
ー
ド
ロ
・
ギ
ヤ
マ
ン
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
の

応
用
も
成
果
を
発
揮
。
小
規
模
な
内
窯
は
持
ち
運
び
も
可
能
、
素
人
間
に
低
火
度
焼
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形
皿
が
出
土
し
た
。
佐
野
に
お
け
る
乾
山
焼
色
絵
松
桜
図
鮑
貝
形
皿
に
類
似
、
同
種

の
皿
は
さ
ら
に
千
駄
ヶ
谷
五
丁
目
遺
跡
、
旗
本
小
林
家
屋
敷
地
土
坑
内
か
ら
も
出
土

す
る
な
ど
（
中
野
高
久
著
「
入
谷
遺
跡
２
―
２
地
点
出
土
の
施
釉
土
器
に
つ
い
て
」）、
乾
山
の

得
意
と
し
た
色
絵
具
、
白
化
粧
の
掛
け
分
け
が
あ
り
、
そ
の
名
残
り
を
窺
わ
せ
る
。

　

乾
山
焼
二
代
に
は
入
谷
村
次
郎
兵
衛
の
名
が
記
録
に
残
る
（「
乾
山
世
代
書
」）。
入
谷

村
の
庄
家
・
窯
主
の
一
人
で
あ
っ
た
が
（
推
定
）、
乾
山
の
死
を
懇
意
の
医
師
（
立
林
可
帠

か
）
を
通
じ
寛
永
寺
坊
官
進
藤
氏
ま
で
伝
え
た
人
物
で
あ
る
。「
初
代
口
述
二
代
筆
記
」

と
す
る
乾
山
陶
法
を
書
き
残
す
が
、
同
陶
法
書
は
請
わ
れ
て
三
代
乾
山
宮
崎
富
之
助
へ

と
渡
る
（
同
書
奥
書
・『
古
画
備
考
』）。
富
之
助
妻
「
は
る
」
は
酒
井
抱
一
へ
、
そ
こ
か
ら

西
村
藐
庵
、
三
浦
乾
也
へ
と
伝
世
す
る
が
、
文
化
文
政
期
、
抱
一
筆
の
大
沢
永
之
宛
書

状
に
よ
れ
ば
入
谷
村
の
陶
工
に
多
三
郎
の
名
が
認
め
ら
れ
る
。
乾
山
は
枇
杷
が
好
き
で

あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
が
、
以
後
、
入
谷
窯
の
消
息
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。

　

享
保
二
〇
年
、
下
谷
・
坂
本
・
箕
輪
・
金
杉
辺
り
の
窯
場
で
は
火
鉢
・
瓦
燈
・
土
風

炉
な
ど
の
土
器
を
製
し
て
い
た
（『
続
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』）。
浅
草
寺
界
隈
は
寺
を
中

心
に
、
高
原
焼
、
入
谷
窯
、
今
戸
窯
が
活
躍
、
互
い
に
徒
歩
で
往
来
可
能
な
距
離
に
あ
っ

た
。
享
保
一
七
年
乾
山
は
、
佐
野
庄
大
川
顕
道
へ
絵
具
の
秘
伝
を
通
達
、「
白
繪
具
一

主
藥
拾
五
匁　

高
原
白
土
也
」
と
記
し
て
い
る
。
乾
山
自
慢
の
白
絵
具
で
あ
る
が
、
京

都
時
代
は
豊
後
赤
岩
村
白
土
を
使
用
。
江
戸
で
は
高
原
白
土
を
選
択
し
た
か
。

　

幕
府
御
用
を
勤
め
る
高
原
焼
は
高
麗
茶
碗
の
製
作
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
高
麗
茶
碗

に
白
土
は
不
可
欠
、
土
の
吟
味
に
も
長
じ
た
も
の
と
推
測
す
る
が
、
素
地
は
自
作
・

他
作
に
拘
わ
ら
ず
用
い
る
と
し
た
乾
山
は
、
現
存
作
品
に
照
合
、
顔
料
、
素
地
ほ
か

種
々
の
顔
料
を
江
戸
に
お
い
て
は
入
手
の
し
易
い
も
の
に
変
え
て
い
る
。
高
原
窯
と

「
元
文
貳
年
巳
九
月
乾
山
初
而
佐
野
へ
罷
り
下
り
候
節
す
や
き
下
地　

江
戸
入
谷
村
久
作
方
へ
誂
候
」

『
陶
器
傳
書
』（
大
川
顕
道
著
）：
入
谷
村
久
作
へ
の
素
焼
下
地
注
文
想
定
図

入
谷
遺
跡
出
土
の
乾
山
焼
類
似
作
品
（
台
東
区
文
化
財
調
査
会
二
〇
一
〇
所
収
）白

化
粧
掛
徳
利
（
玩
具
）

白
化
粧
掛
碗
蓋

（
玩
具
）

鮑
貝
形
変
形
皿
・
実
測
図

筒
方
茶
碗

（
大
小
四
六
）

杉
形
茶
碗

（
三
二
）

大
丸
指
見
皿

（
四
二
）

中
土
器
（
五
〇
）

小
土
器
（
三
〇
）

こ
う
ば
こ
（
七
）

か
づ
ら
立
（
九
）

同
小
（
五
）

こ
か
し
入

（
八
）

あ
ん
か
う
火
入

（
二
）

筒
型
火
入
（
三
）

水
次
（
一
）

八
角
皿
（
一
）
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は
往
来
の
あ
っ
た
こ
と
を
推
考
す
る
。

　

入
谷
、坂
本
に
関
し
『
江
都
近
在
所
名
集
』（
安
永
三
年
刊
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

入
谷　

坂
本
よ
り
大
音
寺
前
へ
出
づ
る
所
、
土
器
師
あ
り

　
　
　
　
　

掛
箱
の
下
に
入
谷
の
土
轆
轤

　
　
　
　
　

早
乙
女
の
中
を
入
谷
の
豆
腐
賣

　

坂
本　

上
野
の
下　

入
谷
の
手
前

　
　
　
　
　

百
姓
も
あ
る
坂
本
の
町
は
づ
れ

俳
句
に
は
「
土
器
師
」「
土
轆
轤
」
の
語
が
あ
る
。
入
谷
村
の
日
常
、
上
野
の
下
・
坂

本
村
の
町
外
れ
の
百
姓
家
な
ど
、
ま
さ
し
く
入
谷
村
は
同
地
域
に
お
い
て
最
も
発
展

の
遅
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
入
谷
村
は
坂
本
町
に
挟
ま
れ
て
い

た
。
今
戸
焼
、
高
原
焼
、
入
谷
窯
が
あ
り
、
時
代
を
追
っ
て
川
向
こ
う
に
萬
古
焼
小

梅
窯
（
伊
勢
土
が
基
本
）、
浅あ
さ
じ茅
が
原は
ら

に
萬
古
堂
三
世
三さ
ん
あ阿
窯
、
向
島
百
花
園
に
佐
原

菊き
く
う塢
の
隅
田
川
焼
（
東あ

ず
ま
が
ま

竈
）
が
陶
炎
を
上
げ
る
。
他
国
か
ら
は
陶
工
ら
も
入
府
、
近

在
に
は
傾
城
吉
原
が
あ
り
、
下
谷
地
域
は
文
化
人
・
趣
味
人
、
数
寄
者
陶
芸
の
発

生
の
地
と
な
っ
た
。
好
事
家
・
素
人
陶
芸
が
流
行
、
乾
山
焼
陶
法
も
知
ら
れ
て
ゆ
く

が
、
文
政
期
『
今い
ま
よ
う様
職
人
尽
歌
合
』（
文
政
八
年
刊
）
に
は
「
此
の
頃
は
素し
ろ
び
と人
の
樂
燒

が
は
や
り
て
」
な
ど
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
商
売
と
し
て
、
数
寄
者
陶
芸
と
し
て
、

乾
山
の
目
指
し
た
や
き
も
の
は
と
も
に
功
を
奏
す
が
、
京
都
で
は
猪
八
が
商
い
に
励

み
、
乾
山
焼
を
続
行
す
る
。
土
産
物
に
も
な
っ
て
お
り
、
東
山
の
諸
窯
に
お
い
て
も

模
倣
が
盛
行
。
世
上
に
出
廻
り
、
多
く
は
乾
山
焼
と
し
て
流
通
す
る
が
、
今
日
残
る

玉ぎ
ょ
く
せ
き
こ
ん
こ
う

石
混
淆
の
作
品
群
が
結
果
で
あ
る
。
初
代
乾
山
は
江
戸
に
住
し
光
琳
二
世
と
し
て

絵
画
を
描
き
、
や
き
も
の
を
造
る
。
個
人
作
家
の
領
域
で
あ
る
が
、
乾
山
晩
年
の
生

き
方
を
伝
え
、
数
寄
者
・
文
化
人
陶
芸
の
魁さ

き
がけ

と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

が
認
識
さ
れ
る
。
職
人
仕
事
が
趣
味
者
へ
と
歩
み
を
進
め
る
。
芸
へ
の
道
、
近
代
の

足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

乾
山
の
入
谷
窯
時
代
は
京
都
時
代
の
総
復
習
で
あ
る
。

　

猪
八
に
後
を
托
し
、
京
都
出
張
店
の
意
気
込
み
は
あ
る
と
し
て
も
、
新
た
な
様
式
、

利
益
を
上
げ
る
な
ど
の
目
的
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
経
験
を
活
か
し
自
ら
造

り
、
自
ら
愉
し
む
。
粘
土
も
工
人
の
居
処
近
辺
の
土
を
良
し
と
す
る
な
ど
（『
陶
工
必
用
』

『
陶
磁
製
方
』）、
気
負
っ
た
所
は
少
し
も
な
い
。
生
産
を
案
ず
る
必
要
も
な
く
、
時
に
応

じ
、
事
に
従
う
工
夫
を
説
く
が
、
求
め
ら
れ
て
佐
野
に
も
赴
き
、
陶
法
書
も
認し
た
ため
る
。

　

八
一
歳
、
最
後
に
残
し
た
作
品
は
、
和
歌
十
躰
・
烏
丸
光
廣
卿
の
和
歌
短
冊
皿
で

あ
る
。
書
を
得
意
と
し
た
乾
山
の
真
髄
を
伝
え
る
が
、
成
形
は
手
造
り
、
歪ゆ
が

み
も
あ

り
削け
ず

り
も
不
充
分
。
が
、
書
の
力
強
さ
と
呼
吸
の
正
し
さ
、
乾
山
八
一
年
の
思
い
を

刻
む
よ
う
に
筆
を
運
ぶ
。
若
年
時
の
豊
か
な
教
養
、
文
人
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
、

陶
工
と
し
て
考
案
し
た
白
・
黒
・
色
絵
具
、
こ
れ
ら
の
要
素
こ
そ
が
次
代
に
来
た
る

数
寄
者
陶
芸
に
引
き
継
が
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
後
世
、
乾
山
焼
の
特
色

と
し
て
記
録
さ
れ
る
な
ど
、
色
彩
へ
の
関
心
も
高
く
、
陶
工
で
あ
り
な
が
ら
、
陶
工

で
終
わ
ら
な
か
っ
た
誇
り
が
伝
わ
る
。

　

文
人
は
別
し
て
書
を
大
事
と
し
た
。
心
の
発
露
、
書
は
自
ら
を
律
す
る
所
か
ら
磨

か
れ
る
が
、
独
照
禅
師
の
公
案
は
こ
こ
に
お
い
て
完
結
。
自
ら
飛
び
込
み
、
心
底
深

く
潜
む
神
龍
を
手
中
に
修
め
る
。
人じ
ん
ち
ゅ
う
中
の
龍
、
非
凡
の
人
の
意
に
も
な
る
が
、
形
式

で
は
な
く
、
技
術
の
巧
拙
で
も
な
い
。
自
由
人
、
の
ち
の
数
寄
者
が
継
承
し
な
が
ら
、

受
け
継
ぐ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る
。
様
式
上
の
模
倣
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
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乾
山
入
谷
窯
・
高
原
焼
・
今
戸
焼
の
位
置
関
係
（
地
理
院
地
図
参
照
作
成
）

■

■

❖

隅
田
川

浅
草
寺

高
原
焼

今
戸
焼寛

永
寺

　

上
段
図
は
、
今
日
の
東
京
都
台
東
区
で
あ
る
。
や
き
も
の
産
業
は
、
江
戸
期
江
戸
城
界
隈
の
需
要
を
中
心
に

発
展
し
た
が
、
や
が
て
寛
永
寺
、
浅
草
寺
、
隅
田
川
を
控
え
た
浅
草
及
び
そ
の
南
方
へ
と
移
行
す
る
。
大
雑
把

に
は
一
七
世
紀
末
期
迄
は
武
家
中
心
、
一
八
世
紀
に
は
町
人
中
心
、
一
九
世
紀
に
は
さ
ら
に
個
人
の
求
め
も
加

わ
り
（
隅
田
川
焼
・
浅
茅
が
原
三
阿
窯
な
ど
）
活
発
化
。
乾
山
時
代
は
土
器
・
瓦
生
産
の
ほ
か
に
幕
府
御
用
の
高

原
焼
、
今
戸
焼
、
入
谷
窯
な
ど
、
や
き
も
の
造
り
は
浅
草
寺
周
辺
、
ほ
ぼ
三
角
形
に
位
置
し
て
陶
煙
を
上
げ
る
。

　

下
段
図
は
、
入
谷
遺
跡
調
査
一
次
・
二
次
、
下
谷
一
丁
目
・
二
丁
目
の
簡
略
図
で
あ
る
。「
や
き
も
の
屋
敷
」

と
さ
れ
た
位
置
を
想
定
。
幕
府
御
用
を
勤
め
た
「
御
土
器
師
松
井
新
左
衛
門
」
屋
敷
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
。

坂
本
・
入
谷
村
周
辺
：
乾
山
碑

東
都
下
谷
絵
図
（
文
久
二
年
・
一
八
六
二
）
を
も
と
に
作
成

入
谷

寛
永
寺

善
養
寺

江
戸
地
図
に

「
こ
れ
は
入
谷
と
い
う
」

「
分
問
江
戸
大
絵
図
」（
明
和
八
年
・
一
七
七
一
）

に
「
日
光
御
門
跡
」
と
あ
る

庚
申
塚乾

山
碑

入
谷
遺
跡

「
や
き
も
の
屋
敷
」（
今
泉
雄
作
）

（
旧
入
谷
三
五
ー
三
七
番
地

御
土
器
師
松
井
新
左
衛
門
屋
敷
か
）

日
光
街
道（

現・昭
和
通
り
）

現
・
言
問
通
り

現
・
入
谷
口
通
り
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乾
山
焼
を
会
得
す
る
に
は
乾
山
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
の
精

神
に
触
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
作
品
は
作
者
の
表
徴
で
あ
る
。
後
世
の
乾
山
焼

に
書
の
な
い
理
由
に
結
び
つ
く
が
、
書
を
陶
器
に
表
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
書
家

の
書
で
は
な
く
、
そ
の
人
物
の
筆
で
あ
る
。
作
者
個
人
が
剝む

き
だ
し
に
な
る
。
乾
山

模
倣
の
困
難
さ
が
立
ち
は
だ
か
る
。

　

出
土
品
の
胎
土
分
析
に
よ
れ
ば
、
入
谷
土
器
の
粘
土
は
今
戸
焼
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。
江
戸
在
地
系
土
器
の
類
い
で
あ
る
が
、
江
武
の
土
は
所
に
よ
っ
て
性
弱
く
本
焼

に
は
適
さ
な
い
。
乾
山
は
京
都
・
瀬
戸
・
信
楽
・
志
戸
呂
焼
の
土
を
求
め
よ
と
述
べ

る
が
、
内
窯
焼
は
元
来
火
勢
柔
弱
、
器
物
の
破
却
も
無
く
、
何
国
の
土
も
使
用
可
で

あ
る
。
土
質
に
よ
り
成
形
後
に
高
台
内
な
ど
亀
裂
が
生
ず
る
が
、
そ
れ
を
防
ぐ
手
立

て
と
し
て
京
都
で
は
山
科
藤
尾
石
を
混
入
、
江
武
で
は
房
州
産
の
砂
を
混
ぜ
る
こ
と

を
勧
め
て
い
る
。
南
京
・
阿
蘭
陀
・
肥
前
様
式
な
ど
、
本
焼
物
に
彩
色
・
絵
付
を
施

す
場
合
は
素
地
は
自
作
・
他
作
を
論
ぜ
ず
応
用
す
る
が
、
書
・
画
を
描
く
た
め
の
拘

こ
だ
わ

り
も
あ
り
、
自
己
発
明
と
誇
り
を
も
つ
絵
具
を
用
い
る
。
伝
統
的
な
孫
兵
衛
伝
・
内

窯
絵
具
に
は
ビ
ー
ド
ロ
（
白
玉
）
が
入
ら
な
い
。
一
流
と
し
て
乾
山
は
白
・
黒
、
一
部

の
色
絵
具
に
ビ
ー
ド
ロ
を
加
え
、
紙
絹
同
様
、
陶
面
の
書
・
画
、
地
塗
り
な
ど
を
自

在
に
す
る
。
白
を
基
盤
に
桃
色
・
鼠
色
・
薄
柿
色
・
薄
萌
黄
色
・
薄
浅
葱
色
な
ど
も

創
案
す
る
が
、
江
戸
・
佐
野
作
品
に
は
惣
地
塗
り
の
技
法
が
み
ら
れ
（
惣
地
塗
り
は
猪

八
作
品
に
多
く
残
る
）、
紺
に
緑
を
加
え
た
二
藍
絵
具
、
緑
色
に
白
緑
を
混
ぜ
た
濃
緑
色

に
も
工
夫
を
施
し
、
絵
画
用
の
顔
料
に
も
注
意
を
払
う
。
上
薬
は
伝
統
的
な
孫
兵
衛

伝
に
終
止
。
そ
れ
を
薄
く
掛
け
る
こ
と
こ
そ
乾
山
焼
の
秘
伝
で
あ
っ
た
が
、
絵
画
の

風
趣
を
損
な
わ
ず
、
色
絵
具
の
落
ち
着
き
を
計
る
な
ど
、
こ
れ
も
乾
山
の
い
う
細
工
・

焼
方
上
手
の
孫
兵
衛
あ
っ
て
の
技わ
ざ

で
あ
っ
た
。

　

乾
山
焼
の
特
色
は
形
状
に
も
現
れ
る
。
床
の
間
に
あ
り
、意
義
を
正
し
鑑
賞
す
る
書・

画
作
品
は
、
畳
の
上
、
手
の
上
へ
と
移
さ
れ
た
が
、
掛
物
・
巻
物
・
帖
物
な
ど
の
体
裁

は
、
角
皿
・
額
皿
・
筒
茶
碗
・
火
入
な
ど
の
特
殊
な
形
態
と
な
っ
て
趣
を
変
え
る
。
書

画
に
適
し
た
釉
薬
・
絵
具
の
考
案
。
陶
面
を
紙
絹
に
見
立
て
る
上
薬
の
調
合
調
整
、
如

何
に
紙
・
絹
に
近
づ
く
か
、
如
何
に
し
た
ら
陶
面
の
書
・
画
の
効
果
を
高
め
ら
れ
る
か
。

白
化
粧
を
施
す
こ
と
は
そ
の
工
夫
の
根
本
で
あ
り
、
土
色
を
消
し
、
ざ
ら
つ
く
表
面
を

滑
ら
か
に
す
る
。
何
よ
り
装
飾
を
引
き
立
て
る
た
め
の
最
上
の
工
夫
で
あ
っ
た
が
、
の

ち
の
陶
法
書
が
証
左
と
な
り
、
こ
れ
こ
そ
が
数
寄
者
陶
芸
の
関
心
事
と
な
る
。
顔
料
の

調
和
と
独
自
の
配
合
、
白
絵
具
は
惣
地
塗
り
、
画
面
の
仕
切
り
や
部
分
塗
り
、
絵
具
と

し
て
は
文
字
書
き
、彩
色
と
し
て
花
弁
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
る
。
作
品
の
種
類
と
趣
向
、

技
法
上
の
見
事
な
融
和
が
乾
山
焼
の
特
色
で
あ
る
。
書
・
画
・
陶
一
体
の
妙
味
を
実
現
。

京
坂
に
お
け
る
文
化
人
ら
の
興
味
を
招
く
が
、
や
き
も
の
師
と
し
て
茶
の
湯
の
盛
行
に

も
心
を
留
め
る
。
異
国
・
本
邦
の
写
し
も
の
に
関
心
を
払
い
、
当
時
流
行
し
て
い
た
兄

光
琳
の
意
匠
文
様
、
古
典
を
基
調
と
し
た
文
様
を
転
用
す
る
。
装
飾
・
表
現
上
の
概
念

に
捉
わ
れ
ず
、
大
胆
か
つ
繊
細
、
思
う
所
、
好
し
と
す
る
も
の
に
心
を
向
け
る
が
、
そ

れ
を
可
能
に
し
た
技
術
技
法
こ
そ
鳴
滝
窯
の
二
大
陶
工
、
仁
清
焼
二
代
仁
清
、
押
小
路

焼
孫
兵
衛
の
熟
練
し
た
技わ

ざ
と
経
験
で
あ
っ
た
。

　

乾
山
は
仁
清
家
よ
り
同
家
の
秘
伝
を
譲
り
受
け
た
。
孫
兵
衛
か
ら
は
口
授
を
受
け

た
。
そ
れ
を
伝
え
る
乾
山
焼
陶
法
書
は
後
の
陶
法
書
類
の
先
駆
け
と
な
る
が
、
私
見
・

私
案
を
交
え
た
そ
の
見
識
は
、
内
容
、
形
式
、
書
法
に
お
い
て
別
途
の
風
格
を
具

え
る
。
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江
戸
に
お
け
る
乾
山
の
活
動　
―
絵
画
と
や
き
も
の
―

陶画

夕
顔
図

定
家
和
歌
四
月
図

秋
山
図
（
部
分
）

独
楽
香
合
：
白
化
粧
上
、
黄
・
黒
・
赤
・
緑
・
青

絵
具
に
よ
る
装
飾
。「
於
長
崎
寓
居
」

立
葵
図
皿

夏
木
立
皿

松
桜
図
鮑
貝
形
皿

定
家
和
歌
四
月
長
方
皿

夕
顔
図
茶
碗

立
葵
図
（
部
分
）

梅
松
図

梅
蘭
水
仙
図
火
入
：
白
素
地
上
に
、
緑
・
黒
・
青
・
黄
・

紫
絵
具
を
用
い
た
絵
付
・
装
飾
。「
佐
野
天
明
留
連
日
」

①　
絵
画
と
乾
山
焼

　

乾
山
は
、
晩
年
、
江
戸
に
住
し
た
。
享
保
中
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
土
器

製
作
を
専
門
と
し
た
入
谷
村
で
は
や
き
も
の
を
造
り
、
俳
諧
仲
間
と
交
流
、
光
琳

二
世
を
名
の
り
、
絵
師
と
し
て
も
活
躍
す
る
。
門
人
に
は
立
林
何
帠
（
生
没
年
不
詳
）

が
お
り
、
光
琳
三
世
を
継
承
す
る
が
、
光
琳
人
気
は
正
徳
か
ら
享
保
期
へ
と
継
続
。

み
や
こ
の
風
趣
、
軽
妙
な
運
筆
、
減
筆
に
よ
る
象
徴
的
な
光
琳
画
は
、
江
戸
に
お

い
て
も
興
味
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

　

乾
山
焼
の
主
要
装
飾
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
で
は
読
本
・
戯
作
、
浮
世
絵
、

歌
舞
伎
な
ど
が
流
行
し
て
い
た
。
俳
諧
・
茶
会
・
能
鑑
賞
会
ほ
か
、
寄
り
合
い
に

は
席
画
、
席
焼
、
自
ら
そ
れ
ら
の
作
業
を
愉
し
み
、
技
や
知
識
を
披
露
す
る
。
周

囲
に
は
、
俳
句
を
作
り
、
画
を
描
き
、
や
き
も
の
造
り
を
試
み
る
な
ど
、
吉
原
名

主
、
本
所
の
俳
諧
仲
間
な
ど
が
顔
を
揃
え
る
。
輪
王
寺
坊
官
ら
と
の
交
流
は
如
何

で
あ
っ
た
か
。

　

一
つ
に
光
琳
へ
の
興
味
と
人
気
、
二
つ
に
文
化
人
ら
の
趣
味
と
実
技
、
江
戸
の

乾
山
は
、
京
都
と
は
異
な
る
歩
み
に
特
色
を
み
せ
る
。

②　
絵
画
・
陶
に
お
け
る
色
彩
の
活
か
し
方

　

絵
画
は
席
画
、
や
き
も
の
は
席
焼
が
中
心
で
あ
る
。
専

門
絵
師
で
は
な
い
乾
山
画
は
、
陶
器
の
絵
付
を
基
盤
と
す

る
が
、
鳴
滝
時
代
の
代
表
作
品
「
定
家
十
二
ヵ
月
和
歌
花

鳥
図
」
は
江
戸
に
お
い
て
一
二
ヵ
月
の
画
帖
と
な
る
。
総

体
と
し
て
小
作
品
が
中
心
で
あ
り
、
書
と
画
、
同
じ
図
様
・

構
成
・
色
彩
な
ど
、
多
く
は
陶
か
ら
の
応
用
と
も
云
え
る

（
上
段
図
）。

　

立
葵
図
は
光
琳
画
か
ら
乾
山
画
、
乾
山
焼
の
装
飾
へ
と

繋
が
る
が
、
席
画
様
式
は
夕
顔
図
に
も
み
ら
れ
、
古
典

『
源
氏
物
語
』「
夕
顔
巻
」
茶
碗
は
、
和
歌
を
伴
い
、
古
典

の
風
趣
を
捉
え
、
闇
夜
に
緑
葉
、
白
絵
具
に
よ
る
夕
顔
花

を
描
く
。

　

色
彩
へ
の
関
心
は
、
装
飾
の
色
調
に
顕
著
。
文
様
は
簡

潔
、
誇
張
、
最
小
の
描
写
に
し
て
最
大
限
の
効
果
を
ね
ら

う
。
素
地
は
入
谷
村
ほ
か
他
窯
の
下
地
の
活
用
が
考
え
ら

れ
る
。

③　
本
所
長
崎
町
と
佐
野
越
名
河
岸
の
作
陶

　

独
楽
香
合
（
数
点
伝
世
。
模
倣
作
品
含
）
は
、
白
化
粧

地
に
黄
・
黒
・
赤
・
緑
・
青
絵
具
が
使
わ
れ
た
。
高

台
底
に
は
「
於
長
崎
寓
居
」
と
あ
り
、
地
名
を
記
し

た
一
例
で
あ
る
。
長
崎
町
は
本
所
に
あ
る
が
、
乾
山

は
晩
年
六
軒
堀
筑
嶋
屋
坂
本
米
舟
の
長
屋
に
独
居
し

た
と
あ
る
（『
古
画
備
考
』）。
入
谷
村
は
し
ば
し
ば
大

火
、
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
本
所
は
そ
の
避
難
先
と

推
定
す
る
が
、
晩
年
芭
蕉
の
栖
と
な
っ
た
場
所
で
も

あ
っ
た
。
梅
蘭
水
仙
図
火
入
は
、
乾
山
佐
野
滞
留
中
、

大
川
顕
道
庭
焼
に
お
け
る
作
品
で
あ
る
。
白
素
地
上

に
緑
・
黒
・
青
・
紫
絵
具
、
窓
絵
、
縁
文
様
、
釘
彫

り
を
施
す
が
、
京
都
「
平
安
城
・
華
洛
」
を
出
発
、

江
戸
入
谷
村
に
落
ち
着
き
、
本
所
・
佐
野
を
巡
る
が
、

松
尾
芭
蕉
は
旅
こ
そ
活
き
る
道
と
定
め
て
い
た
。

　

年
齢
と
と
も
に
人
は
そ
の
終
息
所
を
考
え
る
。

乾山江戸編(35)



薔
薇
図
茶
碗 

旧
毘
沙
門
堂
蔵

鈴
木
泰
浩
他
『
越
名
西

遺
跡
・
越
名
河
岸
跡
』

栃
木
県
教
育
委
員
会

一
九
九
六
年
刊

①　
白
化
粧

　

栃
木
県
佐
野
市
越
名
河
岸
は
、
明
暦
年
間
の

完
成
と
い
う
（
鈴
木
泰
浩
他
著
『
越
名
西
遺
跡
・

越
名
河
岸
跡
』）。
時
に
は
二
〇
〇
隻
以
上
の
船

が
停
泊
し
た
河
岸
と
伝
承
。
大
川
氏
、
松
村
氏

と
と
も
に
乾
山
を
佐
野
に
招
い
た
須
藤
氏
は
、

③
「
網
目
」
縁
文
様

①
赤
土
素
地
上
の
白
化
粧

②
「
黒
上
薬
」
の
口
縁

蓋
部
分
（
赤
土
素
地
に

白
化
粧
を
施
し
、上
に
絵

付
）
栃
木
県
越
名
河
岸

跡
遺
跡

陶
工
の
こ
だ
わ
り

　
白
化
粧
・
口
縁
・
縁
文
様

古
く
同
所
の
船
代
官
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
っ
た

と
い
う
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
乾
山
の
訪

問
時
に
は
酒
・
醤
油
の
醸
造
業
を
営
む
と
あ
る

が
、
須
藤
杜
川
は
乾
山
か
ら
「
三
十
六
歌
仙
和

歌
集
」
を
贈
ら
れ
た
。
俳
句
入
り
の
夏
木
立
図

皿
他
も
作
製
し
、
と
も
に
庭
焼
を
楽
し
む
が
、

当
地
に
お
け
る
作
品
は
窯
の
不
具
合
か
、
調
節

の
不
手
際
か
。
焼
成
に
難
が
み
ら
れ
、
素
地
は

赤
色
（
入
谷
土
器
）、
白
化
粧
を
施
す
が
、
絵
具

の
発
色
に
不
充
分
さ
が
残
る
。

　

未
焼
成
の
作
品
に
は
、
白
化
粧
上
、
苫
屋
に

萩
・
菊
・
立
葵
を
描
い
た
皿
が
伝
世
す
る
。
色

絵
具
は
桃
・
緑
・
黒
・
赤
・
紫
色
な
ど
、
図
様

は
京
都
時
代
の
装
飾
に
重
複
す
る
が
、
白
化
粧

に
変
化
が
あ
り
、
月
・
梅
花
・
山
道
な
ど
に
掛

け
分
け
た
装
飾
は
、
惣
地
塗
り
・
刷
毛
塗
り
な

ど
に
限
定
、
意
匠
・
文
様
と
の
繋
が
り
も
み
ら

れ
な
い
。

②　
口
縁
と
縁
文
様

　

乾
山
焼
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
越
名

河
岸
跡
遺
跡
か
ら
は
白
惣
地
塗
り
に
色
絵
具

の
残
る
陶
片
が
出
土
し
た
。
口
縁
は
口
紅
と

も
い
う
が
、
乾
山
焼
で
は
碗
・
皿
な
ど
の
口

縁
に
黒
絵
具
を
塗
る
。
が
、
釉
下
で
は
な
く
、

釉
上
黒
絵
具
で
あ
り
、
乾
山
焼
の
特
徴
と
な

る
が
、
素
地
と
の
密
着
は
悪
く
剝
げ
が
生
ず

る
な
ど
、
火
の
調
整
に
問
題
の
あ
っ
た
こ
と

を
推
測
す
る
。

　

縁
文
様
も
、
新
た
に
立
湧
格
子
文
様
を
加

え
る
が
、
格
子
内
は
梅
か
楓
か
、
手
描
き
で

あ
り
、
時
と
し
て
土
器
皿
、
火
入
を
飾
る
文

様
と
な
る
。
二
代
仁
清
、
孫
兵
衛
ほ
ど
の
優

れ
た
陶
工
が
お
ら
ず
、
江
戸
の
乾
山
焼
は
自

作
自
筆
、
多
く
は
乾
山
一
人
の
手
に
懸
か
っ

た
ろ
う
。
京
都
時
代
の
総
復
習
、
が
、
八
一

歳
、
最
後
に
残
し
た
作
品
は
書
が
中
心
、
得

意
の
和
歌
を
書
し
た
短
冊
皿
で
あ
っ
た
。

寺
院
と
の
関
わ
り

　

乾
山
自
筆
書
状
は
別
と
し
て
、
寛
永
寺
門
跡
・
輪

王
寺
宮
公
寛
法
親
王
と
乾
山
を
直
接
結
び
つ
け
る
資

料
は
見
当
た
ら
な
い
。
が
、
公
寛
法
親
王
後
継
者
・

公
遵
法
親
王
に
は
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
三
月
四

日
八
つ
頃
（
午
後
二
時
頃
）
浅
草
寺
に
御
成
、
御
土
器

師
新
左
衛
門
ら
数
人
を
召
し
て
鞠
を
上
覧
、
夜
食
後

還
御
し
た
と
記
録
が
残
る
（
浅
草
寺
日
記
）。
身
分
・
立

場
を
越
え
た
自
然
な
交
流
が
窺
わ
れ
る
。

　

薔
薇
図
茶
碗
は
旧
毘
沙
門
堂
蔵
で
あ
る
。「
於
東

叡
輦
寺
」
と
あ
り
、
上
野
寛
永
寺
、
輪
王
寺
宮
と
の

関
わ
り
を
証
す
る
が
、
坊
官
進
藤
氏
は
毘
沙
門
堂
坊

官
も
勤
め
る
家
柄
、
進
藤
勝
任
は
「『
陶
工
必
用
』

の
受
理
者
と
推
測
、
陶
芸
へ
の
興
味
を
考
え
る
。

　

浅
草
寺
に
は
享
保
年
中
、
乾
山
造
一
〇
〇
個
の
数

茶
碗
が
伝
世
し
た
（
如
電
箱
書
）。
乾
也
、
乾
哉
の
模

作
も
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

大
槻
如
電
箱
書

三
浦
乾
也
模
作

浅
草
寺
数
茶
碗 

浅
草
寺
蔵
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四
、
乾
山
陶
法
の
拡
が
り

（
一
）
陶
法
書
・
伝
書
の
行
方

　

真
の
意
味
に
お
け
る
乾
山
焼
模
倣
は
困
難
で
あ
る
。
技わ
ざ

の
み
が
問
題
と
な
る
の
で

は
な
く
、
書
を
用
い
た
こ
と
に
よ
り
、
様
式
模
倣
の
み
に
留
ま
ら
な
い
こ
と
が
明
白

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。「
書
を
装
飾
に
活
用
す
る
」、
容
易
な
よ
う
で
容
易
で
は
な
く
、

筆
の
心
得
、
陶
法
技
術
、
意
匠
化
す
る
セ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
書
は
人
間
性
を
如

実
に
表
す
。
試
み
る
ほ
ど
に
困
難
さ
に
気
づ
き
、
そ
れ
程
の
技
量
が
あ
れ
ば
自
ら
の

作
陶
に
専
念
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
終
局
其
処
に
行
き
当
た
る
が
、
趣
味
人

は
違
う
の
で
あ
る
。
過
程
が
愉
快
、
造
る
こ
と
が
面
白
い
、
結
果
は
そ
れ
な
り
の

出し
ゅ
っ
た
い
来
で
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。
模
倣
を
す
る
、
試
み
る
、
秘
伝
と
す
る
も
の
を
入
手

す
る
、
そ
こ
に
密
か
な
よ
ろ
こ
び
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

　

乾
山
焼
陶
法
の
初
の
伝
播
、
数
寄
者
陶
芸
を
試
み
た
人
物
は
栃
木
県
佐
野
の
素
封

家
大
川
顕
道
で
は
な
か
っ
た
か
。
手
控
『
陶
器
傳
書
』
に
は
「
乾
山
燒
秘
傳
武
刕
し
ゅ
う

ゟ
申
来
ル
」
と
あ
り
、
乾
山
焼
の
釉
薬
（
上
薬
）
と
絵
具
の
調
合
が
記
さ
れ
て
い
る
。

上
薬
は
基
本
的
な
唐と
う
の
つ
ち
土
と
日ひ

の
岡お
か
い
し石
、
絵
具
は
赤
・
黒
・
白
・
紺
・
緑
・
黄
色
・
紫
・

薄
赤
・
藍
・
濃
緑
色
の
一
〇
色
で
あ
る
が
、
元
文
二
年
秋
乾
山
を
佐
野
に
招
き
、
内

窯
焼
成
・
庭
焼
を
試
み
る
。
材
料
を
誂あ
つ
らえ
る
必
要
も
あ
り
、
手
控
に
は
江
戸
在
の
絵

具
・
材
料
店
、
両
国
橋
吉
川
町
鴻
池
や
吉
右
衛
門
、
と
し
ま
町
弐
丁
目
北
が
わ
銕
ヤ

次
郎
兵
ヱ
、
遠
江
屋
文
之
丞
、
び
い
ど
ろ
細
工
所
な
ど
の
名
が
み
ら
れ
る
。
出
版
物

『
樂ら

く
や
き
ひ
の
う

燒
秘
嚢
』『
百ひ

ゃ
っ
こ
う
ひ
じ
ゅ
つ

工
秘
術
』『
和わ

か
ん
し
ょ
ど
う
ぐ
こ
こ
ん
ち
け
ん
し
ょ
う

漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』
な
ど
の
抜
萃
書
写
も
あ
り
、

知
識
を
積
み
上
げ
さ
ら
に
そ
れ
を
実
践
。
書
を
書
き
入
れ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
巻
末
の
記
録
「
京
都
本
家
樂
燒
黒
藥
之
法
」
に
よ
れ
ば
、
乾
山
の
避
け
た
黒
楽

茶
碗
の
陶
法
を
突
き
止
め
る
ほ
ど
に
や
き
も
の
執
心
、
興
味
の
深
さ
を
窺
わ
せ
る
。

乾
山
陶
法
を
用
い
た
数
寄
者
陶
芸
家
初
の
人
物
か
と
推
定
す
る
。

　

陶
法
書
は
京
都
に
お
い
て
二
代
乾
山
猪
八
も
書
き
残
し
た
。
写
本
『
陶
器
密
法
書
』

が
伝
世
し
、
跋
文
に
よ
れ
ば
弟
子
清
吾
へ
与
え
た
も
の
。
清
吾
は
そ
れ
を
乞
わ
れ
て

萬
古
焼
の
創
始
者
沼
波
弄
山
に
譲
渡
す
る
が
、
本
焼
関
連
の
事
項
は
な
く
、
内
窯
・

楽
焼
を
主
体
と
し
、
初
代
乾
山
の
記
さ
な
か
っ
た
成
形
・
寸
法
・
吹
子
な
ど
が
語
ら

れ
る
。
色
絵
具
に
ビ
ー
ド
ロ
を
入
れ
る
こ
と
も
特
色
で
あ
り
、
交
趾
風
・
惣
地
塗
り

の
技
法
が
多
く
み
ら
れ
る
。（
初
代
乾
山
に
も
内
窯
用
と
し
て
錦
手
絵
具
の
改
変
が
あ
る
）

　

乾
山
関
係
の
陶
法
書
は
、
大
き
く
初
代
乾
山
、
二
代
猪
八
、
そ
の
他
乾
山
焼
と
し

て
上
薬
・
絵
具
を
記
し
た
も
の
、
乾
山
名
を
記
さ
ず
伝
と
し
た
も
の
に
分
別
で
き
る
。

１
、
初
代
乾
山
系
陶
法
書

　

江
戸
後
期
、
文
政
頃
、
乾
山
の
内
窯
陶
法
は
古
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
（『
樂

燒
秘
傳 

好
古
樂
記
』
他
）。
伝
統
的
な
孫
兵
衛
伝
に
よ
る
釉
薬
・
絵
具
の
調
合
で
あ
る
が
、

ビ
ー
ド
ロ
を
用
い
な
い
こ
と
を
古
い
と
表
し
た
。
古
物
に
見
せ
た
い
時
に
は
好
い
と

も
あ
る
が
（『
樂
燒
藥
方
』）、
の
ち
の
乾
山
風
陶
器
に
書
の
あ
る
も
の
は
少
な
く
、
絵
画

的
描
写
も
稀
で
あ
る
。
流
れ
や
す
く
、
明
度
の
低
い
絵
具
の
使
い
に
く
さ
、
即
興
・

即
席
に
は
不
適
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
断
さ
れ
る
。
時
代
の
需も
と

め
、
江
戸
と
い
う

新
興
都
市
の
風
潮
、
翫
ぶ
人
々
の
修
得
困
難
な
技
法
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
よ
う
。

　

が
、
一
体
に
乾
山
の
内
窯
陶
法
は
、
好
事
家
・
素
人
陶
工
に
は
格
好
の
技
法
で
あ
っ

た
。
低
火
度
焼
成
、
色
絵
具
の
新
鮮
さ
、
阿
蘭
陀
写
し
ほ
か
異
国
趣
味
が
興
味
の
対
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象
。
乾
山
は
江
戸
に
数
寄
者
陶
芸
の
基
盤
と
な
る
技
術
、
風
趣
を
持
ち
込
ん
だ
最
初

の
人
で
あ
ろ
う
が
、
流
行
に
は
す
で
に
刊
行
さ
れ
た
『
樂
燒
秘
嚢
』
に
手
懸
か
り
が

あ
り
、
読
後
に
は
そ
の
実
践
へ
と
誘
導
さ
れ
る
。
材
料
店
に
は
粘
土
・
材
料
・
顔
料

が
揃
っ
て
い
た
。
問
え
ば
手
本
も
、
師
匠
の
縁
も
手
に
入
る
。
江
戸
後
期
は
文
化
、

芸
術
、
娯
楽
が
一
つ
に
結
合
、
情
報
網
の
進
歩
も
あ
り
、
居
な
が
ら
に
し
て
欲
す
る

も
の
が
手
に
入
る
。
寄
合
・
集
会
、
多
く
の
同
好
者
が
顔
を
合
わ
せ
、
彼
ら
は
枠
を

超
え
て
互
い
に
知
己
、
瞬
時
に
し
て
事
態
は
他
者
へ
と
伝
播
す
る
。
批
評
眼
も
旺
盛

で
あ
り
、
書
物
に
学
び
、
知
識
も
豊
富
。
大
名
家
で
も
句
会
・
詩
会
、
庭
焼
・
席
描

な
ど
が
流
行
、
各
々
そ
の
道
の
専
門
家
が
参
上
す
る
。
余
波
は
全
国
へ
と
波
及
す
る

が
、
西
鶴
は
元
禄
期
に
、
は
や
俳
諧
な
ど
は
下
女
に
も
及
ぶ
と
述
べ
て
い
る
。
町
人

文
化
は
江
戸
が
中
心
、
都
市
で
は
簡
便
・
簡
潔
、「
手
っ
取
り
早
い
」
こ
と
を
第
一
に
、

や
き
も
の
造
り
も
土
捏
ね
・
成
形
・
装
飾
も
手
間
が
掛
か
ら
ず
、
短
時
間
に
焼
き
上

が
る
内
窯
陶
法
が
求
め
ら
れ
た
。
数
寄
者
陶
芸
は
、
公
家
・
武
家
・
町
人
へ
と
及
び
、

秘
伝
・
秘
薬
と
し
て
翫
び
、「
極
秘
」
も
そ
れ
ら
の
娯
楽
の
内
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
。

　

今
日
明
ら
か
に
な
る
陶
法
伝
書
は
、
寛
文
八
年
「
上
々
御
藥
帳
次
第
」（
高
取
焼
）、

色
絵
で
は
元
禄
三
年
「
酒
井
田
柿
右
衛
門
家
伝
書
」（
有
田
焼
）
が
早
い
。
乾
山
陶
法

は
そ
れ
に
次
ぐ
が
、
元
文
二
年
二
冊
の
陶
法
書
が
著
さ
れ
た
。
京
焼
の
祖
押
小
路
焼
、

京
焼
に
典
型
を
築
き
上
げ
た
仁
清
焼
に
遡
る
が
、「
み
や
こ
」
の
陶
芸
を
伝
え
、
土
・

釉
薬
・
絵
具
の
原
料
・
調
合
・
活
用
方
法
な
ど
を
公お

お
や
け

 

に
す
る
。
好
事
家
ら
は
出
版
物

を
買
い
求
め
、
陶
法
書
を
探
り
、
財
力
は
知
識
の
蓄
積
、
技
法
の
伝
播
に
貢
献
す
る

が
、
自
ら
愉
し
み
、
窯
を
設
け
て
実
践
す
る
道
が
開
か
れ
る
。

　

乾
山
の
陶
法
書
は
久
し
く
ひ
っ
そ
り
と
姿
を
隠
し
た
。
が
、
入
谷
村
に
は
二
代
乾

山
次
郎
兵
衛
が
お
り
初
代
の
口
述
を
筆
記
す
る
。
三
代
へ
と
渡
り
、
や
が
て
人
の
知

る
所
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、『
陶
工
必
用
』
も
や
が
て
趣
味
人
・
俳
人
（
推
定
）「
陶
煙
居
」

水
上
蘆
川
の
手
へ
と
渡
る
。
他
方
、
京
都
で
も
二
代
乾
山
猪
八
が
陶
法
書
を
認
め
た
。

弟
子
清
吾
か
ら
萬
古
焼
祖
沼
波
弄
山
の
も
と
、
猪
八
伝
書
も
江
戸
へ
と
向
か
う
が
、

江
戸
で
は
初
代
乾
山
、
二
代
猪
八
の
陶
法
が
と
も
に
出
廻
る
。
秘
書
・
伝
書
は
自
己
・

自
流
の
正
当
化
に
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
が
、
内
窯
陶
法
は
素
人
間
に
流
通
、
秘
伝
は

言
葉
、
技
は
経
験
、
と
も
に
語
ら
れ
る
も
の
の
一
つ
と
な
っ
て
伝
承
す
る
。

①
『
陶
工
必
用
』（
乾
山
自
筆
・
大
和
文
華
館
）：
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
三
月
五
日
成
立
。

乾
山
自
筆
。
仁
清
伝
本
窯
・
押
小
路
孫
兵
衛
伝
内
窯
・
乾
山
一
流
の
陶
法
を
纏
め
た

一
冊
。
受
理
者
は
不
明
。
印
「
勝
任
」
に
よ
り
上
野
奥
御
用
人
輪
王
寺
宮
家
坊
官
進

藤
周
防
守
勝
任
、
同
じ
く
印
「
矢
田
陪
氏
」
に
よ
っ
て
同
家
坊
官
矢
田
陪
豊
前
守
へ

と
渡
り
、
水み
な
か
み
ろ
せ
ん

上
蘆
川
の
所
持
と
な
っ
た
か
。

②
『
陶
磁
製
方
』（
乾
山
自
筆
・
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館
）：
元
文
二
年
九
月
一
一
日
・
一
二

日
成
立
。
乾
山
自
筆
。
仁
清
・
孫
兵
衛
・
乾
山
一
流
陶
法
を
纏
め
た
一
冊
。
宛
名
は

な
い
が
、
同
年
と
も
に
庭
焼
を
行
っ
た
佐
野
の
素
封
家
大
川
顕
道
へ
与
え
た
も
の
と

推
考
。
顕
道
へ
は
享
保
一
七
年
内
窯
釉
薬
・
絵
具
の
調
合
を
伝
え
、
庭
焼
は
そ
の
五

年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

③
『
陶と

う
き
で
ん
し
ょ

器
傳
書
』（
大
川
顕
道
筆
・
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館
）：
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
九

月
廿
二
日
（
乾
山
書
状
日
付
）。
大
川
顕
道
著
。
武
州
よ
り
届
い
た
乾
山
の
内
窯
陶
法
、

上
薬
・
絵
具
の
調
合
を
書
写
し
た
顕
道
手
控
。
乾
山
自
筆
伝
書
二
冊
と
は
同
じ
で
あ

る
が
、
分
量
の
配
合
に
微
妙
な
相
異
。
江
戸
に
お
け
る
絵
具
屋
・
材
料
屋
の
住
所
、

そ
の
他
出
版
物
か
ら
の
書
写
が
認
め
ら
れ
る
。
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④
『
内
竈
秘
書
』（
合
冊
本
『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
』
筆
者
小
林
源
兵
衛
・『
内
竃
秘
書
』
筆
者

乾
山
省
古
か
・
近
藤
安
治
郎
写
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
）（
冒
頭
図
参
照
）：
合
冊
本

表
題
は
『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
』
で
あ
る
。『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
』・「
色
藥
代

銀
積
」・「
智
術
全
書
之
内
磁
工
門
之
部
土
器
秘
傳
書
」・「
内
竈
秘
書
」
以
上
四
部
か
ら
成
り
、

筆
者
は
藤ふ
じ
が
き
ろ
せ
ん

垣
爐
扇
・
俗
称
小
林
源
兵
衛
。「
好
古
」
な
る
人
物
に
陶
法
を
学
び
、
自
ら

記
し
て
秘
書
と
し
た
が
、
好
古
老
人
は
俳
諧
、
書
・
画
の
妙
手
、
樂
吉
左
衛
門
隠
宅
手

代
紋
右
衛
門
に
楽
焼
陶
法
を
学
ぶ
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　

好
古
樂
記

　

好
古
老
人
ニ
道
を
聞　

学
ひ　

倶
ニ
燒
試
た
る
お
も
む
き
左
に
し
る
す

　

 

好
古
ハ
京
都
五
條
烏
丸
通
リ
下
ル
町　

樂
燒
師
家
元
吉
左
衛
門
隠
宅　

手
代
紋
右
衛
門
と
申

も
の
よ
り
傳
を
得
て
燒
始　

夫
ゟ
さ
ま
〳
〵
工
風
し
て
妙
を
得
た
リ　

是
を
好
古
釡
と
い
ふ

最
終
に
編
さ
れ
た
「
内
竈
秘
書
」
が
「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」
と
す
る
陶
法
書

写
本
で
あ
る
。
二
代
乾
山
次
郎
兵
衛
か
ら
三
代
宮
崎
富
之
助
、
富
之
助
妻
は
る
か
ら

酒
井
抱
一
、
西
村
藐
庵
、
三
浦
乾
也
へ
と
渡
り
、
関
東
大
震
災
に
遭
遇
、
焼
失
し
た

と
さ
れ
る
江
戸
・
乾
山
焼
内
窯
陶
法
（
上
薬
・
絵
薬
の
調
合
）
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

末
尾
に
「
明
和
三
丙
戌
年
七
月
廿
四
日
近
藤
安
治
郎
写
之
」
と
あ
り
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
近
藤
安
治
郎
が
書
写
。
後
方
別
紙
に
は
「
干
時
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）

七
月
乾
山
省
古
花
押
」
と
あ
る
。
年
紀
・
筆
跡
な
ど
か
ら
推
測
、
二
代
筆
記
と
考
え

る
が
、
内
窯
掛
薬
・
絵
薬
は
凡
そ
大
川
顕
道
筆
③『
陶
器
傳
書
』
に
一
致
。
乾
山
の
趣

味
者
向
け
低
火
度
焼
成
の
秘
伝
で
あ
る
が
、
内
容
・
年
代
・
花
押
の
形
状
な
ど
を
『
古

画
備
考
』、
次
郎
兵
衛
の
名
を
「
乾
山
世
代
書
」
に
確
認
、「
乾
山
省
古
」
と
は
初
代

乾
山
を
意
識
し
た
二
代
次
郎
兵
衛
の
意
か
。「
初
代
口
述
二
代
筆
記
」
の
書
者
と
推
定
、

初
代
乾
山
の
陶
法
を
伝
え
る
も
の
と
判
断
す
る
（
当
紀
要
五
一
号
・
二
〇
一
九
年
刊
）。

２
、
二
代
乾
山
猪
八
系
陶
法
書

①
『
陶
器
密
法
書
』（
萬
古
堂
三
世
三
阿
跋
文
・
国
立
国
会
図
書
館
）：
乾
山
焼
二
代
猪
八
陶

法
書
の
写
本
（
筆
写
は
喜
之
か
）。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
五
月
萬
古
堂
三
世
三さ
ん
あ阿

（
生

没
年
不
詳
）
の
跋
文
が
あ
り
、
内
窯
陶
法
を
中
心
と
し
、
上
薬
（
釉
薬
）・
絵
具
、
初
代

乾
山
の
語
ら
な
か
っ
た
成
形
・
寸
法
・
楽
焼
に
関
す
る
事
項
が
中
心
。
弟
子
清
吾
に

与
え
、
清
吾
か
ら
萬
古
焼
沼ぬ
な
み
ろ
う
ざ
ん

波
弄
山
、
三
世
三
阿
へ
と
伝
来
。
猪
八
は
京
都
聖
護
院

門
境
に
工
房
を
設
け
て
い
た
。
清
吾
は
猪
八
晩
年
の
弟
子
と
推
定
す
る
が
、
伝
書
の

内
容
、
説
明
か
ら
陶
工
で
は
な
く
、
趣
味
者
に
属
す
る
人
物
か
と
考
え
る
。

　

三
阿
は
や
き
も
の
問
屋
萬
古
堂
三
世
。
萬
古
焼
三
代
目
で
あ
っ
た
が
、
陶
工
、
俳
人

で
も
あ
り
、
俳
諧
仲
間
の
記
録
に
よ
れ
ば
趣
味
・
数
寄
者
の
陶
器
造
り
が
窺
わ
れ
る
。

安
永
・
天
明
・
寛
政
頃
に
は
隅
田
川
を
挟
み
、
小
梅
村
に
萬
古
窯
、
今
戸
村
浅あ
さ
じ茅
が
原

に
隠
士
三
阿
が
窯
を
設
け
た
。
至し
げ
ん玄

（『
乾
山
秘
書
』）
と
称
し
、
俳
号
は
梅
山
居
・
三
阿

亭
。
向
島
花
屋
敷・す
み
だ
川
焼
の
佐
原
菊
塢
と
も
知
己
で
あ
り
、『
墨
水
遊
覧
誌
』（
佐

原
菊
塢
著
）
に
は
三
阿
の
や
き
も
の
、
浅
茅
が
原
に
関
し
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

 

安
永
の
頃
（
中
略
）
此
と
な
り
に
萬
古
燒
の
三
阿
住
て
、
風
呂
の
小
板
を
燒
て
、
蓼
太
へ
お

く
る
云
々
（
中
略
） 

。
浅
茅
が
原
と
い
へ
る
所
に
て
、
人
め
さ
へ
か
れ
て
さ
び
し
き
ゆ
ふ
ま

ぐ
れ
、
あ
ぢ
が
は
ら
の
霜
を
わ
け
つ
ゝ

三
阿
か
ら
風
炉
用
小
板
を
贈
ら
れ
た
大
島
蓼り

ょ
う
た太

は
、
芭
蕉
追
悼
・
顕
彰
な
ど
に
力
を
尽

く
し
た
夏
目
成せ
い
び美

（
一
七
四
九
―
一
八
一
七
）
の
俳
諧
仲
間
。
成
美
は
「
俳
諧
独
行
の
旅
人
」

を
自
負
、「
夏
目
成
美
年
譜
」（
石
川
真
弘
著
）
天
明・寛
政
頃
に
次
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

　

 

浅
草
末
三
阿
亭
に
遊
ぶ
・
梅
山
居
に
て
浙
江
追
善
の
茶
会
が
催
さ
れ
手
向
け
の
吟
を
寄
せ
る
・

三
阿
和
上
の
幽
扉
を
お
ど
ろ
か
す
・
三
阿
法
師
の
わ
び
住
ま
い
に
終
日
遊
ぶ

三
阿
は
和
上
・
法
師
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
俗
を
離
れ
た
一
面
を
み
せ
る
が
（
作
品
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は
藍
絵
水
指
な
ど
）、『
陶
器
密
法
書
』
跋
文
に
も
「
浅
茅
生
隠
士
」
と
あ
る
。

②
『
乾
山
秘
書
』（
筆
者
不
明
、
推
定
佐
野
宗
達
・
針
生
乾
馬
家
）：
成
立
年
代
不
明
。
内
容
は

猪
八
伝
書
『
陶
器
密
法
書
』
に
同
一
。
末
尾
に
但
書
と
「
佐
野
宗
達
真
義
・
花
押
」。
別

紙
を
貼
り
付
け
表
紙
に
は
「
他
傳
不
許
乾
山
秘
書
」、
裏
表
紙
内
側
に
「
三
浦
乾
也
門
人

杉
山
陶
古
千
年
竈
乾
馬
」
と
あ
る
。
両
者
の
筆
跡
は
相
違
し
、
表
紙
・
裏
表
紙
内
側
の

書
は
針
生
乾
馬
筆
、
伝
書
と
但
書
は
佐
野
宗
達
筆
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
。
従
来
の

乾
也
所
持
の
陶
法
書
と
す
れ
ば
、
今
回
発
見
し
た
二
代
次
郎
兵
衛
筆
記
の
内
容
と
は
同

一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
猪
八
伝
書
に
同
じ
く
し
、
伝
書
模
写
の
巻
末
に
は
佐

野
宗
達
真
義
筆
・
花
押
が
あ
る
。
佐
野
宗
達
は
初
め
「
根
津
傳
心
庵
」
に
師
事
、
師
の

没
後
、「
萬
古
三
阿
至
玄
」
に
習
う
と
あ
る
が
、
傳
心
庵
が
誰
な
の
か
は
不
明
、「
三
阿
」

は
『
陶
器
密
法
書
』
跋
文
を
書
し
た
萬
古
堂
三
世
三
阿
で
あ
ろ
う
。
地
理
的
に
も
近
く

今
戸
村
浅
茅
が
原
に
窯
を
設
け
て
お
り
、
佐
野
宗
達
は
「
御お

す

き

や

数
寄
屋
坊
主
」
に
そ
の
名

が
あ
る
（『
文
化
武
鑑
』
六
）。
同
一
人
物
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、「
宗
達
」
は
初
代

と
子
息
の
二
代
が
あ
り
、
初
代
は
寛
政
一
一
年
数
寄
屋
坊
主
と
な
り
蔓
延
二
年
没
。
二

代
は
嘉
永
四
年
数
寄
屋
坊
主
見
習
（
三
六
歳
「
由
緒
書
」）、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で

奉
公
し
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
と
な
る
。
三
阿
と
の
関
わ
り
は
父
子
と
も
に
可
能
で
あ

る
が
、「
根
津
」
は
姓
か
地
名
か
、
地
名
と
す
れ
ば
下
谷
の
内
、
三
阿
と
は
近
在
で
あ
り
、

さ
ら
に
俳
諧
仲
間
と
の
関
わ
り
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
針
生
乾
馬
（
一
八
二
二
―
九
五
）
と

の
関
係
で
は
二
代
宗
達
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
御
数
寄
屋
坊
主
は
「
御お

し
ろ城

坊
主
」（
幕

府
の
役
人
）。
表
向
の
御
用
に
当
た
る
「
表お
も
て坊
主
」、
奥
向
「
奥
坊
主
」、
道
具
関
係
・
城

内
、
大
名
の
世
話
に
当
た
る
「
御
数
寄
屋
坊
主
」、
将
軍
の
霊
廟
管
理
な
ど
を
担
当
す

る
「
紅も

み
じ
や
ま

葉
山
坊
主
」
に
分
か
れ
て
い
た
。
身
分
は
武
士
。
法ほ

っ
て
い躰

の
必
要
は
な
く
、
制
限

の
あ
る
江
戸
城
中
を
自
由
に
往
来
。
代
々
の
家
職
、
世
襲
で
あ
っ
た
が
、
御
数
寄
屋
坊

主
は
茶
事
関
係
の
専
門
職
。
茶
道
具
管
理
、
将
軍
の
飲
茶
、
溜た
ま
り
の
ま
間
な
ど
大
名
の
詰
所
に

お
け
る
世
話
・
喫
茶
御
用
、
茶
壷
道
中
の
責
任
を
負
う
。
大
名
家
へ
の
出
入
り
も
あ
り
、

推
定
な
が
ら
宗
達
は
そ
の
一
人
、
茶
道
具
類
に
造
詣
深
く
自
ら
も
作
陶
経
験
を
積
む
な

ど
、
当
時
同
じ
下
谷
で
あ
っ
た
根
津
に
住
し
、
師
と
し
た
傳
心
庵
の
没
後
は
三
阿
に
師

事
。
三
阿
か
ら
は
伝
書
の
書
写
を
許
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
同
じ
く
俳
諧
を

趣
味
と
し
た
乾
馬
は
そ
れ
を
入
手
。
乾
也
所
持
の
伝
書
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

③
『
乾
山
樂
燒
秘
書
』（
筆
者
不
明
・
国
立
国
会
図
書
館
）：
成
立
年
代
不
明
。
冑か
ぶ
と
や
ま
山
文
庫
（
埼

玉
県
大
里
郡
吉
見
村
字
冑
山
）
旧
蔵
、
昭
和
六
年
、
冑
山
根
岸
家
か
ら
国
会
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
た
。
内
容
は
①『
陶
器
密
法
書
』
②『
乾
山
秘
書
』
に
同
一
、
書
風
も
『
乾
山

秘
書
』
に
近
似
し
、
同
手
、
同
時
期
と
推
測
す
る
。
藐
庵
筆
「
乾
山
世
代
書
」
と
と

も
に
乾
也
門
人
乾
昇
が
根
岸
家
に
残
し
、「
乾
山
世
代
書
」
は
埼
玉
県
史
編
纂
委
員
稲

村
担
元
に
よ
っ
て
善
養
寺
に
寄
与
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

④
『
本
竈
并
内
竈
乾
山
秘
法
』（
筆
者
不
明
・
元
東
京
美
術
研
究
所
）：
成
立
年
代
不
明
。

内
容
は
既
述
の
猪
八
伝
書
三
冊
（『
陶
器
密
法
書
』『
乾
山
秘
書
』『
乾
山
樂
焼
秘
書
』）
と
同
一
。

脇
本
楽ら
く
し
け
ん

之
軒
旧
蔵
（
旧
東
京
美
術
研
究
所
蔵
）、
東
京
藝
術
大
学
図
書
館
蔵
と
伝
承
。
が
、

同
図
書
館
に
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
原
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
蔵
書
印
に
は
「
静

勝
文
庫
」
と
あ
り
、
文
化
文
政
期
、
掛
川
藩
五
代
藩
主
太
田
備
後
守
資す

け
も
と始

（
一
七
九
九

―
一
八
三
四
）
の
文
庫
と
推
定
す
る
（
大
名
と
数
寄
屋
坊
主
、
入
手
経
路
は
如
何
に
）。

⑤
「
伊
八
乾
山
ノ
藥
法
ノ
直じ
き
が
き書
」（『
す
み
た
川
花
や
し
き
』）：
成
立
年
代
、
所
在
と
も
に

不
明
。
佐
原
菊き

く
う塢

（
一
七
六
二
―
一
八
三
一
）
所
持
の
陶
法
書
で
あ
る
が
、
文
政
三
年
（
一

八
二
〇
）
五
月
、
向
島
「
百
花
園
」
に
隅
田
川
焼
を
開
窯
す
る
に
当
た
り
、
道
具
商
・
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に
際
し
抱
一
の
命
に
よ
っ
て
上
洛
（
文
政
二
年
）、
光
琳
庶
子
養
子
先
小
西
家
よ
り
受

理
し
た
一
冊
で
あ
る
。
同
書
を
携
え
て
即
京
焼
陶
工
尾
形
周
平
（
一
七
八
八
―
一
八
三
九
）

の
門
を
潜
る
が
、
周
平
は
同
書
を
読
み
乾
山
に
私
淑
。
菊
塢
と
と
も
に
江
戸
へ
下
向
、

隅
田
川
焼
開
窯
に
尽
力
す
る
。

３
、
そ
の
他
の
陶
法
書

　

江
戸
期
か
ら
明
治
期
ま
で
、
手
書
き
の
陶
法
書
は
五
〇
点
ほ
ど
が
現
存
す
る
。
年

代
、
筆
者
不
明
の
も
の
が
多
く
分
類
は
む
ず
か
し
い
が
、
形
式
は
単
冊
、
単
冊
を
書

写
し
纏
め
た
合
冊
本
に
大
別
。
総
体
と
し
て
伝
書
は
一
つ
に
高
取
焼
『
上
々
御
薬
帳
』、

有
田
焼
『
酒
井
田
柿
右
衛
門
家
文
書
』
な
ど
専
門
的
な
内
容
・
知
識
、
地
域
の
窯
業
者
・

窯
元
な
ど
に
受
け
継
が
れ
た
陶
法
、
二
つ
に
京
焼
関
係
伝
書
の
よ
う
に
陶
工
ら
が
記

録
し
所
持
、
他
所
へ
伝
え
た
技
法
・
調
合
書
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
乾
山
関
係
を
基
準
と
し
て
披
見
し
た
陶
法
書
類
を
三
系
統
に
分
別
し
た
が
、

一
、
楽
焼
系
： 『
樂
燒
秘
嚢
』（
享
保
一
八
年
刊・一
七
三
三
）な
ど
既
刊
書
物
を
参
考
に
し
て
、

茶
の
湯
に
用
い
る
楽
焼
茶
碗
な
ど
の
製
法
を
主
と
し
た
数
寄
者
伝
書

二
、
木
米
系
： 

中
国
様
式
他
写
し
物
の
製
法
を
主
と
し
、
奥お
く
だ
え
い
せ
ん

村
頴
川
・
青あ
お
き
も
く
べ
い

木
木
米
・

欽き
ん
こ
ど
う
き
す
け

古
堂
亀
祐
・
真ま

く
ず
ち
ょ
う
ぞ
う

葛
長
造
な
ど
後
期
京
焼
陶
工
に
関
係
す
る
伝
書

三
、
そ
の
他
：
赤
膚
焼
な
ど
藩
御
用
な
ど
に
関
係
す
る
奥
田
家
の
伝
書
ほ
か

　

内
容
に
重
複
が
あ
り
、
共
有
す
る
技
術
・
技
法
は
内
窯
・
錦
窯
、
掛
薬
（
上
薬
・
釉
薬
）・

絵
薬
（
絵
具
）
の
調
合
、
器
形
と
色
彩
・
そ
の
変
化
、
歴
史
・
背
景
、
賞
翫
す
る
特
色

に
つ
い
て
の
興
味
に
絞
ら
れ
る
。
陶
法
書
を
蒐
集
、
書
写
し
た
人
物
、
茶
の
湯
者
・

趣
味
人
ら
の
関
心
事
を
反
映
す
る
が
、
乾
山
陶
法
以
外
の
書
に
も
乾
山
名
は
現
れ
、

目め
き
き利
で
あ
っ
た
芳
村
観か
ん
あ阿

（
一
七
六
五
―
一
八
四
八
）
か
ら
譲
ら
れ
た
と
い
う
。
直
書
で

あ
れ
ば
『
陶
器
密
法
書
』
の
原
本
か
と
も
考
え
る
が
、
向
島
は
洪
水
・
大
震
災
・
空

襲
に
遭
遇
、
陶
法
書
の
所
在
、
筆
者
・
内
容
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
隅
田
川
焼
に
関

し
て
は
『
墨ぼ
く
す
い
ゆ
う
ら
ん
し

水
遊
覧
誌
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

 

小
梅
村
、
今
戸
村
、
瓦
師
お
ほ
し
、
瓦
の
名
物
也
、
又
寺
島
村
、
隅
田
村
の
百
姓
家
に
て
、

ほ
う
ろ
く
、
火
鉢
の
す
や
き
を
製
し
、
賣
ひ
ろ
む
る
こ
と
年
久
し
、
す
み
だ
や
き
と
い
ふ
。

　

 

ま
た
花
屋
敷
に
て
、
乾
山
流
の
陶
器
を
製
し
、
賣
ひ
ろ
む
。
都
鳥
の
香
合
、
あ
る
ひ
は
さ
か

づ
き
、
あ
る
ひ
は
茶
わ
ん
、
す
み
だ
川
や
き
と
い
ふ
。
す
べ
て
此
邊
の
陶
器
は
、
あ
ん
こ
う

が
ま
に
て
製
す
。

隅
田
川
の
両
岸
に
は
瓦
師
が
多
く
、
そ
の
一
村
に
「
寺
島
村
」「
年
久
し
」
と
あ
る
。

寺
島
家
は
家
康
時
代
に
大
坂
か
ら
下
向
し
た
瓦
師
の
一
族
、
村
名
と
も
な
っ
た
か
、

瓦
師
業
を
継
続
、
土
着
、
隅
田
川
沿
岸
の
窯
業
を
支
え
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
す
み

だ
川
や
き
は
商
標
で
あ
っ
た
都
鳥
の
香
合
を
は
じ
め
盃
・
茶
碗
な
ど
を
焼
成
、「
あ
ん

こ
う
窯
」
を
使
用
し
た
と
あ
る
が
、
鮟あ
ん
こ
う鱇
窯
は
単
室
、
焚
き
口
一
つ
、
天
井
に
煙
出

し
の
穴
を
あ
け
た
素
焼
用
の
窯
で
あ
る
。
京
都
に
多
く
、
開
窯
に
尽
力
し
た
尾
形
周

平
・
清
水
六
兵
衛
ら
京
焼
陶
工
の
協
力
を
示
唆
す
る
か
。

　

菊
塢
は
剃
髪
、
観
阿
も
三
四
歳
を
以
っ
て
出
家
を
し
た
が
、
両
者
の
交
わ
り
は
文
化

元
年
、
松
平
不ふ
ま
い昧

（
一
七
五
一
―
一
八
一
八
）
の
茶
会
に
同
席
（『
不
昧
公
茶
会
記
抄
』）。
観
阿

は
浅
草
に
住
し
て
い
た
。
菊
塢
に
加
え
、「
浅
草
村
末
住
」
浅
茅
が
原
三
阿
と
の
関
わ
り

な
ど
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
猪
八
伝
書
の
入
手
に
何
ら
か
の
関
係
は
な
か
っ
た
も
の
か
。

―
「
光
悦
よ
り
空
中
よ
り
乾
山
伝
来
の
陶
器
製
法
」（『
梅
屋
日
記
』）
―

　

例
外
で
あ
る
が
、
乾
山
所
持
と
あ
る
所
か
ら
加
え
て
い
る
。
所
在
、
内
容
と
も
に

不
明
で
あ
る
が
、
文
政
三
年
隅
田
川
焼
開
窯
に
当
た
り
菊
塢
が
所
持
。
光
琳
百
回
忌
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乾
山
と
称
し
全
く
異
質
の
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
乾
山
が
理
解
さ
れ
、
受
け
入

れ
ら
れ
た
か
。
伝
統
的
な
内
窯
焼
成
は
樂
家
と
乾
山
家
の
二
系
統
に
絞
ら
れ
る
。

　

楽
焼
は
低
火
度
焼
成
、
軟
質
の
施
釉
陶
器
を
い
う
。
桃
山
期
、
茶
の
湯
の
用
に
適

う
べ
く
創
ら
れ
た
楽
茶
碗
に
代
表
さ
れ
る
が
、
利
休
没
後
に
急
速
な
広
ま
り
を
み

せ
、
焼
成
方
法
・
陶
芸
技
法
の
名
称
と
も
な
る
。
手て
づ
く捏
ね
、
素
地
は
厚
く
多
孔
質
、

唐と
う
の
つ
ち
土
・
日ひ
の
お
か
い
し

ノ
岡
石
・
白し
ら
た
ま玉
を
合
わ
せ
た
釉
薬
を
基
本
と
す
る
。

一
、
乾
山
名
の
あ
る
陶
法
書

①
『
錦
齊
集
』（
筆
者
大
塚
白
鷲
斎
宗
貫
・
書
写
信
政
斎
信
爲
か
・
文
政
七
年
一
八
二
四
・
合
冊

本
の
成
立
明
治
三
〇
年
・
東
京
国
立
博
物
館
）：「
白は

く
し
ゅ
う
さ
い

鷲
斎
一
流
傳
、
樂
燒
極
み
つ
の
法
」「
樂

燒
藥
秘
方
」
を
含
む
。
炭
を
用
い
た
窯
、
焚
き
方
、
乾
山
略
伝
、
阿お

ら
ん
だ

蘭
陀
様
式
へ
の

興
味
が
示
さ
れ
る
。

②
『
樂
燒
秘
傳
』（
筆
者
大
塚
白は

く
し
ゅ
う
さ
い

鷲
斎
宗
貫
・
成
立
年
代
不
明
・
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
）：

白
鷲
斎
は
不
明
。
原
本
は
玉た

ま
み
ず
や
き

水
焼
陶
法
書
で
あ
る
が
、
玉
水
焼
は
樂
一
入
庶
子
一い

ち
げ
ん元

に
始
ま
り
、
加
賀
大お

お
ひ
や
き

樋
焼
な
ど
と
同
じ
く
脇わ

き
が
ま窯

と
し
て
山
城
国
玉
水
村
に
開
窯
し
た
。

当
書
は
そ
の
三
代
任に

ん
ど
さ
い

土
斎
弥
兵
衛
か
ら
白
鷲
斎
へ
と
伝
え
ら
れ
た
陶
法
を
基
盤
と
す

る
が
、
楽
焼
窯
図
、
薬
法
、
乾
山
焼
で
は
白
絵
具
に
注
目
。
生
が
け
・
素
焼
後
、
そ

の
他
乾
山
の
指
摘
し
た
「
ち
ぢ
み
」
に
関
す
る
注
意
が
み
ら
れ
る
。

③
『
樂
燒
藥
秘
法
』（
筆
者
朝
比
奈
・
内
一
冊
は
寛
保
三
年
銘
記
・
明
治
二
年
一
八
六
九
・
東
北

大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
）：「
本
竈
樂
燒
之
法
赤
樂
」「
本
燒
樂
燒
上
藥
合
様
秘
書
」「
樂
燒

藥
秘
法
之
書
」「
今
燒
合
藥
之
次
第
」
を
含
む
。
朝
比
奈
氏
の
詳
細
は
不
明
。

④
『
楽
燒
藥
法
家
々
之
傳
書
寫　

な
ん
き
ん
い
ま
り
燒
付
繪
具
藥
法
集
書
』（
筆
者
・
成

立
年
代
不
明
・
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
）：「
七
寶
藥
傳
」「
別
家
之
法
」「
い
ま
り
な
ん

き
ん
燒
付
藥
法
」「
窪
田
傳
上
繪
藥
法
」「
二
俣
樂
藥
別
法
」「
遠
山
傳
」
を
含
む
。

⑤
『
樂
燒
秘
傳
全
』（
筆
者
難な

に
は
ざ
こ
ば

波
雜
喉
場
樂
燒
師
杢も

く
べ
え
兵
衛
・
成
立
年
代
不
明・国
立
国
会
図
書
館
蔵
）：

「
難
波
樂
燒
秘
書
」「
樂
燒
口
授
秘
書
」
を
含
む
。
雜ざ

こ

ば
喉
場
は
雑
魚
場
・
魚
市
場
と
さ
れ
、

堂
島
米
市
場
・
天
満
青
物
市
場
と
並
び
大
坂
三
大
市
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
雑
喉
場

（
誤
読
か
）
と
楽
焼
師
杢
兵
衛
と
の
関
わ
り
、
杢
兵
衛
に
関
し
て
も
よ
く
解
ら
な
い
。『
樂

燒
秘
嚢
』
の
抜
萃
書
写
、
楽
焼
系
釉
薬
と
そ
の
調
合
、
名
家
と
し
て
光
悦
・
乾
山
・
宝

山
（
粟
田
口
焼
）。「
手
紙
の
写
」
と
し
て
作
陶
者
の
問
い
に
対
す
る
返
答
を
記
す
が
、
上

絵
具
、
白
地
と
紺
絵
、
雪
白
な
ど
の
乾
山
事
項
、
売
買
さ
れ
て
い
る
日
ノ
岡
石
に
関
す

る
注
意
・
見
解
も
示
さ
れ
る
。

⑥
『
千
家
樂
燒
古
實
附
陶
器
出
処
書
完
』（
筆
者
・
成
立
年
代
不
明
・
東
京
国
立
博
物
館
）：
「
今

燒
合
藥
之
次
第
」「
樂
燒
藥
法
」「
千
家
樂
燒
古
實
」「
陶
器
出
処
附
」「
本
竃
樂
燒
之

法
赤
樂
」「
本
燒
樂
燒
上
藥
合
様
秘
書
」
を
含
む
。
窪
田
助
左
衛
門
・
小
高
文
貞
・
小

幡
佐
五
郎
の
名
が
あ
る
。

⑦
『
樂
燒
方
書
完
』（
筆
者
・
成
立
年
代
不
明
・
東
京
国
立
博
物
館
）：「
樂
燒
方
・
圭
斎
傳
」「
樂

燒
之
方
書
・
常
吉
兵
衛
」『
樂
燒
秘
嚢
上
』（「
樂
燒
藥
并
諸
道
具
」）
抜
萃
書
写
を
含
む
。

⑧
『
繪
藥
・
釉
藥
配
合
帳
』（
筆
者
・
成
立
年
代
不
明
・
三
田
市
教
育
委
員
会
）：『
繪
手
本

控
』『
呉
州
赤
繪
下
繪
帖
』
と
と
も
に
三さ

ん
だ
や
き

田
焼
資
料
の
一
冊
で
あ
る
。
乾
山
焼
に
関
し

て
は
釉
薬
・
絵
具
、
そ
の
他
欽
古
堂
亀
祐
、
尾
形
周
平
伝
な
ど
一
二
項
目
か
ら
成
る
が
、

成
立
は
天
保
頃
か
。

⑨
『
陶
工
秘
嚢
』（
筆
者
不
明
・
大
正
四
年
刊
一
九
一
五
・『
雜
藝
叢
書
』
第
二
所
収
）：
筆
者
不

明
。
大
正
四
年
刊
。
朝
倉
無む

せ
い聲

・
三
田
村
鳶え

ん
ぎ
ょ魚

編
『
雜ざ

つ
げ
い
そ
う
し
ょ

藝
叢
書
』
所
収
。
楽
焼
は
茶
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政
府
は
他
国
の
技
術
・
技
能
を
知
り
、
自
国
の
実
力
を
試
す
べ
く
博
覧
会
へ
の
出
品

を
試
み
る
が
、
パ
リ
（
一
八
七
八
年
）
で
は
日
本
陶
器
が
世
界
一
等
の
評
価
を
獲
得
、

此
一
書
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
「
瀬
戸
の
藤
四
郎
た
ら
ん
」
と
あ
る
。
編
者
江
藤
時
太

郎
、
叙
は
作
家
梅
亭
鵞が
そ
う叟

（
金
鵞
・
一
八
二
一
―
九
三
）、
明
治
一
七
年
の
刊
行
。

三
、
専
門
陶
工
に
よ
る
陶
法
書
・
そ
の
他
（
乾
山
名
は
木
米
関
係
に
あ
る
）

　

素
人
陶
芸
、
趣
味
者
・
数
寄
者
に
伝
承
し
た
陶
法
書
で
は
な
く
、
専
門
陶
工
の
記

録
で
あ
る
。
多
く
は
手
控
形
式
で
あ
り
、
製
作
に
関
す
る
原
料
・
顔
料
、
そ
れ
ら
の

試
作
も
含
め
る
が
、
具
体
的
か
つ
専
門
的
な
内
容
に
特
色
が
あ
る
。
欽
古
堂
亀
祐
な

ど
指
南
書
と
し
て
著
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
筆
者
の
知
識
、
経
験
を
披

露
。
主
体
は
当
時
流
行
の
煎
茶
趣
味
に
基
づ
く
中
国
陶
磁
の
製
法
、
居
所
で
あ
る
「
み

や
こ
」
の
陶
法
が
基
盤
と
な
る
。
陶
工
は
求
め
ら
れ
て
江
戸
、
地
方
へ
と
指
導
に
出

向
く
が
、
そ
れ
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
陶
法
書
の
伝
播
に
大
き
く
関
わ
る
。

①
『
陶
器
手し
ゅ
ろ
く録
』（
筆
者
青
木
木も

く
べ
え米
・
文
政
元
年
―
同
七
年
一
八
一
八
―
二
四
・
神
奈
川
県
立
歴

史
博
物
館
）：
青
木
木
米
（
一
七
六
七
―
一
八
三
三
）
著
、
真ま
く
ず葛
家
に
伝
来
し
た
木
米
陶
法

書
（
手
控
）
で
あ
り
、
同
家
に
お
け
る
加
筆
、
封
印
の
跡
が
あ
る
と
い
う
。
木
米
に
は

古
器
を
模
写
し
た
図
帖
、
刊
本
（『
天
工
開
物
』『
佩
文
斎
書
画
譜
』
な
ど
）
を
書
写
し
た
抄

録
な
ど
も
残
る
が
、
真
葛
長ち
ょ
う
ぞ
う
造
（
一
七
九
七
―
一
八
六
八
）
は
真
葛
焼
の
創
始
者
。
木
米

窯
の
陶
工
と
し
て
も
活
動
し
、
知
恩
院
宮
門
跡
か
ら
「
香
山
」
号
を
受
理
、
同
号
は

長
造
四
男
虎
之
助
が
継
承
し
明
治
期
横
浜
に
香
山
窯
を
開
く
。

　

当
書
は
木
米
の
伝
え
る
所
、
異
国
・
和
物
写
し
に
関
す
る
土
、
釉
薬
、
絵
薬
の
調
合

例
が
中
心
、
原
料
の
製
造
方
法
、
型
物
成
形
に
関
す
る
技
法
を
記
述
す
る
。
乾
山
関
係

の
湯
に
必
須
の
や
き
も
の
、
陶
工
以
外
に
雅
致
あ
る
楽
焼
を
志
す
人
の
た
め
と
あ
る
。

二
、
乾
山
名
の
な
い
陶
法
書

①
『
樂
燒
秘
書
竃
圖
附
』（
筆
者
飯
塚
宗
助
・
文
化
三
年
一
八
〇
六
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物

館
）：
樂
吉
左
衛
門
判
、
樂
家
の
秘
事
・
秘
伝
を
記
す
。
赤
・
黒
二
法
は
殊
の
外
秘
す
る

べ
く
理こ
と
わ
り

 

を
述
べ
る
が
、
押
小
路
伝
、
樂
焼
伝
は
根
源
を
同
じ
く
す
る
こ
と
も
分
明
す
る
。

②
『
樂
燒
諸
傳
』（
筆
者
渡
邊
政ま

さ
た
か挙
・
原
本
一
部
松
田
秀
徳
・
文
政
六
年
一
八
二
三
・
天
保
七
年
一

八
三
六
・
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
）：『
樂
燒
秘
嚢
上
』
抜
萃
書
写
・「
尚
友
斎
一
心
庵
樂

燒
傳
法
」「
樂
燒
田
邊
弥
三
郎
傳
來
藥
法
」「
石
野
佐
次
右
衛
門
樂
燒
法
」
を
含
む
。

③
『
樂
燒
藥
方
』（
筆
者
・
成
立
年
代
不
明
・
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
）：
小
高
文
貞
蔵
。

江
戸
川
区
天
台
宗
最
勝
寺
に
は
小
高
文
貞
碑
が
あ
る
が
、
同
一
人
物
か
否
か
は
不
明

で
あ
る
。
楽
焼
、
唐
物
薬
の
調
合
が
あ
り
、
古
物
の
風
趣
に
は
白
玉
を
入
れ
ず
と
あ

る
な
ど
、
孫
兵
衛
・
乾
山
焼
内
窯
陶
法
は
古
い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
。

④
『
本
竃
樂
燒
唐
物
藥
秘
方
全
』（
筆
者
・
成
立
年
代
不
明
・
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
）：「
井

上
氏
傳
書
」「
深
川
江
戸
記
」「
加
藤
氏
書
抜
」「
國
勝
傳
書
」「
榊
原
玄
順
ノ
留
」
を
含
む
。

⑤
『
秘
術
巻
』（
筆
者
・
成
立
年
代
不
明
・
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
）：「
樂
燒
藥
之
法
傳
」「
極

秘
傳
」を
含
む
。
絵
具
一
色
に
つ
き
数
種
の
調
合
例
を
記
載
、
幕
末
の
特
徴
を
示
す
。

⑥
『
友
古
樂
燒
』（
筆
者
友
古
・
成
立
年
代
不
明
・
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
）：「
友
古
」

と
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
窯
図
を
大
き
く
扱
い
、
ふ
い
ご
を
用
い
た
黒
楽
焼
成
を

基
本
と
す
る
。

⑦
『
陶
器
燒
附
画
工
秘
傳
新
書
全
』（
筆
者
江
藤
時
太
郎
・
明
治
一
七
年
刊
一
八
八
四
）：
維
新

後
西
欧
を
手
本
と
し
て
日
本
に
は
種
々
の
分
野
に
西
洋
思
想
・
理
論
・
技
術
が
流
入
。
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で
は
「
乾
山
青
花
畫
釉
日
本
乾
山
明
爐
所
燒
倣
西
祥
之
畫
釉
」「
赤
繪
釉
仁
清
乾
山
」
他
、
罫

紙
欄
外
に
「
乾
山
黒
藥
」「
仁
清
乾
山
所
燒
之
紅
色
釉
法
」「
乾
山
生
瀬
石
云
々
」
な

ど
と
あ
り
、
京
焼
仁
清
、
乾
山
に
触
れ
る
。
木
米
は
「
僕
モ
ト
陶
人
ニ
非
ズ
」
と
述
べ

る
。
南
画
も
描
き
、
中
国
初
の
陶
磁
専
門
書
『
陶
説
』（
朱
琰
著
）
を
読
み
陶
工
を
志
し

た
と
伝
聞
。
中
国
陶
磁
器
・
知
識
に
刺
激
を
受
け
て
陶
へ
の
道
を
進
む
と
さ
れ
る
が
、

高こ
う
ふ
よ
う

芙
蓉
、
寶ほ
う
ざ
ん山
文
蔵
、
京
焼
磁
器
の
祖
奥
田
頴え
い

川せ
ん

（
一
七
五
三
―
一
八
一
一
）
と
の
子
弟
関

係
が
伝
承
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
青
蓮
院
宮
御
用
を
勤
め
て
「
粟
田
陶
工
」
と
な
り
、

紀
州
、
翌
三
、
四
年
、
加
賀
藩
の
招
請
を
受
け
、
春
日
山
中
卯う
た
つ
や
ま

辰
山
に
新
窯
を
築
き
作

陶
指
導
に
当
た
る
。
金
沢
で
は
大
火
が
起
こ
り
、窯
は
藩
営
か
ら
民
営
へ
移
行
す
る
が
、

木
米
は
帰
京
、
春
日
山
で
は
陶
工
松
田
平
四
郎
（
元
寧
・
馬
宋
）
が
窯
主
と
な
り
青
磁
・

染
付
・
赤
絵
・
色
絵
な
ど
を
製
作
。
平
四
郎
は
木
米
陶
法
を
『
陶
器
總
録
』
に
纏
め
、

文
政
年
間
に
は
、
木
米
も
陶
法
を
集
成
、『
陶
法
手
録
』
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

②
『
陶
器
總
録
』（
筆
者
松
田
元
寧
・
文
化
五
年
一
八
〇
八
・
追
加
同
一
一
年
一
八
一
四
・『
平
安
名

陶
傳
木
米
』
所
収
）：
表
紙
に
「
文
化
五
年
戊
辰
中
夏
改
控
」、
裏
表
紙
に
「
金
陵
陶
工
松

田
元
寧
懐
書
」
と
あ
る
。
木
米
門
下
松
田
元げ
ん

寧ね
い

（
天
保
五
年
没
）
著
、
元
寧
は
字
、
名
を

平
四
郎
、
号
を
馬
宋
・
帝
慶
斎
と
称
し
、
本
来
の
職
業
は
筆
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
（
脇

本
十
九
郎
著
『
平
安
名
陶
傳
』）。
金
沢
城
二
の
丸
を
焼
く
大
火
に
遭
遇
、
民
営
と
な
っ
た
同

窯
元
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
文
政
初
年
頃
に
は
廃
窯
。
当
書
は
松
田
家
伝
来
、
写
し
物

の
調
合
を
中
心
と
し
、「
古
赤
繪
九
谷
之
方
」「
金
窰
イ
マ
リ
寫
赤
繪
ノ
方
」「
火
ニ
入

ル
心
得
之
事
」
他
、「
乾
山
」「
仁
清
」
の
窯
詰
め
、
乾
山
の
白
・
紺
青
絵
具
に
関
す
る

事
項
が
あ
る
。

③
『
陶
器
指
南
』（
著
者
欽
古
堂
亀
祐
・
文
政
一
三
年
刊
一
八
三
〇
）：
欽き

ん
こ
ど
う
き
す
け

古
堂
亀
祐
（
一
七
六

五
―
一
八
三
七
）
は
文
化
・
文
政
期
の
京
焼
陶
工
。
本
名
中
村
亀
助
、
伏
見
人
形
を
造
る

「
丹
波
屋
」
に
生
ま
れ
、
奥
田
頴
川
に
師
事
。
摂
津
三さ
ん
だ田
焼
・
丹
波
篠
山
藩
王お
う
じ
や
ま

地
山
焼
・

南な
ん
き
お
と
こ
や
ま

紀
男
山
焼
・
瑞ず

い
し石

焼
な
ど
に
お
き
作
陶
指
導
に
当
た
る
。「
楽
焼
を
試
み
る
も
の
ゝ
そ

の
精
を
得
る
者
少
な
し
」（
可
亭
道
人
識
）
と
あ
り
『
陶
器
指
南
』
を
刊
行
す
る
が
、
自
ら

の
体
験
を
集
成
。
盛
行
し
て
い
た
中
国
文
化
、
文
人
趣
味
に
鑑
み
、
中
国
磁
器
を
中
心

に
土
・
絵
薬
・
釉
薬
、
形
状
・
装
飾
、
窯
と
窯
入
、
用
具
に
関
し
具
体
例
を
図
に
表
し

解
説
を
す
る
。『
茶
道
指
南
』を
書
写
し
た
も
の
に『
陶
器
楽た
の
し
み
ぐ
さ

草
』（
茶
顛
庵
主
人
）が
あ
る
。

④
『
陶
器
樂た
の
し
み
ぐ
さ

草
』（
原
本
黒
川
県ま

こ
と・ 

茶さ
て
ん
あ
ん

顛
庵・筆
者
義
方・天
保
三
年
一
八
三
二・嘉
永
元
年
一
八
四
八・

国
立
国
会
図
書
館
榊
原
文
庫
）：
原
本
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）、
書
写
は
嘉
永
元
年
（
一
八

四
八
）。
著
者
茶さ
て
ん顛
庵あ
ん
・
黒
川
県ま
こ
と、
友
人
馬
淵
市
右
衛
門
所
持
の
写
本
『
陶
器
指
南
』
を

借
り
て
そ
れ
を
書
写
。
亀
祐・仁
阿
弥
（
二
代
高
橋
道
八
）・木
米
に
学
び
、
当
書
に
は
「
予

が
力
に
非
ず
。
秘
し
て
家
蔵
と
す
る
べ
き
も
の
」と
あ
る
。
幕
末
の
国
学
者
雨
森（
榊
原
）

芳
野
家
蔵
、
蔵
書
印
「
榊
原
家
蔵
」
は
雨
森
芳
野
家
、
写
者
の
義
方
は
不
明
で
あ
る
。

⑤
『
彩
色
繪
具
皆
傳
』（『
尾
形
空
仲
子
相
傳
』
尾
形
周
平
伝
・
加か

し
ゅ
う集
家
・
天
保
五
年
一
八
三
四
）：

著
者
尾
形
周
平
（
一
七
八
八
―
一
八
三
九
）
は
空く
う
ち
ゅ
う
仲
（
中
）
を
号
と
し
た
。
文
政
三
年
（
一

八
二
〇
）、
佐
原
菊
塢
の
江
戸
向
島
隅
田
川
焼
開
窯
に
尽
力
す
る
が
、
菊
塢
所
持
の
二
冊

の
伝
書
「
光
悦
よ
り
空
中
よ
り
乾
山
伝
来
の
陶
器
製
法
」「
伊
八
乾
山
ノ
藥
法
ノ
直
書
」

を
承
知
し
て
お
り
、
尾
形
姓
は
尾
形
乾
山
、
号
空
仲
は
本
阿
弥
空
中
を
心
を
留
め
た
故

の
号
で
あ
っ
た
か
。
珉
平
へ
の
陶
法
伝
授
は
清
水
焼
五
条
坂
の
彩
色
絵
具
で
あ
る
。
珉

平
（
一
七
九
六
―
一
八
七
一
）
は
文
政
六
年
島
内
池
之
内
村
に
白
土
を
発
見
、
珉
平
焼
を
創

始
。
や
が
て
周
平
を
招
き
作
陶
訓
練
、周
平
よ
り
「
彩
色
絵
具
皆
傳
」
を
伝
授
さ
れ
た
。

⑥
『
本
多
佐
兵
衛
所
持
日
記
』（
筆
者
本
多
佐
兵
衛
・
天
保
七
年
一
八
三
六
頃
・『
京
焼
百
年
の
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⑨
『
南
條
治
郎
左
衛
門
相
傳
陶
器
秘
傳
』（『
陶
器
秘
傳
考
録
』）：
筆
者
不
明
。

む
す
び

　

近
世
日
本
の
陶
磁
器
は
、
生
産
の
拡
張
ば
か
り
で
は
な
く
、
関
係
す
る
情
報
を
拡

大
さ
せ
た
こ
と
に
も
特
色
が
あ
る
。
一
つ
に
陶
法
書
・
伝
書
の
広
が
り
が
あ
り
、
陶

家
は
も
と
よ
り
広
く
素し

ろ
う
と人

陶
芸
家
・
趣
味
者
の
興
味
を
呼
び
起
こ
す
。

　

陶
法
書
・
伝
書
は
陶
家
に
伝
承
す
る
も
の
を
基
本
と
す
る
。
早
い
例
で
は
一
七
世

紀
、
陶
家
に
よ
る
『
上
々
御
藥
帳
』（
高
取
焼
）、『
酒
井
田
柿
右
衛
門
家
文
書
』（
有
田

焼
）
が
あ
り
、
技
術
と
知
識
を
中
心
に
父
よ
り
子
へ
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
相
承
さ
れ
る
。

殖
産
事
業
、
藩
に
よ
る
規
制
も
厳
し
く
、
他
者
に
洩
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
な
ど
、
家

伝
を
守
る
こ
と
は
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
頃
か
ら
情
報
は
専
門
家
・
陶

工
以
外
に
も
広
ま
り
始
め
る
。
近
世
社
会
で
は
「
知
識
」
も
商
品
で
あ
る
。
公
家
は

権
威
・
名
誉
・
学
問
を
売
り
、
武
家
は
武
芸
、
寺
社
は
神
仏
を
売
る
。
師
匠
が
出
現
、

茶
の
湯
、
能
・
謡
、
書
・
画
、
詩
・
歌
な
ど
の
文
化
・
芸
能
も
趣
味
と
し
て
広
め
ら

れ
る
が
、
や
き
も
の
造
り
も
そ
の
一
つ
。
専
門
陶
工
か
ら
素
人
作
陶
家
へ
、
陶
器
製

作
の
た
め
の
粘
土
・
釉
薬
・
絵
具
の
調
合
や
配
合
法
な
ど
が
呈
示
さ
れ
る
。

　

作
陶
法
は
一
八
世
紀
か
ら
広
ま
り
始
め
る
。
手
引
書
と
し
て『
百ひ
ゃ
っ
こ
う
ひ

工
秘
術じ
ゅ
つ』（

一
七
二
四
）・

『
樂ら
く
や
き
ひ
の
う

燒
秘
嚢
』（
一
七
三
六
）
が
出
版
さ
れ
た
。
私
的
に
は
手て
が
き書
陶
法
書
、尾
形
乾
山
の
『
陶

工
必
用
』『
陶
磁
製
方
』
が
あ
り
、
両
者
は
対
象
者
を
部
外
の
人
物
、
趣
味
者
・
素
人
に

お
い
た
こ
と
に
共
通
性
が
あ
る
。『
百
工
秘
術
』
は
江
戸
、『
樂
燒
秘
嚢
』
は
大
坂
に
お
い

て
出
版
、
乾
山
陶
法
は
江
戸
、
佐
野
に
お
い
て
纏
め
ら
れ
、
同
地
に
お
け
る
趣
味
人
ら

の
手
へ
と
渡
さ
れ
た
。
京
都
で
は
二
代
猪
八
も
伝
書
を
著
す
が
、
手
書
の
陶
法
書
は
、

歩
み
』
所
収
）：
本
多
佐
平
（
佐
兵
衛
）
は
五
条
坂
の
陶
工
。
天
保
年
間
の
活
動
が
知
ら

れ
る
。
五
条
坂
は
粟
田
口
と
並
び
当
時
京
焼
様
式
を
二
分
す
る
窯
場
で
あ
っ
た
が
、

同
記
に
は
木
米
古
赤
画
・
周
平
古
赤
画
・
道
八
仁
清
黒
な
ど
、
清
水
周
辺
五
条
坂
の

陶
工
名
が
み
ら
れ
、
周
平
が
珉
平
に
伝
授
し
た
彩
色
絵
具
も
五
条
坂
の
陶
法
で
あ
る
。

佐
平
、
周
平
は
同
時
期
の
陶
工
で
あ
る
。

⑦
『
樂
燒
之
口
傳
控
帳
并
ニ
石
燒
』（
筆
者
奥
田
木も

く
は
く白
・
天
保
六
未
五
月
ヨ
リ
同
八
酉
五
月
改
）・

『
家
傳
覚
書
』（
木
白
口
述
子
息
佐
平
衛
筆
記
・
嘉
永
三
年
一
八
五
〇
―
慶
応
元
年
一
八
六
五
頃
ま

で
）：『
樂
燒
之
口
傳
控
帳
并
ニ
石
燒
』
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）・
同
八
年
改
。
奥
田

木
白
の
自
筆
伝
書
（
縦
二
〇
、二
㌢
・
横
一
六
、二
㌢
）
で
あ
る
。
釉
薬
の
調
合
、
土
の
配
分
、

焼
成
方
法
な
ど
を
具
体
的
に
記
す
が
（
高
橋
隆
博
著
「
赤
膚
焼
奥
田
木
白
の
陶
法
書
」）、
嘉

永
三
年
か
ら
慶
応
元
年
頃
（
一
八
五
〇
―
六
五
頃
）
に
は
そ
れ
を
原
本
と
し
、
木
白
口
述
、

子
息
佐
兵
衛
筆
記
『
家
傳
覚
書
』
が
纏
め
ら
れ
た
。

　

木も
く
は
く白

（
一
八
〇
〇
―
七
一
）
は
屋
号
柏
屋
か
ら
「
木
」「
白
」、
炭
問
屋
・
質
屋
を
業
と
し

た
大
和
郡
山
藩
の
御
用
達
商
人
で
あ
っ
た
。
名
は
武
兵
衛
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
頃

か
ら
樂
焼
を
始
め
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
赤あ
か
は
だ
や
き

膚
焼
の
陶
工
と
し
て
活
躍
す
る
。

　

赤
膚
焼
は
遠
州
七
窯
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
奈
良
市
西
郊
五
条
山
に
始
ま
り
、
鎌
倉
末

期
に
は
土
器
火
鉢
を
生
産
。
南
都
興
福
寺
を
中
心
に
、
火
鉢
座
・
土
器
座
・
瓦
座
が
結

成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（『
多
聞
院
日
記
』）。
今
日
の
赤
膚
焼
は
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九

―
一
八
〇
一
）
京
都
か
ら
移
住
し
た
京
焼
陶
工
治
兵
衛
ら
の
陶
法
を
基
盤
と
す
る
が
、
京

焼
風
趣
を
継
承
、能
楽
の
舞
手
を
図
柄
と
し
た
奈
良
人
形
絵
（
奈
良
絵
）
が
評
判
を
得
る
。

⑧
『
赤
繪
師
南
』（
著
作
・
筆
画
福
原
揺よ

う
し
ゅ
う
舟
・
天
保
五
年
刊
一
八
三
四
）：
筆
者
福
原
揺よ

う
し
ゅ
う

舟
は

俳
人
と
推
定
。
内
窯
陶
法
・
楽
焼
に
関
す
る
釉
薬
・
絵
具
、
絵
付
の
手
本
を
掲
載
す
る
。
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仁
清
家
秘
伝 

：
二
代
仁
清
か
ら
乾
山
（『
陶
工
必
用
』）

　
『
陶
工
必
用
』　 

：
乾
山
か
ら
進
藤
勝
任
・
矢
田
陪
（
推
定
）・
水
上
蘆
川

　
『
陶
磁
製
方
』 

：
乾
山
か
ら
大
川
顕
道
（
推
定
）

　
『
内
竃
秘
書
』 

： 

乾
山
か
ら
二
代
次
郎
兵
衛
・
三
代
宮
崎
富
之
助
・
酒
井
抱
一
・

西
村
藐
庵
・
三
浦
乾
也

　
『
陶
器
密
法
書
』 
：
猪
八
か
ら
清
吾
・
沼
波
弄
山
・
萬
古
堂
三
阿

　
『
樂
燒
秘
書
竃
圖
附
』：
樂
吉
左
衛
門
（
九
代
了
入
）
か
ら
飯
塚
宗
助
常
秀

　
『
樂
燒
秘
傳
』『
錦
齋
集
』：
玉
水
焼
三
代
任
土
斎
か
ら
大
塚
白
鷲
齋
宗
貫

な
ど
、
各
々
に
以
上
の
よ
う
な
経
路
を
辿た
ど
る
。
基
本
的
に
は
陶
工
か
ら
部
外
者
、
素
人

作
陶
家
へ
と
伝
承
す
る
が
、
他
方
、
窯
業
地
京
焼
陶
工
か
ら
地
方
の
陶
工
へ
と
伝
播
し

た
道
程
も
あ
り
、
背
景
に
は
文
化・文
政
期
に
お
け
る
藩
窯・御
庭
焼
の
広
が
り
が
あ
る
。

　
『
陶
器
手
録
』：
京
焼
陶
工
青
木
木
米
の
加
賀
国
春
日
山
行
と
陶
法

　
『
陶
器
指
南
』：
京
焼
陶
工
欽
古
堂
亀
祐
の
摂
津
国
三
田
行
と
陶
法

以
上
を
一
例
と
す
る
が
、
京
都
五
条
坂
に
青
木
木
米
、
欽
古
堂
亀
祐
が
現
れ
た
。
御
庭

焼
、
藩
窯
拡
大
、
煎
茶
ブ
ー
ム
に
起
因
、
陶
工
か
ら
陶
工
へ
と
技
術
の
情
報
が
伝
播
す

る
。
木
米
著『
陶
器
手
録
』は
上
薬
・
絵
具
の
調
合
が
主
体
、亀
祐
著『
陶
器
指
南
』は
図

を
活
用
、
明
確
な
陶
法
情
報
を
組
み
込
む
な
ど
、
窯
業
地
か
ら
地
方
窯
・
地
方
の
陶
工

へ
と
作
陶
秘
伝
が
伝
え
ら
れ
る
。
時
代
の
需も

と
め
も
あ
り
、
趣
き
は
煎
茶
趣
味
、
中
国
明

末
清
初
期
の
陶
磁
器
へ
と
移
行
す
る
が
、
一
九
世
紀
、
江
戸
に
は
独
自
の
変
化
が
認
め

ら
れ
る
。
文
芸
の
風
潮
は
韻
文
に
流
れ
、全
国
的
に
俳
諧
が
流
行
。
門
流
と
し
て
貞
門・

談
林
・
蕉
門
な
ど
が
生
じ
、
俳
人
た
ち
は
「
系
譜
と
組
」、
属
す
る
系
統
と
同
好
会
を

形
成
す
る
。
絵
師
酒
井
抱
一
も
俳
諧
に
執
心
、
生
涯
俳
諧
を
伴
侶
と
す
る
が
、
光
琳
顕

彰
・
光
琳
画
を
江
戸
に
復
興
、
弟
乾
山
に
関
し
て
も
墓
所
の
発
見
、
記
念
碑
設
立
、『
乾

山
遺
墨
』
の
刊
行
な
ど
、
伝
書
・
書
物
・
作
品
類
を
蒐
集
、
乾
山
系
譜
作
成
の
糸
口
を

つ
く
る
。
吉
原
の
名
主
西
村
藐
庵
は
そ
れ
を
継
承
、
相
伝
の
一
部
と
し
て
陶
法
書
「
初

代
口
述
二
代
筆
記
」
を
加
え
、「
乾
山
世
代
書
」
を
著
し
た
。
一
方
、
や
き
も
の
を
主

題
と
し
て
俳
句
・
漢
詩
を
添
え
た
『
赤
繪
指
南
』
な
ど
も
刊
行
、
情
報
の
集
積
を
主
体

と
し
て
、
相
伝
の
意
識
は
徐
々
に
遠
ざ
か
る
。

　

幕
末
・
明
治
期
に
は
複
合
伝
書
、
単
冊
を
独
自
に
集
成
す
る
な
ど
合
冊
本
が
多
く
な

る
。
陶
法
書
は
手て
び
か
え控
形
式
、
情
報
は
内
容
よ
り
量
を
重
視
す
る
傾
向
に
転
化
す
る
が
、

素
人
か
ら
素
人
へ
と
「
素
人
伝
」
が
始
ま
り
、
資
料
の
収
集
に
は
江
戸
後
期
の
「
好
古

家
」活
動
の
影
響
を
推
測
。
好
古
家
は
古
い
器
物
、事
物
に
関
心
を
寄
せ
る
武
家・町
人
、

国
学
者
ら
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
。
使
用
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
珍
し
く
興
味
深
い
調
合
・

配
合
（
か
や
り
・
キ
ズ
隠
し
）
を
収
集
。
伝
書
か
ら
は
「
伝
」
と
す
る
陶
工
・
作
陶
者
の

名
は
消
え
、
代
わ
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
銘
、
楽
家
歴
代
・
光
悦
・
仁
清
・
道
八
な
ど
が
現
れ

る
。
絵
付
陶
器
の
道
標
に
は
乾
山
焼
が
立
て
ら
れ
る
が
、
専
ら
素
人
間
で
は
楽
焼
製
作
、

専
門
陶
工
は
中
国
陶
磁
器
・
交
趾
焼
な
ど
、
内
窯
用
絵
具
に
白し
ら
た
ま玉

（
ビ
ー
ド
ロ
）
を
入
れ
、

そ
れ
ら
の
調
合
・
配
合
を
記
し
た
陶
法
書
が
流
通
。
明
治
期
は
海
外
と
の
比
較
に
よ
っ

て
技
術
・
様
式
を
顧
み
る
な
ど
『
陶
器
燒
附
画
工
秘
傳
新
書
全
』
が
一
例
と
な
る
が
、
大

正
期
は
個
人
主
義
の
萌
芽
も
あ
り
、
伝
統
芸
能
の
復
活
と
と
も
に
再
度
素
人
陶
芸
が
注

目
。
近
代
陶
芸
の
先
駆
者
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
、
富
本
憲
吉
ら
が
活
躍
す
る
。

　

陶
法
書
に
共
通
す
る
内
容
は
、
本
窯
・
内
窯
釉
薬
、
限
定
さ
れ
た
上
薬
・
絵
薬
の

種
類
と
調
合
で
あ
る
。
技
術
は
単
純
、
何
ゆ
え
多
く
の
同
類
書
が
書
か
れ
た
の
で
あ
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ろ
う
。
価
値
は
技
術
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
が
、
一
八
世
紀
、
や

き
も
の
造
り
は
陶
工
で
は
な
く
部
外
者
・
著
者
か
ら
、
読
者
・
素
人
へ
と
技
術
の
「
報

道
」
が
活
字
化
さ
れ
た
。
窯
業
地
で
は
な
く
、
江
戸
、
大
坂
か
ら
の
刊
行
に
示
唆
が

あ
り
、
楽
茶
碗
に
心
を
寄
せ
る
多
く
茶
の
湯
者
ら
の
関
心
が
呼
び
起
こ
さ
れ
た
。

　

が
、乾
山
の
陶
法
書
は
、専
門
陶
工
か
ら
素
人
へ
と
向
け
ら
れ
た
初
の
伝
書
で
あ
る
。

　

一
つ
に
京
焼
本
流
を
受
け
継
い
だ
乾
山
焼
、
二
つ
に
尾
形
乾
山
個
人
の
表
現
と
そ

の
陶
法
を
完
成
し
た
こ
と
。
職
人
と
し
て
、
文
化
人
・
数
寄
者
と
し
て
、
そ
の
両
域

に
旗
印
を
掲
げ
る
が
、
提
供
さ
れ
た
情
報
は
多
く
後
世
の
作
陶
者
ら
の
指
針
と
な
り
、

併
せ
て
二
代
乾
山
猪
八
も
陶
法
書
を
著
す
な
ど
、
乾
山
焼
の
内
窯
陶
法
は
趣
味
者
・

素
人
間
へ
大
き
な
一
歩
を
提
供
す
る
。
江
戸
後
期
、
武
家
、
富
裕
町
人
ら
は
京
都
、

陶
業
地
か
ら
専
門
陶
工
を
招
き
、
数
寄
者
・
素
人
陶
芸
を
愉た

の

し
み
と
し
た
。
乾
山
は

仁
清
と
と
も
に
京
焼
の
陶
祖
と
さ
れ
た
が
、
陶
器
に
絵
画
的
表
現
を
可
能
に
し
、
創

案
し
た
色
絵
具
の
活
用
を
第
一
と
し
て
、
白
絵
具
こ
そ
が
彼
ら
の
興
味
の
対
象
と
な

る
。
白
・
黒
・
青
絵
具
、
様
式
で
は
阿
蘭
陀
模
倣
が
注
目
さ
れ
る
が
、

　
（
一
）
乾
山
の
白
絵
具
（
白
絵
土
）
は
、
良
質
白
土
の
入
手
困
難
な
状
況
下
、
素
地

の
色
調
を
変
え
る
・
陶
面
及
び
絵
付
面
の
調
整
・
装
飾
の
効
果
を
上
げ
る
・
絵
具
と

し
て
使
用
す
る
な
ど
、
絵
付
・
装
飾
に
お
い
て
如
何
に
白
色
が
重
要
で
あ
る
か
を
呈

示
し
た
。
技
術
面
で
も
焼
成
に
お
け
る
白
絵
具
の
盛
り
上
が
り
、
素
地
と
の
剝
離
を

防
ぐ
工
夫
、
着
色
顔
料
を
混
合
し
ブ
レ
ン
ド
色
を
考
案
す
る
な
ど
、
の
ち
に
作
陶
者

は
そ
れ
ら
を
ア
レ
ン
ジ
、
乾
山
名
を
冠
す
る
否
に
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
調
合
・
配
合
、

活
用
・
塗
り
方
ま
で
を
相
承
、
乾
山
焼
の
大
き
な
遺
産
の
一
つ
と
し
て
残
る
。

　
（
二
）
黒
絵
具
も
同
様
で
あ
る
。
留と

め
ぐ
す
り

薬
（
釉
薬
）
を
用
い
ず
し
て
直
接
器
面
に
書
・

画
を
描
き
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
が
、
青
・
二
藍
・
緑
色
絵
具
に
も
独
自
の
試
み
、

気
づ
か
ず
し
て
後
世
の
趣
味
者
は
多
用
す
る
な
ど
、
こ
れ
も
乾
山
焼
の
遺
産
で
あ
る
。

　
（
三
）
日
本
の
阿
蘭
陀
様
式
は
乾
山
創
案
。
二
代
猪
八
が
継
承
す
る
。
白
絵
具
を
基

調
と
し
て
多
彩
な
色
調
・
意
匠
様
式
・
形
状
他
に
乾
山
焼
の
特
異
性
が
発
揮
さ
れ
る
。

　

一
流
と
し
て
錦
手
絵
具
の
改
変
も
あ
る
が
、
乾
山
は
内
窯
絵
具
に
ビ
ー
ド
ロ
を
用

い
る
こ
と
は
白
・
黒
絵
具
を
専
ら
と
し
た
。
基
本
の
調
合
は
孫
兵
衛
伝
、
伝
統
的
な

上
薬
・
色
絵
具
に
限
定
、
絵
画
的
風
趣
と
そ
れ
に
適
し
た
絵
具
の
調
整
、
乾
山
考
案

の
陶
法
は
後
世
の
作
陶
者
ら
の
注
目
を
集
め
る
。

　
「
乾
山
焼
」
に
は
初
代
、
二
代
猪
八
の
陶
法
が
あ
る
。

　

初
代
乾
山
は
茶
の
湯
に
親
し
む
時
代
、
伝
統
的
な
大
和
絵
・
和
歌
の
風
趣
、
水
墨
画
・

漢
詩
の
世
界
を
描
き
出
す
。
古
典
の
風
趣
を
意
匠
と
し
、
色
彩
の
変
化
と
図
柄
の
意

外
性
、
兄
光
琳
の
創
り
出
し
た
光
琳
様
式
を
陶
器
に
表
現
。
本
窯
・
内
窯
、
両
陶
法

を
駆
使
、
中
国
・
朝
鮮
・
阿
蘭
陀
他
の
写
し
も
の
な
ど
、
日
本
に
新
た
な
装
飾
陶
器

の
風
致
を
伝
え
る
。
一
方
、
猪
八
も
乾
山
様
式
を
踏
襲
す
る
。
が
、
多
く
は
工
芸
意

匠
の
域
に
留
ま
り
、
楽
焼
な
ど
の
手
捏
陶
芸
の
台
頭
す
る
折
、
楽
焼
に
白
・
青
絵
具

を
入
れ
る
装
飾
を
考
案
。
色
彩
に
興
味
の
示
さ
れ
た
時
代
、
鮮
や
か
な
青
絵
具
を
強

調
、
阿
蘭
陀
様
式
、
惣
地
塗
り
の
交
趾
様
式
に
独
自
の
工
夫
を
試
み
る
。

　

晩
年
の
乾
山
は
江
戸
に
住
ま
い
し
兄
光
琳
を
強
く
意
識
。
色
彩
に
対
す
る
関
心
も

高
く
、
内
窯
陶
器
を
主
体
と
し
て
絵
画
用
顔
料
に
も
巾
を
広
げ
る
。
人
々
の
交
歓
も

活
発
な
折
、
茶
会
・
句
会
・
謡
会
な
ど
、
と
も
に
造
り
、
と
も
に
鑑
賞
。
芸
と
遊
と

の
領
域
が
し
だ
い
に
狭
ま
る
。
プ
ロ
意
識
、
が
、
心
は
数
寄
者
。
乾
山
の
陶
芸
は
こ

れ
ら
が
一
つ
と
な
っ
た
風
趣
を
伝
え
る
。
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―
乾
山
焼
と
陶
法
書
―

　

陶
法
書
・
伝
書
の
理
解
は
、
実
地
経
験
の
な
い
場
合
は
む
ず
か
し
い
。

　

茶
道
具
・
懐
石
道
具
・
趣
味
道
具
な
ど
、
使
用
、
鑑
賞
し
、
や
が
て
興
味
は
製

作
・
造
り
方
へ
と
移
行
す
る
が
、
や
き
も
の
は
筆
一
本
、
用
紙
一
枚
に
は
終
わ
ら

な
い
。
道
具
・
場
所
・
焼
成
の
た
め
の
窯
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
準
備
に
は

そ
れ
相
応
の
知
識
、
経
験
が
求
め
ら
れ
る
。

　

や
き
も
の
は
、
生
ま
れ
る
た
め
に
各
々
条
件
を
背
負
っ
て
い
る
。

　

土
・
砂
・
石
に
は
個
々
の
素
質
が
あ
り
、
形
造
る
た
め
に
は
土
の
可か
そ
せ
い

塑
性
（
粘

土
質
）、
熱
に
よ
っ
て
焼
し
ま
り
、
硝が
ら
す
し
つ

子
質
を
造
る
性
質
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

手て
づ
く捏

ね
は
多
く
楽
焼
の
意
に
用
い
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
桃
山
時
代
に
茶
の
湯

が
大
成
、
茶
を
喫
す
る
た
め
の
茶
碗
と
し
て
楽
焼
茶
碗
が
造
ら
れ
た
。
茶ち
ゃ
せ
ん筅
を
用

い
茶
が
点た

て
易
く
、
手
に
取
り
扱
い
易
い
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
色
・
形
・
焼
成

の
折
の
変
化
な
ど
、
茶
の
湯
者
ら
は
そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
に
心
を
向
け
た
。

　

楽
焼
は
中
国
明
代
に
造
ら
れ
た
河か
な
ん
さ
ん
さ
い

南
三
彩
を
基
盤
と
す
る
。
日
本
で
は
押
小
路

焼
、
樂
家
に
始
ま
り
、
押
小
路
焼
は
京
焼
に
吸
収
さ
れ
る
が
、
樂
家
は
今
日
ま
で

も
継
続
。
ざ
っ
く
り
と
し
た
土
を
用
い
、
鉛
質
（
炭
酸
鉛
）
と
珪
石
質
を
混
合
し

た
釉
薬
を
か
け
る
。
鉛
質
は
珪け
い
せ
き石

（
石
英
）
を
溶
か
し
硝
子
化
さ
せ
る
が
、
光
沢

を
与
え
る
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
、
乾
山
は
、
鉛
質
は
唐と
う
の
つ
ち

土
ま
た
は
白し

ろ
こ粉

、
珪
石

質
は
日ひ

ノ
岡お
か
い
し石
と
記
し
て
い
る
。
内
窯
焼
成
は
上う
わ
ぐ
す
り
薬
（
透
明
釉
薬
）、
絵え
ぐ
す
り薬

（
絵
具
）

と
も
に
こ
れ
が
す
べ
て
の
基
本
と
な
る
。
上
薬
に
着
色
顔
料
を
加
え
て
色
絵
具
を

作
る
が
、
江
戸
後
期
に
は
そ
れ
に
ビ
ー
ド
ロ
（
白
玉
・
硝
子
粉
）
を
入
れ
、
光
沢
を

工
夫
、
絵
具
の
密
着
、
安
定
度
を
高
め
る
な
ど
の
技
法
に
執
心
、
素
人
間
に
は
必

須
の
絵
具
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。 

　

江
戸
後
期
の
陶
法
書
に
よ
れ
ば
、
押
小
路
焼
孫
兵
衛
伝
・
乾
山
焼
内
窯
絵
具
は

古
式
と
さ
れ
た
。
使
い
こ
な
す
能
力
の
不
足
、
装
飾
に
絵
画
的
要
素
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
伝
書
類
に
は
古
物
、
古
く
見
せ
た
い
時
に
は

よ
ろ
し
い
と
あ
り
、
乾
山
の
真
意
、
陶
器
に
絵
画
的
な
表
現
を
試
み
る
こ
と
の
む

ず
か
し
さ
が
反
映
さ
れ
る
。

　

乾
山
焼
は
、
画
期
的
な
や
き
も
の
で
あ
っ
た
。
様
式
・
陶
法
と
も
に
新
機
軸
と

な
り
、
従
来
の
技
術
、
工
芸
意
匠
を
の
り
超
え
る
が
、
火
気
の
試
練
を
く
ぐ
り
抜

け
、
和
漢
の
画
讃
様
式
が
現
れ
た
。
丁
子
屋
町
で
は
古
典
を
脚
色
、
琳
派
様
式
の

意
匠
を
軸
に
一
般
化
に
も
力
を
入
れ
る
が
、
晩
年
に
は
絵
画
活
動
に
も
執
心
、
作

陶
に
も
色
彩
へ
の
関
心
が
強
く
み
ら
れ
る
。
が
、
八
一
歳
最
後
に
残
し
た
作
品
は

乾
山
の
最
も
得
意
と
し
た
書
作
品
、
和
歌
を
中
心
と
し
た
短た
ん
ざ
く
ざ
ら

冊
皿
で
あ
っ
た
。

　

後
世
の
模
倣
者
は
乾
山
焼
の
真
の
把
握
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

如
何
な
る
模
倣
も
真ま

ね似
ご
と
に
過
ぎ
な
い
が
、
普
遍
性
を
貴
ぶ
や
き
も
の
、
が
、

作
者
の
表
現
に
変
わ
り
は
な
く
、「
陶と
う
や冶

」
の
意
識
、
造
る
者
の
内
面
は
如
実
に

滲に
じ

む
。
専
門
絵
師
、
陶
工
の
助
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
乾
山
焼
は
乾
山
の
相す
が
たで

あ
る
。
乾
山
焼
の
陶
技
に
お
け
る
特
色
は
白
絵
具
・
白
絵
土
に
代
表
さ
れ
る
が
、

惣そ
う
じ地
塗
り
、
掛
け
分
け
、
絵
具
と
し
て
の
活
用
他
、
黒
絵
具
は
書
・
画
、
青
絵
具

は
阿
蘭
陀
様
式
に
顕
著
と
な
る
。
成
形
も
新
趣
向
の
角
皿
・
額
皿
・
筒
型
火
入
な

ど
の
形
態
は
難
し
い
。
背
後
に
あ
っ
た
二
代
仁
清
・
孫
兵
衛
ら
熟
練
陶
工
の
実
力

を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

　
「
顔
料
」
は
顔
に
塗
る
材
。
原
始
日
本
の
先
祖
た
ち
は
顔
に
色
を
塗
っ
て
い
た

と
い
う
（
鶴
田
榮
一
著
「
顔
料
の
歴
史
」）。
顔
料
の
始
ま
り
で
あ
る
が
、
古
来
人
類
の

は
じ
め
に
意
識
し
た
色
は
赤
色
と
さ
れ
る
。
縄
文
時
代
の
土
器
に
始
ま
り
、『
魏

志
倭
人
伝
』
に
は
大
人
も
子
供
も
顔
・
体
に
入
れ
墨
を
し
て
い
た
と
あ
る
が
、
赤

色
は
べ
ん
が
ら
（
良
質
の
丹
土
）、
青
色
は
墨
・
藍
、
黄
色
は
薑き

ょ
う（

は
じ
か
み
）
を
使

用
し
た
と
伝
承
。
色
料
は
土
か
ら
の
土
壌
採
取
、
植
物
か
ら
の
草
木
採
取
が
主
体

と
な
る
が
、
八
世
紀
に
な
り
銅
系
顔
料
が
現
れ
る
。
江
戸
期
使
用
の
顔
料
は
大
方

平
安
初
期
に
は
揃
う
と
さ
れ
る
が
（
鶴
田
榮
一
）、
桃
山
時
代
の
濃だ
み
え絵
・
紺こ
ん
ぺ
き
が

碧
画
に

は
紺
青
・
緑
青
を
多
用
。
顔
料
は
海
外
貿
易
に
頼
り
、
大
坂
道ど
し
ょ
う
ま
ち

修
町
に
は
輸
入
品

(48)



を
扱
っ
た
絵
具
屋
、
薬
種
屋
が
集
合
。『
樂
燒
秘
傳
』（
白
鷲
斎
）
に
も
道
修
町
三

丁
目
小
西
与
兵
衛
な
ど
の
名
が
認
め
ら
れ
る
。

　

乾
山
も
銀
の
カ
ラ
ミ
を
求
め
多
田
銀
山
を
訪
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
土
・
石
、

丹た
ん
ど土

も
扱
う
な
ど
、
鉱
物
を
産
す
る
地
域
で
は
と
も
に
顔
料
に
な
る
土
石
が
産

出
。
丹
土
は
当
時
日
本
に
お
い
て
は
輸
入
禁
止
の
一
品
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

顔
料
は
絵
具
と
し
て
『
倭わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ゅ
う

名
類
聚
集
』
に
「
圖
繪
具
」
と
あ
る
。「
染
繪
具
」

と
あ
る
染
料
と
は
別
で
あ
る
が
、
赤
絵
具
は
赤
土
が
原
料
、
黄お
う
ど土
を
用
い
る
。
焼

い
て
丹
土
、
イ
ン
ド
・
ベ
ン
ガ
ラ
か
ら
輸
入
し
た
弁
柄
丹
土
、
乾
山
使
用
の
緑ろ
く
は
ん礬

を
焼
き
返
し
た
絳ご
う
は
ん（
こ
う
ば
ん
）

礬 

も
ま
た
同
じ
役
割
で
あ
る
が
、
白
色
顔
料
は
鉛え
ん
ぱ
く白

（
白
粉
）

が
基
本
。
足
利
時
代
に
明
人
に
学
び
鉛
白
・
鉛
丹
な
ど
が
作
ら
れ
た
と
い
う
。
元

和
年
間
（
一
六
一
五
―
二
四
）、
需
要
に
伴
い
長な
が
よ
し
た
ん

吉
丹
・
勝
吉
丹
・
乗
久
丹
な
ど
の

区
別
も
生
じ
、『
内
竃
秘
書
』（
二
代
筆
記
）
に
は
乾
山
焼
カ
ボ
チ
ャ
色
と
し
て
長

吉
丹
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
白
粉
は
奈
良
朝
以
来
使
用
さ
れ
た
鉛な
ま
り
こ粉
で
あ
る
。

中
国
よ
り
渡
来
、
唐と
う
の
つ
ち
土
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

―
乾
山
以
後
の
陶
法
書
の
特
徴
―

　

乾
山
の
陶
法
は
京
都
と
江
戸
・
佐
野
に
伝
播
し
た
。
京
都
で
は
猪
八
、
江
戸
で

は
次
郎
兵
衛
、
佐
野
で
は
大
川
顕
道
へ
と
伝
承
す
る
が
、
猪
八
伝
『
陶
器
密
法
書
』

は
清
吾
か
ら
萬
古
焼
、
江
戸
の
小
梅
・
浅
茅
が
原
へ
と
波
及
。
陶
法
は
内
窯
焼
に

絞
ら
れ
る
が
、
初
代
伝
、
二
代
猪
八
伝
と
も
に
江
戸
へ
向
か
う
。
の
ち
に
両
者
は

混
同
さ
れ
る
が
、
多
く
楽
焼
陶
法
の
範は
ん
ち
ゅ
う
疇
に
入
れ
ら
れ
る
。

　

披
見
し
た
伝
書
か
ら
は
以
下
の
諸
点
が
指
摘
で
き
る
。

（
一
）
陶
法
書
・
伝
書
の
内
容
は
楽
焼
主
体

　

江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
素
人
間
に
親
し
ま
れ
た
陶
法
は
楽
焼
で
あ
る
。

　

後
世
、
伝
統
的
な
内
窯
陶
法
は
樂
家
、
乾
山
焼
の
二
流
に
限
定
。
陶
工
の
域
を

超
え
、「
陶
芸
」
の
芸
域
ま
で
高
め
ら
れ
る
が
、
素
人
間
の
楽
焼
は
作
陶
す
る
こ

と
、
個
人
の
愉
し
み
が
第
一
で
あ
っ
た
。『
百
工
秘
術
』
に
は
「
慰な
ぐ
さ
め
や
き

焼
」
と
あ
る
。

『
百
工
秘
術
』
は
享
保
九
年
、
元
文
元
年
『
樂
燒
秘
嚢
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
両
書

は
貴
重
な
手
本
・
手
引
書
と
な
る
が
、
や
が
て
素
人
陶
芸
間
に
は
銘
柄
意
識
（
ブ

ラ
ン
ド
）
が
成
立
、
一
つ
は
釉
薬
、
二
つ
は
作
者
・
作
風
へ
の
拘こ

だ
わり

（
樂
家
代
々
・
光
悦
・

空
中
な
ど
）
と
な
り
、
秘
伝
・
伝
書
の
入
手
に
腐
心
す
る
。
単
冊
か
ら
合
冊
本
へ
、

作
陶
の
愉た
の

し
み
は
知
識
の
蒐
集
へ
と
移
行
。
絵
具
一
色
に
対
し
て
種
々
の
異
な
る

配
合
・
調
合
が
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
根
源
に
は
絵
具
屋
・
材
料
屋
の
存
在
を
認
め

る
が
、
原
料
・
顔
料
、
や
が
て
手
本
・
指
導
者
・
専
門
家
の
紹
介
へ
と
及
ぶ
な
ど
、

組
織
・
人
脈
の
強
さ
を
発
揮
。
寄
合
、
趣
味
会
な
ど
を
媒
介
と
し
て
領
域
を
超
え

て
相
互
の
交
流
が
保
た
れ
る
。

（
二
）
専
門
陶
工
と
地
方
の
関
わ
り

　

陶
工
は
そ
れ
を
以
っ
て
生な
り
わ
い業

と
す
る
。
常
に
世
上
の
需
要
に
応
ず
る
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
。
仁
清
伝
に
も
呈
示
さ
れ
た
が
、
伝
書
の
前
半
は
時
の
茶
の
湯
者
ら
の

嗜し
こ
う好
に
随し
た
がい
、
高こ
う
ら
い麗
茶
碗
・
茶
入
製
作
な
ど
、
写
し
も
の
の
技
法
に
尽
く
さ
れ
る
。

木
米
・
亀
祐
時
代
も
同
様
に
文
人
趣
味
と
煎
茶
の
流
行
、
明
・
清
代
の
写
し
も
の

や
阿
蘭
陀
様
式
な
ど
が
専
ら
と
な
る
。
有
田
焼
の
磁
器
生
産
も
追
風
と
な
る
が
、

仁
清
焼
、
乾
山
焼
は
一
時
的
に
せ
よ
時
代
遅
れ
の
道
に
入
る
。

（
三
）
磁
器
の
発
展

　

当
時
富
裕
層
は
白
く
軽
く
創
意
あ
る
意
匠
の
有
田
焼
、
一
般
は
瀬
戸
産
磁
器
に

傾
倒
す
る
な
ど
、
有
田
焼
は
京
焼
を
凌し
の

ぐ
勢
い
と
な
る
。
京
焼
風
趣
、
ブ
ラ
ン
ド
・

銘
柄
の
影
は
稀
薄
と
な
り
、
や
が
て
京
都
も
磁
器
生
産
へ
と
転
換
す
る
が
、
遡
さ
か
の
ぼ 

っ
て
乾
山
も
磁
器
製
作
も
試
み
た
。
比ひ

ら良
の
白
土
を
求
め
て
お
り
、
鳴
滝
窯
跡
か

ら
は
染
付
磁
片
も
出
土
し
た
。
が
、
本
格
的
な
製
作
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
京
都

に
お
け
る
磁
器
生
産
は
文
化
年
間
頃
、
奥
田
頴
川
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
。

　

陶
工
の
陶
法
書
は
「
素
人
の
心
得
に
見
る
に
は
う
と
し
」（『
本
朝
陶
器
攷
證
』）

と
し
た
言
が
あ
る
。
陶
家
の
家
伝
・
秘
伝
は
専
門
陶
工
の
生
き
る
た
め
の
術す
べ

で

あ
っ
た
。
趣
味
者
の
翫も
て
あ
そ

 
び
ご
と
と
は
一
線
を
画
す
。

乾山江戸編(49)



「
内
竈
秘
書
」
―「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」―

①　
　
『
樂
燒
秘
傳　

好
古
樂
記　
淇
水
軒
』

② 

―
「
内
竃
秘
書
」
―

此
秘
書
ニ
あ
る
法
は　

極
古
記
法
に
て　

當
時
に

か
く
様
は
用
ひ
不
申　

好
古
樂
記
ニ
有
之
法
ニ
而

燒
候
方　

可
然
よ
し　

藤
垣
爐
扇
申
付
候
事

③ 

　
　
　
　

内
竃

　

上＊

懸
藥

一　

白
粉 

 

百
目

一　

日
ノ
岡
石 

 

四
拾
目

　
　

 

右
能よ

く

摺す
り　

フ
ノ
リ
ニ
テ
ト
キ
懸か

け

ル 

石い
し

の
儀ぎ

は
三
拾
五
六

匁
モ
ヨ
シ　

惣そ
う
じ
て而
物
ニ
ヨ
ル
ナ
リ

　
　
　
　
繪
具
黒＊

④ 

一　

南
京
コ
ス 

 

三
匁

一　

カ
ナ
ハ
タ 

 

拾
匁

　

右
能
摺 

水す
い
ひ飛

イ
タ
シ 

フ
ノ
リ
ニ
カ
ハ
ニ
テ
ト
キ

　

カ
ク
ナ
リ

　
　
　
　

赤＊

一　

土
朱 

 

一
味

　

右
之
内
江へ 

上じ
ょ
う
じ
ょ
う

々
ベ
ン
カ
ラ
少
シ
入 

フ
ノ
リ
斗ば

か
り

⑤ 

　
　
　

萌＊

黄

一　

白
粉 

 

拾
匁

一　

日
ノ
岡
石 

 

四
匁

一　

録
（
緑
）
青 

 

弐
匁
五
分
余

　

右
フ
ノ
リ 

ニ
カ
ハ
ニ
テ
ト
キ 
カ
ク
ナ
リ

　
　
　
　

紺＊

一　

白
粉 

 

拾
匁

　

初
代
乾
山
に
は
江
戸
で
認
め
た
『
陶
工
必
用
』、
佐
野

に
お
い
て
著
し
た
『
陶
磁
製
方
』
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
こ
に
初
代
乾
山
の
陶
法
を
伝
え
る
一
冊
（
写

本
。
宝
暦
一
〇
年
一
七
六
〇
・
明
和
三
年
一
七
六
六
）
を
見

い
出
し
た
が
、
江
戸
入
谷
村
に
お
い
て
乾
山
を
支
え
、
そ

の
死
を
輪
王
寺
宮
坊
官
進
藤
周す

お
う
の
か
み

防
守
に
伝
え
た
（
推
定
）

二
代
乾
山
次
郎
兵
衛
の
著
し
た
陶
法
書
の
写
本
で
あ
る
。

乾
山
口
述
を
筆
記
、「
初
代
口
述
二
代
筆
記
」
と
し
て
記

録
さ
れ
た
が
、
こ
の
た
び
加
賀
文
庫
（
都
立
中
央
図
書
館
）

に
そ
の
写
本
を
発
見
。
内
容
、
奥
書
、
年
紀
・
書
者
の
花

押
型
な
ど
か
ら
二
代
筆
記
の
写
本
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

合
冊
本
『
樂ら

く
や
き
ひ
で
ん

燒
秘
傳
』
中
、
楽
焼
陶
法
・
色
薬
代
銀
積
・『
百

工
秘
術
・
磁
工
門
』
抜
萃
書
写
の
後
に
編
さ
れ
、
素
人
陶

芸
楽
焼
陶
法
に
加
え
た
も
の
と
推
考
す
る
。

　

冒
頭
、
乾
山
伝
は
「
極
古
記
法
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

乾
山
伝
は
京
都
押
小
路
焼
孫
兵
衛
伝
の
内
窯
釉
薬
・
色
絵

具
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
媒ば

い
よ
う
ざ
い

溶
剤
と
し
て
白
玉
・
ビ
ー
ド
ロ

が
入
ら
な
い
。
上う

わ
ぐ
す
り
薬
を
薄
く
掛
け
る
な
ど
、
乾
山
の
目
指

し
た
絵
画
的
表
現
を
巧
み
に
彩
っ
た
釉
下
色
絵
具
で
あ
る

が
、
使
い
こ
な
せ
る
者
は
孫
兵
衛
・
初
代
乾
山
迄
の
こ
と
、

二
代
猪
八
も
凡
そ
半
分
の
色
絵
具
に
ビ
ー
ド
ロ
を
加
え
て

い
る
。
仁
清
伝
錦
手
絵
具
、
乾
山
一
流
白
・
黒
絵
具
及
び

錦
手
絵
具
の
改
変
、
白
絵
具
を
合
わ
せ
た
ブ
レ
ン
ド
色
に

は
ビ
ー
ド
ロ
が
交
じ
る
が
、
孫
兵
衛
伝
の
釉
下
色
絵
具
に

用
い
る
こ
と
は
な
く
、
や
ま
と
絵
調
の
絵
付
も
江
戸
で
は

時
代
遅
れ
の
感
が
あ
っ
た
。

　

絵
具
の
溶
解
を
助
け
、
耐
火
度
を
高
め
る
ビ
ー
ド
ロ

は
、
江
戸
後
期
の
趣
味
者
陶
芸
・
陶
法
書
類
に
現
れ
る
特

徴
で
あ
る
。
絵
具
の
安
定
、
素
焼
素
地
に
も
無
理
な
く
密

着
、
失
敗
を
防
ぐ
た
め
に
は
楽
焼
、
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
に

は
必
要
不
可
欠
の
顔
料
で
あ
っ
た
。

⑤ ④ ③

「
好
古
樂
記

好
古
老
人
ニ
道
を
聞 

学
ひ 

倶
ニ
燒

試
た
る
お
も
む
き
左
に
し
る
す

　

好
古
ハ
京
都
五
條
烏
丸
通
リ
下
ル

町　

樂
燒
師
家
元
吉
左
衛
門
隠
宅
手

代
紋
右
衛
門
と
申
も
の
よ
り
傳
を
得

て
燒
始　

夫
ゟ
さ
ま
〳
〵
工
風
し
て

妙
を
得
た
リ　

是
を
好
古
釡
と
い
ふ

　

好
古
老
人
ハ
田
母
神
三
作
号
笠
下

員
濃
風
之
俳
諧
を
よ
く
す　

又
書
画

に
妙
あ
り　

樂
銘
自
樂
と
い
ふ　

尤

『
樂
燒
秘
傳 
好
古
樂
記 

淇
水
軒
』

一
、
初
代
乾
山
系
陶
法
書
（『
樂
燒
秘
傳 

好
古
樂
記
』
中 「
内
竃
秘
書
」
―
「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」
―
）
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫

『
樂
燒
秘
傳　

好
古
樂
記　

淇
水
軒
』　

①

合
冊
本
表
紙
（
都
立
中
央
図
書
館
蔵
・
加
賀

文
庫
）

『
内
竈
秘
書
』（
合
冊
本
表
題
と
同
筆
） 

②

「
好
古
樂
記
」
冒
頭
・
末
部
三
行
は
朱
字
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⑥ 

一　

日
ノ
岡
石 

 

四
匁

一　

花
紺
青 

 

六
匁

　

右
フ
ノ
リ 

ニ
カ
ハ
ニ
テ
ト
キ

　
　
　
　

紫＊

一　

紫
ビ
イ
ド
ロ 

 

拾
匁

一　

白
粉 

 

弐
匁

　

右
フ
ノ
リ 

ニ
カ
ハ
ニ
テ
ト
キ

⑦ 

　
　
　
　

黄＊

一　

唐
白
目 

 

壱
匁

一　

白
粉 

 

五
分

一　

日
ノ
岡
石 

 

五
分

　

右
フ
ノ
リ
斗ば

か
りニ

テ
ト
キ
唐と

う
の
つ
ち

土 

石
ハ
六
分
宛
ニ
テ
モ

　

ヨ
シ

⑧ 

　
　
　
　

白＊

一　

白
粉 

 

三
拾
五
匁

一　

水
戸
石 

 

三
拾
匁

　

 

塩
一　

ヱ
ン
シ
ヤ
ウ 

 

拾
壱
匁

　

右
三
色
の
掛か

け
め目
の
半
分 

豊ぶ
ん
ご
づ
ち

後
土
ヲ
三
拾
八
匁
入
也

　

フ
ノ
リ 

ニ
カ
ハ
ニ
テ
ト
キ 

繪
具
ニ
モ 

下し
た
じ地

塗
ル
ニ
モ

　

ヨ
シ

⑨ 

　
　
　
　

鼠＊

色

一　

是
ハ
白
繪
具
ノ
内
江へ 

黒
繪
具
少
シ
入

　

ヌ
ル
ナ
リ　

フ
ノ
リ 

ニ
カ
ハ
ニ
テ
ト
キ

　
　
　
　

薄＊

浅
黄

一　

是
ハ
白
繪
具
ノ
中
へ 

紺
青
ヲ
少
シ
入

　

フ
ノ
リ 

ニ
カ
ハ
ニ
テ
ト
キ

　
　
　
　

桃＊

色

一　

白
ノ
中
ヘ
紅
カ
ラ
少
シ
入
也

　

フ
ノ
リ
ニ
カ
ワ
ハ

　

江
戸
に
お
け
る
乾
山
の
陶
法
は
二
冊
の
自
筆
伝
書
、
佐

野
大
川
氏
『
陶
器
伝
書
』
が
伝
え
る
。
当
伝
書
は
大
方
そ

れ
ら
に
一
致
す
る
が
、
厳
密
に
は
孫
兵
衛
伝
と
乾
山
一
流

陶
法
を
合
わ
せ
た
調
合
で
あ
り
、
一
つ
に
江
戸
に
お
け
る

入
手
可
能
な
原
料
・
顔
料
、
二
つ
に
次
郎
兵
衛
に
よ
る
工

夫
も
加
え
ら
れ
た
も
の
と
推
考
す
る
。

＊
上う

わ
か
け
ぐ
す
り

懸
藥
：
懸
薬
は
掛
薬
、
上
薬
・
透
明
釉
薬
の
こ
と
で

あ
る
。『
陶
工
必
用
』『
陶
器
傳
書
』（
大
川
顕
道
手
控
）
と

も
ほ
ぼ
一
致
。
な
か
で
も
顕
道
手
控
「
日
岡
石
三
十
五
匁

よ
り
三
十
七
八
匁
迄
」
と
は
同
じ
で
あ
る
。

＊
黒
：『
陶
工
必
用
』
と
は
ほ
ぼ
同
じ
。
と
く
に
『
陶
器

傳
書
』
黒
絵
薬
の
調
合
と
は
全
く
一
致
。

＊
赤
：『
陶
工
必
用
』『
陶
器
傳
書
』
と
同
一
。「
土つ

ち
し
ゅ朱
」

は
黄
土
と
同
じ
役
割
で
あ
る
が
、
色こ

し
へ
ん
が
ら

深
紅
朱
と
も
あ
り
、

赤
土
の
意
、
絵
画
で
も
陶
磁
器
で
も
用
い
る
と
あ
る
（『
本

朝
画
法
大
傳
』
一
六
九
〇
刊
）。

＊
萌も

え
ぎ黄

：「
緑
」
に
代
わ
り
「
萌
黄
」
と
あ
る
。
調
合
は

『
陶
工
必
用
』『
陶
器
傳
書
』「
緑
」
の
調
合
と
ほ
ぼ
同
じ
。

＊
紺
：『
陶
工
必
用
』『
陶
器
傳
書
』
の
「
緑
」
の
調
合
と

ほ
ぼ
同
一
。
乾
山
は
「
唐
紺
青
」
を
用
い
る
が
、
当
伝
書

及
び
『
陶
器
傳
書
』
は
「
花
紺
青
」
と
す
る
。

＊
紫
：『
陶
工
必
用
』
に
「
白
粉
十
匁　

日
岡
石
四
匁
呉

洲
藥
の
内
色
赤
ク
見
ヘ
候
ヲ
か
け
め
五
分
」
と
あ
る
。

＊
黄
：
調
合
の
割
合
に
関
し
表
示
の
分
と
匁
が
反
対
か
。

＊
白
：『
陶
工
必
用
』
白
絵
具
略
方
に
「
水
戸
ゟ
出
候

火ひ
う
ち
い
し

打
石
三
十
め
・
白
粉
三
十
五
匁
・
ゑ
ん
セ
う
十
一
匁
」

と
あ
る
。
当
伝
書
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

＊
鼠
色
：『
陶
磁
製
方
』
に
「
白
ゑ
の
く
藥
へ
黒
ノ
合
ゑ

の
く
ヲ
交
候
・
フ
ノ
リ
・
ニ
カ
ワ
等
分
」
と
あ
る
。

＊
薄
浅
黄
：
陶
磁
製
方
』
に
「
白
ゑ
の
ぐ
ニ
紺
ノ
合
ゑ
の

く
ヲ
少
交
申
候
・
フ
ノ
リ
・
ニ
カ
ワ
等
分
」。

＊
桃
色
：
陶
磁
製
方
』
に
「
白
ゑ
の
ぐ
ニ
弁
柄
丹
土
ノ

上
々
ヲ
少
交
申
候
・
フ
ノ
リ
・
ニ
カ
ワ
等
分
」。

⑥⑧ ⑦⑨

一
己
之
奇
人
な
り
（
以
下
朱
字
）
好

古
樂
記
ハ
藤
垣
爐
扇
書
記
に
し
て
尤

秘
書
な
り　

爐
扇
俗
称
小
林
源
兵
衛

　

哥
詠
□
（
諧
か
）
を
よ
く
す　

又

樂
燒
に
妙
を
得
た
り
」

以
上
は
『
好
古
樂
記
』
冒
頭
の
言
で

あ
る
。
好
古
老
人
は
樂
吉
左
衛
門
隠

宅
手
代
紋
右
衛
門
か
ら
楽
焼
技
術
を

習
得
、
書
・
画
・
俳
諧
に
妙
あ
り
と

い
う
。

（
先
号
「
乾
山
焼
陶
法
伝
書
と
そ
の
伝
播
」

で
は
「
好
古
」
を
小
林
源
兵
衛
と
し
た

が
誤
認
。
訂
正
い
た
し
ま
す
）

　

爐ろ
せ
ん扇
は
姓
藤
垣
、
俗
名
小
林
源
兵

衛
、
天
保
時
代
の
俳
諧
人
。「
好
古

老
人
は
俳
諧
・
書
・
画
に
妙
、
自
樂

と
称
し
一
己
之
奇
人
な
り
」
と
述

べ
、
と
も
に
俳
諧
、
楽
焼
を
娯
し
み
、

同
書
を
纏
め
た
も
の
と
考
え
る
。
乾

山
焼
に
関
し
、「
内
竃
秘
書
」
冒
頭

に
は
朱
字
に
て
次
の
よ
う
な
爐ろ

せ
ん扇
の

言
が
あ
る
（
本
文
と
は
異
筆
）。

　
「
此
秘
書
ニ
あ
る
法
は
極
古
記
法

に
て　

當
時
に
か
く
様
は
用
ひ
不
申

　

好
古
樂
記
ニ
有
之
法
ニ
而
燒
候
方

　

可
然
よ
し　

藤
垣
爐
扇
申
付
候

事
」

　

此
の
秘
伝
は
極
め
て
古
く
、
今
日

用
い
る
こ
と
は
な
い
。
代
わ
っ
て
当

『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
』
に
記
載

し
た
別
法
を
勧
め
る
と
し
た
意
で
あ

る
が
、
乾
山
焼
内
窯
絵
具
は
押
小
路

焼
孫
兵
衛
か
ら
伝
授
さ
れ
た
調
合
で

乾山江戸編(51)



⑩　
　
　

 

別
法

　
　
　
　

白＊

一　

白
ビ
イ
ト
ロ 

 

拾
匁

一　

白
粉 
 

弐
匁

一　

豊
後
土 
 

五
匁

　

右
フ
ノ
リ 

ニ
カ
ハ
ニ
テ
ト
キ 

　
　

 

別
法

　
　
　
　

金＊

泥

⑪ 

一　

金
デ
イ 

 

壱
分

一　

ホ
ウ
シ
ャ 

 

三
分

　

右
フ
ノ
リ 

ニ
カ
ハ 

右
泥で

い

ハ 

箔は
く

ヲ
手
前
ニ
テ
ケ
シ

　

候そ
う
ろ
う
て
つ
か
う
こ
と

而
遣
事　

 

至い
た
っテ
ヨ
シ　

　
　

 

別
法

　
　
　
　

萌＊

黄

一　

白
粉 

 

拾
匁

⑫ 

一　

日
ノ
岡 

 

三
匁

一　

録
（
緑
）
青 

 

弐
匁

　

是
ハ
上う

わ
ぐ
す
り

藥
ナ
シ 

青
ノ
燒
如 

フ
ノ
リ
ニ
テ

　

ト
キ
貳に

へ
ん遍
引ひ

く

ナ
リ

　
　

 

別
法

　
　
　
　

カ＊

ホ
チ
ャ
色

一　
 

ダ＊

ハ
ク
ト 

長＊
な
が
よ
し

吉
タ
ン
ト 

當
分
ニ
合 

上
藥
ニ

テ
ト
キ
ヌ
ル
ナ
リ 

カ
ホ
チ
ャ
色
ニ
ナ
ル 

上
藥

ナ
シ

⑬ 

　
　
　
　

タ＊

レ
藥

一　

銅
ノ
粉 
フ
ノ
リ
ニ
テ
ト
キ 

上
藥
懸
ル

　
　
　
　

瑠＊

璃
色

一　

白
粉 

 

五
匁
強

一　

日
ノ
岡 

 
壱
匁
三
分
五
厘
強

一　

上
紺
青 

 
壱
匁
四
分

＊
別
法
白
：『
陶
工
必
用
』
白
絵
具
と
ほ
ぼ
同
一
。
白
絵

具
（
白
絵
土
）
に
お
い
て
豊
後
土
を
扱
う
調
合
は
乾
山
の

切
り
札
で
あ
る
が
、
江
戸
で
は
豊
後
土
の
入
手
は
困
難
。

そ
こ
で
こ
こ
に
「
別
法
」
と
記
し
た
か
。

＊
金
泥
：『
陶
工
必
用
』
で
は
「
金
泥
一
匁　

ほ
う
し
ゃ

弐
分
」。『
陶
磁
製
方
』
で
は
「
金
の
消し

ょ
う
で
い
泥
壱
分　

上
々
透す

き

ホ
ウ
シ
ヤ
三
厘
」
と
あ
る
。

＊
別
法
萌
黄
：
先
の
「
萌
黄
」
と
大
方
同
割
合
で
あ
る

が
、
石
・
緑
青
が
や
や
少
な
い
。「
上
藥
ナ
シ
」、「
貳
遍
引
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
素
地
塗
り
の
調
合
か
。

＊
別
法
カ
ボ
チ
ャ
色
：『
陶
磁
製
方
』
に
「
又
カ
バ
色
ト

も
可
申
候
歟　

白
粉
五
匁　

日
岡
石
弐
匁
七
分　

弁
柄
丹

土
三
匁
」
と
あ
り
、
カ
ボ
チ
ャ
色
の
調
合
を
い
う
か
。

＊
「
ダ
ハ
ク
」
は
「
陀
白
」
か
。
蜜
陀
僧
と
も
称
さ
れ
る

が
、
一
酸
化
鉛
に
は
黄
・
白
色
が
あ
り
、
そ
れ
を
い
う
か
。

＊
長な

が
よ
し吉
タ
ン
：
鉛
に
硫
黄
・
硝
石
を
加
え
て
焼
い
た
も
の

（『
天
工
開
物
』）。
鉛
の
酸
化
物
で
鉛
丹
と
も
い
う
が
、
黄

色
を
帯
び
た
赤
色
。
絵
の
具
、
ま
た
薬
用
と
さ
れ
る
。
一

七
世
紀
頃
か
ら
分
類
が
始
ま
り
、
絵
具
類
の
種
別
品
目

（
品
位
）
に
長
吉
・
勝
吉
・
乗
久
・
市
兵
衛
・
勝
久
・
正
兵
衛
・

光
明
・
菊
丹
な
ど
の
銘
が
あ
っ
た
と
い
う
（「
顔
料
の
歴

史
」）。「
長
吉
」
は
人
物
名
、
菊
丹
は
菊
印
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
の
銘
で
あ
る
が
、
泉
州
堺
で
産
す
る
長
吉
丹
は

上
等
と
さ
れ
、
伏
見
人
形
の
製
造
法
を
記
し
た
文
献
に
よ

れ
ば
、
所
用
の
絵
具
と
し
て
は
「
丹
、
長
吉
丹
か
勝
吉
丹

を
用
う
べ
し
」
と
あ
る
（『
日
本
地
誌
略
物
産
弁
』
巻
四
）。

＊
タ
レ
藥
：
還
元
焼
成
で
あ
れ
ば
含
ま
れ
る
銅
粉
は
赤
色

に
な
る
。
こ
の
現
象
は
黒
楽
茶
碗
な
ど
釉
薬
の
二
重
掛
け

に
み
ら
れ
る
。

＊
瑠
璃
：
孫
兵
衛
伝
「
紺
」
で
あ
る
。「
白
粉
十
匁　

日

岡
石
四
匁　

唐
紺
青
六
匁
」
と
あ
る
が
、
乾
山
も
瑠
璃
色

と
は
せ
ず
、
仁
清
伝
・
本
窯
に
「
る
り
藥
」
と
あ
る
。

⑪⑫⑬

あ
る
。
媒
溶
剤
に
白
玉
・
ビ
ー
ド
ロ

を
用
い
な
い
調
合
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
最も

は
や早
古
式
と
さ
れ
た
こ
と
が
分
明

す
る
。
時
代
と
と
も
に
技
術
、
装
飾

様
式
の
簡
略
化
、
や
き
も
の
は
席
焼

な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
素
人
陶
芸
が

流
行
。
ガ
ラ
ス
玉
・
ビ
ー
ド
ロ
を
入

れ
、
絵
薬
を
素
焼
・
素
地
に
楽
に
密

着
さ
せ
る
な
ど
絵
具
の
安
定
、
失
敗

の
少
な
い
技
法
・
調
合
が
盛
行
す
る
。

　

内
窯
陶
法
は
、
低
火
度
焼
成
、
素

焼
の
素
地
と
絵
具
、
上
薬
さ
え
あ
れ

ば
、
持
ち
運
び
可
能
な
小
窯
を
用
い

て
難
な
く
作
陶
。
本
焼
素
地
に
絵
付

を
施
す
錦
手
絵
具
の
智
慧
を
融
合
、

簡
便
な
製
陶
方
法
が
工
夫
さ
れ
た

が
、
釉
薬
・
土
の
調
合
を
記
し
た
秘

書
・
伝
書
な
ど
が
盛
行
。
作
陶
上
の

レ
セ
ピ
ー
が
寄
せ
集
め
ら
れ
た
。
繰

り
返
し
同
じ
こ
と
を
記
録
。
実
際
に

造
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
人
か
ら

人
へ
、
素
人
陶
芸
は
そ
の
知
識
を
愉

し
む
と
し
た
傾
向
を
示
す
。

　

乾
山
自
身
、
江
戸
で
は
数
寄
者
の

一
人
で
あ
っ
た
。
調
合
書
は
秘
伝
と

し
な
が
ら
、
乾
山
焼
陶
法
は
秘
伝
と

す
る
こ
と
無
用
也
と
考
え
て
い
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

⑩
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⑭ 

一　

白
ビ
イ
ド
ロ 

 

少
シ
入
ル

　
　
　
　

交＊
こ
う
ち知

（
趾
）
青

一　

白
粉 
 

五
匁
強

一　

日
ノ
岡 

 

壱
匁
五
分
五
厘
強

一　

録
（
緑
）
青 

 

九
分

一　

青
ビ
イ
ド
ロ 

 

弐
分
五
厘

⑮ 

　
　
　
　

赤＊

繪
具

一　

白
粉 

 

弐
匁
八
分
余

一　

日
ノ
岡 

 

七
分
五
厘

一　

土
朱 

 

八
分

一　

上
紅
柄 

 

少
シ
入

一　

白
ヒ
イ
ト
ロ 

 

少
シ
入

⑯　

 

右
三
色 

上
藥
ナ
シ 

京＊

土
物
引＊

土
物
ニ
テ
モ 

其
上
へ　

繪
書
候
得
は 

繪え
ば
か
り斗

ニ
つ
や
出
ル
法

　
　

 

色
能

　
　
　
　

紺＊

青

一　

上
々
紺
青 

 

壱
匁

一　

白
玉 

 

八
分
入

　

〆
フ
ノ
リ 

ニ
カ
ハ
ニ
テ
ト
キ

⑰　

 
 

　
　

乾
山

  
 

 

　
　
燒
法

　
　
　

明
和
三
丙
戌
年　

七
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近＊

藤
安
治
郎
写
之

　
　
　
　
　
　
　
　

是
ハ
又
傳
之
也

＊
交
知
（
趾
）
青
は
青
と
い
う
が
、
緑
色
の
調
合
。
文
化

文
政
時
代
頃
か
ら
多
く
使
わ
れ
る
が
、
青
ビ
ー
ド
ロ
を
混

入
、
素
地
塗
り
を
行
う
。

＊
赤
繪
具
：『
陶
工
必
用
』『
陶
磁
製
方
』
で
は
山
黄
土
に

緑
礬
の
焼
返
し
絳
礬
を
少
し
加
え
る
と
あ
る
。

＊
京
土
物
：
京
焼
陶
器
、
粟
田
口
・
清
水
焼
な
ど
の
や
き

も
の
を
い
う
。

＊
引
土
物
：
本
焼
、
装
飾
を
施
す
前
の
素
地
を
い
う
か
。

＊
色い

ろ
よ
き能
紺
青
：
紺
青
・
白
玉
の
割
合
は
約
一
対
一
。『
陶

器
總
録
』（
松
田
元
寧
著
）
で
は
紺
青
十
匁
対
白
玉
十
匁
。

三
浦
乾
也
伝
『
陶
術
秘
法
書
』（
井
伊
直
弼
著
）
で
は
花
紺

青
一
匁
対
白
玉
一
匁
・
唐
土
五
分
五
厘
と
あ
り
、
調
合
は

『
陶
術
秘
法
書
』
に
近
い
。

＊
近
藤
安
治
郎
：
浅
草
駒
形
絵
具
問
屋
に
近
藤
氏
の
名
が

あ
る（『
本
竃
樂
燒
唐
物
藥
秘
方
全
』）。
同
一
人
物
か
は
不
明
。

　

当
伝
書
『
内
竃
秘
書
』（「
初
代
口
述
二
代
筆
記
」）
は
、

１
、
乾
山
自
筆
の
二
冊
『
陶
工
必
用
』『
陶
磁
製
方
』

２
、
大
川
手
控
『
陶
器
傳
書
』
の
孫
兵
衛
の
内
窯
陶
法

３
、『
陶
磁
製
方
』
の
惣
地
塗
り
の
一
部

以
上
の
各
分
野
か
ら
抽
出
、
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

長
吉
丹
、
朱
土
な
ど
は
絵
画
に
使
用
す
る
絵
具
に
み
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
調
合
か
ら
推
測
し
、
や
き
も
の
は
楽
焼
、

写
し
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
色
彩
を
楽
し
む
「
ア
マ
チ
ュ

ア
」
陶
芸
の
感
を
深
く
す
る
。

　

末
尾
に
、
伝
書
と
な
す
こ
と
、
堅
く
無
用
と
あ
る
が
、

乾
山
は
も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
陶
法
書
を
伝
書
と
す
る
こ
と

は
念
頭
に
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
す
る
。
そ
れ
も
初
代
乾

山
伝
と
す
る
理
由
で
あ
る
が
、
次
郎
兵
衛
か
ら
三
代
宮
崎

富
之
助
、
や
が
て
西
村
藐
庵
を
通
じ
三
浦
乾
也
の
陶
術
へ

と
伝
播
。
一
方
、『
陶
工
必
用
』
も
勝
任
、
矢
田
陪
氏
か

ら
水
上
蘆
川
へ
と
伝
わ
り
、
蘆
川
も
俳
人
で
あ
っ
た
と
推

測
す
る
が
、
こ
ち
ら
か
ら
の
流
出
も
想
定
。
江
戸
に
お
け

る
初
代
乾
山
の
陶
法
は
拡
散
し
た
か
と
推
測
す
る
。

⑰ ⑯ ⑭⑮

⑱

⑱
右み
ぎ
う
ち
が
ま
の
ほ
う

内
竃
之
法 　

雖ひ
で
ん
と
な
す
と
い
え
ど
も

為
秘
傳

依こ
ん
も
う
に
よ
っ
て

懇
望　

 

令そ
う
で
ん
せ
し
む
も
の
な
り

相
傳
者
也 　

尤
も
っ
と
も 

右み
ぎ
ほ
う
し
ょ
も
う
の
ひ
と（
じ
ん
）こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う
と
も

法
所
望
之
仁
有
之
候
共

作で
ん
と
な
す
こ
と

傳　
　

堅か
た
く
む
よ
う
と
な
す
べ
き
も
の
な
り

可
為
無
用
者
也

仍よ
っ
て
い
っ
さ
つ
か
き
く
わ
え
る
と
こ
ろ
く
だ
ん
の
ご
と
し

一
札
書
加
所
如
件

　
　

干か
ん
じ（
と
き
に
）

時　

宝
暦
十
年 

七
月

　
　
　
　

乾
山
省
古
（
花
押
）

　
『
古
画
備
考
』
に
は
、

「
右
之
通
我
等
江 

末
期
ニ
相
送
候
處 

紛

無
之
者
也 

依
之
貴
方
儀 

右
流
レ 

御
懇

望
ニ
付 

右
逸
々
相
譲
者
也　

爲
後
證

添
書
加
ヘ
候
處 

仍
如
件

　

明
和
三
年
戌
三
日

　
　
　
　
　
　
　

二
代
目
乾
山
（
花
押
）

　

弟
子
宮
崎
富
之
助
殿
」

と
あ
る
。
二
代
目
乾
山
の
花
押
型
、
弟

子
宮
崎
富
之
助
が
確
認
さ
れ
る
。

『
古
画
備
考
』
二
代
目
乾
山
花
押

（
弟
子
宮
崎
富
之
助
殿
）

乾山江戸編(53)



①
『
錦
齋
集
』：「
白
鷲
斎
一
流
傳
」「
樂
燒
藥
秘
方
」

筆
者
大
塚
白
鷲
斎
宗
貫
・
書
写
信
政
斎
爲
政
か
・
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）　

合
冊
本
の
成
立
明
治
三
〇
年　

東
京
国
立
博
物
館白

鷲
斎
一
流
傳
樂
燒
極
み
つ
の
法 

④

『
錦
齋
集
大
塚
白
鷲
斎
宗
貫
博
之
』
表
紙 
①

①　

―
『
錦
齋
集
』　
大
塚
白
鷲
齋
宗
貫
傳
之
―

樂
家
略
史

②　

け
ん
山

　

尾
形
氏
ニ
て
弟
ニ
光
琳
と
申
名
画
人
有　

け
ん
山
三
代
有　

初
代
伊
エ

門　

弐
代
伊
兵
へ　

三
代
伊
左
衛
門
也　

初
代
ハ
高
名
書
家
ニ
て　

け
ん

山
の
書
入
と
う
ニ
有　

筆
位
さ
か
ん
ニ
し
て
ミ
事
也　

藥
も
る
り
藥　

其

外
色
お
さ
し
て
書
画
す
る
に　

其
色
ば
つ
く
ん
也　

二
代
目
ハ
又
書
入
す

こ
し
お
と
れ
リ　

三
代
目
ハ
書
入
流
か
わ
り
ニ
て
ま
□
し　

其
後
出
來
ハ

色
藥
に
じ
ミ
て
あ
し
ゝ

　
　

お
り
べ

　

古
田
氏
の
こ
の
み
の
藥
ニ
て　

元
來
ハ
唐
燒
の
一
傳
也　

地
白
ニ
す
こ

し
あ
か
ミ
さ
し
て
ち
ゞ
ミ
の
出
来
有　

尾
わ
り
ニ
て
燒
有
又
ハ
京
ニ
て
燒

有　

何
れ
手
づ
く
ね
と
て
ろ
く
め
な
く　

も
へ
き
藥
か
ゝ
り
た
る
ハ　

た

ん
ば
ん
も
へ
き
ト
申
て　

た
め
て
色
の
中
ニ
す
こ
し
白
ミ
有　

黒
藥
ニ
て

書
た
る
も
や
う
ハ　

あ
か
ミ
有
と
知
る
べ
し

　
　

仁
清

　

清
水
の
元
祖
ニ
し
て
仁
右
衛
門
と
申
人
也　

後
に
入
道
し
て
仁
清
と
申

　

清
水
燒
の
人
物
な
ぞ　

金
ら
ん
手
の
も
や
う
な
ぞ
書
初
メ
た
る
名
人
也

　

し
か
し
一
代
ぎ
り
ニ
て
書
も
の
な
し　
（
仁
清
印
）　

此下

ヒ如
仁
清
と
俗
書

に
此
位
の
大
き
サ
の
印
と
う
ニ
有　

茶
わ
ん
な
ぞ
有
と
知
る
へ
し

③　

任
土
齋

　

任
土
齋
殿
彌
兵
衛
よ
り
傳
來
す
る
所　

他
家
無
類
の
一
傳
也　

其
後
唐

人
白
龍
子
來
朝
の
時 

唐
燒
の
極
密
を
傳
來
す　

其
二
流
を
和
合
し
て
お
き

つ　

我
等
工
夫
す
る
所
あ
ら
ゆ
る
色
数
燒
出
し　

白
龍
子
外
傳
に
錦
手
赤

繪
金
襴
手
の
傳
授
し　

日
本
無
類
の
傳
法
一
子
相
傳
の
所
也　

親
類
兄
弟

た
り
と
も
一
子
の
外
無
傳
の
晴
流
た
り　

此
度
段
々
の
頼
に
よ
っ
て
神
佛
誓

言
の
上 
傳
授
す
る
所
也　

穴
賢 

一
書
之
表
堅
相
守
つ
ゝ
し
ミ
可
申
之
所
也

④　

―
「
白
鷲
齋
一
流
傳
」
樂
藥
極
み
つ
の
法
―

す
や
き
の
う
へ

　

も
へ
ぎ　

唐
土
拾
匁 

日
の
岡
三
匁
五
分 

塩
ぬ
き
緑
青
三
匁

　

此
藥
下
地
へ
左
の
白
藥
う
す
く
一
遍
引
置
可
申
候
（
以
下
略
）

⑤　

右
の
條
々
極
み
つ
の
一
流
ニ
し
て
外
ニ
無
類
の
一
法
也　

此
度
願
に

よ
っ
て
傳
授
申
所　

其
御
元
一
子
相
傳
の
や
く
そ
く
に
し
て
神
佛
ヘ
誓
言

　

一
子
の
外
親
類
兄
弟
た
り
と
とマ

マ

も
他
傳
他
言
い
た
す
間
敷　

一
札
の
上

　

傳
ヘ
可
申
上
ハ　

萬
一
他
傳
他
言
の
事
有
之
候
時
ハ　

此
方
存
よ
り
ニ

ま
か
せ
候
の
よ
し　

堅
や
く
た
く
ニ
候
間　

慎
〳
〵
可
上
申
候

⑥
（
下
段
図
）
文
政
七
申
暦
中　

五
月
晴
日
傳
之

　
　
　

大
塚
白
鷲
齋
宗
貫
蔵
（
花
押
）
信
政
齋 
爲
政
（
花
押
）

　
『
錦
齋
集
』
は
「
白
鷲
斎
一
流
傳
」（
文
政
七
年
信
政
斎

爲
政
写
）、「
樂
燒
藥
秘
方
」（
明
治
三
〇
年
石
原
策
次
郎
口
授
）

の
二
部
か
ら
成
る
。
玉
水
焼
伝
来
の
陶
法
、
唐
人
白
龍
子

の
伝
え
る
薬
法
の
二
流
を
融
合
、
日
本
無
類
の
伝
法
と
あ

る
が
、
同
書
に
記
さ
れ
た
赤
絵
金
襴
手
の
伝
授
、
唐
人
白

龍
子
と
は
誰
な
の
か
。
乾
山
焼
も
三
代
続
く
と
あ
る
が
、

初
代
は
伊
エ
門
・
二
代
伊
兵
ヘ
・
三
代
伊
左
衛
門
、
光
琳

は
乾
山
の
弟
。
乾
山
は
書
に
高
名
と
も
あ
る
な
ど
、
真
否

が
混
淆
、
出
処
は
い
ず
れ
に
あ
っ
た
も
の
か
。
伝
承
と
す

る
こ
と
の
不
確
実
性
が
認
め
ら
れ
る
。

１
、
文
化
文
政
期
、
京
焼
清
水
・
粟
田
口
は
清
水
焼
と
総

称
。
織
部
焼
も
尾
張
、
清
水
両
所
で
作
陶
、
京
焼
に
於
け

る
模
倣
が
知
ら
れ
る
。

２
、
仁
清
は
清
水
の
元
祖
、
名
人
と
あ
る
が
、
仁
右
衛
門

と
称
す
る
な
ど
の
誤
り
が
み
ら
れ
る
。⑥

文
政
七
申
暦
中
五

月
晴
日
傳
之
大
塚
白

鷲
齋
宗
貫
蔵
（
花
押
）

信
政
齋
爲
政
（
花
押
）

け
ん
山
・
お
り
べ
・
仁
清 

②

③
（
最
上
段
の
継
続
）

す
み
燒
釡
の
圖

秘
伝
の
約
定
（
奥
書
）
文
政
七
申
暦 

⑤

五
月
晴
日
傳
之　

大
塚
白
鷲
斎
宗
貫

任
土
斎
戚
彌
兵
衛
よ
り
傳
來 

③
樂
燒
藥
秘
方 

⑦

二
、
乾
山
名
の
あ
る
陶
法
書
（
乾
山
焼
関
係
事
項
を
抜
萃
）

明
治
三
十
年
六
月
石
原
策
次
郎
口
授 

⑧

⑦　
―
樂
燒
藥
秘
方
―

白
繪
具・赤
繪
具・黒
絵
具・青
繪
具・黄
繪
具　

以
上
五
種（
以
下
略
）

⑧　
　
　

明
治
三
十
年
六
月　

石
原
策
次
郎
口
授
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①　

―
『
樂
燒
秘
傳
』　
大
塚
白
鷲
斎
宗
貫
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鷲
斎
宗
貫
傳
之

②　

樂
燒
窯
図
（『
樂
燒
秘
嚢
』
手
本
。
上
部
印
章
「
武
田
正
遍
」）

か
ま
寸
法
・
燒
か
け
ん
仕
懸
之
法
・
藥
仕
懸
之
法
・
つ
ち
の
す
い
ひ

③　

一
條

　

一
樂
燒
と
申
事
は　

天
正
十
弐
の
暦　

豊
太
君
し
ゅ
ら
く
御
所
に
お
い

て　

唐
人
あ
め
や
五
代
の
子
孫　

御
免
し
に
よ
り
て
日
本
ニ
来
り　

和
名

し
て
長
治マ

マ

郎
ト
申
も
の　

燒
物
に
高
名
有　

よ
っ
て
其
御
所
の
土
を
も
っ

て
初
て
是
を
燒
し
む
か
る
が
故
に　

樂
燒
の
名
初
れ
り　

此
女
房
尼
と
な

り
て
名
を
貞
林
と
申　

是
も
名
人
に
て
今
世
に
尼
燒
と
申　

亦
ハ
尼
ご
き

な
と
名
物
の
こ
れ
り　

そ
れ
よ
り
此
か
た
今
に
京
師
に
其
家
を
残
し　

當

時
吉
左
衛
門
了
入
に
い
た
れ
る
も
の
也　

此
一
書
は
他
家
極
密
に
し
て　

一
子
相
傳
た
る
も
の
な
り
（
任
）

④　

任
土
斎
よ
り
ゆ
へ
あ
っ
て
我
家
に
傳
へ
來
る
の
所　

今
我
歳
老
世
に

す
た
ら
ん
事
を
思
ひ　

門
中
に
一
書
を
せ
い
し
神
佛
を
か
け　

一
子
相
傳

の
せ
い
言
の
上　

傳
へ
申
も
の
な
り　

穴
賢　

一
子
の
外　

親
類
兄
弟
た

り
と
も
他
傳
他
言
堅
無
用
の
者
也　

白
鷲
斎
宗
貫
傳
之

　
　

藥
法

　

こ
う
ち
も
へ
き
・
し
の
白
・
藤
四
郎
写
黄
瀬
戸
・
宗
入
黒
・
一
入
黒
・

き
い
・
赤
・
同
光
悦
・
な
ミ
黒
・
う
わ
藥
・
藥
買
所 

吟
味
之
上
直
段
下

直
ニ
定
る
な
り　

大
坂
道
修
町
三
丁
目
小
西
与
兵
衛
・
京
烏
丸
松
原
下
ル

所
吉
野
屋
正
兵
衛
・
薬
直
段
い
ろ
〳
〵

大
か
ま
寸
法
の
事
・
小
竈
寸
法
の
事
･
火
仕
懸
の
事
・
藥
製
法
の
事
・
土

の
す
い
ひ
の
事
・
南
京
染
附
の
法

　
　

極
蜜
も
の
傳

　

朝
鮮
萌
黄
・
尼
く
す
り
・
鹿
子
赤
・
青
山
黒
・
火
燒
時
き
ひ
し
く
大
心

黒
・
極
之
蜜
る
り
藥

　
　

南
京
極
蜜
金
襴
手
之
事

　

あ
か
・
も
へ
き
・
き
い
・
む
ら
さ
き
・
く
ろ
・
る
り
・
金
・
銀
・
こ
う
ち

あ
め
藥
・
う
わ
む
ら
藥
・
お
り
へ
藥
・
極
密
火
長
燒
田
中
黒
・
羽
二
重
黒

⑤　

乾
山
燒

　

地
藥
に
白
繪
八
匁
入
の
合
藥
な
り　

生
懸
し 

ほ
し
ぬ
き 

す
燒
し
て　

書
畫
色
藥
た
め
引
ニ
書
候
而　

上
ハ
藥
弐
遍
ん
か
る
く
す
へ
し　

し
か
し

ち
ぢ
み
地　

大
白
に
は　

や
は
り
白
ゑ
拾
匁
合
の
し
の
白
に
て
よ
し
（
以

下
略
）

燒
つ
き
藥
の
法
・
同
筋
引
藥
の
法
・
た
き
竃
の
法
・
本
竃
藥
の
法

　

右
は
清
水 

瀬
戸
ニ
而
燒
本
竃
ノ
法
な
り

　
『
樂
燒
秘
傳
』
は
窯
図
に
始
ま
り
、
か
ま
寸
法
・
燒
加

減
仕
懸
之
法
・
藥
仕
懸
の
法
・
つ
ち
の
す
い
ひ
・
一
條
と

し
た
項
目
に
分
か
れ
、
白は

く
し
ゅ
う
さ
い
そ
う
か
ん

鷲
斎
宗
貫
と
あ
る
。

　

白
鷲
斎
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
大
塚
白
鷲
斎
宗
貫
、
文

化
・
文
政
時
代
の
人
と
推
定
す
る
が
、
当
伝
書
の
原
本
は
、

玉た
ま
み
ず水
焼
三
代
「
任に

ん
ど
さ
い

土
斎
」
弥
平
衛
の
伝
書
で
あ
る
。「
ゆ

へ
あ
っ
て
我
家
に
傳
へ
來
る
の
所
」
と
あ
り
、
白
鷲
斎
へ

伝
え
ら
れ
た
が
、
白
鷲
斎
老
世
に
至
り
そ
れ
を
門
弟
に
相

伝
す
べ
く
纏
め
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

　

が
、
如
何
な
る
理
由
、
経
緯
に
よ
っ
て
白
鷲
斎
へ
伝
承

し
た
の
か
、
白
鷲
斎
に
関
し
て
も
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で

あ
る
。

　

玉
水
焼
は
、
加
賀
大お

お
ひ樋
焼
と
同
じ
く
楽
焼
脇わ

き
が
ま窯
の
一
つ

で
あ
る
。
樂
家
四
代
一
入
（
一
六
四
〇
―
九
六
）
庶
子
一

元
（
？
―
一
七
二
二
）
の
創
始
で
あ
る
が
、
一
入
は
二
七

歳
の
折
、
乾
山
従
兄
弟
尾
形
平
四
郎
を
養
子
に
迎
え
る
。

の
ち
の
宗
入
で
あ
る
が
、
乾
山
も
『
陶
磁
製
方
』
に
樂
家

は
一
入
と
申
す
者
よ
り
懇
意
と
述
べ
て
お
り
、
長
じ
て
一

元
、
平
四
郎
（
宗
入
）
は
家
督
争
い
と
な
る
。
元
禄
九
年

一
入
没
後
一
元
は
綴
喜
郡
井
出
玉
水
村
へ
と
移
転
す
る

が
、
樂
を
名
の
れ
ず
、
玉
水
焼
を
興
し
、
一
入
伝
の
朱
薬

を
継
承
、
光
悦
写
、
織
部
黒
写
な
ど
を
得
意
と
し
た
。
二

代
一い

っ
く
う空

は
早
世
、
弟
任
土
斎
（
？
―
一
七
六
三
）
が
三
代

を
継
承
。
が
、
妻
な
く
子
な
く
血
脈
は
絶
え
、
一
元
母
方

の
親
族
伊い

ぬ
い縫
甚
兵
衛
が
樂
翁
浄じ

ょ
う
し
ん
心
を
名
の
り
四
代
を
継

承
。
伊
縫
家
菩
提
寺
西
福
教
寺
過
去
帳
に
は
「
当
家
樂
根

本
ノ
人
」
と
あ
る
と
い
う
。

　

同
書
に
は
藥
法
の
ほ
か
、
藥
買
所
と
し
て
大
坂
道
修
町

三
丁
目
小
西
与
兵
衛
、
京
烏
丸
松
原
下
ル
所
吉
野
や
正
兵

衛
の
名
が
み
ら
れ
る
。（
内
容
に
は
一
部
重
複
が
あ
る
）

②
『
樂
燒
秘
傳
』：

筆
者
大
塚
白
鷲
斎
宗
貫
・
成
立
年
代
不
明
（
文
政
時
代
か
）　

都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫

『
樂
燒
秘
傳
』
表
紙 
①

樂
燒
窯
図 

②
白
鷲
斎
宗
貫
博
之
・
藥
法
な
ど 

④

一
條
・
そ
の
他 

③
羽
二
重
黒
・
乾
山
燒 

⑤

左
図
は
右
拡
大
図

乾山江戸編(55)



①　

―
『
樂
燒
藥
秘
法
』（
不
許
他
見　

朝
比
奈
蔵
本
）
―

―
「
本
竈
樂
燒
之
法
赤
樂
」
―

一
炭
燒
に
て
も
出
来
候
赤
樂
之
法

一
上
藥 

一
唐
土
百
目 

一
日
ノ
岡
石
四
拾
目
・
一
青
一
唐
土
百
目 

一
日
ノ
岡
卅
二
目
一
緑
青
卅
目　

但
上
薬
唐
土
百
目
（
以
下
略
）

一
紫
藥　

大
坂
屋
村
田
宗
清

一
紫
ゴ
ス
四
匁
一
唐
土
百
目
一
日
ノ
岡
卅
匁

　
　
　

但
繪
ニ
用
ユ
ル
ト
キ
ハ
玉
五
拾
目
加
候
也　

玉
ハ
硝
子
也

②一
上
藥　

一
乾
山
和
蘭
下
塗　

白
也

一
絵
の
具
調
所
ハ　

京
か
ら
す
丸
竹
屋
町
下
ル
西
入
わ
た
屋
徳
兵
衛
む

こ
ふ
白
粉
屋
求
馬
・
二
条
通
本
明
院
百＊

足
屋
小
兵
衛
・
五
条
通
伏
見
海マ

マ

道
西
へ
入
伊
世
屋
出
雲

　
　
　

文
化
十
三
子
年
在
□
之
節
杉
承
り
置
候
（
以
下
略
）

③―
「
本＊

燒
樂
燒
上
藥
合
様
秘
書
」
―

　
　
　
　

京
都
粟
田
口　

燒
物
師
元
祖
九
右
衛
門
傳
書

　
　
　
　

又
京
都
深
草
燒
物
師　

小
幡
佐
五
郎
傳
共
有
り

　

  

（
次
頁
）  

寛
保
癸
亥
秋
（
寛
保
三
年
・
一
七
四
三
）

　
　
　
　
　

 

京
深
草
燒
物
師    

小
幡
左マ

マ

五
郎
正
供
判

―
「
樂
燒
藥
秘
法
之
書
」
―
地
藥
之
法
秘
事

④　

右
此
壱
本
は
紀
州
□
樂
燒
御
好
ミ
ニ
而
御
手
製
有
之
節
御
蔵
の
秘

法
た
る
よ
し　

山
角
六
郎
左
衛
門
所
持
之

　
　

  

文
化
十
三
子
年
（
文
化
丙
子
・
一
八
一
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
弥
左
衛
門
重
成
改
重
澄
判

　

是＊

ヨ
リ
末
ニ
記
ス
法
ハ
初
ニ
有
法
と
同
し
き
も
有
ル 

河
田
甚
太
郎

ゟ
書
又
キ
コ
シ
タ
レ
ハ
記
し
置

―
「
今＊

燒
合
藥
之
次
第
」
―

⑤　

黒
藥
乾
山
の
記
の
法

一　

深
草
水
下
土
壱
斗　
　

一　

常
の
木
ノ
灰
八
升

一　

中
て
い
八
十
匁　
　
　

一　

へ
け
（
鉄
）
五
十
匁

一　

そ
は
か
ら
灰
壱
斗 
但
薄
く
（
竹
灰
の
替
り
）

⑥　

右
は
文
化
亥
年
大
坂
ニ
而
窪
田
助
左
衛
門
よ
り
之
傳
之
よ
し　

下

清
水
村
ニ
而
杉
氏
ゟ
借
用
い
た
し
候
由
ニ
而　

矢
部
氏
写
之　

右
を
借

用
致
し
又
々
写
之
書　

元
治
二
乙
九
月　

江
尻
西
村
ニ
而　

□
扶
写
之

⑦　

源
本
従
杉
氏
恩
借
矢
部
氏
写　

右
ヲ
借
用
致
し
写
置　

元
治
二
已

（
乙
）
年
九
月

　
　
　

駿
州
有う

ど渡
郡
江え

じ
り尻

宿
入
江
町
西
村 

於
寓ぐ

う
き
ょ居 

朝
比
奈

　

当
伝
書
は
「
本
竃
樂
燒
之
法
赤
樂
」「
本
燒
樂
燒
上
藥

合
様
秘
書
」「
樂
燒
藥
秘
法
之
書
」「
今
燒
合
藥
之
次
第
」

以
上
の
四
部
か
ら
成
る
。

＊
「
本
燒
樂
燒
上
藥
合
様
秘
書
」：
小
幡
佐
五
郎
伝
は
阿

蘭
陀
様
式
を
主
体
と
す
る
が
、
乾
山
焼
で
は
当
時
活
躍
し

て
い
た
猪
八
得
意
の
陶
法
で
あ
り
、
そ
の
折
の
流
行
で
も

あ
っ
た
。
赤
絵
具
で
は
金
朱
と
あ
る
が
、
仁
清
は
極
上
の

弁
柄
丹
土
・
金
珠
を
用
い
、
乾
山
は
緑
礬
を
焼
返
し
礬
絳

と
為
し
て
使
用
、
猪
八
は
弁
柄
を
工
夫
し
用
い
る
と
あ

る
。
乾
山
も
赤
絵
具
に
は
苦
心
し
、
今
以
っ
て
定
ま
っ
た

作
り
方
は
な
い
と
述
べ
る
。

＊
「
是
よ
り
末
ニ
記
す
法
ハ
初
ニ
有
法
ト
同
し
き
も
有
ル

　

河
田
甚
太
郎
ゟ
書　

又
キ
コ
シ
タ
レ
ハ
記
し
置
」
と
あ

る
が
、
表ひ

ょ
うに

纏
め
て
「
あ
め
瀬
戸
・
青
磁
藥
・
こ
も
か
い

藥
・
赤
あ
め
色
藥
・
赤
樂
藥
・
折
部
藥
・
白
樂
藥
・
光
悦

藥
・
留
利
色
藥
・
青
葉
色
・
浅
黄
色
・
白
繪
・
黒
繪
」
と

あ
り
、
硯
石
之
燒
法
な
ど
の
記
載
も
あ
る
。

＊
「
今
燒
合
藥
之
次
第
」：
表ひ

ょ
うに
六
六
種
の
今
焼
と
す
る

絵
具
の
調
合
を
纏
め
て
い
る
が
、
末
尾
に
、

　
「
右
は
文
化
亥
年
大
坂
ニ
而
窪
田
助
左
衛
門
よ
り
の
傳

の
よ
し　

下
清
水
村
ニ
而　

杉
氏
ゟ
借
用
い
た
し
候
由
ニ

而　

矢
部
氏
写
之　

右
を
借
用
致
し　

又
々
写
之
書

　
　

元
治
二
乙
九
月　

江
尻
西
村
ニ
而
□
□
写
之
」

と
あ
る
。
文
化
亥
年
は
一
二
年
（
一
八
一
五
）。
が
、
元
治

二
年
（
一
八
六
五
）
は
四
月
七
日
以
降
慶
応
と
な
り
、
九

月
は
な
い
が
、
明
治
維
新
の
三
年
前
で
あ
る
。

＊
百む

か
で
や

足
屋
小
兵
衛
は
、
京
都
二
條
東
洞
院
東
入
萬
繪
具
所

畫
筆
書
刷
毛
品
と
あ
る
（『
繪
具
染
料
商
工
史
』）。

③ 『
樂
燒
藥
秘
法
』：「
本
竈
樂
燒
之
法
赤
樂
」「
本
燒
樂
燒
上
藥
合
様
秘
書
」

「
樂
燒
藥
秘
法
之
書
」「
今
燒
合
藥
之
次
第
」
筆
者
小
幡
佐
五
郎
・
杉
弥
左
衛
門
・
窪
田
助

左
衛
門
他
・
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
成
立　

朝
比
奈
書
写　

東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫

矢
部
氏
写
・
元
治
二
年
九
月
朝
比
奈 

⑦

『
樂
燒
藥
秘
法
不
許
他
見
朝
比
奈
蔵
本
』 ①

乾
山
和
蘭
下
塗 

②

文
化
亥
年
窪
田
助
左
衛
門
傳 

 

⑥

杉
弥
左
右
衛
門
・
河
田
甚
太
郎 

 

④

黒
藥
乾
山
の
記
の
法 

 

⑤

京
都
深
草
燒
物
師
木
幡
佐
五
郎
傳 

③
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①
②　

― 『
樂
燒
藥
法
家
々
之
傳
書
寫

　
　

  　
　
な
ん
き
ん
い
ま
り
燒
付
繪
具
藥
法
集
書
』
―

―
「
七
寶
藥
傳
」
―

③　

―
「
又
別
家
之
法
」
―

一　

赤
樂
上
藥　

唐
百
目　

石
四
拾
目 

弐
者
（
又
は
）
三
拾
七
目

一　

青
藥
法　

青
ノ
事　

唐
百
目　

石
三
拾
目　

録
三
拾
目　
　

一　

黄
藥
法　

唐
白
目
四
匁  

玉
五
拾
目  

石
拾
五
匁  

唐
五
拾
目

一　

黒
繪
藥
法　

黒
ゴ
ス 

玉
各
同
目　

録
貳
匁

一　

交
趾
青
磁
藥　

但
白
下
地
也　

玉
百
目　

録
青
三
匁

一　

紫
藥
法　

紫
ゴ
ス
四
匁　

唐
百
目　

石
三
拾
目

一　

乾
山
法
蘭ら

ん
わ
た
り
渡
白
下し

た
ぬ
り塗
ノ
法　

白
繪
土
百
目

　
　
　

玉
五
拾
目　

石
貳
拾
目　

唐
五
拾
目

　

白
繪
ニ
而
用　

尤
玉
五
十
目
か　

右
三
度
引　

其
上
へ
白
藥
三
度
引 

其
上
へ
又
上
引
藥
一
度
引　

本
燒
也　

上
引
藥
ト
云
ハ　

唐
百
目　

石
弐

拾
八
匁　

右
上
引
藥
ハ
何
れ
の
藥
に
て
も
上
ヘ
一
遍
ん
引
ハ　

燒
上
リ
別

而
宜
候

―
「
又
別
家
之
法
」
―

④ 一　

清
地
藥
法　

唐
百
目　

石
三
十
目　

録
三
匁

一　

湊み
な
と燒

藥
法　

唐
百
目　

黄
土
十
七
匁　

石
十
七
匁　

一　

尼
燒
藥
法　

玉
百
目　

録
礬
三
十
匁　

唐
五
十
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

ホ
ウ
シ
ャ
八
匁　

石
廿
匁

一　

同
尼
藥
法　

唐
三
十
匁　

石
四
十
目　

鉄
弁
少
し
入
（
略
）

一　

大
樋
燒
飴
藥
法　

下
地
黄
土
三
扁
引　

素
焼
し
て
其
後
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
を
三
扁
ん
引
燒
ハ
飴
藥
と
な
る
な
り

一　

乾
山
燒
の
法

　

下
地
黒
谷
土
ノ
白
か　

又
ハ
白
繪
土
ニ
而
造
リ
上
ケ　

素
燒
し
て　

其

後
白
繪
藥
を
三
扁
ん
引
て　

其
上
ヘ
何
成
と
も
繪
藥
ニ
而
繪
を
書
燒
な
り

　

尤　

繪
を
書
た
る
上
ヘ　

又
上
引
壱
扁
ん
引
も
よ
ろ
し
く　

上
引
ハ
唐

百
目
石
廿
八
匁
位
よ
ろ
し

―
「
又
別
家
之
法
」
―

―
い
ま
り
な
ん
き
ん
燒
付
藥
法
―　

　

赤
繪
法
拾
色
・
鉄
皮
製
法
・
同
燒
付
藥
法 

黒
藥
繪
具
合
方
法
・
黒
藥

法
八
色
・
同
燒
付
黄
繪
藥
之
法
・
同
燒
付
繪
藥
法
・
金
合
様
法
・
銀
合
方

法
・
い
ま
り
な
ん
き
ん
燒
付
藥
法 
繪
藥
法

―
「
窪
田
傳
上
繪
藥
法
」
但
燒
付
藥
也
―

　

右
は
た
き
釡
な
り　

炭
釡
之
節
ハ
石
を
ひ
か
へ
て
よ
ろ
し
く
候

―
「
二
保マ

マ
樂
藥
別
法
」（
薪
窯
と
炭
窯
）
―

―
「
遠
山
傳
」
―

　

白
下
引
藥
（
白
地
塗
り
）・
白
下
引
ノ
上
へ
・
青
・
黄
・
紫
・
青
磁
（
以
下
略
） 　

乾
山
焼
に
は
画
讃
・
琳
派
・
写
し
も
の
の
三
つ
の
基
本

様
式
が
あ
る
。
こ
れ
は
写
し
も
の
阿
蘭
陀
様
式
で
あ
る

が
、『
陶
工
必
用
』
に
は
「
異
域
本
邦
ニ
不
依
其
國
々
ノ

土
ヲ
取
寄
」
云
々
と
あ
り
、
以
下
の
作
品
が
伝
世
す
る
。

国
内
陶
磁
器
：
志
野
焼・
織
部
焼・
唐
津
焼・
伊
万
里
焼・
京
焼

異
国
陶
磁
器
：
絵
高
麗
・
古
染
付・
南
京
赤
絵・
呉
須
赤
絵・
安

南・宋
胡
録・高
麗
茶
碗・阿
蘭
陀
様
式
藍
絵・色
絵

　

当
伝
書
「
窪
田
傳
上
繪
藥
法
」
は
『
千
家
樂
燒
古
實
附

陶
器
出
処
書
』「
今
燒
合
藥
之
次
第
」
と
同
じ
く
大
坂
の

窪く
ぼ
た田
助
左
衛
門
の
伝
え
る
所
、
乾
山
の
阿
蘭
陀
様
式
を
主

体
と
す
る
。

　
「
二
保
樂
藥
別
法
」
は
、
薪ま

き

窯
と
炭す

み

窯
。
薪
窯
は
薪
、

炭
窯
は
炭
を
燃
料
に
用
い
る
内
窯
で
あ
る
が
、
炭
は
山
の

如
く
丸
く
盛
る
と
あ
り
、
炭
窯
は
多
く
京
焼
・
九
谷
焼
、

絵
薬
の
調
合
に
お
い
て
日
の
岡
石
を
控
え
て
良
い
と
あ

る
。
薪
窯
は
有
田
焼
に
み
ら
れ
る
。

　

遠
山
傳
に
関
し
て
は
よ
く
解
ら
な
い
。

④
『
樂
燒
藥
法
家
々
之
傳
書
寫
・
な
ん
き
ん
い
ま
り
燒
付
繪
具

藥
法
集
書
』：「
七
寶
藥
傳
」「
又
別
家
之
法
」「
い
ま
り
南
京
燒
付
藥
法
」「
窪

田
傳
上
繪
藥
法
」「
二
保マ

マ

樂
藥
別
法
」「
遠
山
傳
」
筆
者
・
年
代
不
明　

東
北
大
学
図
書

館
狩
野
文
庫

③④
又
別
家
法

乾
山
法
蘭
白
下
塗
法

　

左
図
は
拡
大
図

又
別
家
法

乾
山
燒
の
法

　

左
図
は
拡
大
図

『
樂
燒
藥
法
家
々
之
傳
書
寫
・
な
ん
き
ん
い
ま

り
燒
付
繪
具
藥
法
集
書
』
表
紙 

 

①

『
樂
燒
藥
法
家
々
之
傳
書
寫
・
な
ん
き
ん
い
ま

り
燒
付
繪
具
法
集
書
』
表
題 

②
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①　

―
『
樂
燒
秘
傳　
全
』
―

　

薄
黄
・
し
の
玉
・
一
入
・
黄
瀬
戸
・
黄
・
赤
・
同
さ
ひ
・
古
御
瀬
戸
・

左
入
黒
・
尼
藥
霜
降
・
あ
め
色
・
紅
梅
赤
・
長
入
黒
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雜
喉
場　

樂
燒
師
杢
兵
衛
傳

―
「
難
波
樂
燒
秘
書
」
―

　

地
藥
の
方
・
赤
樂
藥
の
方
・
黒
樂
藥
の
方
・
淺
黄
藥
の
方
・
く
わ
ん
に

う
の
方
・
紺
繪
の
方
・
赤
繪
の
方
・
白
繪
の
方
・
黄
繪
の
方
・
黒
な
だ
れ

の
方
・
青
な
だ
れ
の
方
・
白
な
だ
れ
の
方
・
黒
柿
の
方
・
金
燒
の
方

⑩　
　

乾
山
焼
の
秘
傳

一　

光＊

明
朱
壱
匁　

唐
土
弐
匁　

大＊

真
石
十
匁

　

右
三
味
前
条
之
仕
方
同
断

　
　
　

同
上
繪
の
方

一　

花
紺
青
三
匁　

黄
土
五
分　

白
玉
十
匁

　

右
三
味
前
同
断　

厚
書
べ
し

前
ノ
續

○
赤
樂
藥
合
加
減
ニ
て　

つ
や
青
光
リ
出
候
處　

藥
合
左
之
通

一　

白
粉
百
匁　

日
岡
石
卅
五
匁　

升
ニ
青
玉
十
五
匁
加
へ
燒
上

　

前
ヶ
条
之
通
可
然
事　

併
青
光
在
無
共
よ
ろ
し
く
候
な
り
（
略
）

　
　
　

青
樂
丹
礬
藥

一　

上
白
粉
百
匁　
　
　
　

一　

緑
青
三
十
匁

一　

青
玉
十
五
匁　
　
　
　

一　

日
岡
石
卅
弐
匁

　

右
四
味
の
内
緑
青
ハ
す
れ
兼
候
故　

緑
青
丈
ケ
一
味
能
々
摺　

水
少
入

練
り　

三
味
入
能
す
り
濃
き
布
苔
入　

は
ち
み
つ
の
よ
う
ニ
し
て
壱
へ
ん

ぬ
り
乾
し　

二
ヘ
ん
塗
乾
し　

三
ヘ
ん
ぬ
り
徳
と
乾
し　

其
後
二
味
の
上

薬
壱
へ
ん
か
け　

よ
く
乾
し
候
而
燒
べ
し

尤
素
燒
の
上
に
乾
山
下
塗
藥
二
ヘ
ん
下
塗
り
い
た
し
候
而
よ
ろ
し
下
地
土

色
赤
ク
候
而
ハ　

青
色
よ
ろ
し
か
ら
ず

⑤
『
樂
燒
秘
傳 

全
』：「
難
波
樂
燒
秘
書
」「
樂
燒
口
授
秘
書
」

筆
者
雜
喉
場
樂
燒
師
杢
兵
衛
（
雜
喉
場
＝
雜
魚
場
）・
成
立
年
代
不
明　

国
立
国
会
図
書
館

乾
山
焼
の
秘
傳 

⑩
乾
山
藥
の
方
・
黄
繪
藥
の
方
・
萌
黄
繪
藥

の
方
・
赤
繪
の
方 

⑮

『
樂
燒
秘
傳　

全
』 

表
紙 

①

（
下
段
上
）
雜
喉
場　

樂
燒
師

杢
兵
衛
傳 

①
の
内

（
下
）『
難
波
樂
燒
秘
書
』
⑩
の
内

　
『
樂
燒
秘
傳
』
奥
書
に
は
「
雜ざ

こ

ば
喉
場
樂ら
く
や
き
し

燒
師
杢も

く
べ
え

平
衛
傳
」

と
あ
る
。「
難
波
樂
燒
秘
書
」「
樂
燒
口
授
秘
書
」
を
含
む

三
部
か
ら
成
る
合
冊
本
で
あ
る
が
、
大
坂
伝
で
あ
り
、『
樂

燒
秘
嚢
』
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
雜
喉
場
、
樂
燒
師
杢

兵
衛
、
難
波
な
ど
、
そ
の
関
係
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で

あ
る
。

　
『
樂
燒
秘
傳
』
に
は
「
薄
黄
・
志
の
玉
・
一
入
黒
・
黄
瀬
戸
・

黄
・
赤
・
幷
ニ
上
薬
・
同
さ
ひ
（
錆
）・
古
御マ

マ

瀬
戸
・
左
入

黒
・
尼
藥
霜
降
・
あ
め
色
・
紅
梅
赤
・
長
入
黒
・
折
部
黒
・

同
白
・
同
薄
黄
・
金
合
方
・
同
銀
合
・
瑠
璃
・
薄
黄
・
黄
・

赤
・
紫
・
樂
浅
黄
・
羽
二
重
黒
・
上
薬
・
□
黒
樂
・
あ
め

色
黒
樂
・
口
授
・
器
物
軽
拵
方
秘
物
」
と
あ
る
。

＊
光
明
朱
：
丹
の
一
種
。
長
吉
丹
・
菊
丹
な
ど
が
あ
る
。

＊
大
真
石
：
不
明
。
白
玉
を
い
う
か
。

　
「
口こ

う
じ
ゅ授
」
に
は
「
尼
燒
樂
を
か
け　

そ
の
上
へ
黒
樂
を

掛
け
燒
候
へ
バ 

霜
降
り
黒
又
胡
少
黒
ト
モ
云
黒
出
來
申

候
」、「
□
樂
之
中
ヘ
ア
ン
ズ
ヲ
少
シ
入
候
得
ハ　

□
シ
ッ

カ
リ
ト
留
ル
也
口
傳
」。「
器
物
軽
拵
方
秘
物
」
に
は
、
白

土
・
赤
土
い
づ
れ
に
て
も
そ
れ
に
浮
石
・
硼
砂
、
食
塩
少

し
加
え
、
成
形
、
素
焼
を
す
れ
ば
器
物
の
手
取
り
が
軽
く

な
る
な
ど
、
こ
れ
は
陶
師
秘
奥
の
秘
也
と
あ
る
。

　
『
難
波
樂
燒
秘
書
』
は
乾
山
焼
の
秘
傳
を
掲
載
。
赤
絵
・

紺
絵
・
瑠
璃
絵
・
黄
絵
・
萌
黄
薬
な
ど
の
色
絵
具
の
調
合
、

「
光
悦
藥
」「
宝
山
燒
の
事
」、「
手
紙
の
写
」
と
し
て
乾
山

白
絵
具
・「
雪
白
」
に
関
す
る
事
項
を
記
す
。

　

乾
山
白
色
地
に
関
し
て
も
、
売
買
さ
れ
て
い
る
「
日
野

岡
石
」
を
使
用
す
れ
ば
、
結
果
、
薄
黄
青
色
を
呈
す
る
と

あ
り
、
所
持
す
る
慥た

し

か
な
る
「
日
の
岡
石
」
を
差
し
上
げ

る
と
あ
る
。
紺
絵
具
も
然
り
、
顔
料
に
関
す
る
注
意
、
素

人
陶
芸
へ
の
教
示
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
樂
燒
秘
嚢
』
を
手
本
と
し
た
か
。
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此
赤
繪
藥
ハ
□
と
う
ぐ
燒
上
の
う
へ
ニ
て
い
ろ
よ
し 

ほ
ん
の

り
と
し
た
る
火
ニ
て
燒
上
ヶ
べ
し
（
略
）

⑰　

手
紙
の
写

　

然
ル
所　

乾
山
白
地
之
筈
の
所　

薄
黄
青
ク
色
付
申
所　

御

燒
加
減
ニ
て
は
御
座
有
間
敷　

藥
悪
敷
と
筆
取
候　

地
藥
の
内 

日
の
岡
石
と
申
ハ
□
ク
御
座
候
故　

喭
啄
だ
い
ご
邊
ゟ
出
候
を

をマ
マ　

日
野
岡
石
と
申
多
賣
買
仕
候　

右
の
類
の
石
を
遣
候
へ
ハ

　

兎
角
色
薄
黄
青
色
ニ
出
来
仕
候　

右
ニ
付
慥た

し
か
な
る
成 

日
の
岡
石

少
々
宛
差
上
申
候　

乍
憚　

此
藥
ヲ
以　

御
調
合　

御
燒　

御

續
可
被
下
候

一　

紺
繪
藥
之
儀　

是
又
色
能
出
来
不
仕
候
段　

承
知
い
た
し

候　

是
も
紺
青
の
宜よ

ろ
しか
ら
ざ
る
故
ニ
て　

色
あ
し
く　

紺
青
の

内
ニ
何
い
ろ
か
ま
ぜ
賣
買
い
た
し　

右
何
い
ろ
か
の
交
り
候
紺

青
遣
い
候
得
ハ　

紺
繪
中
〳
〵
よ
ろ
し
く
出
来
不
申
候

一　

藥
御
塗
被
成
ニ
而　

指
起
候
儀
も
御
座
候
様
被
仰
下　

承

知
い
た
し
候　

是
ハ
金
藥
不
乾
上
ヘ
御
塗
被
成
候
と
拝
見
し
候

　

素
燒
の
上
ヘ
付
候
故　

上
乾
い
た
し
徳
と
不
乾
も
の
に
て
御

座
候　

殊
更
ニ
へ
ん
も
ぬ
り
候
ヘ
ハ
□
か
わ
き
候
様
と
相
見
へ

申
候　

下
塗
能よ

く

乾
き
而
も
上
塗
乾
不
申
候
へ
は
指
起
申
候　

其

段
徳
と
御
考
能
々
ニ
テ
候
而　

能
乾
き
た
る
時　

又
御
ぬ
り
可

被
成
候

一　

黄
赤
青
繪
藥
三
種
ハ
宜
出
来
仕
段
大
慶

一　

白
繪
藥
之
儀
被
仰
下
承
知
仕
候　

是
ハ
先
達
而
申
上
候
乾

山
藥　

則
白
繪
藥
ニ
て
御
座
候　

何
ニ
而
も
右
藥
ニ
て
三
べ
ん

御
書
被
成
候
而　

二
味
の
上
藥
御
塗　

徳
と
乾
き
候
而
御
燒
可

成
候　

雪
白
出
来
仕
候　

此
外
ニ
雪
白
と
申　

白
藥
相
傳
ニ
無

御
座
候

⑱　

―
「
樂
燒
口
授
秘
書
」
―

　

土
拵
様
の
事
・
黒
藥
・
赤
樂
・
上
藥
・
白
藥
・
地
藥
上
藥
之

事
・
燒
用
傳
・
北＊

久
寶
寺
町
繪
具
屋
吉
兵
衛
藥
よ
し
・
傳
授
・

地
藥
傳
・
上
藥
傳
・
布ふ

の
り苔

傳
・
澄チ

ョ
ウ
デ
イ
ケ
ン

泥
硯
の
法
（
此
傳
唐
も
の
也
）・

燒
従
之
傳
・
同
法

＊
北
久
寶
寺
町
繪
具
屋
吉
兵
衛
：
現
大
阪
市
中
央
区
北
久
宝
寺

町
一
―
四
丁
目
。
小
間
物
屋
が
密
集
、
堺
筋
に
は
絵
具
屋
・
紙

屋
・
木
綿
屋
な
ど
の
商
人
が
い
た
と
さ
れ
る
。

乾
山
瑠
璃
繪
の
具
・
乾
山
黄
繪
藥
・
乾
山

萌
黄
繪
藥
・
乾
山
赤
繪
藥
・
赤
楽
上
薬 

⑯
手
紙
の
写 

⑰

⑮　
　

乾
山
藥
の
方　

紺
繪
の
方

一　

紺
青
八
匁　
　
　
　

  

一   

留
り
玉
水
テ 

十
匁
五
分

一　

唐
土
六
匁
七
分　
　

  

一　

日
の
岡
石
水
テ 

三
匁
五
分

　

右
品
々
之
内　

玉 

石 

白
粉
三
品
能
摺 

其
後
布
苔　

紺
青
を
合
せ　

む

ら
な
き
よ
う
ニ
し
て
書
べ
し　

尤　

紺
青
ハ
す
り
候
ヘ
ハ　

色
あ
し
く
候

也
　

 

黄
繪
藥
の
方
・
萌
黄
繪
藥
の
方
・
赤
繪
藥
の
方
（
以
上
調
合
略
）

⑯　
　

乾
山
瑠
璃
繪
の
具
（
左
記
の
紺
繪
の
方
と
同
一
で
あ
る
）

一　

紺
青
八
匁　
　
　

  　

一　

留
り
玉
粉
水
テ
十
匁
五
分

一　

上
白
粉
六
匁
七
分     

一　

日
岡
石
水
テ
三
匁
五
分

　

 

右
四
品
定
式
の
通
り　

尤　

紺
青
一
味
を
升
三
味
入　

鉢
ニ
て
摺
候

而　

跡
（
後
）
ゟ
紺
青
入　

布
苔
入　

能
摺
後
前
仕
方
同
断　

紺
青
ハ
摺

候
ヘ
バ
色
ア
シ
ク
成
故　
　

跡
ゟ
入
ル
也

　
　
　

乾
山
黄
繪
藥

一　

唐
白
め
弐
分　
　

 

一　

黄
玉
三
十
五
匁

一　

唐
土
四
十
五
匁　

 

一　

日
岡
石
五
十
五
匁

一　

弁
柄
四
匁

　

 

右
五
味
合
セ
方　

前
同
断

　
　
　

乾
山
萌
黄
繪
藥

一　

岩
録
青
四
匁　
　
　
　

  

一　

唐
土
六
匁

一　

萌
黄
玉
粉
水
テ 

五
匁　

 

一　

日
岡
石
水
テ 

弐
匁
八
分

　

 

右
四
味
仕
方
前
同
断

　
　
　

乾
山
赤
繪
藥

一　

ろ
う
は
弁
柄
壱
匁
八
分　

一　

白
玉
五
匁

一　

唐
土
五
匁
五
分　
　
　

   

一　

日
岡
石
三
分
（
匁
か
）

　

 
右
四
味
仕
方
前
同
断

『
樂
燒
口
授
秘
書
』
⑱
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⑥
『
千
家
樂
燒
古
實
附
陶
器
出
処
書 

完
』：「
今
燒
合
藥
之
次
第
」「
樂
燒
藥
法
」「
千
家
樂
燒

古
實
」「
陶
器
出
処
附
」「
本
竃
樂
燒
之
法
赤
樂
」「
本
燒
樂
燒
上
藥
合
様
秘
書
」
筆
者
・
成
立
年
代
不
明　

寛

保
三
年
（
一
七
四
三
）・
安
永
元
年
・
文
化
一
二
年
・
同
一
三
年
・
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）　

東
京
国
立
博
物
館

乾
山 

⑦

乾
山
和
蘭
下
塗 

⑧

繪
之
具
調
所 

⑨

京
都
深
草
燒
物
師
小
幡
左
五
郎
正
供
判 

⑪

小
幡
佐
五
郎
傳
書 

⑩

黒
藥
乾
山
の
記
の
法 

②

『
千
家
樂
燒
古
實
附
陶
器
出
処
書
完
』 
①

窪
田
助
左
衛
門
よ
り
借
写
之 

③

樂
燒
藥
法　

不
許
他
見　

文
政
元
寅
年
八
月 

④

於
松
府
写
之　

小
高
文
貞
秘
蔵

安
永
元
年
千
家
樂
燒
古
實
十
二
月
十
七
日 

⑤

陶
器
出
処
附 

⑥

①　

―
『
千
家
樂
燒
古
實 

附 

陶
器
出
処
書 

完
』
―

―
「
今
燒
合
藥
之
次
第
（
窪
田
助
左
衛
門
伝
）
―

　

古
代
白
ノ
上
薬
也　

キ
ツ
ツ
ク
ロ
イ
ニ
モ
用（
以
下
略
）

萌
黄
藥
・
黄
藥
・
黒
藥
之
法
・
赤
藥
・
紫
藥
・
金
の
合
・

銀
の
合
・
赤
繪
藥
・
青
藥
・
黄
繪
藥
（
以
下
略
）

②　

黒
藥
乾
山
の
記
の
法

一
深
草
水
下
土
壱
升　

一
常
の
木
の
灰
八
升　

一
中
て
い
八
十
目　
　

 

一
へ
け
五
十
目　

一
そ
は
か
ら
灰
壱
斗 

但
し
う
す
く
（
以
下
略
）

③　

右
は
文
化
亥
年
大
坂
に
て
窪
田
助
左
衛
門
よ
り
借
写

之　

又
同
子
年
京
都
に
て
拝
借
之
写
添
之
書
也　

猶
秘
法

共
書
添
可
申
事
（
続
い
て
次
頁
に
）

④　

―
「
樂
燒
藥
法
」
―

　

不
許
他
見　

文
政
元
寅
年
八
月
於
松
府
写
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
高
文
貞
秘
蔵

―
「
樂
燒
藥
法
」（
小
高
文
貞
蔵
と
は
別
本
）
―

　

都す
べ
て而
艶
藥
・
地
藥
・
黄
・
青
・
黒
・
青
磁
・
萌
黄
・
ゴ

ス
黒
・
白
緑
青
青
磁
・
釡
の
圖
（
藥
ス
リ
棒
・
ニ
ウ
鉢
）

⑤　

―
安
永
元
年
「
千
家
樂
燒
古
實
」
十
二
月
十
七
日
―

　

尼
燒
ト
云
ハ
初
代
長
次
郎
母
也　

至
テ
古
キ
物
（
略
）

初
代
朝
次
郎
ト
云
此
ヲ
朝
鮮
ノ
人
ト
云 

千
利
休
時
代

二
代
尼
燒
ト
云　

朝
次
郎
母
也
（
以
下
三
代
道
入
か
ら
歴
代

へ
と
続
き
、
名
物
利
休
七
種
茶
碗
「
早
船
・
検
校
・
臨
済
・
大
黒
・

東
陽
坊
・
鉢
開
・
木
守
」
な
ど
）

⑥　

―
「
陶
器
出
処
附
」
―

　

染
付
芋
頭
水
指
・
金
襴
手
・
三
嶋
唐
津
・
雲
鶴
・
丹
波

焼
・
信
楽
・
青
江
手
（
以
下
略
）

⑦
一
乾
山　

和
物
也
至
て
近
來
の
物
に
て
下
品
也
（
略
）

一
仁
清　

京
御
室
の
里
ニ
て
や
く
近
代
も
の
也
下
品

―
「
本
竃
樂
燒
之
法
赤
樂
」
―
（
上
薬
な
ど
古
法
含
）

  
大
坂
屋
村
田
宗
清　

　

一
紫
ゴ
ス
四
匁 

一
唐
土
百
目 

一
日
ノ
岡
石
卅
匁　

但

繪
ニ
用
ユ
ル
ト
キ
ハ
玉
五
拾
目
加
ル
也
（
略
）

⑧　

上
藥　

一
乾
山
阿
蘭
陀
下
塗　

白
也

一
信
楽
土
百
目　
　
　

一
玉
五
拾
目　

一
日
ノ
岡
石
二
拾
匁　

一
唐
土
五
十
匁

（
次
頁
）
上
藥　

上
々
唐
燒
白
繪
正
味

一
唐
土
百
目　
　
　

   
一
日
ノ
岡
四
拾
目

⑨　

繪
之
具
調
所
は

一
京
か
ら
す
丸
竹
屋
町
下
ル
西
入　

わ
た
や
徳
兵
衛
の

向
白
粉
屋
求
馬
・
一
同
二
条
通
東
銅マ
マ

院
（
本
明
院
）
諸

繪
具　

百
足
屋
小
兵
衛
・
一
同
五
条
通
伏
見
海
道
西
ヘ

入
伊
勢
屋
出
雲
清
兵
衛
こ
と

（
別
記
に
京
五
條
通
橋
東
弐
丁
目
御
用
達
伊
勢
屋
清
兵
衛
）

⑩　

―
「
本
燒
樂
燒
上
藥
合
様
秘
書
」
―

　

京
都
粟
田
口
燒
物
師
元
祖　

九
右
衛
門
傳
書

　

又
京
都
深
草
燒
物
師　

小
幡
佐
五
郎
傳
書
モー
ア
リ

（
こ
れ
は
『
樂
燒
藥
秘
法
』
朝
比
奈
本
に
同
じ
）

⑪　

寛
保
癸
亥
歳
秋

　
　
　

京
都
深
草
燒
物
師　

小
幡
左マ

マ

五
郎
正
供
判

　
『
樂
燒
藥
方
』（
小
高
文
貞
蔵
本
）
と
同
一
内
容
を

含
む
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
安
永
元
年
（
一
七

七
二
）
文
化
亥
年
（
一
二
年
） 

同
子
年
（
一
三
年
）
文

政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
紀
銘
が
あ
る
。
乾
山
・
仁

清
焼
と
も
に
近
代
も
の
・
下か

ひ
ん品
と
あ
る
が
、
文
化
・

文
政
期
の
煎
茶
趣
味
・
中
国
志
向
を
伝
え
る
な
ど
、

中
国
で
は
舜し

ゅ
ん
て
い
帝
が
川
浜
に
陶
す
る
、
日
本
で
は
聖

徳
太
子
が
深
草
の
里
に
薬
（
釉
薬
）
を
興
す
と
し
た

逸
話
を
掲
載
。
織
部
・
遠
州
、
紹
鷗
・
利
休
翫も

て
あ
そ

 

び

の
み
ち
、
千
家
と
茶
人
名
を
記
す
が
、
京
都
深
草

燒
物
師
小
幡
佐
五
郎
は
寛
保
癸
亥
年
秋
『
本
燒
樂

燒
上
藥
合
様
秘
書
』
を
著
し
、

　
「
清
水
粟
田
口
の
偶
に
選
出
、
黒
薬
を
修
練
し

て
家
々
の
産
と
な
し
、
好
む
者
多
し
と
雖い

え
ども

容
易

に
こ
れ
を
許
さ
ず
、
秘
し
た
る
故
、
人
も
こ
れ
を

伺
う
こ
と
あ
た
わ
ず
、
問
答
の
こ
と
あ
る
を
梓
す

る
と
こ
ろ
な
く
、
崇
伝
を
著
す
」

と
述
べ
る
。単
冊
の
伝
書
を
集
成
、合
冊
本
は
内
容・

伝
者・
年
紀
も
類
似
、
重
複・
誤
認
な
ど
も
多
く
、

確
た
る
資
料
に
基
づ
く
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

絵
具
屋
に
大
坂
屋
村
田
宗
清
の
名
が
あ
る（『
本

竃
樂
燒
之
法
赤
樂
』）。
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⑦
『
樂
燒
方
書 

完
』：「
樂
燒
方
」「
樂
燒
之
方
書
」「
樂
燒
藥
并
諸
道
具
」

筆
者
・
成
立
年
代
不
明　

東
京
国
立
博
物
館

『
樂
燒
方
書 

完
』
表
紙 
①

乾
山
焼 

②

大
坂
常
吉
兵
衛
傳
書　

樂
燒
藥
并
諸
道
具 

③

茶
碗
屋
長
兵
衛

大
坂
北
本
町
一
丁
目
中
程
北
側 

④

繪
ノ
具
屋
最
宜
シ

①　

―
『
樂
燒
方
書 

完
』
―

―
樂
燒
方
・
圭
斎
傳
―

　

黒
早
燒
（
緑
青
七
匁
・
鉄
皮
二
匁
・
長
吉
丹
十
四
匁
・
真
鍮

泥
十
五
匁
）・
別
方
・
瑠
璃
燒
・
青
磁
・
赤
樂
法
・
上
藥
・

地
藥
・
青
藥
・
白
藥
・
黄
藥
・
黒
藥
・
幕
藥
・
乾
山
焼
。

②　

乾
山
焼

　

下
作
黒
谷
白
土
ニ
テ
作
ル　

シ
ラ
干
ニ
成
テ
ロ
ク
ロ
ニ

テ
削
ル　

下
塗
白
繪
土
三
遍
程
塗
リ　

其
上
何
ニ
テ
モ
色

繪
ヲ
画
キ　

上
藥
ヲ
カ
ケ　

燒
上
テ　

水
ニ
ツ
ケ
ル

　

交
趾
燒
・
三
島
燒
・
瀬
土
燒
・
白
繪
藥
・
茶
繪
藥
・
瑠

璃
繪
藥
・
錦
手
ノ
赤
繪
藥
・
鳶
色
繪
藥
・
赤
繪
藥
・
黒
繪

藥
・
青
繪
藥
・
淺
黄
繪
藥
・
紫
繪
藥
・
樂
藥
早
藥
赤
・
輕

石
其
外
土
カ
タ
メ
ノ
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
圭
斎
傳
ナ
リ

―
樂
燒
之
方
書
・
常
吉
兵
衛
―

　

赤
樂
之
法
・
黒
樂
之
法
・
白
樂
之
法
・
繪
画
之
法
・
形

入
之
法
・
再
ヒ
竃
ニ
入
ル
法
・
ヒ
ス
ミ
ヲ
直
ス
法
・
黒
樂

掛
目
之
法
・
黒
樂
ニ
白
画
ヲ
上
ル
法
・
銘
印
ニ
藥
ヲ
不
掛

法
（
以
下
略
）

燒
物
画
ヲ
写
ス
法

　

紙
ハ
西
ノ
内
カ
又
杉
原
カ
宇
田
紙　

先
ス
紙
ヲ
ヨ
ク
モ

ミ
板
ニ
ヒ
ロ
ケ
刷
毛
ニ
テ
左
ノ
水
ヲ
引　

日
ニ
干
シ
ハ
ラ

エ
ハ
荒
キ
粉
落
ナ
リ

③　

以
上
大
坂
常
吉
兵
衛
傳
書
也

　

京
都
智
恩
院
古
門
前
古
橋
町 

茶
碗
屋
長
兵
衛

―
樂
燒
藥
并
諸
道
具
（『
樂
燒
秘
嚢
』）
―

④　
（
製
土
之
法
以
下
内
窯
陶
法
・
藥
・
窯
図
）

　

大
坂
北
本
町
一
丁
目
中
程
北
側 

繪
ノ
具
屋
最
宜
シ

⑧
『
繪
藥
・
釉
藥
配
合
帳
』：
筆
者
・
成
立
年
代
不
明　

三
田
市
教
育
委
員
会

「
乾
山
の
極
秘
」 

①

モ
エ
ギ
・
ク
ロ
（
絵
具
） 

②

黄
・
赤
（
絵
具
）  

 

③

①　

乾こ

山
の
極
秘

　

但
し
生
の
内 

画
ヲ
書
ス　

ヤ
キ
の
後
ニ
て 

ゑ
書
㕝
東

然
な
れ
共

一
し
の
白
合
せ
藥　

器
物
ニ
生
掛
ニ
仕
置　

極
か
わ
カ
セ

て
後　

素
ヤ
キ
す
べ
し　

其
後
上
藥
ヲ
カ
ル
ク
カ
ケ
ル
コ

ト　

左
ニ
印
ス　

又
モ
エ
キ 

ク
ロ 

赤 

黄
紫
ヲ
以
て
画
ス

也　

其
後
上
藥
ス
ル
ナ
リ 

②　

ノ
コ
ラ
す
画
ノ
色
也

　
　

モ
エ
ギ　

白
ろ
ク
壱
匁　

日
ノ
岡
壱
匁

　
　

ク
ロ　
　

加
茂
川
壱
匁　

白
ろ
ク
三
分　

鉄
紅
五

　
　
　
　
　
　

匁　

ト
ウ
ツ
チ
五
匁

③　

黄　
　
　

黄
ハ
錦
手
の
赤
ヲ
用
と
申
也

　
　

赤　
　
　

錦
手
ノ
赤
ニ　

ろ
う
ハ
紅
か
ら
ト
天
草

　
　
　
　
　
　

く
わ
へ
用
ル
也　

さ
も
無
く
而
ハ
黄
ニ

　
　
　
　
　
　

む
く
ゑ
ト
シ
ル
ヘ
シ

④　

紫　
　
　

錦
手
の
紫
の
合
也　

紫
呉
州
合
や
ふ
分

　
　
　
　
　
　

色
々
過
し
て
置
へ
し

紫
（
絵
具
） 

④

　

樂
燒
方
圭
齋
傳
、
大
坂
常
吉
兵
衛
傳
で
あ
る
。

　

絵
具
・
諸
道
具
商
茶
碗
屋
長
兵
衛
は
真
葛
長
兵
衛

で
あ
り
、「
石
野
佐
次
衛
門
樂
燒
法
」
に
も
現
れ
る
。

黒
樂
ニ
白
画
ヲ
入
れ
る
法
は
、
乾
山
焼
二
代
猪
八
工

夫
ノ
陶
法
。「
珉
山
燒
青
藥
」。
黒
早
燒
薬
は
合
黒
楽

釉
、
黒
色
顔
料
に
加
茂
川
石
を
使
わ
な
い
黒
楽
釉
。

　
『
繪え

ぐ
す
り藥
・
釉ゆ

う
や
く藥
配
合
帳
』
は
、「
金
燒
附
傳
」「
金

古
堂
口
傳
写
」「
大
西
友
三
良
デ
ン
」「
樂
燒
藥
傳
」

「
本
窯
藥
」「
樂
燒
藥
調
合
」「
本
窯
藥
」「
乾
山
の
極

秘
」「
石
燒
キ
ク
ス
リ
」「
土
燒
調
合
」「
尾
賀
田
周

平
傳
」「
今
里
相
傳
」
以
上
、
一
二
篇
に
よ
っ
て
成

立
。
乾
山
に
関
し
て
は
極
秘
と
あ
る
が
、
絵
具
の
調

合
を
中
心
に
生
素
地
上
・
素
焼
上
、
白
下
地
は
「
し

の
白
合
せ
藥
」、
上
薬
は
軽
く
掛
け
る
と
あ
る
。
欽

古
堂
亀
祐
口
伝
、
尾
形
周
平
伝
な
ど
を
含
み
、
成
立

は
文
政
・
天
保
以
後
と
推
定
さ
れ
る
。
三さ

ん
だ田
焼
は
兵

庫
県
三
田
市
の
や
き
も
の
で
あ
る
。
宝
暦
年
間
（
一

七
五
一
―
六
四
）
小
西
金
兵
衛
が
開
窯
、
白
化
粧
を

用
い
た
製
品
に
始
ま
り
、
内
田
忠
兵
衛
創
始
の
青
磁

が
知
ら
れ
る
。
文
化
末
・
天
保
年
間
を
最
盛
期
と
し
、

京
都
か
ら
欽
古
堂
亀
祐
も
指
導
に
訪
れ
、
型
物
製
作

に
す
ぐ
れ
る
。
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①
『
樂
燒
秘
書
竃
圖
附
』：
筆
者
飯
塚
宗
助・文
化
三
年
（
一
八
〇
六
） 

ピ
ー
ボ
デ
ィ
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館

『
樂
燒
秘
書
竃
圖
附
』
表
紙 

①

樂
吉
左
衛
門
判 

文
化
三
丑
（
二
年
）
年

二
月 

飯
塚
宗
助
常
秀
（
花
押
） 

②

①　

―
『
樂
燒
秘
書
竃
圖
附
』
―

樂
燒
藥
方
之
書

○
彩
色
藥

青
藥
之
方　

緑
青
八
拾
目 

石
二
百
目 

唐
土
五
百
目

　

右
調
合
乄
用
ユ 

緑
ハ
松
印
ニ
テ
も
板
流
ニ
テ
モ
吉　

塗
上
六
反ヘ

ン

程
ヨ
シ 

緑
減
ス
レ
ハ
交
趾
藥
ト
ナ
ル
也

紫
藥
之
方　

紫
胡
須
弐
分 

石
参
匁 

唐
拾
匁

　

右
調
合
乄
色
薄
時
ハ
胡
須
加
ル　

色
見
シ
テ
可
用　

胡
須
ニ
口
傳
有

黄
藥
之
方　

唐
白
目
三
分 

石
三
匁 

唐
土
拾
匁

　

右
調
合
シ
テ
弁
柄
少
加
ル　

白
目
ハ
極
細
末
ニ
テ
可
用

瑠
璃
藥
之
方　

紺
青
五
匁 

石
壱
匁
五
分 

唐
土
五
匁

　

右
紺
青
ハ
花
紺
青
宜
シ　

極
細
末
ニ
ス
ヘ
シ

黄
瀬
戸
藥
之
方　

弁
柄
二
匁
五
分 

日
野
拾
五
匁 

唐
五

　

拾
匁　

右
調
合
乄
若も

し

色
悪
キ
ーキ
ハ
弁
柄
ヲ
減
ス

赤
藥
之
方　

辨
柄
三
匁 
信
樂
拾
匁 

日
山
三
匁
弐
分

　

唐
土
五
匁 

右
調
合
乄
色
悪
キ
ーキ
ハ
信
樂
減
ス　

黒
藥
之
方　

岩
白
緑
三
拾
目 
日
野
岡
三
拾
目 

唐
百
目　

右
ハ
白
緑
ニ
口
傳
ア
リ 

是
ハ
本
竃
ノ
黒
藥
ナ
リ

飴
色
藥
之
方　

加
茂
川
石
弐
拾
五
匁 
唐
百
匁

　

右
調
合
乄
三
へ
ん
塗　

上
エ
三
拾
目
ノ
留
藥　

　

濃
く
壱
へ
ん
塗
テ
吉

茶
藥
之
方　

信
樂
土
・
弁
柄
當
分
ニ
入
見
合 
緑
青

　

石
三
拾
匁 

唐
土
百
匁　

右
調
合
シ
テ
色
合
工
夫

桃
色
藥
之
方　

信
樂
土
壱
匁 

辨
柄
五
リ
ン 

石
弐
分

　

唐
土
三
分　

右
之
割
合
調
合
也　

悪
時
ハ
信
（
信
樂
）

　

減
ス

浅
黄
藥
之
方　

信
樂
土
五
分 

紺
青
三
分 

山
（
大
日
山
）　

四
分 

唐
壱
匁　

右
調
合
色
見
シ
テ
用　

留
藥
懸

　

ル
事
法
ナ
リ　

以
上

　

右
は
畫
ノ
彩
色
藥
ニ
用
ル
ナ
リ　

何
邊
も
色
見
し
て

　

相
用　

留
ヲ
懸
て
色
出
ル
法
ナ
リ

○
地
藥

　

白
地
藥
之
方　

信
樂
土
百
匁 

石
三
拾
匁 

唐
土
八
拾
匁　

右
調
合
シ
テ
コ
シ
テ
相
用
ル　

信
樂
ハ
赤
ミ
無

　

處
ヲ
用

青
磁
地
藥
之
方　

緑
青
五
匁 

石
三
拾
匁 

信
樂
土
百

　

匁　

唐
土
八
拾
匁　

右
地
色
薄
時
ハ
緑
青
相
増
ス

赤
地
藥
方　

黄
土
水
ひ　

右
は
下
地
ニ
カ
ゝ
ハ
ラ
ス

　

赤
ニ
燒
上
ル
ニ
ハ　

下
地
乾
タ
ル
時
分　

二
反
ス

　

リ
テ
ス
燒
ス　

下
地
赤
也
ト
ナ
ル
ナ
リ　

黒
地
藥
之
方　

白
緑
四
匁 

弁
柄
五
匁
五
分 

石
六
分

　

唐
土
五
分　

右
は
厚
ク
三
反
塗　

燒
上
ノ
火
強
ス

　

右
地
藥
ハ
繪
ヲ
書
て
も
亦
は
ハ
無
て
も
留
藥
ハ
三

　

反
ツ
ゝ
塗
燒
上
ル

○
秘
傳
五
箇
之
方

赤
畫　

水
テ
黄
土

　

右
は
彩
色
用
ル
朱
ノ
如
ニ
相
成　

素
燒
之
節
エ
（
繪
）

　

ハ　

下
ニ
白
繪
ヲ
用
ル

黒
畫　

紫
胡
須　

右
極
細
末
シ
テ　

随
分
濃
ク
用

本
竃
赤
繪
之
方　

弁
柄
三
拾
匁　

白
玉
百
匁　

唐
土

　

三
拾
匁　

右
ハ
極
細
末
ニ
ス
リ
用　

玉
ハ
極
白
吉

青
磁
藥　

紺
青
六
匁　

岩
白
緑
壱
匁　

石
二
百
匁

　

唐
土
五
百
匁

　

右
は
調
合
シ
テ
七
反
塗
也　

下
地
ニ
ヨ
リ
地
藥
懸

　

ル　

亦
上
エ
彩
色
も
相
成
ル
口
傳
有

金
燒
付　

金
泥 

硼
砂 

二
味

　

右
燒
付
後　

ハ
ウ
ノ
ハ
カ
マ
ニ
テ
光
澤
出
ス

○
極
秘
傳

赤
樂
藥　

石
三
拾
五
匁　

唐
土
百
匁

　

右
二
味　

是
ヲ
合
セ
テ
留
藥
ト
云　

元
來
光
澤
藥
な
り

　

此
藥
ヲ
塗
テ
燒
時
ハ　

光
澤
出
ス
コ
ト
妙
也

　

下
地
ニ
画
ヲ
書　

是
ヲ
上
エ
（
ヘ
）
塗
リ
テ

　

地
色
迄
も
引
出　

諸
色
藥
ヲ
押
テ
落
サ
ス
故　

留

　
 

藥
ト
云　

此
一
方
ヲ
以
テ　

諸
色
ノ
藥
加
減
シ
テ　

出
タ

ル
者
也　

諸
藥
之
根
本
也　

可
秘
々
々

黒
藥
之
秘
方　

加
茂
川
百
匁　

白
玉
五
拾
匁
ゟ
八
拾

　

匁
迄
入
六
十
匁
吉 

硼
砂
拾
五
匁 

是
ハ
不
入
ト
も
吉

右
赤
黒
之
二
法
ハ　

樂
家
相
傳
之
秘
法
な
り　

樂
燒
根
本
之

藥
ニ
テ　

極
□
ノ
秘
ト
ス
ル
処
な
り
古
來
名
物
ハ
皆
此
二
法

ニ
テ
燒
タ
ル
者
な
り　

代
々
ノ
藥
是
ニ
少
々
加
減
ノ
已
也　

可
秘
々
　々

○
火
加
減
之
事　

口
傳

○
色
見
之
事　

口
傳

②　

右
は
自お
の
れ
が
せ
ん
ぞ
で
ん
ら
い
の
ひ
じ
な
り

先
祖
傳
來
之
秘
事
也　

雖し
か
る
と
い
え
ど
も

然　
　
　

依ね
ん
ら
い
の
し
ゅ
ぎ
ょ
う
に
よ
っ
て

年
來
修
業　
　

 

且か
つ
し
ゅ
う
し
ん
あ
さ
か
ら
ず

執
心
不
浅　

 

悉こ
と
ご
と
く
つ
た
え
る
も
の
な
り

傳
者
也　
　

不み
だ
り
に
た
で
ん
あ
る
べ
か
ら
ず

可
妄
有
他
傳　

赤あ
か
く
ろ
の
に
ほ
う

黒
之
二
法　

殊こ
と
に
ひ
す
べ
し

可
秘　

々
々

　
　
　
　

以
上　
　
　

 

樂ら
く
き
ち
ざ
え
も
ん

吉
左
衛
門 

判

　
　

文
化
三
丑
年
二
月 

飯
塚
宗
助 

常
秀
（
花
押
）

○
樂
燒
竃
道
具
之
圖

素
焼
竃　

積
口
・
色
見
ノ
穴

火
掻　

挟　

竃
ニ
ヨ
リ
長
短
ア
リ　

柄
長
三
尺
・
三
尺

五
寸　

柄
長
壱
尺
五
寸
・
二
尺
五
寸

樂
燒
外
竃
、
此
竃
ヲ
金
竃
モー
云　

色
燒
カ
マ
也

方
形
内
窯　

蓋　

ト
チ
ン　

長
ト
チ
ン　

隔
小
板

席
竃
ノ
外
カ
マ
・
内
カ
マ　

蓋　

色
見
穴

五
徳
（
土
ニ
テ
作
）　

居
轆
轤　

臺
ロ
ク
ロ　

同
標
本

三
、
乾
山
名
の
な
い
陶
法
書

　

当
伝
書
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
蒐
集
の
一
冊

で
あ
る
。
英
字
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
モ
ー
ス
は

京
都
に
お
い
て
陶
工
よ
り
受
理
し
た
も
の
と
推
測
。

　

陶
法
を
伝
え
た
樂
吉
左
衛
門
は
樂
家
九
代
了
入

（
一
七
五
六
―
一
八
三
四
）
と
考
え
る
。
了り

ょ
う
に
ゅ
う

入
は
七

代
長
入
の
二
男
惣
次
郎
、
兄
得と

く
に
ゅ
う

入
が
若
く
し
て
隠

居
。
一
五
歳
で
当
主
と
な
り
、
以
後
六
〇
年
に
及

ぶ
作
陶
が
知
ら
れ
る
。
表
千
家
了
々
斎
よ
り
「
了
」

を
得
る
が
、
号
は
翫が

ん
ど土

老
人
。
天
明
大
火
に
罹
災
。

陶
土
・
印
章
、
多
く
の
も
の
を
失
う
と
い
う
。
樂

家
秘
伝
の
伝
授
背
景
に
は
諸
々
の
事
情
が
考
え
ら

れ
る
。
冒
頭
「
彩
色
藥
・
青
藥
之
方
」
で
は
緑
青

を
減
ら
せ
ば
交
趾
に
な
る
と
あ
る
が
、「
反
」
は

「
返
」、
繰
り
返
す
意
で
あ
る
。

　

一
九
八
五
年
一
〇
月
二
四
日
、
翌
一
九
八
六
年
五

月
一
日
、
ボ
ス
ト
ン
郊
外
セ
ー
ラ
ム
、
ピ
ー
ボ
デ
ィ
・

エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
を
訪
れ
た
。
晩
秋
の
当
地
は
冷

た
く
、
魔
女
伝
説
を
彷
彿
さ
せ
る
靄も

や

に
包
ま
れ
て
い

た
。
作
品
調
査
の
思
い
出
で
あ
る
。
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②
『
樂
燒
諸
傳
』：
『
樂
燒
秘
嚢
上
』「
尚
友
斎
一
心
庵
樂
燒
傳
法
」「
樂
燒
田
邊
弥
三
郎
傳
來
藥
法
」

「
石
野
佐
次
右
衛
門
樂
燒
法
」
筆
者
渡
辺
政
挙
・
原
本
松
田
秀
徳
・
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）・
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

『
樂
燒
諸
傳
』
表
紙 
①

『
尚
友
斎
一
心
庵
樂
燒
傳
法
』 

②

①　

―
『
樂
燒
諸
傳
』
―

―
『
樂
燒
秘
嚢
上
』
―

樂
燒
秘
書
・
享
保
十
八
丑
冬
至
日　

東
々
主
人
序

樂
燒
秘
嚢
目
録
・
器
物
作
り
様
・
削
道
具
の
圖
・
素
燒
の
仕

や
う
・
数
燒
釡
の
圖
・
本
燒
赤
樂
の
法
・
土
を
製
す
る
法
・

竃
を
作
る
法
・
火
の
色
見
様
の
法
・
地
藥
秘
傳
の
法
・
紅
梅

手
の
秘
法
・
白
絵マ

マ

藥
の
法
・
赤
絵
藥
の
方
・
萌
黄
藥
の
方
・

黒
絵
藥
の
方
・
瑠
璃
絵
藥
の
方
・
柿
色
絵
藥
の
方
・
黄
絵
藥

の
方
・
箔
黄
絵
の
方
・
黒
絵
藥
を
製
す
る
方
・
渋
紙
手
藥
の

方
・
雲
屯
の
法
・
玉
虫
色
の
燒
や
う
・
黒
樂
藥
の
方
（
以
下
略
）

　
　
　

右
樂
燒
秘
嚢
陶
師
何
某
よ
り
松
田
秀
徳
傳
來

　
　
　

干
時
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
癸
未
春

②　

―
「
尚
友
齋
一
心
庵
樂
燒
傳
法
」
―

　

土
・
藥
法
秘
傳
（
赤
楽
・
白
樂
・
一
法
白
樂
）・
上
藥
の
法
・

黒
樂
・
青
藥
・
黄
藥
・
一
法
黄
絵
藥
・
一
法
黄
藥
・
渋
紙
色
・

瑠
璃
藥
・
松
葉
傳
赤
・
繪マ

マ

の
具
・
な
だ
れ
・
大
の
水
指
一
ッ

分
上
藥
・
茶
碗
一
ッ
分
上
藥

一
心
庵
口
傳
筆
記

　

水
藥
随
珠
法
・
又
法
氷
海
玲
瓏
・
赤
色
の
法
・
黒
色
上
藥

の
法
・
又
法
・
本
燒
藥
・
ク
ハ
ン
ニ
ウ
・
繪
具

　

右
の
法
ハ
大
樋
傳
の
由
に
て
證
明
寺
老
僧
一
心
庵
よ
り
傳

來
（
證
明
寺
は
不
明
。
若
狭
に
あ
る
が
）

③　

―
「
樂
燒
田
邊
弥
三
郎
傳
來
藥
法
」
―

　

赤
・
萌
黄
・
あ
め
色
・
黒
・
梨
子
地
・
燒
継
（
略
）

④　

右
藥
種
調
所

　

皇
都
烏
丸
松
原
下
ル
吉
野
屋
吉
兵
衛
（『
樂
燒
秘
傳
』
白
鷲

斎
に
は
吉
野
屋
正
兵
衛
と
あ
る
）

⑤　

―
「
石
野
佐
次
右
衛
門
樂
燒
法
」
―

　

上
藥
の
法
・
下
塗
藥
・
萌
黄
藥
・
黄
藥
・
紫
藥
・
瑠
璃
藥
・

解
水
の
法

⑥　

右
石
野
佐
次
右
衛
門

　

京
都
茶
碗
屋
長
兵
衛
よ
り
傳
來
の
由
に
て
書
付
貰
ひ
置
候

也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
秀
徳
識

　

天
保
七
年
丙
申
（
一
八
三
六
）
二
月
客
中
謄
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
政ま

さ
た
か挙

（
花
押
）

『
樂
燒
田
邊
弥
三
郎
傳
來
藥
法
』 

③

右
藥
種
調
所  

皇
都
烏
丸
松
原
下
ル 

吉
野
屋
吉
兵
衛 

④

『
石
野
佐
次
右
衛
門
燒
法
』 
⑤

松
田
秀
徳
識　

 

⑥

天
保
七
年
丙
申
二
月 

客
中
謄
写　

渡
辺
政
挙
（
花
押
）

『
樂
燒
秘
嚢
』
序
文
「
樂
燒
秘
書
」 

①

享
保
十
八
丑
冬
至
日　

東
々
主
人
席
（
印
）

『
樂
燒
秘
嚢
』
竃
を
作
る
法 

①

外
竃
の
圖
・
外
竃
寸
法
・
内
釡
寸
法
・
内

釡
蓋
の
圖

　

刊
本
『
樂
燒
秘
嚢
』
は
享
保
一
八
年
（
一
七
三

三
）
東
々
主
人
序
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に

出
版
さ
れ
た
楽
焼
関
係
初
の
書
物
で
あ
る
。
著
者

は
浪
速
の
中
田
潜せ

ん
り
ゅ
う
し

龍
子
、
が
、
作
者
に
関
す
る
詳

し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

　

土
の
拵
え
方
か
ら
器
物
の
作
り
方
、
削
り
方
、

釉
薬
・
絵
薬
、
そ
の
種
類
に
至
る
記
録
が
あ
り
、

窯
に
関
し
て
は
内
窯
・
外
窯
、
そ
の
構
築
、
素
焼

の
仕
様
、
各
種
焼
き
方
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。

陶
芸
に
興
味
を
も
つ
人
々
に
は
指
導
書
・
手
引
書
・

参
考
書
と
な
り
、
陶
法
書
・
伝
書
作
成
に
は
指
針

と
な
る
が
、
の
ち
の
伝
書
は
多
く
同
書
を
念
頭
に

組
み
立
て
ら
れ
る
。
内
容
は
楽
焼
、
釉
薬
・
絵
薬

の
調
合
が
中
心
、
庭
内
に
築
く
こ
と
の
で
き
る
内

窯
構
築
を
基
軸
と
す
る
。

　
『
樂
燒
諸
傳
』
は
『
樂
燒
秘
嚢
上
』
書
写
・「
尚

友
斎
一
心
庵
樂
燒
傳
法
」「
樂
燒
田
邊
弥
三
郎
傳

來
藥
法
」「
石
野
佐
次
右
衛
門
樂
燒
法
」
の
四
部

か
ら
成
る
合
冊
本
で
あ
る
。
原
本
は
松
田
秀
徳

伝
、
筆
者
は
渡
邊
政
挙
と
あ
る
が
、
両
者
の
詳
し

い
こ
と
は
解
ら
な
い
。

　
「
尚
友
齋
一
心
庵
樂
燒
傳
法
」
は
大
樋
伝
、
證

明
寺
老
僧
一
心
の
伝
え
る
と
こ
ろ
、

　
「
樂
燒
田
邊
弥
三
郎
傳
來
藥
法
」
は
皇
都
烏
丸

松
原
下
ル
吉
野
屋
吉
兵
衛
の
茶
種
調
所
、

　
「
石
野
佐
次
右
衛
門
樂
燒
法
」
は
京
都
茶
碗
屋

長
兵
衛
よ
り
伝
来
の
由
を
記
す
が
、
茶
碗
屋
長
兵

衛
と
は
真
葛
焼
の
創
始
者
真
葛
長
造
の
父
宮
川
長

兵
衛
で
あ
る
。
樂
家
も
京
都
、
発
信
元
も
多
く
京

都
、
翫
ぶ
の
は
江
戸
の
趣
味
人
・
数
寄
者
仲
間
と

考
え
ら
れ
る
。

　

調
合
に
白
玉
を
入
れ
る
こ
と
は
一
八
世
紀
以
後

一
九
世
紀
に
お
け
る
陶
法
書
の
特
徴
で
あ
る
。

乾山江戸編(63)



③
『
樂
燒
藥
方
』：
小
高
文
貞
蔵
・
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）・
成
立
年
代
不
明　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

①　

―
『
樂
燒
藥
方
』
―

②　

文
政
元
寅
年
（
一
八
一
八
）
八
月
於
松
府
写
之

　
　
　
　

小
高
文
貞
秘
蔵 

樂
燒
藥
方 

不
許
他
見

　

燒
も
の
藥
遣つ

か

ふ
品
々

唐
土
・
白
玉
・
日
の
岡
石
・
豊
後
土
・
緑
青
・
丹
・
朱
・
鉄
粉
・

代だ
い
し
ゃ
せ
き

赭
石
（
酸
化
第
二
鉄
）・
雄
黄
・
白
緑
青
・
黄
土
・
加
茂
川
石
・

花
紺
青
・
蓬
砂
・
弁
柄

唐
藥
ハ
：
黒
ゴ
ス
・
青
ゴ
ス
・
紫
ゴ
ス
・
鼠
ゴ
ス
・
黄
ゴ
ス
・

白
ゴ
ス　

こ
の
外
何
色
に
て
も
色
よ
き
石
ハ
一
遍
良
く
焼
き　

粉
に
い
た
し
候
へ
は
藥
に
相
成
候　

然
と
も
何
藥
に
て
も
唐
土

を
和
し
不
申
候
へ
は　

藥
に
流
れ
不
申
候　

此
御
心
得
第
一
に

御
座
候

樂
燒
之
方
：
青
磁
之
方
・
黄
色
藥
の
方
・
同
黄
藥
の
方
・
赤
樂

の
方
・
飴
色
樂
・
黒
樂
の
方
・
本
黒
樂
の
方
・
白
藥
の
方
・
艶

藥
の
方

繪
藥
の
方
：
赤
繪
藥
ハ
弁
柄
二
匁　

唐
土
五
分　

阿に
か
わ膠

・
青
繪

藥
ハ
岩
緑
青
と
に
か
わ
・
黒
藥
ハ
黒
コ
ス
と
に
か
わ
又
鉄
粉
・

白
藥
ハ
地
藥　

又
浮
出
し
に
は
日
の
岡
石
一
匁　

唐
土
一
匁　

に
か
わ
・
黄
藥
ハ
丹 
朱 
雄
黄
・
紫
繪
藥
ハ
代
赭
石
二
匁　

弁

柄
一
匁　

唐
土
二
匁
（
略
）

③　

樂
燒
藥
法

　

都す
べ
て
つ
や
ぐ
す
り

而
艶
藥　

唐
土
百
目 

白
玉
十
匁 

日
の
岡
石
三
十
八
匁
或

三
十
匁　

古
く
見
せ
候
時
ハ
白
玉
不
入　

地
藥
・
赤
下
地
・
黄
・

青
・
黒
・
青
磁
・
萌
黄
・
ゴ
ス
黒
・
白
緑
青
青
磁
・
土
ノ
煉
様
・

釡
ノ
圖
（
略
）

　

小
高
文
貞
秘
蔵
と
あ
り
、
全
文
は
『
千
家
樂
燒
古
實
附
陶
器

出
処
書
』
に
同
一
。
文
貞
碑
は
江
戸
川
区
天
台
宗
光
福
寺
に

「
小
高
文
貞
」
と
あ
る
が
、
同
一
人
物
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

乾
山
工
夫
の
豊
後
土
の
使
用
を
記
述
。
江
戸
に
於
け
る
初
代

陶
法
の
活
用
に
は
二
代
次
郎
兵
衛
伝
書
の
流
布
を
推
定
す
る

が
、「
古
く
見
せ
候
時
ハ
白
玉
不
入
」
と
あ
り
、
古
物
の
風
趣

に
は
白
玉
を
用
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

乾
山
・
孫
兵
衛
、
伝
統
的
な
京
焼
内
窯
絵
具
は
、
文
政
期
、

は
や
古
式
の
釉
法
と
み
ら
れ
て
い
た
。
唐
土
・
白
粉
は
釉
薬
の

流
れ
を
促
進
。
活
用
に
は
心
得
が
必
要
で
あ
る
。

『
樂
燒
藥
方
』
表
紙 

①

文
政
元
寅
年
八
月
於
松
府
写
之 

②

小
高
文
貞
秘
蔵　

樂
燒
藥
方　

不
許
他
見

樂
燒
藥
法 

③

④
『
本
竃
樂
燒
唐
物
藥
秘
方 

全
』：「
井
上
傳
」「
深
川
江
戸
記
」「
加
藤
傳
」「
國
勝
傳
」「
阿
蘭
陀

裂
蜜
陀
僧
油
」
筆
者
・
成
立
年
代
不
明　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

『
本
竃
樂
燒
唐
物
藥
秘
方 

全
』
表
紙 

 

①

川
上
冬
崖
傳
授 

④

粟
田
口
・
三
年
坂
八
つ
坂
上 

②

①　

―
『
本
竃
樂
燒
唐
物
藥
秘
方 

全
』
―

　

本
竃
并
樂
燒
唐
物
二
番
竃
燒
付
藥
秘
法

―
南
京
土
・
井
上
氏
傳
書
―

　

南
京
土
是
は
作
土
な
り
・
白
藥
下
地
引
（
以
下
略
）

②　

此
燒
物
の
法
は
先
年
御
同
連
之
御
茶
碗
師
九
右
衛
門
と
云

者
拵
ら
へ
た
る
法
也　

粟
田
口
燒
物
師
之
内
ニ
而
取
持
人
三
人

ゟ
外
ニ
無
之　

何
れ
ニ
て
も
此
法
ハ
出
来
ス
と
い
ふ
事
な
し

　

燒
物
師
粟
田
口　

尾お

び

や
比
屋
忠
兵
衛

　

京
都
清
水
三
年
坂
八
つ
坂
上
樂
傳
兵
衛
無
別
先
生
（
略
）

―
別
法
樂
燒
五
色
繪
の
具
の
法
・
深
川
江
戸
記
―

　

別
法
樂
燒
五
色
繪
の
具
の
法
（
略
）

③　

甲
黒
樂
之
事 

尼
燒
黒
と
も
言
（
加
茂
川
石
無
）（
略
）

　

山＊

田
宗
偏  

大＊

徳
寺
吉
僧
茶
碗　

此
黒
燒
ヲ
用
ル
㕝

―
樂
別
法
色
繪
藥
合
方
・
加
藤
氏
よ
り
書
抜
お
く
る
―

　

青
・
黄
・
赤
・
白
・
黒
・ 

萌
黄
・ 

紫
・
白
地
藥
（
以
下
略
）

―
白
キ
ヂ
燒
付
繪
具
・
國
勝
傳
書
―

　
　
　
　
　
　
　
猪
口
・
茶
碗
・
ト
ク
リ
・
小
皿
の
類

覺
：
と
う
か
ん
堀
越
前
守
中
屋
敷
燒
物
師
粉
裂
所
小
川
子
平
・

麻
布
廣
ろ
ふ
燒
物
竃
師　

今
井
燒
物
師
ニ
而
モ
造
る
竃
（
略
）・

浅
草
駒
形
繪
具
問
屋
近
藤
・
今
戸
す
へ
物
土
・
今
戸
土
器
師
一

瓶
・
通
油
町
南
新
道
伊
勢
屋
吉
兵
衛
（
え
の
ぐ
問
屋
・
繪
具
染
艸

和
漢
御
画
筆
墨
所
）

―
阿
蘭
陀
裂
蜜
陀
僧
油
・
榊＊

原
玄
順
ノ
留
―

　

別
法
蜜
陀
僧 

同
裂
法
・
蒔
繪
の
法 

（
略
）
油
繪
油
法

④　

一
油
繪 

白
藥 

唐
ノ
土
も
黄
ミ
出
候
ニ
付
不
用

一
ア
エ
ン
カ
と
申
藥
ニ
而
画 

一
亞
鉛
（
す
ず
）
ト
申
候
但
シ
ハ

ン
ダ
ヲ
燒
様
ニ
致
し
候
物　

右
ハ
川＊

上
冬
崖
傳
授　

　

茶
碗
師
九
右
衛
門
・
尾お

び

や
比
屋
忠
兵
衛
・
樂
傳
兵
衛
は
不
明
。

＊
山
田
宗そ

う
へ
ん偏

（
一
六
二
七
―
一
七
〇
八
）
は
宗
旦
門
下
の
茶
匠
、

元
禄
一
二
年
か
ら
江
戸
深
川
に
住
す
。

＊
大
徳
寺
吉
僧
と
あ
る
の
は
宗
偏
懇
意
大
徳
寺
一
九
五
世

翠す
い
が
ん
そ
う
み
ん

巌
宗
珉
（
一
六
〇
七
―
六
四
）
と
推
定
。
翠
巌
は
津
田
宗
及

息
江
月
宗
玩
甥
、
大
徳
寺
寸
松
庵
に
住
し
た
。

＊
榊
原
玄げ

ん
じ
ゅ
ん
順
は
江
戸
の
蘭
方
医
。

＊
川
上
冬と

う
が
い崖
は
画
家
。
南
画
も
描
く
が
洋
画
の
普
及
に
尽
力
、

下
谷
の
文
人
ら
と
の
交
流
が
知
ら
れ
る
。

山
田
宗
偏
・
大
徳
寺
吉
僧 

③
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①　

―
『
友
古
樂
燒
』
―

外
之
釡
内
釡
図

②　

御
庭
黒
樂
之
釡

　

御
庭
燒　

昔
ハ
本
釡
モ
是
程
ニ
能
出
来
候
處　

傳
統
と
見
へ

申
候　

大
方
名
々
秘
し
て　

心
覚
ニ
致
置
候
第　

釡
ハ
矢
張
是

ニ
候
得
共　

金
藥
法
々
と
ハ
違
候
事
ニ
て
有
ベ
し　

友
古
ゟ
傳

處
之
法
モ
違
申
候　

高
キ
藥
不
入
ニ　

柚
肌
出
申
候　

御
□

（
遣
・
達
か
）
之
御
法
も　

友
古
之
法　

此
開
ケ
ル
ト　

不
開
ト

ハ
天
地
之
違
ニ
有
之
候

一
外
釡
ハ 

臺 

町
土
様
ニ
て
拵
ル　

中
ハ
黒
谷
ニ
て
拵
候　

同

形　

若
干
黒
め
ニ　

村
内
ゟ
御
買
上
ケ
ニ
候
ヘ
共　

更
ニ
強
□

な
し　

二
ツ
三
ツ
吹
候
で
開　

或
ハ
ヘ
□
付
損
用
ニ
成
申
廿
ツ

中　

御
茶
椀マ

マ

モ
同
シ
上
ニ
候
ヘ
ハ　

同
断
ニ
而
多
分
ニ
御
用
ニ

成
不
申　

其
の
上
ニ
今
の
御
燒
ハ　

黒
ハ
前
而
懸
リ
柚
肌
間
違

ニ
も
出
来
申
候　

十
カ
十
ケ
シ
タ
ゝ
キ　

其
上
ニ
疵
旁
不
益
ノ

ミ
有
之
候　

右
カ
マ
ニ
テ
百
懸
リ
釡
ハ
二
ツ
三
ツ
そ
吹
キ
。

　

○
子
ハ
シ
御
茶
椀マ

マ

漸
ク
五
ツ
六
モ
出
来
候
歟　

然
共
昏
疵
キ

ツ
無
キ
所
ガ　

肌
ケ
シ
タ
ゝ
キ
ニ
テ　

不
ヒ
用
候　

□
太
之
御

無
益
ニ
有
之
候　

其
上
高
キ
藥
入
申
候　

友
古
傳
ニ
テ
ハ　

高

キ
藥
不
入　

初
ゟ
柚
肌
ヲ
帯
テ
出
来
申
候

③　

黒
樂
焼
成
の
窯
と
窯
底
か
ら
窯
内
側
を
見
る
図
。

⑥
『
友
古
樂
燒
』：

筆
者
友
古
・
成
立
年
代
不
明　

都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫

御
庭
黒
樂
之
釡 

②

『
友
古
樂
燒
』
表
紙 

①

窯
と
窯
底
か
ら
窯
内
を
見
る
図 

③

⑤
『
秘
術
巻
』：「
樂
燒
藥
之
法
傳
」「
極
秘
傳
」

筆
者
・
成
立
年
代
不
明　
「
樂
燒
藥
之
法
傳
」
に
明
治
廿
年
二
月
紀
銘　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

①　

―
『
秘
術
巻
』
―

②　

九
谷
燒
之
傳　

加
州
小
松
城
下
吉＊

兵
衛
之
法

　

樂
五
色
之
傳　

京
都
家
元
吉
左
衛
門
弟
子
譲
り
法

　

燒
物
一
切　

同
外
釡
内
土
釡
之
法

加
賀
国
九
谷
燒
之
法

　

同
國
小
松
城
下
ハ
シ
ハ
タ
町
吉
兵
衛
ト
申
ス
者
ニ
受

青
之
法
・
紫
之
法
・
赤
七
蔵
傳
・
燒
接
藥
之
法
傳
・
同
ア
ト
ヒ

キ
藥
・
平
助
傳
・
鬼
手
赤
傳
・
地
赤
之
法
・
樂
燒
之
法 

黒
之
法
・

赤
之
法
・
青
之
法
・
黄
之
法
・
紫
之
法
・
白
之
法
・
九
谷
赤
之

法
・
飴
青
之
法
・
紫
之
法
・
黄
之
法
・
青
之
法
・
茶
碗
早
接
之
法
・

樂
燒
カ
ノ
村
々
傳
有
之
法 

紫
之
法
・
白
色
之
法
・
青
地
之
法
・

地
ニ
黄
土
ヲ
引
テ
・
燒
接
ノ
傳
・
諸
色
早
接
ノ
法

　

右
之
品
々
ハ
京
都
松
原
御
幸
町
西
へ
入
ル
所 

大
和
屋
六
兵

衛
ト
申
所
ニ
有
之
候　

藥
何
テ
モ
ア
リ

樂
燒
藥
口
傳
法 
黒
樂
之
法
・
檜
葉
茶
之
法
（
以
下
略
）

③　

―
「
樂
燒
藥
之
法
傳
」
―

　

紺
青
法
・
青
之
法
・
又
青
之
法
・
黄
之
法
・
紫
之
法
・
赤
之

法
・
上
引
藥
之
法
・
白
繪
下
地
之
法
（
以
下
略
）

　

明
治
廿
年
二
月
本
改
之
合
シ
分

上
藥
・
又
法
・
又
法

④　

―
「
極
秘
傳
」
―

　

陶
器
本
燒
上
藥
之
法
・
繪
藥
之
法
・
又
法
・
又
法
・
上
藥
之

法
・
樂
燒
藥
之
法 

艶
□
藥
之
法
・
青
藥
の
法
（
以
下
略
）

九
谷
燒
之
傳
・
樂
五
色
之
傳
云
々 

②

『
樂
燒
藥
之
法
傳
』 

 

③

『
秘
術
巻
』
表
紙 
①

『
極
秘
傳
』 

④
　
「
秘
術
巻
」「
樂
燒
藥
之
法
傳
」「
極
秘
傳
」
の
三
部
か

ら
成
る
合
冊
本
。
乾
山
名
は
み
ら
れ
な
い
。

＊
吉
兵
衛
は
、
青
木
木
米
に
従
い
加
賀
春
日
山
窯
、
の
ち

若
杉
窯
へ
移
動
し
た
本
多
貞
吉
門
弟
、
小
松
城
下
ハ
シ
ハ

タ
町
住
鶴
屋
吉
兵
衛
で
あ
ろ
う
（『
九
谷
陶
磁
史
鑑
』）。

　

一
つ
の
色
絵
薬
に
対
し
、
数
種
の
調
合
例
を
記
述
す
る

が
、
江
戸
期
幕
末
の
特
徴
の
一
つ
。

　
「
友
古
」
と
は
誰
で
あ
る
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

　
『
陶
器
考
』
著
者
田
内
梅
軒
は
米
三
郎
「
友
古
」
と
称

し
た
が
、
同
一
人
物
か
否
か
は
解
ら
な
い
。

　

ふ
い
ご
を
用
い
た
炭
窯
に
お
け
る
黒
楽
茶
碗
の
焼
成
を

図
示
・
解
説
。
文
中
、
柚ゆ

ず
は
だ肌
を
帯
び
る
か
否
か
の
問
い
に

応
え
、
友
古
の
法
を
以
っ
て
す
れ
ば
高
価
な
釉
薬
を
用
い

ず
し
て
柚
肌
の
生
ず
る
こ
と
を
説
く
。
柚
肌
と
は
焼
成
に

よ
っ
て
陶
器
面
に
柚
の
実
の
表
皮
に
似
た
細
か
な
凹
凸
の

現
れ
る
こ
と
を
い
う
が
、
楽
焼
な
ど
や
き
も
の
鑑
定
の
見

所
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。

乾山江戸編(65)



赤
繪
釉　

仁
清　

乾
山 

⑥

乾
山
雪 

⑧

　

生
瀬
七

　

神
部
三

　

樫
十

乾
山
青
花
畫
釉 

⑨

西
祥
青
花
畫
釉　

日
本
乾
山
云
々 
 

⑤

乾
山 

⑦

　

生
瀬
石
十

　

樫
灰
十

　

餅
灰
か
三

　
『
陶
法
手
録
』（
縦
二
二
、一
㌢
・
横
一
二
、三
㌢
）
は
文
化
・

文
政
期
、
青
木
木
米
著
の
陶
法
書
。「
戊
寅
秋
日
」（
文
政

元
年
一
八
一
八
）・「
甲
申
年
五
月
試
」（
文
政
七
年
一
八
二

四
）・「
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
夏
改
調
合
也
」（
別
筆
）

と
あ
り
、
上
絵
具
の
調
合
と
そ
の
原
料
、
製
作
、
技
法
、

名
物
香
合
な
ど
の
模
写
を
記
録
。

　

乾
山
焼
に
関
し
て
は
白
・
黒
・
色
絵
具
、
阿
蘭
陀
、
画

讃
様
式
に
興
味
が
示
さ
れ
た
。
阿
蘭
陀
様
式
は
本
来
白
さ

と
光
沢
を
出
す
た
め
錫
釉
に
浸
し
、
そ
れ
に
色
彩
を
施
す

デ
ル
フ
ト
様
式
・
ス
ペ
イ
ン
伝
承
の
イ
ス
ラ
ム
系
錫
釉
色

絵
陶
器
が
基
盤
で
あ
る
。

　

木も
く
べ
え米
に
は
自
叙
伝
『
上
奥
殿
侯
書
』
が
残
る
。
奥
殿
は

三
州
岡
崎
松
田
乗の
り
よ
し羨
と
さ
れ
、
二
条
城
勤
番
中
木
米
と
の

出
会
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
（
脇
本
楽
之
軒
）。

　

同
書
に
は
仁
清
に
関
し
「
陶
車
を
能
く
す
る
が
釉
曇

り
て
光
な
く
」、
乾
山
に
関
し
「
学せ
い
よ
う
き
の
ゆ
う
ほ
う
に
ま
な
ぶ
も

西
洋
器
之
釉
法　

不あ
た
わ
ざ
る
な
り

能
成　

而わ
ず
か
に
は
い
の
て
い
を
な
し
え
た
る
の
み

纔
得
作
杯
躰
而
已
」「
雖し

か
る
と
い
え
ど
も
こ
れ
ら
す
に
ん
み
な

然
此
等
數
人
皆　

可め
い
こ
う
と
し
ょ
う
す
べ
き

穪
名
工
」
と
あ
る
。

　

乾
山
焼
の
異
国
様
式
に
は
中
国
・
朝
鮮
・
阿
蘭
陀
・
安
南
・

宋
胡
録
な
ど
が
あ
る
。
阿
蘭
陀
様
式
は
二
代
猪
八
も
得
意

と
し
た
技
法
で
あ
る
が
、
白
塗
り
・
青
・
黄
絵
具
な
ど
に

特
色
が
あ
り
、
当
時
の
流
行
を
加
味
、
文
人
趣
味
、
異
国

趣
味
に
乗
じ
て
造
ら
れ
た
。
木
米
は
『
陶
説
』（
朱
笠
亭
著
）

を
読
み
作
陶
の
道
に
入
る
と
い
う
。
異
国
文
化
摂
取
の
盛

ん
な
折
、
中
国
陶
磁
器
焼
成
の
工
程
、
変
化
、
原
料
に
も

興
味
を
示
し
記
録
を
残
す
が
、
晩
年
、
京
焼
陶
工
の
ち
に

真ま
く
ず葛
焼
を
興
す
真
葛
長ち

ょ
う
ぞ
う
造
（
一
七
九
七
―
一
八
六
八
）
を
弟

子
と
し
た
。『
陶
法
手
録
』
は
横
浜
住
長
造
四
男
宮
川
香

山
へ
と
渡
り
、
同
所
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
た
陶
法
書
で
あ
る
（
二
階
堂
充
著
「
真
葛
伝
来
青
木

木
米
「
陶
法
手
録
」
に
つ
い
て
」
二
〇
〇
三
年
）。
真
葛
家
に

よ
る
封
印
跡
、
書
き
込
み
も
あ
り
、
同
家
に
は
木
米
遺
品

が
多
く
伝
世
。
他
の
伝
書
数
冊
、
香
合
土
型
三
〇
〇
余
、

『
陶
説
』
版
木
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

①　

―
『
陶
法
手
録
』（『
米
家
調
書
』）
―

　
　
　
　
　
　
（
用
箋
折
口
下
部
に
は
「
米
家
調
書
」
と
あ
る
）

　
　

欄
外
書
込

②　

乾
山
黒
藥　

水
下
壱
升　

□
く
ず
（
鉄
屑
か
）
□

　
　
　
　
　
　

   

竹＊

灰
壱
升　

ア＊

ク
弐
升
五
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
清
伝
来
瀬
戸
釉
薬
・
鉄
釉
）

③　

乾
山
黒　

柿＊

十
は
い　

白
藥
十
は
い

　
　
　

萩
藥　

藁
十
は
い　

ア
ク
七
は
い　

石
五
は
い

　
　

   

白
藥　

柿
十
は
い　

ア
ク
十
は
い　

青
藥
（
以
下
略
）

④　

仁
清　

乾
山
所
燒
之
紅
色
釉
法

　
　

青
礬
一
味
一
度
燒
成
金
ハ
タ
（
か
）
紫
紅
二
両

　
　

鉛＊

粉
二
両
五
銭　

共
合
成
錬
之
法

　
　

其
製
如
礬
紅
（
乾
山
の
云
う
絳
礬
）

⑤　

西
祥
青
花
畫
釉　

日
本
乾
山
明
爐
所
燒
倣
西
祥
之
畫
釉

　
　
　

杯
上
塗
白
土
方

　

白
土
百
目　

俗
云
白
繪
土 

産
江
州
神
樂
江
田
郷　

鉛
粉
百
目

未
燒
ル
成
生
杯　

上
以
羊
毛
筆
白
泥
三
四
邊
塗　

而
後
□
明
爐
其

上
單＊

釉

　
　
　

白
釉
法　

紅
毛
銹

○
鉛
粉
五
両　

硝＊

粉
五
両　

石＊

粉
二
両

　
　
　

又
方

　

鉛
粉
三
錢　

硝
粉
一
両
三
錢　

石
粉
一
錢

書
画
而
單
釉
者　

諸
器　

陶
冶
之
法
也　

西
祥
之
於
燒
様　

限
單

白
釉
而
釉
上
以
五
彩　

畫
山
水
人
物
花
鳥
獣
焼
成

⑥　

赤
繪
釉　

仁
清　

乾
山

⑦　

乾
山　

生
瀬
石
十　

樫
灰
十　

餅
灰
（
か
）
三
（
透
明
釉
薬
）

⑧　

乾
山
雪　

生
瀬
七　

神
部
三　

樫
十（
高
火
度
焼
成
極
白
繪
薬
）

（『
難
波
樂
燒
秘
書
』「
手
紙
の
写
」
に
乾
山
白
絵
薬
に
「
雪
白
」
と
あ
る
）

⑨　

乾
山
青
花
畫
釉

　
　

石
青
（
呉
須
）
一
両　

 

硝
粉 

同
絶
釉
未
（
フ
リ
ッ
ト
・
未
だ
玉

に
な
っ
て
い
な
い
）
一
両
五
銭 

　

二
味
共
施
礌
鉢
之
内　

輕
研
不
可　

ヲ
モ
ク
研　

硝
用
極
艶
釉

青
用
生
研　

以
二
味
相
交　

星
攷
キ
ユ
ル
ヲ
爲
度
久
研　

爲
艶
釉

　

則
出
火
後
得
曇
色

＊
竹
灰
：
珪
石　

＊
ア
ク
：
木
灰　

＊
柿
：
柿
土
、
黄
土
の
こ
と

＊
鉛
粉
：
唐
土
・
白
粉　

＊
硝
粉
：
白
玉

＊
石
粉
：
日
の
岡
石
・
流
れ
難
い
固
め
の
釉
薬
を
作
る

＊
単
釉
：
中
国
で
は
単
色
釉
薬
、
こ
こ
で
は
上
薬
・
白
釉
を
い
う

①
『
陶
法
手
録
』（
仮
題
）（
用
箋
に
「
米
家
調
書
」）：

筆
者
青
木
木
米
・
文
政
元
年
―
七
年
（
一
八
一
八
―
二
四
）
頃　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館　

二
階
堂

充
「
真
葛
伝
来
青
木
木
米
の
「
陶
法
手
録
」『
横
浜
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
五
号
（
二
〇
〇
三
）
所
収

乾
山
黒
藥 

②

乾
山
黒
・
左
図
は
全
頁
図 

③ 

仁
清　

乾
山
所
燒
之
紅
色
釉
法 

④

『
陶
器
手
録
』
表
紙
（
仮
題
） 
①

四
、
専
門
陶
工
に
よ
る
陶
法
書
・
そ
の
他
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『
陶
器
總
録
』（
脇
本
楽
之
軒
著
『
平
安
名
陶
傳
・

木
米
』
大
正
一
〇
年
刊
一
九
二
一
）、
表
紙
に
は
「
文

化
五
年
戌
辰
中
夏
改
控
」
裏
表
紙
に
「
金
陵
陶
工

松
田
元げ
ん
ね
い寧
懐
書
」
と
あ
る
。
加
賀
・
春
日
山
に
お

い
て
作
陶
指
導
に
当
た
っ
た
木
米
の
陶
技
・
陶

法
を
、
弟
子
（
窯
主
）
で
あ
っ
た
松
田
元
寧
が
記

録
（
文
化
一
〇
年
酉
六
月
改
て
文
化
一
一
年
戌
の
年

よ
り
）。
同
家
蔵
と
し
た
陶
法
書
で
あ
る
。

　

土
、
釉
薬
の
調
合
、
楽
焼
・
肥
前
焼
、
窯
と
窯

入
、
寸
法
が
中
心
、
京
焼
の
特
質
、
仁
清
・
乾
山

の
作
陶
・
釉
薬
に
触
れ
る
が
、
仁
清
は
土
・
金
竃

（
錦
窯
）・
窯
入
れ
の
サ
ヤ
、
乾
山
は
絵
薬
中
、
白

絵
・
紺
絵
・
サ
ヤ
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
素

材
・
調
合
の
多
く
は
京
焼
主
体
。
南
京
・
交
趾
・

高
麗
・
南
蛮
・
宋
胡
録
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。

　

松
田
元
寧
は
松
田
平
四
郎
、
馬
宋
・
帝
慶
斎
と

号
し
、
俳
諧
を
嗜
み
、
九
谷
焼
春
日
山
窯
の
陶
工

の
ち
窯
主
と
な
る
。
文
化
三
年
、
木
米
は
殖
産
興

業
の
一
環
と
し
て
加
賀
藩
に
招
か
れ
た
。
翌
年
本

多
貞さ
だ
き
ち吉
を
伴
い
再
度
訪
れ
、
金
沢
卯う

た
つ辰
山
麓
に
廃

絶
中
の
窯
を
改
良
、
作
陶
を
始
め
る
が
、
初
窯
の

後
金
沢
城
二
の
丸
を
焼
く
大
火
に
遭
遇
。
窯
は
藩

営
か
ら
民
営
へ
と
切
り
換
わ
り
、
木
米
は
帰
京
。

貞
吉
ら
は
残
り
、
木
米
様
式
の
青
磁
・
絵
高
麗
・

交
趾
写
な
ど
を
製
作
。
が
、
同
八
年
貞
吉
も
若
杉

窯
へ
と
移
動
。
文
政
初
年
頃
に
は
春
日
山
窯
は
廃

窯
と
な
る
。
黄
・
紫
・
緑
・
上
薬
は
押
小
路
焼
に

近
く
、
文
化
頃
ま
で
は
古
式
、
ビ
ー
ド
ロ
不
使
用

の
調
合
が
み
ら
れ
る
。
原
料
は
全
国
共
通
、
が
、

木
米
に
は
自
ら
の
試
作
・
試
用
の
原
料
も
あ
る
。

―
『
聾
米
古
瓷
譜
』（『
古
器
勸
圖
帖
』）
―
青
木
木
米
模
写
本
の
写
本
・
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
刊

　

都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
他

①　

―
『
聾ろ

う
べ
い
こ
じ
ふ

米
古
瓷
譜
』
―

　
『
聾
米
古
瓷
譜
』
は
青
木
木
米
の
中
国
古
陶
磁

器
臨
写
集
の
複
製
本
で
あ
る
。『
古
器
勸
圖
帖
』

（
出
光
美
術
館
蔵
）
と
題
し
富
岡
鉄
斎
の
模
本
の
附

属
し
た
帖
も
あ
る
が
、
木
米
の
中
国
陶
磁
へ
の
関

心
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
掲
載
し
た
。

　

当
書
序
文
（
今
泉
雄
作
）
に
は
、
原
本
は
角
倉

氏
一
方
堂
旧
蔵
、
大
正
一
〇
年
そ
の
写
本
を
刊

行
。「
聾ろ
う
べ
い米
」
は
木
米
の
号
、
窯
焚
き
に
よ
っ
て

耳
が
不
自
由
に
な
っ
た
故
と
伝
承
。
木
米
窯
に
は

轆
轤
師
岡
田
久
太
の
名
が
知
ら
れ
る
。

②　

同
書
掲
載
の
鉢
・
碗
・
皿
・
壷
・
火
入
他
の

臨
写
図
で
あ
る
。
山
水
・
人
物
・
禽
獣
画
が
み
ら

れ
、「
永
樂
年
製
・
大
明
嘉
靖
年
製
・
大
明
成
化
年

製
」
な
ど
の
紀
銘
、「
五
良
大
甫
呉
祥
瑞
造
」
な
ど

作
者
名
、「
百
子
堂
・
壽
・
福
」
な
ど
の
文
字
や

漢
詩
が
認
め
ら
れ
る
。『
平
安
名
陶
伝
』（
脇
本
十

九
郎
著
・
大
正
一
〇
年
刊
）
に
よ
れ
ば
同
譜
は
『
古

器
觀
』
と
あ
る
。『
陶
法
手
録
』
と
同
じ
く
文
化

五
年
頃
か
ら
の
模
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
加

賀
春
日
山
滞
在
中
に
始
ま
る
と
推
測
、
古
器
・
名

器
を
目
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
関
係
す

る
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
古
陶
磁
器
模
写
の
画
帖
の
ほ
か
、『
天て
ん

工こ
う
か
い
ぶ
つ

開
物
』『
佩は

い
ぶ
ん
さ
い
し
ょ
が
ふ

文
斎
書
畫
譜
』
な
ど
出
版
物
を
書

写
し
た
抄
録
も
伝
承
。
調
合
に
お
け
る
原
料
の
試

作
、
宗
教
・
医
学
・
窯
業
を
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と

し
た
道
教
に
も
興
味
を
示
す
。

　

春
日
山
窯
時
代
、
同
窯
陶
工
の
ち
の
窯
主
松
田

平
四
郎
（
元
寧
）
に
よ
る
木
米
陶
法
『
陶
器
總
録
』

も
現
存
す
る
が
、
詳
細
は
『
平
安
名
陶
傳
』（
脇

本
楽
之
軒
著
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
聾
米
古
瓷
譜
』
表
紙 
①

古
瓷
譜　

鉢
・
碗
・
皿
な
ど 

②

②
『
陶
器
總
録
』：（
青
木
木
米
陶
法
）
筆
者
松
田
元
寧
（
馬
宋
）・
文
化
五
年
（
文
化
五
年
戊
辰
中
夏
改
控
）・
同
一
〇

年
・
一
一
年
戌
年
（
一
八
一
四
）　

脇
本
楽
之
軒
著
『
平
安
名
陶
傳
・
木
米
』
大
正
一
〇
年
刊
所
収

―
『
陶
器
總
録
』
―

日
本
記
神
代
巻　

和
名
鈔　

延
喜
式　

陶
字　

土
之
部
：
一
京
三
條
雜
記　

岡
崎
ノ
土
壱
斗　

大
日
交
四

升　

一
同
南
京
物　

一
南
蠻
土
（
以
下
略
）

一
仁
清
土

　
　

セ
キ
ノ
一
斗　

山
ノ
上
一
斗　

二
俣
石
四
升

　
　

ク
ワ
ン
ニ
ウ
入
ル
モ
ノ
ニ
妙
ナ
リ
（
以
下
略
）

釉
之
部
：
青
磁
釉
・
人
形
手
・
瀬
戸
釉
・
澀
紙
・
瑠
璃
南

京
釉
・
紫
口
俗
ニ
云
口
紅
・
瀬
戸
青
釉
（
以
下
略
）

金
竃
（
錦
窯
）：
赤
繪
・
金
・
魁
手
ノ
青
緑
・
萌
黄
（
略
）

一
仁
清
黒
上
釉　

光
リ
押
ニ
ハ
日マ

マ
ノ
丘
壹
匁
増

　
　

唐
土
拾
匁 

白
玉
五
匁 

呉
ス
壹
匁 

日
丘
貳
匁 

已
上

火
ニ
入
ル
心
得
之
事
：
交
趾
・
青
磁
土
窯
ニ
テ
ノ
燒
方

一
乾
山
仁
清
ハ　

押
エ
カ
ケ
サ
ヤ
（
以
下
略
）

　
　

文
化
十
年
酉
六
月
窯
甚
宜
布
出
來
ノ
加
減
也

藥
ノ
法
：
釉
百
目
懸
切
茶
碗
・
黒
釉
百
六
拾
目
（
以
下
略
）

三
段
藥
：
（
窯
積
の
場
所
に
従
い
釉
薬
の
調
合
変
化
）

一
赤　

高
タ
イ
唐
土
拾
匁　

日
丘
四
匁
三
分

　
　
　
　

ト
ウ
土
拾
匁　

丘
四
匁　

　
　
　
　

裏
土
拾
匁　

丘
三
匁
七
分

一
黒　

高
タ
イ
白
玉
拾
匁　

カ
モ
六
匁
五
分

　
　
　
　

ト
ウ
玉
拾
匁　

カ
モ
六
拾
匁

　
　
　
　

ウ
チ
玉
拾
匁　

カ
モ
五
十
五
匁

一
白
エ　

白
エ
百
目 

白
玉
八
十
目 

唐
土
廿
五
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
唐
土
五
十
匁
ト
ア
リ

　
　

右
樂
乾
山
ノ
白
ニ
用
ル
也　

金
窯
モ
ノ
又
法

　
　
　

白
エ
一
升　

玉
七
合　

日
丘
貳
合

一
白
エ
上
薬 

白
粉
十
匁 

丘
三
匁
五
分 

玉
三
匁
五
分

一
乾
山
紺
青
（
本
窯
用
調
合
。
内
窯
は
相
異
す
る
）

　
　
　

紺
青
十
匁 

摺
事
無
用　

白
玉
十
匁 

ヨ
ク
ス
ル
事

（
以
下
略
）

樂
窯
寸
法
：

　

ウ
チ
窯　

金
サ
シ
ウ
チ
ノ
リ
口
五
寸　

立
四
寸
五
分 

　

外
窯　

内
ノ
リ
八
寸
五
分　

立
九
寸
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　

金
陵
陶
工
松
田
元
寧
懐
書

乾山江戸編(67)



③
『
陶
器
指
南
』：
筆
者
欽
古
堂
亀
祐
・
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
序
・
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
刊

④
『
陶
器
樂
草
』：
原
本
筆
者
茶
顛
庵
・
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）・
写
本
義
方
筆
・
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

国
立
国
会
図
書
館
榊
原
文
庫

陶
器
指
南 

①

文
政
十
三
年
寅
春
洛
南
欽
古
堂

『
陶
器
樂
草
』 

①

素
焼
竃
圖 

③
此
書
与
刊
行
陶
器
指
南
云
々
⑤

茶
顛
庵
（
雨
森
芳
野
） 

 

②

天
保
三
辰
年
菊
月
・
嘉
永
元
申

年
再
寫
之
・
夘
月
義
方
花
押

本
竃
内
積
様
略
圖 

④

①　

―
『
陶
器
指
南
』
―

　

欽き
ん
こ
ど
う
き
す
け

古
堂
亀
祐
（
一
七
六
五
―
一
八
三
七
）
の
著
し
た
陶
法
書
で
あ

る
。「
文
政
戌
子
夏
日
可
亭
道
人
信
識
」「
文
政
十
三
年
寅
春
洛
南

欽
古
堂
」、
奥
書
に
「
諸
燒
物
藥
繪
具
合
所
平
安
城
伏
見
街
道
一

ノ
橋
下
ル 

欽
古
堂
亀
祐 

文
政
十
三
年
庚
寅
仲
秋
癸
刻
」
と
あ
り
、

序
文
は
可か
て
い亭

道
人
、
文
政
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

作
陶
に
は
、
素
材
と
な
る
土
・
石
、
諸
薬
の
調
合
・
分
量
を
知

る
必
要
が
あ
り
、
製
陶
を
志
す
者
の
手
引
書
と
な
る
が
、
極
め
て

専
門
的
な
要
素
を
含
み
、
五
〇
項
目
に
分
別
、
地
土
・
絵
具
・
窯

と
窯
積
な
ど
を
図
示
・
解
説
を
す
る
。
素
人
陶
芸
を
対
象
と
し
な

が
ら
窯
と
窯
道
具
、
そ
の
調
整
な
ど
専
門
陶
工
の
必
須
と
す
る
内

容
で
あ
り
、
筆
者
亀
祐
の
知
識
・
智
慧
が
披
露
さ
れ
る
。
文
政
一

一
年
可＊

亭
道
人
（
伏
見
稲
荷
社
司
）
は
序
に
、
焼
法
の
み
な
ら
ず

諸
陶
器
の
製
悉つ
ぶ
さに
盡つ

く

し
、
作
陶
者
の
黄
金
の
竿
と
述
べ
る
。

　

同
一
三
年
自
序
に
は
、「
予
幼
キ
ヨ
リ
陶
器
ヲ
製
ス
ル
事
ヲ
好

シ
ニ
攝
州
三
田
住
神
田
某　

其
功
ヲ
試
ミ
ン
爲
ニ
陶
器
山
ヲ
其
所

ニ
開　

連
綿
タ
ル
事
已
三
十
年　

総
テ
陶
器
ハ
土
石
ヲ
心
ト
シ　

銅
鉛
或
ハ
塩
灰
ヲ
糚
ト
ス　

然
レ
ト
モ　

其
土
石
幷
諸
藥
調
合
ノ

分
量
ヲ
知
ラ
サ
レ
ハ　

遂
ニ
陶
器
ヲ
製
ス
ル
事
ア
タ
ハ
ス　

故
ニ

多
年
其
分
量
始
終
ヲ
試
ミ　

製
陶
ヲ
好
ム
人
ニ
示
サ
ン
爲　

細
ニ

奥
儀
ヲ
記
取
ス
ル
事
シ
カ
リ　

文
政
十
三
年
寅
春　

洛
南　

欽
古

堂
」
と
あ
る
。
内
窯
の
材
料
・
絵
具
・
窯
図
・
交
趾
、
本
窯
の
地
土
・

上
薬
・
窯
図
・
陶
法
、
素
焼
と
窯
図
・
陶
法
が
記
述
さ
れ
た
。　

②　

素
燒
窰
圖
：
圖
ノ
タ
キ
口
ヨ
リ
サ
シ
木
ヲ
以
テ
ヤ
ク　

ス
ヤ

キ
一
円
ニ
火
ノ
マ
ハ
リ
シ
ト
キ　

凮
穴
ヨ
リ
凮
ヲ
入　

其
時
至
テ
タ

キ
口
ヲ　

窰
セ
キ
ヲ
以
テ
ト
ツ
ル
ナ
リ　

凮
穴
七
ツ
八
ツ
カ
マ
大

小
ニ
応
ス　

タ
キ
口　
コ
ノ
穴
ケ
ム
リ
出
シ　

タ
カ
サ
七
寸　
（
略
）

③　

本
窰
内
積
様
畧
圖
：
奥
天
・
中
天
・
火
天
・
シ
ノ
・
大
ヌ
ケ
・

中
ヌ
ケ
・
火
小
・
火
中
・
火
地
・
中
地　

云
々

可か
て
い亭
道
人
（
一
七
九
九
―
一
八
八
七
）
は
羽は

く
ら倉
可
亭
、
京
都
伏
見
稲

荷
社
司
。
江
戸
下
向
、
大
窪
詩
仏
の
門
下
と
な
る
。

①　

―
『
陶
器
樂
草
』
―

　
『
陶
器
樂
草
』
は
、
著
者
茶さ
て
ん
あ
ん

顛
庵
、
写
者

義
方
、
昭
和
四
年
『
随
筆
文
学
選
集
』
に
公

刊
さ
れ
た
。
図
書
館
へ
は
明
治
一
六
年
（
一

八
八
三
）
国
学
者
榊
原
（
雨
森
）
芳
野
が
寄

贈
。
同
家
蔵
書
印
が
残
る
。

　

村
田
珠
光
・
千
利
休
を
挙
げ
て
茶
の
湯
の

創
始
、
風
流
を
語
り
、
楽
燒
は
交
趾
焼
の
写

し
に
始
ま
る
と
し
、
玉
水
焼
一
元
・
一
空
・

任
土
斎
に
も
触
れ
る
が
、
陶
技
、
釉
薬
の
配

合
・
調
合
は
陶
工
の
秘
事
で
あ
る
。
容
易
に

他
者
の
知
り
得
る
所
で
は
な
い
。
が
、
幸
い

に
も
筆
者
は
伏
見
に
勤
務
中
馬
術
の
友
人
松

下
堂
（
馬
淵
市
右
衛
門
）
所
持
『
陶
器
指
南
』

の
写
本
を
借
り
、
書
写
を
す
る
。
次
い
で
伏

見
住
欽
古
堂
亀
祐
に
便
り
を
し
指
南
を
受
け

る
が
、
興
味
は
増
す
な
ど
さ
ら
に
五
条
通
建

仁
寺
東
に
入
る
仁
阿
弥
（
二
代
高
橋
道
八
）、

四
条
川
東
大
和
橋
上
ル
処
木
左
（
青
木
木
米
）

の
門
を
叩
き
、
技
を
磨
き
師
伝
を
得
る
。

②　
（
当
一
冊
は
予
が
）「
ち
か
ら
に
あ
ら
す

  

ゆ
め
ゆ
め
人
に
傳
ふ
へ
か
ら
す　

秘
し
て

家
蔵
と
す
へ
き
も
の
な
り
き　

茶
顛
庵　

天

保
三
辰
年
菊
月　

嘉
永
元
申
年
再
寫
之　

夘

月
義
方
（
花
押
）」

③
④　

素
焼
窯
図
、
本
窯
内
積
様
略
図
。
亀

祐
著『
陶
器
指
南
』の
写
し
で
あ
る
。

⑤　

此
書
与
刊
行
陶
器
指
南　

大
同
而
較
加

　

詳
蓋
鈔
此
書
以
刻
彼
書
者
将
他
日
對
校
盡

其
実
也

同
書
を
所
持
し
た
雨
森
芳
野
は
通
称
鬲か
く

蔵ぞ
う
、

号
琴
州・鬲
斎・櫻
舎
。
江
戸
期
の
国
学
者
。

素
焼
窰
圖 

②

本
窰
内
積
様
畧
圖 

③
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⑥
『
本
多
佐
兵
衛
所
持
日
記
』：
筆
者
二
代
本
多
佐
兵
衛
（
佐
平
）・
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
頃

『
京
焼
百
年
の
歩
み
』
藤
岡
幸
二
編
・
一
九
六
二
年
所
収

⑤
『
彩
色
繪
具
皆
傳
』：
筆
者
尾
形
周
平
・
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）　

賀
集
珉
平
家

『
珉
平
燒
と
そ
の
系
譜　

賀
集
珉
平
か
ら
忘
吾
園
窯
ま
で
』
淡
路
島
美
術
館

―
『
本
多
佐
兵
衛
所
持
日
記
』
―

○
「
天
保
七
年
申
林
鐘
吉
伴
」

「
丸
屋
佐
兵
衛
所
持 

天
保
九
年
戊
戌
歳
林
鐘
吉

抄
」

「
謡
曲
扣
帳
」

○
絵
具
の
調
合

　

赤
画
・
青
・
紫
・
紺
青
・
木
米
古
赤
画
・
周

平
古
赤
画
・
紅
赤
画
・
黄
・
黒
骨
書
・
ル
リ
・

盛
上
ヶ
・
白
繪
・
黄
（
二
種
）・
青
・
鶯
・
水

色
紺
青
・
キ
ビ
色
・
ト
ケ
色
・
赤
樂
吉
左
衛
門

（
下
地
・
上
薬
）・
道
八
上
薬
・
黄
瀬
戸
・
五
合
紫
・

熊
川
上
薬
・
道
仁
清
黒
・
道
黒
樂
・
美
の
勘
・

江
戸
紫
・
桃
色
下
白
・
白
画
合
・
青
磁
・
土
燒

黒
樂
・
萩
・
青
磁
・
錆
藥
・
瀬
戸
藥
・
朝
鮮
藥
・

人
形
手
青
磁
・
南
蛮
ノ
内
の
藥
・
同
南
蛮
外
の

藥
・
松
本
萩
・
古
萩
・
真
伊
羅
保
藥
・
真
井
戸

藥
・
本
窯
赤
画
・
黄
伊
羅
保
・
か
わ
け
魚
屋
・

道
八
古
萩
タ
レ
藥
・
る
り
本
窯
・
黒
樂
・
八
寸
・

青
藥
（
二
種
）・
青
磁
土
・
仁
清
土
・
南
蛮
土
・

古
刷
毛
目
土
・
魚
屋
土
・
画
唐
津
・
真
伊
羅
保
・

南
蛮
土
・
魚
屋
土
・
御
本
半
洲
・
朝
鮮
唐
津
・

真
井
戸
・
青
井
ふ
る
い
粉
・
繪
フ
ゴ
・
熊
川
・

金
海
・
古
萩
・
古
三
島
ふ
る
い
こ

○
燒
附
諸
色
伝
書

　

赤
繪
・
紫
・
モ
ヘ
ギ
・
同
（
モ
ヘ
ギ
）・
ル
リ
・

黄
・
黒
・
モ
ヘ
ギ
・
紫
・
赤
繪
（
二
種
）・
桃

色
合
方
（
二
種
）・
右
盛
上
ケ
藥
・
紫
・
青
・
黄
・

ル
リ
・
黒
繪

○
本
窯
藥
伝
書

　

青
磁
七
貫
之
手　

一
播
陽
姫
路
家
御
領
・
同

法
同
領
岡
村
之
産

―
『
彩
色
繪
具
皆
傳
』
―

尾
形
空＊

仲
子
相
傳

赤
繪
具
皆
傳

赤　
　
　

弁
柄
壱
匁
弐
分　

白
玉
拾
文マ

マ

目

　
　
　
　

唐
土
弐
文
目

萌
黄　
　

白
玉
拾
文
目　

唐
土
同
断　

石
壱
匁　
　

　
　
　
　

ロ
ク
青
三
文
目

紫　
　
　

唐
土
十
文
目　

白
玉
同
断　

石
三
文
目

　
　
　
　

唐
呉
州
三
分

ル
リ　
　

コ
ン
青
七
文
目　

白
玉
拾
文
目　

　
　
　
　

唐
土
四
拾
目

黄　
　
　

白
玉
拾
文
目 

唐
土
同
断 

石
弐
分
五
リ
ン

　

         

唐
シ
ロ
メ
三
分

黒
骨
書　

呉
州
拾
文
目　

唐
土
弐
匁
五
分

草
柳　
　

モ
ヘ
キ
合
セ
五
匁　

キ
弐
拾
匁　

合
法

浅
黄　
　

ル
リ
十
匁
目　

モ
ヘ
キ
弐
文
目　

合
法

金　
　
　

泥
壱
分　

ホ
ウ
シ
ャ
弐
厘
五
毛

箔　
　
　

上
消　

ホ
ウ
シ
ャ
ナ
シ　

消
様
口
伝

　
　
　
　
　
右
何
れ
も
極
こ
し
さ
ら
し

　
　
　
　
　
煎
皮
を
入
候
而
相
用
候
事

振
紺
青　

紺
拾
匁　

唐
五
匁

　
　
　
　

ウ
ル
シ
油
差

　
　
　
　

唐
少
入

　

甲
午
秋
良
日
陶
工　

尾
形
空
仲
子
（
印
）

　

南
御
氏
江

　

周
平
は
摂
津
桜さ

く
ら
い
の
さ
と

井
里
焼
、
和
泉
貝
塚
願
泉
寺
焼
、

播
磨
東と

う

山ざ
ん

焼
、
淡
路
へ
渡
り
加か

し
ゅ
う
み
ん
ぺ
い

集
珉
平
焼
の
指
導
に

当
た
る
が
、
授
与
し
た
『
彩
色
絵
具
皆
傳
』
は
京
焼

清
水
五
条
坂
の
陶
法
で
あ
り
、
多
く
は
錦
手
絵
具
の

調
合
で
あ
る
。

　
『
彩
色
繪
具
皆
傳
』
は
京
都
五
条
坂
陶
工
尾
形
周

平
（
一
七
八
八
―
一
八
三
九
）
の
著
し
た
絵
具
の
調
合
秘

伝
書
で
あ
る
。「
甲
午
秋
良
日
陶
工
尾
形
空
仲
子
（
印
）

南
御
氏
江
」
と
あ
り
、「
空
仲
子
」
は
周
平
の
号
、「
南

御
氏
」
は
賀か

し
ゅ
う集
分
家
珉み

ん
ぺ
い平
家
を
表
す
（『
賀
集
珉
平
と
珉

平
焼
』）。
京
焼
陶
工
尾
形
周
平
よ
り
、
淡
路
島
珉
平

焼
創
始
者
賀
集
珉
平
が
受
理
し
た
伝
授
で
あ
る
が
、

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）、
周
平
は
阿
波
藩
（
蜂は
ち
す須

賀か
は
ん藩

）

伊
賀
野
村
の
陶
工
賀
集
珉
平
の
依
頼
を
受
け
て
阿
波

に
渡
る
。
一
年
半
を
滞
在
、
作
陶
指
導
に
当
た
る
が
、

珉
平
に
は
陶
技
を
伝
授
、
そ
れ
を
証
し
て
「
平
」
の

一
字
、
秘
伝
と
す
る
調
合
書
を
伝
授
す
る
。

　

珉
平
（
一
七
九
六
―
一
八
七
一
）
は
、
幼
名
を
豊
七
、
の

ち
三
郎
右
衛
門
を
名
の
り
、
学
問
を
修
得
、
芸
能
に

親
し
み
、
殖
産
興
業
・
淡
路
の
開
発
に
努
め
た
人
物

と
伝
承
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
島
内
池
之
内
村
（
洲

本
）
に
粘
土
を
発
見
。
珉
平
焼
を
創
始
す
る
が
、
没
後

は
、
珉
平
弟
恒
左
衛
門
二
男
三
平
（
？
―
一
九
〇
九
）
が

継
承
。
仁
清
・
道
八
ら
京
焼
様
式
、
交
趾
・
金
襴
手
・

染
付
・
青
磁
他
の
中
国
様
式
、
絵
高
麗
・
安
南
・
阿

蘭
陀
様
式
な
ど
、
多
種
多
様
な
作
品
が
伝
世
す
る
。

　
『
彩
色
絵
具
皆
傳
』
は
、
周
平
の
伝
え
た
調
合
書

で
あ
る
。
五
条
坂
窯
『
本
多
佐
平
所
持
日
記
』
の
調

合
に
ほ
ぼ
同
一
、
佐
平
は
同
日
記
に
「
周
平
古
赤

画
」
と
記
し
て
お
り
、
五
条
坂
の
陶
工
仲
間
、
そ
の

往
来
を
推
測
す
る
。
周
平
は
江
戸
向
島
佐
原
菊
塢
開

窯
の
隅
田
川
焼
に
関
与
。
尾
形
乾
山
か
ら
「
尾
形
」

姓
、
伝
書
「
光
悦
よ
り
空
中
よ
り
乾
山
伝
来
の
陶
器

製
法
」
よ
り
「
空
仲
子
」
を
号
と
し
た
か
。
と
も
に

乾
山
に
関
わ
り
を
も
つ
が
、
授
与
し
た
調
合
は
五
条

坂
陶
家
の
陶
法
で
あ
る
。

　
『
本
多
佐
兵
衛
所
持
日
記
』
の
筆
者
本
多
佐
兵

衛
（
丸
屋
佐
平
）
は
京
都
五
条
坂
焼
の
陶
工
。
同

書
は
天
保
七
年
頃
に
纏
め
ら
れ
た
が
、
寛
永
一

八
年
（
一
六
四
一
）
清
水
・
五
条
坂
で
は
丸
屋
庄

兵
衛
が
音
羽
屋
惣
左
衛
門
の
名
跡
を
継
承
す
る
。

が
、
丸
屋
は
二
代
目
に
し
て
没
落
、
門
人
で
あ
っ

た
本
多
佐
平
が
相
承
し
、
屋
号
丸
屋
を
名
の
る
と

伝
承
。
京
都
で
は
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
―
七
三
）

茶
の
湯
が
盛
行
、
高こ

う
ら
い麗
茶
碗
と
そ
の
模
倣
が
評
価

を
得
る
が
、
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
―
八
八
）『
京

羽
二
重
』
に
も
山
城
国
名
産
品
と
し
て
名
を
連

ね
、
茶
器
の
使
用
は
『
隔か

く
め
い
き

蓂
記
』
に
も
記
録
が
残

る
。
五
条
坂
は
粟
田
口
焼
と
と
も
に
京
焼
主
要
の

窯
場
で
あ
っ
た
。
高
橋
道
八
・
仁
阿
弥
・
周
平
な

ど
、
の
ち
に
は
清
水
六
兵
衛
・
和
気
亀
亭
・
水
越

与
三
兵
衛
ら
が
活
躍
。
文
化
年
間
に
は
磁
器
製
作

に
も
力
を
入
れ
る
。

　

当
日
記
は
（
縦
八
、〇
㌢
×
横
一
五
、〇
㌢
）、
本

多
家
二
代
佐
平
（
佐
兵
衛
）
所
持
の
手
控
帳
で
あ

る
。
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
―
四
四
）
の
活
躍
が

知
ら
れ
、
金
襴
手
、
色
絵
な
ど
の
茶
道
具
類
を
製

作
。「
諸
事
控
」「
謡
曲
扣ひ

か
え帳
」
な
ど
も
残
す
が
、

手
控
に
は
陶
工
の
一
日
の
製
作
量
・
手
間
の
こ

と
、
勘
定
書
、
暮
ら
し
を
伝
え
る
献
立
な
ど
を
記

録
。
絵
薬
に
関
し
て
は
、
赤
色
に
は
木
米
古
赤
画
・

周
平
古
赤
画
・
赤
楽
吉
左
衛
門
、
黒
色
で
は
道
八

黒
楽
・
道
八
仁
清
黒
・
土
焼
黒
薬
・
瀬
戸
黒
な
ど

が
あ
り
、「
焼
附
諸
色
伝
書
」
に
は
桃
色
の
合
方
、

「
本
窯
薬
伝
書
」
に
は
青
磁
七
官
手
な
ど
、
陶
家
・

陶
工
の
秘
伝
が
記
録
。
数
寄
者
・
素
人
陶
芸
家
の

た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
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⑦
『
樂
燒
之
口
傳
控
帳
』：
筆
者
奥
田
木
白
・
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）・

同
八
年
改
『
家
傳
覚
書
』
初
代
木
白
口
述
・
二
代
奥
田
佐
兵
衛
筆
記　
（『
郡
山
町
史
』）

天
保
六
未
五
月
ヨ
リ 

表
紙 
①

樂
燒
之
口
傳
控
帳
并
ニ
石
燒
・
同

八
酉
五
月
改

赤
別
色
・
萩
藥
り
・
青
磁
人 

③

形
手
・
青
磁
藥
り
・
光
悦
白
云
々

黄
い
ら
ほ
藥
云
々 

②

冠
山
・
奥
田
武
兵
衛 

裏
表
紙
④

三
十
八
才　

陶
器
異
銘　

木
々

斎
・
木
白
（
印
）

① 

―
『
樂
燒
之
口
傳
控
帳
』
―

天
保
六
未
五
月
ヨ
リ

　

樂
燒
之
口
傳
控
帳　
幷
ニ
石
燒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
八
酉
五
月
改

② 

一
黄
い
ら
ほ
藥　
日
の
岡
弐
匁　

飴
四
匁　

唐
土
八
匁

　
　
　
　
　
　

上
塗
調
合

一
飴
い
ら
ほ
藥　
日
の
岡
弐
匁　

飴
八
匁　

唐
土
八
匁

　
　
　
　
　
　

塗
方
同
断

一
大
樋
飴　
　
　
日
の
岡
三
匁　

唐
土
拾
匁　

飴
拾
五
匁

　
　
　
　
　
　

〆
右
同
断

　
　
　
　

但
し
素
燒
迄
ニ
黄
土
こ
ゆ
く
塗
事

一
白
樂　
　
　
　
石
弐
匁　

唐
拾
匁

　
　
　
　
　
　

〆
上
塗
方
同
断

　
　
　
　

但
し
素
燒
迄
ニ
白
繪
藥
り
又
白
地
藥
り
塗
り

　
　
　
　

素
燒
す
る
事

③ 

　
　
　
　
　
　

茶
碗
壱
ツ
ニ
付

一
赤
別
色　
　
　
黄
土
弐
匁　

赤
繪
藥
リ
五
分　

〆

　
　
　
　
　
　

上
塗
藥
リ
前
同
断

一
萩
藥
リ　
　
　

下
塗
り

　
　
　
　
　
　

白
地
藥
り
壱
匁　

赤
々
藥
り
五
リ
ン

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

但
白
壱
匁
拾
分
色
用
ル

　
　
　
　

但
シ
上
塗
リ　

唐
土
拾
匁　

石
三
匁

　
赤
ミ

一
青
磁
人
形
手　
下
塗
り
飴
三
匁　

青
繪
藥
り
五
リ
ン　

〆

　
　
　
　
　
　

但
シ
上
塗
右
同
断

一
青
磁
藥
リ　
　
上
塗
り
青
繪
壱
分　

唐
拾
匁　

〆

　
　
　
　

但
シ
本
青
磁　

唐
拾
匁　

青
三
分　

〆　

右
同
断

一
光
悦
白　
　
　
唐
拾
匁　

石
九
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
シ
地
黄
土
赤
樂
也

　
　
　
　

薄
白
光
悦　

 
唐
拾
匁　

石
七
匁　

〆
右
同
断

　
　
　
　

但
シ
外

　
　
　
　

黄
土
は
け
め
之
方
こ
ゆ
き
分
壱
度
塗

　
　
　
　

同　

薄
き
色
薄
く
解
三
度
塗

④
（
裏
表
紙
）

　
　
　
　
　
　

 　
木
白
・
木
白
造　
（
印
）

　
　
　
　
　
　

冠
山　

奥
田
武
兵
衛　

三
十
八
歳

　
　
　
　
　
　
　

 

陶
器
異
銘　

木
々
斎　

木
白
（
木
白
印
）

高
橋
隆
博
著
「
赤
膚
焼
奥
田
木
白

の
陶
法
書
」
所
収

　
『
樂
燒
之
口く

で
ん傳
控
帳
』（
縦
二
〇
、二
㌢
×
横
一
六
、二
㌢
）
は
、
赤あ

か

膚は
だ

焼
陶
工
奥お

く
だ
も
く
は
く

田
木
白
（
一
八
〇
〇
―
七
一
）
の
著
し
た
自
筆
陶
法

書
で
あ
る
。
表
紙
に
「
天
保
六
年
未
五
月
よ
り
樂
燒
之
口
傳
控
帳

并
ニ
石
燒
同
八
年
酉
五
月
改
」。
裏
面
に
「
冠
山
奥
田
武
兵
衛
三

十
八
才
陶
器
異
名
木
々
斎
木
白
」（
印
）
と
あ
る
。

　

天
保
元
年
か
ら
同
八
年
ま
で
の
記
録
で
あ
る
が
、「
子
十
一
月

四
日
赤
膚
山
に
お
い
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
覚
書
・
手
控
の

類
と
推
定
さ
れ
る
（
高
橋
隆
博
著
「
赤
膚
焼
奥
田
木
白
の
陶
法
書
」）。

釉
薬
・
絵
具
の
調
合
・
粘
土
・
焼
成
方
法
な
ど
を
纏
め
た
も
の
で

あ
り
、
楽
家
歴
代
由
緒
書
・
周
斎
傳
・
奉
納
茶
碗
図
・
注
文
表
・

五
条
山
赤
膚
焼
薬
方
・
御
用
付
入
用
・
瓦
屋
安
伝
な
ど
の
記
載
が

み
ら
れ
る
。
別
書
『
家
傳
覚
書
』
の
原
本
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
、『
家
傳
覚
書
』
は
嘉
永
三
年
七
月
頃
か
ら
慶
応
元
年
頃
の
成

立
、
木
白
口
述
、
子
息
佐
兵
衛
筆
記
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

赤
膚
山
、
五
条
山
に
は
良
質
粘
土
が
出
土
し
た
。
や
き
も
の
産

地
と
し
て
古
く
か
ら
瓦
・
土
器
を
生
産
。
鎌
倉
末
期
に
は
火
鉢
な

ど
を
造
り
、
室
町
期
に
は
座
を
設
け
る
な
ど
、
南
都
寺
院
、
そ
の

他
界
隈
に
製
品
を
納
め
た
と
い
う
。
江
戸
期
に
は
茶
の
湯
が
流

行
、
奈
良
土
風
炉
が
求
め
ら
れ
、
西
ノ
京
に
は
春
日
神
社
の
御
用

を
勤
め
た
西
村
善
五
郎
代
々
の
名
が
残
る
。
そ
の
後
の
窯
業
は
不

明
と
な
る
が
、
転
換
期
は
寛
政
頃
と
推
測
さ
れ
、
藩
主
柳
沢
保
光

（
堯ぎ

ょ
う
ざ
ん

山
）
の
時
代
を
迎
え
る
。
京
都
清
水
か
ら
は
京
焼
陶
工
が
移

住
、
治
兵
衛
ほ
か
三
軒
の
や
き
も
の
師
の
活
躍
が
伝
承
。
赤
膚
焼

の
再
興
に
努
め
、
同
地
に
京
焼
様
式
、
色
絵
陶
器
の
技
術
が
伝
播

さ
れ
る
が
、
木
白
の
作
品
に
も
仁
清
様
式
・
楽
茶
碗
、
阿
蘭
陀
・

異
国
物
様
式
な
ど
の
作
品
が
伝
世
す
る
。
木
白
は
、
幼
名
亀
松
、

の
ち
佐
兵
衛
、
武
兵
衛
を
名
の
る
。
先
代
以
来
、
質
・
炭
問
屋
「
柏

屋
」
を
営
む
郡
山
藩
御
用
達
商
人
の
出
自
で
あ
っ
た
が
、「
木
白
」

は
屋
号
の
「
柏
」
に
因
み
、
俳
号
、
陶
器
の
異
銘
と
し
て
使
用
し

た
。
天
保
六
年
楽
焼
を
始
め
と
し
、
樂
家
歴
代
、
光
悦
へ
の
興
味

が
窺
わ
れ
る
が
、
色
絵
陶
で
は
仁
清
・
萬
古
、
赤
絵
様
式
、
さ
ら

に
萩
焼
の
ほ
か
唐
津
・
織
部
・
瀬
戸
・
備
前
焼
な
ど
多
彩
な
製
品

が
伝
世
。
乳
白
色
の
萩
釉
に
、
興
福
寺
の
薪
能
な
ど
能
絵
を
描
い

た
奈
良
絵
の
装
飾
は
赤
膚
焼
を
代
表
す
る
図
様
と
な
る
。
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『
赤あ

か

え

し

な

ん

絵（
繪
）師
南
』（
縦
一
八
、三
㌢
×
横
一
二
、七
㌢
）
は
、
福
原

揺よ
う
し
ゅ
う

舟
書
画
に
よ
る
陶
法
書
。
巻
末
に
は
甥
嘯し

ょ
う
げ
つ

月
の
跋
が
あ
る
。
天

保
甲
午
（
五
年
・
一
八
三
四
）
刊
。
内
窯
陶
器
・
楽
焼
関
係
の
絵

付
と
様
式
、
釉
薬
・
絵
具
、
金
箔
と
解け

し
方
な
ど
を
記
し
、
俳
句
・

漢
詩
他
の
書
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
緑
青
に
関
し
て
は
井
上
印
・

高
松
印
・
板
流
し
な
ど
、『
樂
燒
秘
書
竃
圖
附
』
に
同
じ
く
す
る
内

容
を
確
認
。
乾
山
の
指
摘
し
た
仁
清
の
黒
薬
、
葉
を
描
い
て
上
を

絵
具
で
留
め
る
と
し
た
絵
薬
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。

　

別
書
で
あ
る
が
、
年
代
・
行
方
と
も
に
不
明
『
南
條
治
郎
左
衛

門
相
伝
陶
器
秘
傳
』（「
陶
器
錦
繪
燒
付
極
秘
傳
」「
樂
燒
秘
傳
」「
南

京
和
物
古
物
極
秘
傳
」
を
含
む
）
と
題
し
た
薩
摩
平
佐
焼
に
関
係
す

る
伝
書
も
残
る
と
い
う
（『
繪
具
染
料
商
工
史
』）。

（
上
図
）
③
焼
成
図
：

常
定
貫
兩
直
燒
贈
太
白
杯

描
杯
中
赤
繪
の
圖 

②

① 

―
『
赤
絵
（
繪
）
師
南
』
―

　

目
録

繪
の
具
制
法
の
圖　
　
　

ニ
ウ
ボ
ウ
の
圖

黒
藥
の
法　
　
　
　
　
　

蒼
藥
の
法

紺
青
藥
の
法　
　
　
　
　

黄
藥
の
法

紫
藥
の
法　
　
　
　
　
　

光
澤
藥
の
法

光
澤
置
揚
藥
の
法　
　
　

光
澤
無
置
揚
藥
法

赤
藥
の
法　
　
　
　
　
　

水
晶
ニ
ウ
棒
の
圖

草
色
大
赭
の
法　
　
　
　

金
箔
解
法
并
ニ
圖

金
口
鑄
懸
の
法
并
ニ
圖  

釡
燒
方
并
ニ
圖　
　

以
上

○
黑く

ろ
く
す
り
藥　
　

 

青
呉
州
壹
匁　
繪
の
具
屋
に
あ
り　

白
玉
六
分　

唐

の
土
七
分　
是
は
井
上
印
か
高
松
印
が
よ
ろ
し

　
　

 

右
三
種
を
圖
の
ご
と
く
に
し
て
製
し　

水
を
入
て　

又
能
摺

り　

極
細
末
に
成
た
る
時　

膠
水
を
入
れ
遣
ふ
べ
し

○
蒼あ
を
く
す
り

藥　
　

 

唐
の
土
二
匁
五
分　

緑
青
七
匁　
板
な
が
し
と
云
が

よ
ろ
し　

日
の
岡
六
分　
是
ハ
火
打
石
の
類
な
り

 

　
　
　
　
　
白
玉
二
匁

　
　

 

右
の
四
種
を
前
の
ご
と
く
製
し　

水
を
入
て
す
り　

又
ふ
の

り
を
入
て
遣
ふ
べ
し　
尤
ド
ロ
リ
と
す
る
く
ら
い
に
と
き
て
彩
し

く
べ
し

○
紺こ
ん
ぜ
う
く
す
り

青
藥　
花
紺
青
壹
匁　

白
玉
同　

唐
の
土
弐
分

　
　

 
右
製
方
蒼
薬
の
如
く
ふ
の
り
を
入
て
ド
ロ
リ
と
解
て
彩
色
べ

し　

燒
あ
が
り
て　

本
色
を
あ
ら
ハ
す
な
り

○
黄き
ぐ
す
り藥　

　
唐
の
土
弐
分　

唐
白
目
六
匁
六
分　

白
玉
五
匁
六
分

　
　

右
製
し
方　

と
き
方　

前
に
お
な
じ

○
紫む
ら
さ
き
ぐ
す
り

藥　
　

 
紫
呉
州
壹
分　

日
の
岡
七
分　

唐
の
土
弐
匁
五
分

し
ら
玉
壹
匁
六
分　

右
ま
へ
に
同
じ

○
光つ
や
ぐ
す
り

澤
藥　

 

此
藥
を
黒
か
き
の
上
へ
ぬ
り
て
燒
ば　

う
る
し
に
て

　
　

塗
り
た
る
如
く　

つ
や
い
づ
る
な
り　

　
　
　
　
　
　

 

唐
の
土
貳
匁
五
分　

緑
青
弐
分　

日
の
お
か
七
分

　
　
　
　
　
　

白
玉
壹
匁
八
分　

右
ま
へ
に
お
な
じ

○
光つ
や
お
き
あ
げ
ぐ
す
り

澤
置
揚
藥　
白
玉
弐
匁　

と
う
の
土
五
分　

日
の
岡
弐
分

　
　

右
ま
へ
に
お
な
じ

○
光つ
や
な
し
お
き
あ
げ
ぐ
す
り

澤
無
置
揚　
し
ら
玉
三
匁　

唐
の
土
二
分　

日
の
岡
四
分

　
　
　
　
　
　

 

信
樂
土
五
匁
又
し
ら
ゑ
と
も
い
ふ　

右
前
に
お
な
じ

○
赤あ
か
ぐ
す
り
藥　
　

 

弁
柄
四
分 

是
ハ
光
明
印
ト
云
が
よ
ろ
し　

唐
の
土
六

分　

白
玉
壹
匁　

日
の
岡
弐
分

　
　

 

右
是
ハ
黒
薬
と
解
方
同
じ　

膠
水
に
て
と
き　

ふ
の
り
ハ
入

れ
べ
か
ら
ず

○
草く
さ
い
ろ色　
　
是
ハ
蒼
薬
と
黄
く
す
り
ヲ
合
せ
て
用
ゆ
べ
し

○
大た
い

し
ゃ
藥ぐ
す
り
　
是
ハ
赤
薬
と
黒
薬
と
を
合
せ
て
用
ゆ
べ
し

○
金
箔
解
し
法
并
ニ
圖

② 

　

描
杯
中
安
謝
繪
之
圖

　
　

我
も
の
に
し
て
樂
ん
雪
月
花　

　
　

そ
の
い
ろ
〳
〵
は　

唐
に
し
き
と
も
た
と
ふ
へ
き　

ま
ゝ
に

こ
さ
む
の
つ
と
に
流
た
や
山
も
み
ち

③ 

　

 

常
定
貫
兩
直
燒
贈
太
白
杯　
予
と
し
こ
ろ
ニ
此
道
の
金

境
に
入
け
れ
は　

よ
き
程
に
と
け
て
目
出
た
し
春
の
雪　

倣
土

佐
持
監
鐵
人
尽
圖
并
賛

④ 

　

 

繪
の
具
製
法
の
圖　
并
に
う
ぼ
う
の
圖　
圖
の
ご
と
く
し

て
く
す
り
を
こ
な
す
べ
し　

茶
椀
ハ
あ
つ
で
の
方
よ
ろ
し

⑤ 

　

 

金
箔
ハ　
は
た
と
云
て
丸
箔
の
た
ち
落
し
を
買
べ
し　

目
方

は
壱
匁
に
て
大
我
四
拾
目
位
也

○ 

如
圖
中
指
に
て
け
す
べ
し　
圖
の
ご
と
く
一
し
つ
く
づ

つ　

中
指
の
先
に
て
し
た
む
べ
し　

尤
氣
を
長
く
す
べ
し

⑥ 

　

金
口
い
か
け
の
圖

⑧
『
赤
絵
師
南
』：
筆
者
（
書
画
を
含
む
）
福
原
揺
舟
・
天
保
五
年（
一
八

三
四
）刊　

国
立
国
会
図
書
館
他

繪
之
具
製
法
の
圖 

④

『
赤
絵
師
南
』
表
紙 
① 

金
箔
解
し
法
并
ニ
圖 

⑤

金
口
鑄
か
け
の
圖 

⑥
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⑨
『
陶
器
燒
附
画
工
秘
傳
新
書
全
』：
江
藤
時
太
郎
編
・
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
刊

⑩
『
陶
工
祕
嚢
』（『
雜
藝
叢
書
』 

第
二
）：
国
書
刊
行
会
編
・
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
刊

　

叙

　

陶と
う
き器
は
人ひ

と

の
世し

ょ
た
い帯
に
一
日
も
欠か

く

べ
か
ら
ざ
る
の
物も

の

な
り　

因よ
っ

て
各か

く
こ
く國
僉み

な
こ
れ之
を
用も

ち

い　

質し
つ

を
え
ら
み　

美び

を
求も

と

め　

其そ
の
せ
い製
に

勉べ
ん
き
ょ
う
強
せ
ざ
る
ハ
無な

し　

曏さ
き

ニ
仏ふ

つ
こ
く国
巴ぱ

り

す
里
斯
博は

く
ら
ん
く
わ
い

覧
會 

以い

ご後
諸し

ょ
ほ
う方
の

博は
く
ら
ん
く
わ
い
じ
ょ
う

覧
會
場
へ
出し

ゅ
っ
ぴ
ん
ち
ゅ
う

品
中　

陶と
う
き器
は
獨ひ

と
り

  

日に
ほ
ん本
に
製せ

い

す
る
物も

の

を
以も

っ

て　

世せ
か
い界
第た

い
い
っ
と
う

一
等
と
の
決け

っ
て
い定
を
得え

た
り　

茲こ
こ

に
於お

い

て
弥い

よ
い
よ

 

そ
の
國こ

く
さ
ん産
を

富と
ま

し　

盛せ
い
だ
い大
な
ら
し
め
ん
と
し
て
今こ

た
び度 

江え

藤と
う
し氏
が
陶と

う
き器
を
作つ

く

り

出い
だ

す
の
始は

じ

よ
り　

模も
や
う様
の
書か

き
か
た方
、
燒や

き
つ
け付
の
藥く

す
り
　

製せ
い
ほ
う法　

何な
に

く
れ
と

な
く
此こ

の
じ
げ
う

事
業
に
関か

ん

せ
し
こ
と
を
掲か

か

げ　

秘ひ
で
ん
し
ん
し
ょ

傳
新
書
と
題だ

い

し
一い

っ
さ
つ
し

冊
子

と
ハ
做な

し
ぬ　

之こ
れ

を
見み

て
之こ

れ

を
製せ

い

せ
ば　

苦く
る
しま
ず
し
て
忽た

ち
まに
瀬せ

と戸

の
藤と

う
し
ら
う

四
郎
た
ら
ん　

嗚あ

呼あ　

世よ

は
開ひ

ら

け
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
亭
鵞が

そ
う叟
識

①　

繪
の
具
練
の
器
械　

亦
多
分
練
貯
わ
ゑ
ん
と
す
る
に
ハ
左
の

圖
の
如
き
器
械
を
以
て
練
る
べ
し

　

筆
ノ
用
法　

陶
器
ニ
書
画
を
爲
さ
ん
と
欲
せ
バ　

圖
の
如
く
筆

を
堅
く
握
り
て
書
べ
し　

若
輕
く
持
ち
て
画
か
く
際
ハ
其
筆
の
毛

烈
し
く
當
リ　

筆
に
付
い
た
る
繪
の
具
を
引
に
自
在
を
得
ず　

故

に
堅
く
握
り
て
遣
ふ
べ
し

②　

右
内
釡
を
外
釡
へ
入
れ
て
焼
な
り　

其
圖
左
の
如
し

か
わ
ら
け
の
圖　

外
釡
の
圖

　

此
圖
ハ
前
に
著
し
た
る
内
釡
へ
入
た
る
圖
に
て　

已
に
外
釡
の

下
の
五
徳
の
上
に
備
廻
り　

中
へ
松
墨
を
詰　

是
れ
を
火
に
起
し

　

如
圖
く　

い
印
よ
り
ろ
印
（
以
下
略
）

陶
工
秘
嚢
一
名
樂
燒
製
方
傳

①　

＊
赤
樂
土
拵
下
作
幷
樂
調
合
是
法
：
（
概
略
）
下
地
は
黒

谷
赤
土
。
し
ら
干
後
削
り
、
黄
土
を
二
度
下
塗
り
（
黄
土
が
濃
い

ほ
ど
赤
味
が
増
す
）。
上
薬
を
掛
け
焼
成
、
水
に
つ
け
る
。

　

＊
黒
樂
作
様
幷
藥
調
合
：
下
地
は
黒
谷
赤
土
。
下
塗
り
な

し
、
賀
茂
河
黒
石
百
五
十
匁
硝
子
百
目　

焔
硝
五
匁　

火
勢
強

く
せ
ね
ば
焼
き
上
が
ら
な
い
。
為
に
ふ
い
ご
を
用
い
る
。

　

＊
白
大
く
わ
ん
入
燒
：
白
繪
土
を
塗
り
素
焼
。
上
薬
を
掛
け

て
焼
成
、
紙
に
墨
を
浸
し
そ
れ
を
塗
り
、
水
に
浸
し
洗
う
。

　

＊
青
樂
：
下
作
は
黒
谷
白
土
。
下
塗
白
繪
つ
ち
二
遍
塗
り
素

焼
。
次
に
「
緑
青
四
十
匁 

唐
土
百
目 

石
三
十
五
匁
」
合
わ
せ

二
、
三
遍
塗
り
、
上
薬
を
三
遍
ほ
ど
掛
け
て
焼
成
す
る
。

②　

＊
乾
山
燒

　

下
作
り
は
黒
谷
白
土
に
て
つ
く
る
、
し
ら
干
に
な
り
て
ろ
く

ろ
に
掛
け
削
る
、
下
塗
白
繪
土
三
べ
ん
ぬ
り
素
燒
、
其
上
に
な

に
に
て
も
色
繪
を
つ
け
る
也
、
色
繪
藥
は
別
に
出
す
、
上
藥
は

唐
土
百
目　

石
三
十
五
匁　

燒
あ
げ
て
水
に
つ
け
ず

　

＊
乾
山
燒
は
黒
谷
白
土
随
分
こ
ま
か
に
し
て
轆
轤
引
（
略
）

　

＊
上
藥
唐
土
は
阿
蘭
陀
と
云
を
極
品
と
す
、
わ
ろ
き
唐
土
は

燒
候
て
上
藥
青
み
出
候
、
石
も
阿
蘭
陀
と
い
ふ
を
極
品
と
す
、

阿
蘭
陀
石
は
有
馬
よ
り
出
、
一
名
有
馬
石
と
も
い
ふ
也

　

＊
乾
山
交
趾
お
ら
ん
だ
燒
等
に
は
、
有
馬
石
よ
し
、
赤
樂
に

は
日
の
岡
石
よ
し
、
く
わ
ん
入
出
來
候
に
は
、
鳴
瀧
五
佛マ

マ

山
の
石

よ
し
、
唐
土
の
か
は
り
に
丹
を
用
候
も
あ
り
、
よ
ろ
し
か
ら
ず
、

　

＊
樂
燒
は
、
炭
火
に
て
燒
候
て
出
來
よ
く
候
、
炭
火
に
て
は

變
じ
や
す
く
、
火
色
入
過
候
へ
ど
も
、
藥
味
甚
よ
く
候　

燒
様

工
夫
あ
る
べ
し
、
乾
山
の
類
は
薪
火
よ
く
候　

樂
燒
も
素
燒
は 

た
き
が
ま
に
て
も
よ
く
候

　

＊
ゴ
ス
は
渡
り
も
の
に
て
、
長
崎
よ
り
く
る
も
の
也　

伊
萬

里
燒
の
染
付
繪
は
、
み
な
ゴ
ス
に
て
繪
が
く
よ
し
、
乾
山
燒
に

も
ち
ゐ
て
は
紫
と
な
る
也
、
火
の
強
弱
に
よ
る
歟か

　
『
雜
藝
叢
書
』
は
三
田
村
鳶え

ん
ぎ
ょ魚

・
朝
倉
無む

せ
い聲

編
、
享
保
か
ら

安
永
ま
で
の
庶
民
の
娯
楽
、
見
世
物
研
究
の
資
料
を
集
成
。『
陶

工
秘
嚢
』
は
そ
の
内
の
一
巻
で
あ
る
が
、
楽
焼
は
室
町
末
期
以

来
茶
の
湯
者
に
は
必
須
の
道
具
。
陶
工
以
外
に
雅
致
あ
る
楽
焼

を
志
す
者
の
た
め
、
そ
の
製
法
を
説
い
た
一
書
と
あ
る
。

『
陶
器
焼
付
画
工
秘
傳
新
書
全
』 

①

「
繪
の
具
練
の
器
械
」

外
釡
図
と
か
わ
ら
け
の
素
焼
図 

②

墨
釡
を
用
い
て
の
焼
成
図

樂
燒
製
方
傳
：
赤
樂
・
黒
樂
・
青
樂 

①

竃
ふ
い
ご
の
圖

乾
山
焼
・
交
趾
・
青
磁
・
桃
色
な
ど 

②

絵
薬
の
原
料
・
調
合
ほ
か
を
記
述
。
巻
末

「
樂
燒
記
」（
山
田
安
榮
蔵
）
に
は
歴
代
樂
家

系
譜
が
あ
る
。

明
治
時
代

大
正
時
代

１
、
調
合
の
第
一
の
有
用
品
は
白
玉
で
あ
る
。
陶
器
の
元
素

に
し
て
緊
要
。
練
り
加
減
、
煮に

か
わ皮

（
膠
）
の
解
き
方
が
重
要

と
あ
る
。
白
玉
は
ビ
ー
ド
ロ
で
あ
る
。

２
、
絵
具
は
鉢
・
乳に

ゅ
う
ぼ
う
棒
を
も
っ
て
一
五
日
間
、
試
み
に
練
る

場
合
は
一
〇
時
間
ほ
ど
と
あ
る
。

３
、
花
瓶
の
絵
付
は
口
を
機
械
に
差
し
込
み
描
き
、
大
皿
の

場
合
に
は
板
を
口
縁
に
差
し
渡
し
に
し
て
描
く
。

４
、
焼
成
は
墨マ

マ

窯
で
は
松
墨
を
使
用
し
約
四
時
間
。
焚
窯
で

は
松
薪
を
用
い
て
五
時
間
と
あ
る
。
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―
陶
法
書
・
伝
書
に
記
載
さ
れ
た
人
物
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
●
：
乾
山
焼
初
代
口
述
二
代
筆
記　

○
：
商
人
な
ど
）

一
、
乾
山
名
の
あ
る
陶
法
書

●　
『
内
竃
秘
書
』：
好
古
・
藤
垣
爐
扇
・
樂
吉
左
衛
門
・
紋
右
衛
門
・
乾
山
省
古
・
近
藤
安
治
郎

①　
『
錦
斎
集
』：
大
塚
白
鷲
斎
宗
貫
・
信
政
斎
爲
政
・
石
原
策
次
郎

②　
『
樂
燒
秘
傳
』：
大
塚
白
鷲
斎
宗
貫
・
任
土
斎

　
　

○ 

大
坂
道
修
町
三
丁
目
小
西
与
兵
衛
・
道
修
町
三
丁
目
栴
檀
木
小
西
や
與
兵
衛
（『
商
人
買
物
獨

案
内
』
天
保
二
年
一
八
三
一
）

　
　

○ 

京
烏
丸
松
原
下
ル
吉
野
屋
正
兵
衛
・
吉
野
屋
庄
兵
衛
烏
丸
通
松
原
下
ル
町
（『
商
人
買
物
獨
案

内
』
天
保
二
年
一
八
三
一
）

③　

 『
樂
燒
藥
秘
法
』：
京
粟
田
口
燒
物
師
元
祖
九
右
衛
門
・
京
深
草
燒
物
師
小
幡
佐
五
郎
・
山
角
六

郎
左
衛
門
・
杉
弥
左
衛
門
・
河
田
甚
太
郎
・
窪
田
助
左
衛
門
・
矢
部
・
朝
比
奈

　
　

○
大
坂
屋
村
田
宗
清

　
　

○
京
か
ら
す
丸
竹
屋
町
下
ル
西
入
わ
た
屋
徳
兵
衛
む
こ
ふ
白
粉
屋
求
馬

　
　

○
二
条
通
本
明
院
百
足
屋
小
兵
衛
（『
商
人
買
物
獨
案
内
』
天
保
二
年
一
八
三
一
）

　
　

○
五
条
通
伏
見
海
道
西
へ
入
伊
世マ

マ

屋
出
雲

④　
『
樂
燒
藥
法
家
々
之
傳
寫
・
な
ん
き
ん
い
ま
り
燒
付
繪
具
藥
法
集
書
』：
窪
田
傳
・
遠
山
傳

⑤　
『
樂
燒
秘
傳
全
』：
樂
燒
師
杢
兵
衛

　
　

○ 

北
久
寶
寺
町
繪
具
屋
吉
兵
衛
（
現
大
阪
市
中
央
区
北
久
宝
寺
町
一
―
四
丁
目
。
堺
筋
に
は
絵
具
屋
・

紙
屋
・
木
綿
屋
・
砂
糖
屋
、
染
手
拭
の
商
人
が
い
た
と
い
う
『
大
阪
商
工
会
議
所
百
年
史
』）

⑥　

 『
千
家
樂
燒
古
實
附
陶
器
出
処
書
完
』：
窪
田
助
左
衛
門
・
小
高
文
貞
・
粟
田
口
九
右
衛
門
・
深

草
小
幡
佐
五
郎

　
　

○
大
坂
屋
村
田
宗
清

　
　

○ 

京
か
ら
す
丸
竹
屋
町
下
ル
西
入
わ
た
や
徳
兵
衛
（
桃
木
町
烏
丸
西
入
綿
屋
徳
兵
衛
）
の
向
白
粉

屋
求
馬

　
　

○ 

二
条
通
本
明
院
百
足
屋
小
兵
衛
（
百
足
屋
小
兵
衛
二
條
東
洞
院
東
入
萬
繪
具
所
畫
筆
書
刷
毛
品

『
繪
具
染
料
商
工
史
』）

　
　

○ 

五
条
通
伏
見
海
道
西
へ
入
ル
伊
勢
屋
出
雲
清
兵
衛
（
京
五
條
通
橋
東
弐
丁
目
御
用
達
伊
勢
屋
）

⑦　
『
樂
燒
方
書
完
』：
圭
斎
傳
・
大
坂
常
吉
兵
衛
傳

　
　

○
京
都
智マ
マ

恩
院
古
門
前
古
橋
茶
碗
屋
長
兵
衛
（
楽
焼
薬
諸
道
具
）

   　

○
大
坂
北
本
町
一
丁
目
繪
の
具
屋

二
、
乾
山
名
の
な
い
陶
法
書

①　
『
樂
燒
秘
書
竃
図
附
』：
樂
吉
左
衛
門
・
飯
塚
宗
助
常
秀

②　

 『
樂
燒
諸
傳
』：
松
田
秀
徳
・
渡
邊
政
挙
・
尚
友
斎
一
心
庵
（
證
明
寺
老
僧
）・
田
邊
弥
三
郎
・
石

―
陶
法
書
の
手
本
『
百
工
秘
術
』『
樂
燒
秘
嚢
』
―

『
百
工
秘
術
』（
享
保
九
年
刊
）

「
磁
工
門
」
目
次

　

磁
器
下
地
土
こ
し
ら
へ
の
秘
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
并
ニ
土
の
出
所

　

茶
わ
ん
諸
道
具
つ
く
る
秘
術
并
手
製
の
法

　

素
焼
の
秘
術
（
并
ニ
素
燒
釡
ノ
圖
）

　

磁
器
上
藥
を
か
く
る
秘
術

　

磁
器
藥
の
秘
方　

水み
ず
く
す
り
す
い
じ
ゅ
ほ
う

藥
随
珠
方

　

秘
傳
上
藥
玲
瓏
方　

氷ひ
ょ
う
か
い
れ
い
ろ
う
ほ
う

海
玲
瓏
方

　

上
薬
を
か
け
て
後
燒
た
つ
る
秘
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
并
内
釡
の
圖
）

　

上
薬
土
に
よ
り
て
（
色
）
變
す
る
事

　

赤
色
の
磁
器
の
秘
術　

赤
樂
燒
等
是
也

　

黒
色
上
藥
の
秘
方
（
黒
樂
燒
等
是
也
）

　

秘
傳
黒
藥

　

飴
色
藥

　

秘
傳
本
燒
藥

　

磁
器
く
わ
ん
に
う
を
出
す
方

　

磁
器
繪
の
具
つ
か
ひ
や
う

『
樂
燒
秘
嚢
』（
享
保
一
八
年
序
・
元
文
元
年
刊
）

目
次

一
器
物
作
リ
ヤ
ウ　
　

一
素
燒
ノ
仕
ヤ
ウ

一
同
數
燒
カ
マ愗土
ノ
製
法　

一
本
燒
赤
樂
ノ
法

一
土
ヲ
製
ス
ル
法　
　

一
カ
マ愗土
ヲ
作
ル
法

一
火
ノ
色
見
ヤ
ウ
ノ
法

一
地
藥
秘
傳
ノ
方　
　

一
紅
梅
手
ノ
秘
法

一
白
繪
藥
ノ
方　
　
　

一
赤
繪
藥
ノ
方

一
同
秘
法　
　
　
　
　

一
萌
黄
藥
ノ
方

一
同
秘
法　
　
　
　
　

一
黒
繪
藥
ノ
方

一
瑠
璃
繪
ノ
方　
　
　

一
柿
色
繪
藥
ノ
方

一
黄
繪
藥
ノ
方　
　
　

一
箔
黄
繪
ノ
方

一
黒
繪
藥
ヲ
製
ス
ル
方
一
渋
紙
手
藥
ノ
方

一
雲
屯
ノ
方　
　
　
　

一
玉
虫
色
燒
ヤ
ウ

一
黒
樂
藥
ノ
方　
　
　

一
青
山
黒
樂
ノ
方

一
大
口
樂
藥
の
方　
　

一
尼
燒
藥
ノ
方

一
赤
樂
藥
ノ
方　
　
　

一
黄
瀬
戸
藥
ノ
方

一
紺
柿
藥
ノ
方　
　
　

一
變
萌
黄
藥
ノ
方

一
淺
黄
藥
ノ
法　
　
　

一
謄
礬
藥
ノ
方

一
白
な
だ
れ
ノ
方　
　

一
黒
頹
ノ
方

一
青
な
だ
れ
ノ
方　
　

一
輕
浮
ノ
秘
製

一
陶
家
用
樂
須
知　
　

一
樂
茶
碗
圖
式

　
『
百
工
秘
術
』
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
。
三

巻
か
ら
成
り
、
序
文
「
享
保
癸
卯
秋
八
月
八
日
」
下
巻

末
尾
に
「
享
保
九
庚
辰
歳
孟
春
吉
旦
」、
作
者
は
「
東

武
入
江
貞
庵
」
と
あ
る
。
江
戸
期
の
生
活
全
般
に
渉
る

技
術
、
そ
の
他
を
記
載
。
智
・
器
・
食
・
女
・
磁
・
雜

工
門
、
附
録
に
分
類
、
日
常
生
活
に
必
要
な
知
識
・
常

識
が
纏
め
ら
れ
た
。

　

磁
工
門
で
は
、
や
き
も
の
製
作
に
関
し
先
ず
土
拵
え

を
専
ら
と
す
る
こ
と
、
土
の
出
処
を
秘
す
る
こ
と
を

以
っ
て
家
々
一
流
を
造
り
出
す
と
あ
る
。
只
今
の
楽
焼

類
を
慰
焼
と
称
し
、
内
窯
を
裏
釡
と
記
す
が
、
釉
薬
に

日
ノ
岡
石
を
使
用
せ
ず
、
代
わ
り
に
硼
砂
を
用
い
る
な

ど
、
氷
海
方
に
お
い
て
は
硝
子
粉
を
使
用
、
後
の
釉
薬

調
合
と
の
異
な
り
を
み
せ
る
。

　

楽
焼
陶
法
を
伝
え
る
最
古
の
製
法
書
（
二
巻
）
で
あ

る
。
享
保
一
八
年
東
々
主
人
序
に
「
陶
道
の
秘
要
を

釣も
と
め
る。
方
法
條
件
尤
も
精
撰
を
勤
む
。
命
じ
て
樂
燒
秘
嚢

と
い
ふ
」
と
あ
り
、
作
陶
に
関
す
る
総
合
的
な
知
識
を

記
す
。
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
刊
、
著
者
は
中
田
潜

龍
子
、
浪
速
の
人
で
あ
る
。

　

趣
味
者
に
は
指
導
書
、
楽
茶
碗
を
重
用
す
る
茶
の
湯

者
に
は
手
引
書
と
な
る
が
（
下
巻
に
は
献
立
・
菓
子
の
記

述
が
あ
る
）、
後
世
、
秘
事
・
秘
伝
を
大
事
と
す
る
伝

書
類
の
手
本
と
な
り
、
右
記
の
目
次
は
の
ち
の
陶
法
書

の
目
安
、
基
盤
と
し
て
応
用
さ
れ
た
。
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野
佐
次
右
衛
門

　
　

○
皇
都
烏
丸
松
原
下
ル
吉
野
屋
吉
兵
衛

　
　

○ 
京
都
茶
碗
屋
長
兵
衛
（
宮
川
長
兵
衛
・
江
戸
後
期
京
焼
陶
工
真
葛
長
造
（
一
七
九
七
―
一
八
六
八
）

の
父
）

③　
『
樂
燒
藥
方
』：
小
高
文
貞

④　

 『
本
竃
樂
燒
唐
物
藥
秘
方
全
』：
御
茶
碗
師
九
右
衛
門
・
燒
物
師
粟
田
口
尾
比
屋
忠
兵
衛
・
清
水

三
年
坂
八
つ
坂
上
樂
傳
兵
衛
（
無
別
先
生
）・
井
上
傳
・
深
川
江
戸
記
・
加
藤
傳
・
國
勝
傳
・
榊

原
玄
順
・
川
上
冬
崖
・
今
戸
土
器
師

　
　

○
と
う
か
ん
堀
越
前
守
中
屋
敷
燒
物
師
粉
裂
所
小
川
子
平

　
　

○
麻
布
廣
ろ
ふ
燒
物
竃
師
今
井
燒
物
師

　
　

○
浅
草
駒
形
繪
具
問
屋
近
藤

　
　

○
通
油
町
新
道
伊
勢
屋
吉
兵
衛
え
の
く
問
屋
（
伊
勢
屋
吉
兵
衛
本
町
三
丁
目
通
油
町
）

⑤　

 『
秘
術
巻
』：
九
谷
加
州
小
松
城
下
吉
兵
衛
・
楽
五
色
之
傳
京
都
家
元
吉
左
衛
門
弟
子
・
七
蔵
傳
・

平
助
傳

　
　

○
京
都
松
原
御
幸
町
西
へ
入
ル
所
大
和
屋
六
兵
衛
（
大
和
屋
伊
兵
衛
）

⑥　

 『
陶
器
樂
草
』（
茶
顛
庵
・
黒
川
県ま

こ
と）：
義
方
・
伏
見
街
道
一
ノ
橋
下
ル
丹
波
屋
亀
祐
・
五
条
通
建

仁
寺
東
入
高
橋
道
八
（
仁
阿
弥
）・
四
条
川
東
大
和
橋
上
ル
木
屋
左
平
（
木
左
）

三
、
専
門
陶
工
に
よ
る
陶
法
書

①　
『
陶
器
指
南
』（
欽
古
堂
亀
祐
）：
可
亭
道
人

②　

 『
本
多
佐
兵
衛
所
持
日
記
』（
本
多
佐
兵
衛
）：
音
羽
屋
惣
左
衛
門
・
丸
屋
庄
兵
衛
・
木
米
・
周
平
・

樂
吉
左
衛
門
・
道
八
・
仁
清

③　
『
彩
色
繪
具
調
合
書
』（
尾
形
周
平
）：
南
御
氏
（
賀
集
珉
平
）

④　
『
樂
燒
之
口
傳
控
帳
』（
奥
田
木
白
）：
樂
家
歴
代
・
大
樋
・
了
入
・
左
入
・
道
八
・
光
悦
・
折
部

　
　
（
織
部
）・
周
斎

　
　

○ 

金
銀
粉
大
坂
安
堂
寺
町
井
池
東
入
蒔
絵
屋
夘
兵
衛　

創
業
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
蒔
絵
屋

卯
兵
衛
純
金
箔
蒔
絵
材
料
製
造
販
売
（『
繪
具
染
料
商
工
史
』
他
）

―
陶
法
書
概
覧
―

　
　
　
　
（
●
：
乾
山
名
の
あ
る
伝
書　

○
：
乾
山
名
の
な
い
伝
書
。
合
冊
本
は
そ
れ
以
前
の
伝
書
を
含
む
）

○　

元
禄
二
年
（
一
六
八
八
）『
上
々
御
藥
帳
』（
高
取
焼
）
八
郎
重
房
著

○　

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
以
降
『
酒
井
田
柿
右
衛
門
家
文
書
』（
有
田
焼
）
柿
右
衛
門
著

○　

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊
『
百
工
秘
術
』 

三
巻
（「
磁
工
門
」）
入
江
貞
庵
著  

○　

享
保
一
八
年
序
・
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
刊
『
樂
燒
秘
囊
』
二
巻 

中
田
潜
竜
子
著　

●　

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）『
陶
工
必
用
』
尾
形
乾
山
著

●　

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）『
陶
磁
製
方
』
尾
形
乾
山
著

●　

寛
保
末
年
・
延
享
・
宝
暦
頃
（
一
七
四
一
―
六
三
頃
）『
陶
器
密
法
書
』
尾
形
猪
八
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
萬
古
堂
三
世
浅
茅
生
三
阿
誌

●　

宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）『
内
竃
秘
書
』（『
樂
燒
秘
傳　

好
古
樂
記
』内
）二
代
乾
山
次
郎
兵
衛
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
近
藤
安
治
郎
写

○　

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）『
樂
燒
秘
書
竃
圖
附
』
飯
塚
宗
助
写

●　

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）『
陶
器
総
録
』
松
田
元
寧
著

○　

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）『
樂
燒
藥
方
』
筆
者
不
明

●　

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）『
陶
法
手
録
』
青
木
木
米
著　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
改
調
合
也

●　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）『
錦
斎
集
』大
塚
白
鷲
斎
著　

明
治
三
〇
年
（
一
九
〇
七
）
合
冊
本
成
立

●　

文
政
年
間
（
一
八
一
八
―
一
八
三
〇
）
頃
『
樂
燒
秘
傳
』
大
塚
白
鷲
斎
著

○　

文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
刊
『
陶
器
指
南
』　

欽
古
堂
亀
祐
著

○　

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）『
陶
器
樂
草
』　

茶
顛
庵
著　

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
義
方
写

○　

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）『
陶
法
書
』（『
有
節
文
書
』）
森
有
節
著
か

○　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）『
彩
色
繪
具
皆
傳
』
尾
形
周
平
著
・『
赤
絵（
繪
）指
南
』
福
原
揺
舟
著

○　

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）『
樂
燒
之
口
傳
控
帳
』
奥
田
木
白
著

○　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）『
樂
燒
諸
傳
』
渡
辺
政
挙
筆
・
松
田
秀
徳
伝
来

○　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
頃
『
本
多
佐
兵
衛
所
持
日
記
』
二
代
本
多
佐
平
著

●　

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）『
緒
方
流
陶
術
秘
法
書
』
三
浦
乾
也
伝　

井
伊
直
弼
写

●　

元
治
二
年
（
一
八
六
五
）『
樂
燒
藥
秘
法
』
朝
比
奈
写
（
寛
保
三
年
・
安
永
元
年
の
年
記
）

○　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
頃
『
家
傳
覚
書
』
奥
田
木
白
口
述
・
二
代
奥
田
佐
兵
衛
筆
記

●　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
頃
『
樂
燒
秘
傳　

好
古
樂
記
』（
合
冊
本
）
小
林
源
兵
衛
編　

○　

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）『
陶
器
燒
附
画
工
秘
傳
新
書
全
』
江
藤
時
太
郎
著

○　

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
以
前
『
秘
術
巻
』
筆
者
不
明

●　

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）『
陶
工
秘
嚢
』
筆
者
不
明

●　

大
正
八
年
（
一
九
一
八
）「
樂
燒
傳
授
書
」
浦
野
繁
吉
著

●　

不
明
『
樂
燒
秘
傳 

全
』
雜
喉
場
樂
燒
師
杢
兵
衛
著

●　

不
明
『
繪
藥
・
釉
藥
配
合
帳
』
筆
者
不
明

●　

不
明
『
千
家
樂
燒
古
實 

附
陶
器
出
処
書 

完
』
筆
者
不
明

○　

不
明
『
本
竃
樂
燒
唐
物
藥
秘
方
』
筆
者
不
明
・『
友
古
樂
燒
』
友
古
著

●　

不
明
『
樂
燒
藥
法
家
々
之
傳
書
寫
・
な
ん
き
ん
い
ま
り
燒
付
繪
具
藥
法
集
書
』
筆
者
不
明

●　

不
明
『
樂
燒
方
書 

完
』
筆
者
不
明
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『
陶
工
必
用
』
は
仁
清
伝
・
孫
兵
衛
伝
・
乾
山
伝
の
三
部
か
ら
成
り
、
仁
清
陶
法

に
お
い
て
乾
山
は
朱
字
を
以
っ
て
仁
清
の
名
の
起
こ
り
、
仁
清
焼
は
専
ら
茶
人
金
森

宗
和
好
み
の
茶
器
を
製
し
た
こ
と
、
孫
兵
衛
陶
法
で
は
京
都
に
お
い
て
楽
焼
創
始
に

前
後
し
て
押
小
路
焼
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
両
窯
の
特
質
・
歴
史
を
述
べ
、
そ
れ

に
連
な
る
乾
山
焼
の
正
統
性
を
述
べ
る
。『
陶
工
必
用
』
が
な
け
れ
ば
京
焼
の
歴
史

の
一
部
は
今
日
ま
で
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
、
仁
清
伝
は
、
高
火
度
焼
成
・
本
窯
陶
法
。
京
焼
土つ

ち
も
の物
・
錦
手
陶
法
が
主
体
。

調
合
・
配
合
例
は
土
・
本
窯
絵
薬
・
本
窯
掛
薬
・
錦
手
絵
薬
・
楽
焼
薬
の
五
種
に
分

類
。
土
物
類
は
瀬
戸
の
伝
法
、
錦
手
色
絵
は
京
焼
伝
法
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。

　

二
、
孫
兵
衛
伝
は
、
低
火
度
焼
成
・
内
窯
陶
法
、
軟
質
陶
器
の
製
作
が
主
体
で
あ

る
。
内
窯
掛
薬
（
上
薬
）・
絵
薬
。
河
南
三
彩
・
交
趾
焼
写
し
、
釉
下
色
絵
・
銹
絵
作
品
。

　

三
、
乾
山
伝
は
、

１
、
仁
清
伝
の
絵
薬
・
錦
手
絵
薬
と
そ
の
改
変
。
本
窯
・
内
窯
と
も
に
使
用
可
能
な

白
絵
具
（
白
絵
土
）・
黒
絵
具
の
開
発
。
写
し
物
・
銹
絵
染
付
・
錦
手
色
絵
作
品
類
。

２
、
孫
兵
衛
伝
の
上
薬
・
絵
薬
、
地
塗
り
色
々
。
白
絵
具
を
軸
と
し
て
新
色
の
開
発
、

内
窯
・
錦
手
両
窯
に
使
用
可
能
な
絵
薬
を
考
案
。
陶
器
に
絵
画
的
表
現
を
試
み
る
。

　

乾
山
は
陶
家
の
出
自
で
は
な
い
。
自
由
な
発
想
、
作
陶
が
可
能
で
あ
り
、
斬
新
な

新
手
法
を
試
み
る
。
門
外
漢
で
あ
っ
た
が
故
に
仁
清
家
で
も
陶
法
を
譲
渡
、
孫
兵
衛

も
協
力
・
参
加
。
新
企
画
の
展
開
は
購
買
者
の
興
味
を
引
き
、
専
門
陶
工
、
同
時
に

数
寄
者
と
し
て
の
特
色
が
顕
れ
る
。
こ
の
両
面
こ
そ
奇
し
く
も
の
ち
に
来
た
る
素
人

陶
芸
者
の
道
標
と
な
る
が
、
文
人
・
趣
味
人
、
同
時
に
陶
工
と
し
て
仁
清
、
孫
兵
衛

の
指
導
を
受
け
技
を
磨
く
。
乾
山
焼
の
特
異
性
で
あ
り
手
本
と
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。

『
陶
工
必
用
』
大
概
―
仁
清
伝
・
孫
兵
衛
伝
・
乾
山
伝
―

仁
清
伝

黒
谷
土
を
使
用
、
粘
土
板
ま
た
削
り
出
し
に
よ
る
成
形
、
乾

燥
さ
せ
て
素
焼
を
す
る
。
白
化
粧
を
施
し
、
鉄
（
銹
）、
呉

須
（
染
付
）
絵
具
を
用
い
て
下
絵
を
描
き
、
縁
文
様
、
裏
面

に
銘
・
花
押
を
入
れ
る
。
本
焼
上
薬
を
掛
け
本
焼
を
し
、
そ

の
上
に
赤
・
青
・
黒
・
緑
・
黄
・
金
彩
な
ど
の
色
絵
具
を
使

用
、
装
飾
を
施
し
、
色
絵
用
・
錦
窯
に
入
れ
て
完
成
さ
せ
る
。

孫
兵
衛
伝

黒
谷
土
を
使
用
、
粘
土

板
に
よ
る
成
形
、
乾
燥

さ
せ
て
素
焼
を
す
る
。

白
化
粧
を
施
し
乾
燥
さ

せ
、
上
に
金
ハ
ダ
と
呉

須
を
混
ぜ
た
銹
絵
具
、

赤
・
青
・
緑
・
黄
・
金

彩
な
ど
の
色
絵
具
を
用

い
て
装
飾
、
黄
土
に
よ

る
印
を
施
す
。
内
窯
上

薬
を
掛
け
、
内
窯
に
入

れ
て
完
成
さ
せ
る
。

乾
山
伝

土
は
不
明
。
素
地
は
他
窯
の
可
能
性
も
あ
る
。
ロ
ク
ロ
に
よ

る
成
形
、
乾
燥
さ
せ
て
素
焼
を
す
る
。
白
化
粧
を
施
し
、
上

に
黒
絵
具
を
惣
体
に
塗
り
、
乾
燥
さ
せ
る
。
文
様
描
き
に
は

再
度
そ
の
文
様
を
白
絵
具
で
下
描
き
し
、
次
い
で
そ
の
上
に

緑
・
黄
な
ど
の
色
絵
具
を
施
す
が
、
地
色
の
濃
い
場
合
は
書

も
白
絵
具
が
適
し
、
そ
の
上
に
内
窯
上
薬
を
掛
け
、
内
窯
に

入
れ
て
完
成
さ
せ
る
。

色
絵
菊
鶴
図
香
合　
フ
リ
ア
美
術
館

色
絵
十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
角
皿

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

色
絵
夕
顔
図
茶
碗　
大
和
文
華
館

銹
絵
山
水
図
額
皿

附
録
：
乾
山
自
筆
陶
法
書
（ 

乾
山
の
陶
法
を
よ
り
明
確
に
で
き
れ
ば
と
考
え
、
附
録
と
し
て
再
び
こ
こ
に
『
陶
工
必
用
』
を
取
り
あ
げ
た
）

乾山江戸編(75)



　

○
茶
入
金か

な
ぐ
す
り
藥

一　

深
草
水
下
五
百
目　

灰
三
百
目　

黒
は
ま
少

　

○
正し

ょ
う
い
で

意
手
茶
入
藥

一　

深
草
水
下
六
十
弐
匁　

信
楽
水
下
六
十
弐
匁

　
　

金
ハ
ダ
七
匁  

唐
か
ね
せ
ん
く
づ
拾
三
匁

　

○
な
ま
こ
手で

藥

一　

水
下
百
九
拾
四
匁　

灰
九
拾
目　

ち
う
で
い
八
匁

　

○
唐
物
藥

一　

深
草
水
下
百
目　

  

紫
土
三
拾
目　

白
粉
五
匁　

灰
九
十
め

　

   

た
ば
こ
ノ
灰 

志し

ん
ヲ
用 

弐
拾
目　

銀
ノ
か
ら
ミ
拾
匁

　

○
朝あ

さ
ひ
で

日
手
の
藥

一　

深
草
水
下
百
五
拾
目　

お
も
灰
八
拾
五
匁

　
　

金き
ん

の
る
か
す
弐
拾
六
匁
五
分　

紫
土
四
拾
目

　
　

ゴ
フ
ン
三
匁　

金か
な

ハ
ダ
五
匁

　

己い
じ
ょ
う上
ニ
テ
茶
入
藥
ノ
方
訖お

わ

リ

○
亦ま

た

本
燒
山
窯
可も

ち
う
べ
き
く
す
り
の
て
だ
て

用
藥
方

一　

る
り
藥

　
　

な
ま
ゼ
石
壱
升　

灰
六
合　

南
京
繪
藥
弐
拾
弐
匁

　

右
の
釋わ

け

ヲ
昼
ス　

地
土
ハ
上
々
ノ
白
土
ヲ
用
云
々

　

○
青せ

い
じ
ぐ
す
り

磁
藥
の
方

一　

な
ま
セ
白
石
一
升　

白
粉
四
合　

灰
一
升
三
合

　
　

南
京
繪
藥
少

　

○
瀬
戸
青
藥

一　
生な
ま
ぜ瀬 

白
石
一
升　

 

灰
一
升
八
合　

ち
う
で
い
五
匁

　

○
さ
び
藥

一　

水み
ず
た
れ下

壱
升
五
合　

灰
三
升
五
合

　

右
水
ニ
テ
ト
キ
掛か

け

候

　

○
い
ら
ほ
手
藥

一　

山
科
石
十
盃　

 

灰
八
盃

　
　

茶
入
藥　

一　

水
下
十
盃　

 

灰 

十
二
盃

　

右
二
色
ノ
藥
ヲ
合
様　

茶
入
藥
八
盃　

い
ら
ぼ
薬
十
盃

右
の
通　

弐
色
ヲ
合
テ　

五
器
手
藥
ノ
厚
サ
ニ
掛
申
候

　

○
刷は

け

め
毛
目
又
井い

ど

で
土
手
藥

【
仁
清
伝
】（『
陶
工
必
用
』
抜
萃
）

◯
本ほ

ん
が
ま
や
き

窯
燒
土
の
覚お

ぼ
え
　

一　

黒く
ろ
だ
に
づ
ち

谷
土
ニ
山
科シ

ナ

石
加
へ
水す

い

ヒ
致い

た
し
そ
う
ろ
う

候　

ま
セぜ

加か
げ
ん
あ
り

減
有

　
　

上
と
な
ミ
ノ
土
ノ
覚　

　

◯
五ご

き
で
づ
ち

器
手
土

一　

黒
谷
土
壱い

っ
と斗
い
セ
土　

遊ゆ
ぎ
ょ
う
づ
ち

行
土
五
升
ふ
る
ひ
土

　
　

山や
ま
し
な科
石
六
升
い
セ
土
ニ
乄　

右
合あ

わ
せ作
り
候

　

◯
い
ら
ぼ
土

一　

黒
谷
赤せ

き
ど土
壱い

っ
と斗
ふ
る
ひ　

遊ゆ
ぎ
ょ
う
づ
ち

行
土
五
升
ふ
る
ひ

　
　

山や
ま
し
な
い
し

科
石
三
升
ふ
る
ひ

　

か
ら
つ
手
土

一　

黒
谷
白は

く
ど土
ふ
る
ひ
て　

同
赤
土
少
色
ヲ
赤
ク
付
候

　

◯
瀬
戸
く
ハ
ん
丹に

う
手
土　

一　

黒
谷
土
上
々
白
土
ふ
る
ひ
て

   

◯
白
繪
べ
に
皿ざ

ら
で手
土

一　

黒
谷
赤
土
半
分
ハ
ふ
る
ひ　

半
分
ハ
い
セ
土

　

右
の
繪
ハ　

黒
谷
上
白
土
ヲ
と
き　

な
ま
土
ノ
節　

繪
ヲ
書
申

候　

藥
ハ
惣
黒
色
ニ　

青
キ
し
ゃ
か
つ
藥　

書
申
候
繪
ハ
白
ク

出い
で
も
う
し
申
候

　

○
な
ミ
白
土
ハ

一　

黒
谷
上
白
土
壱
斗　

山
科
石
三
升
斗ば

か
り

　

右
随ず

い
ぶ
ん分
こ
ま
か
に　

水
ヒ
い
た
し
候

　

○
大
道
具
土つ

ち

拵こ
し
ら
え

 

ハ

一　

遊ゆ
ぎ
ょ
う
づ
ち

行
土
こ
ま
か
に
ふ
る
ひ　

黒
谷
中
土
ヲ
水
ヒ
い
た
し

　

交ま
ぜ
あ
わ
せ
合
申
候　

右
水み

ず
さ
し指　

花は
な
い
け生
な
と
い
た
し
候
ニ
よ
く
御
座
侯

釡か
ま　

水み
ず
つ
ぎ次　

茶
び
ん　

水
こ
ほ
し　

此こ
の
た
ぐ
い
類
ニ
つ
か
ひ
申
候

○
本ほ

ん
や
き
え
ぐ
す
り

燒
繪
藥
の
覚お

ぼ
え

一　

黒
繪
藥　

金か
な

ハ
ダ
極
細
末
乄

一　

青
繪
藥　

南
京
同
断

一　

薄
柿
色
繪
藥　

㴱
草
水
下
同
断

　

右
ふ
の
り
ニ
て
と
き
遣つ

か
い
も
う
し
そ
う
ろ
う

申
候

○
本
燒
掛
藥
の
方

一   

白
藥　

白
石
壱
斗　

極
細
水み

ず
ふ
る
い
篩
ニ
て
水
ヒ　

灰
六
升

　

右
ハ
上
々
白
藥
ノ
方

　

○
同
方
な
ミ
う
つ
く
し
く
出
來
候
方 

一　

白
石
壱
斗
右
同
断　

灰
八
升
同
断

　

○
べ
に
皿ざ

ら
で手
藥

一　

白
石
壱い

っ
と斗

右
同
断　

灰
壱
斗
八
升

　

○
高こ

う
ら
い麗

藥
の
方

一　

白
石
壱
斗
水
ヒ
同
前　

灰
壱
斗
弐
升　

白
粉 

唐
土
壱
升

　

右
五
器
手
藥
也

是
ゟ
以
下
茶ち

ゃ
い
れ
ぐ
す
り

入
薬
也

　

○
杜か

き
つ
ば
た
で

若
手
ノ
柿
藥 

地
藥
也　

一　

深
草
水
下
壱
貫
目　

灰
三
百
六
十
目　

金
ハ
ダ
六
十
め

　

同
上ウわ
藥　
景
藥
モー
云

一　

深
草
水
下
拾
五
匁　

灰
三
十
め　

ち
う
で
い
壱
匁

　

○
柿か

き

藥

一　

信し
が
ら
き樂
水み

ず
た
れ下
小　

深
草
水
下
大　

二
色
合あ

わ
せ
て

 

弐
貫
五
百
目

一　

灰
八
百
五
十
め

　

○
上じ

ょ
う々
の
ぎ
め
藥

一　

信
樂
水
下
五
盃　

灰
七
盃　

少
バ
ン
拾
五
匁

　

但
天て

ん
も
く目

ニ
て
合
申
候

　

○
春し

ゅ
ん
け
い
慶
藥　
　

一　

深
草
水
下
六
盃　

  

灰
三
盃　

貴き
ぶ
ね船

紫
石
壱
盃

　
　

金こ
ん
ご
う剛
砂
半
盃　

胡ご
ふ
ん粉
少　

 

唐と
う
の
つ
ち
土
少    

金
ハ
ダ
少 

　

○
茶
入
藥

一　

水
下
十
盃　

 

ゴ
フ
ン
三
盃　

金
の
る
か
す
壱
盃

　
　

灰
十
五
盃　

紺
青
半
盃

　

○
瀬
戸
藥

一　

水
下
壱
升　

灰
壱
升　

白
ぼ
こ
壱
升

　

○
唐
物
藥

一　

深
草
水
下
壱
貫
目  

灰
九
百
目　

金か
な
く
ろ
い
し

黒
石
百
五
拾
め

　
　

海
石 

青
黄
色
成な
る

ヲ
用 

百
目　

紫
石
弐
百
目　

白
粉
五
拾
目
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一　

藤ふ
じ
お尾
赤
石
拾
盃　

灰
九
盃

○
錦に

し
き
で
え
の
ぐ

手
繪
具
の
方

一　

赤　
　
　
　

金か
な
だ
ま珠
壱
匁　

極
白
び
い
ど
ろ
弐
匁

　
　
　
　
　
　
　

白
粉
壱
匁　

ほ
う
砂 

透す
き

た
る
が
よ
し
三
分

　
　
　
　
　
　
　

右
細
末
乄　

ふ
の
り
に
て
と
き

申
候

一　

萌も
え
ぎ黄
繪
具　

白
粉
八
分　

萌
黄
び
い
と
ろ
五
匁

　
　
　
　
　

      

岩
緑
青
六
分　
同
断

一　

紺
繪
之
具　

極
白
び
い
と
ろ
五
匁　

唐
紺
青
弐
匁
七
分

　
　
　
　
　
　
　

白
粉
弐
匁　
同
断

一　

黄
色
繪
藥　

白
ひ
い
と
ろ
五
匁　

金
珠
七
分

　
　
　
　
　
　
　

白
粉
壱
匁
五
分　

丹
七
分　
同
断

一　

紫
色
繪
具　

ひ
い
と
ろ
四
匁　

金
珠
五
リ
ン　

丹
八
分

　
　
　
　
　
　
　

白
粉
弐
分　

南
京
繪
藥
壱
分

一　

白
色
繪
具　

極
大
白
ひ
い
ど
ろ
一
味

一　

金き
ん
の
あ
わ
せ
よ
う

ノ
合
様   

金き
ん
で
い泥
壱
匁　
透す
き
な
ま生
ほ
う
し
や
弐
分

一　

黒
繪
具　
　

金
ハ
タ　

南
藥
二
色
等
分
ニ
合

　
　
　
　
　
　
　

膠に
か
わニ
テ
と
き

申
候

○
樂
燒
藥
の
覚

一　

茶
入
の
藥　

白
粉
百
目　

紫
土
八
分

　

右
地
藥
也

上ウ
ハ

藥
ハ
白
粉
拾
匁　

赤
ば
こ
壱
匁

又
上ウ

ワ

藥
ノ
方　

白
粉
拾
匁
ニ
唐
紺
八
分

　

○
樂
燒
白
藥　

 

赤
樂
ニ
モ
此
藥
ヲ
用
申
候

　
　

白
粉
百
目 　

日
岡
石
拾
五
匁　

び
い
と
ろ
五
匁

　

○
樂
燒
繪え

ぐ
す
り藥

の
覚

　
　

青
繪
紺
青　

黒
繪
金
ハ
ダ　

柿
色
ハ
水
下

　

○
樂
黒
藥

一　

白
粉
百
目　

び
い
と
ろ
五
匁　

赤
ぼ
こ
拾
五
匁

　
　

ほ
う
し
や
五
匁　
よ
く
燒
テ
用

　
　

か
ら
か
ね
せ
ん
く
づ
四
匁 

内
弐
匁
ハ
金
ハ
ダ
也

 　

○
同
方

一　

黒
び
い
と
ろ
百
目　

金
ハ
ダ
三
拾
目　

奈
ら
緑
青
廿
匁

 

○
同
方

一　

全
ハ
ダ
壱
匁　

ふ
き
だ
ま
弐
匁　

白
粉
弐
匁
五
分

　
　

ほ
う
し
や
八
分

　

右
樂
燒
の
方

　

右
本ほ

ん
や
き燒 

樂ら
く
や
き燒 

繪え
ぐ
す
り藥 

錦に
し
き
で手
繪
藥　

諸
事　

土
の
合あ

わ
せ
よ
う
様
ま
で
具つ

ぶ
さニ

尹か
き

寫う
つ
し
つ
か
わ
し

遣 

申
候　

必か
な
ら
ず
か
な
ら
ず

々 　
　

他た
け
ん見
他た

ご
ん言 

被な
さ
れ
ま
じ
く
そ
う
ろ
う

成
間
敷
候　

拙せ
っ
し
ゃ
け

者
家

祕ひ
で
ん傅
に
て
候そ

う
らへ
共ど

も　

御ご
し
ょ
も
う
に
お
う
じ
も
う
し
そ
う
ろ
う
と
こ
ろ
な
り

昕一
望
ニ
應
申
候
昕一
也　
　
　

以い
じ
ょ
う上　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野の
の
む
ら
は
り
ま
だ
い
じ
ょ
う

々
村
播
磨
大
掾

 

藤ふ
じ
な
が
は
ん

良
判　
　

　
　
　

元げ
ん
ろ
く禄
十
二
年
夘う

八
月
十
三
日　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

緒お
が
た
し
ん
せ
い
ろ
う

方
深
省
老　

参ま
い
る
　

【
孫
兵
衛
伝
】（『
陶
工
必
用
』
抜
萃
）

○
内
窯
土
製
の
方

一　

諸し
ょ
こ
く國 

假た
と
え
も
し
令   

異い
こ
く國
の
土
ニ
て
モ　

内う
ち
や
き
も
の

燒
物
の
器う

つ
わニ
不な

ら
ざ
る成
事こ

と

ハ
無こ

れ
な
く
そ
う
ら
え
ど
も

之
候
得
共　

先ま
ず

ハ
居す

ま
い
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
と
こ
ろ

住
仕
候
処 

の
土
ヲ
用
候　

故ゆ
え
に

 

土
の
事

　

御
室
燒
同ど

う
だ
ん断
ニ
御
座
候

○
内
窯
燒
器
物
上
ノ
か
け
藥
の
方

一　

白
粉
百
目　

日
岡
石
四
拾
目

　

右
合あ

わ
せ極
細
末　

絹き
ぬ

篩ふ
る
いニ
テ
能よ

く

こ
し
候
て　

居い

さ
せ　

上
ノ
水
ヲ

捨す
て　

ふ
の
り
と
き　

能よ
く

こ
し
候
て　

合
か
け
申
候　

ふ
の
り
合
加

減
ハ
口
授

○
内
窯
繪
具
ノ
方

一　

黒　
　
　

銕て
つ

の
金か

な

ハ
タ
拾
匁　

南な
ん
き
ん京
呉ご

す洲
藥
五
匁

　
　

極
細
末　

フ
ノ
リ
ニ
テ
と
き　

か
き
申
候

一　

緑　
　
　

白
粉
十
匁　

日
岡
（
石
）
四
匁　

緑
青
壱
匁
二
分

　
　
　
　
　
　
　
右
同
断

一　

紺　
　
　

白
粉
十
匁　

日
岡
石
四
匁　

唐
紺
青
六
匁

　
　
　
　
　
　
　
右
同
断

一　

赤
ハ　
　

山
黄
土
一
味　
右
同
断

一　

黄　
　
　

白
粉
十
匁　

日
岡
石
四
匁　

唐
白
目
三
分 

極
細
末

　
　
　
　
　
　
　
右
同
断

一　

紫　
　
　

白
粉
十
匁　

日
岡
石
四
匁　

南
京
呉
洲
藥
五
分　

　

割わ
り

ヲ
見み

候
て　

色
赤
キ
も
の
ゝ
交ま
じ

リ
タ
ル
ヲ
用　

水
ニ
入
候
て
見
候
ヘ
ば　

能よ
く

相あ
い
し知

レ
申
候　
　

 

右
同
断

　

右
燒や

き
か
た方　

内う
ち
が
ま
そ
と
が
ま
の
か
た
ち

窯
外
窯
形　

  

是こ
れ
ら
は

等
者
直じ

か

ニ
御ご

ら
ん覧
シ
被お

よ
ば
れ及
候
昕一
ニ

て
候
へ
ば　

今い
ま
さ
ら更
圖ず

の
申
ニ
ハ
不お

よ
ば
ず
そ
う
ろ
う

及
候

　

右
押お

し
の
こ
う
じ
や
き

小
路
燒
の
親し

ん
ぞ
く族
な
が
ら
弟で

し子
ニ
テ
候　

洛
東
粟あ

わ
た田
蹴け

あ
げ上
ノ

水
の
近き

ん
ぺ
ん邊　

比び
く
に
ざ
か

丘
尼
坂
ト
申
候
所
居す

ま
い
い
た
し

住
致
候
孫ま

ご
べ
え

兵
衛
ト
申
者
ゟ　

私
口こ

う
じ
ゅ
つ
か
ま
つ
り

授
仕 

候
通　
尹
記
送
進
仕
候　

以
上

　
『
陶
工
必
用
』
か
ら
抜
萃
し
た
仁
清
伝
、
孫
兵
衛
伝
で
あ
る
。

両
伝
は
以
上
の
よ
う
に
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
仁
清
伝
は
二
代
仁

清
の
伝
え
る
と
こ
ろ
、
本
窯
・
錦
手
絵
具
・
楽
焼
他
の
陶
法
、
孫

兵
衛
伝
は
内
窯
土
・
釉
薬
・
絵
具
の
材
料
・
調
合
を
列
記
。
孫
兵

衛
伝
は
口
授
で
あ
っ
た
。

　
『
陶
工
必
用
』
は
そ
れ
ら
に
加
え
、
乾
山
焼
の
始
ま
り
、
京
焼

上
に
占
め
る
位
置
、
自
ら
の
工
夫
に
よ
る
陶
法
、
釉
薬
・
絵
薬
の

調
合
と
そ
の
使
用
な
ど
を
記
述
。
朱
書
に
よ
っ
て
私
見
を
加
え
、

内
容
は
さ
ら
に
理
解
し
易
く
、
作
陶
し
易
く
、
厚
み
・
豊
か
さ
・

深
み
も
増
す
な
ど
、
文
人
乾
山
の
表
出
し
た
一
冊
と
な
る
。
造
り

方
の
み
で
は
な
く
、
土
、
顔
料
、
そ
れ
を
扱
う
材
料
屋
、
実
地
見

学
を
し
た
多
田
銀
山
な
ど
、
丁
寧
に
関
係
事
項
を
解
説
。
読
み
も

の
と
し
て
も
興
味
深
い
書
物
と
な
る
。

乾山江戸編(77)



て
も
活
用
。
が
、
絵
具
は
白
く
見
え
て
も
、
堆う

ず
た
か

 

く
盛
り
上
が
る

な
ど
の
欠
点
が
あ
り
、
上う
わ
え
つ
け

絵
付
（
錦
手
）
の
場
合
は
や
む
を
得
な

い
が
、
こ
れ
は
本
窯
で
あ
り
、
そ
れ
を
防
ぐ
乾
山
自
家
製
の
手
立

て
は
以
上
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

○
な
み
の
白
土
：

　

黒
谷
上
白
土
一
斗　

山
科
石
三
升
程
、
以
上
二
種
類
を
よ
く
よ

く
篩
い
、
細
か
に
し
、
水
簸
を
す
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
並な

み
も
の物

製
作
に
は
黒
谷
土
な
ら
中
白
土
か
、
遊
行
土

で
も
よ
い
が
、
仁
清
は
何
故
上
白
土
と
す
る
か
。
誤
り
で
あ
ろ
う
。

○
大
道
具
土
：

　

遊
行
土
を
細
か
に
ふ
る
い
、
黒
谷
の
中
土
を
水
簸
し
、
交
ぜ
合

わ
せ
る
。
分
量
は
適
宜
か
。
朱
書
は
私
（
乾
山
）
の
案
で
あ
る
が
、

右
の
土
は
水み
ず
さ
し指
、
花は

な
い
け生
・
釡か

ま

・
水み

ず
つ
ぎ次
・
茶ち

ゃ
び
ん瓶
・
水
こ
ぼ
し
な
ど
の

製
作
に
用
い
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
大
道
具
に
限
ら
ず
、
赤
土
・
白
土
、
い
ず
れ
の
土

も
陶
器
に
な
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
善よ

し
悪あ

し
は
窯
に
入
れ
試
し

て
み
れ
ば
わ
か
る
が
、
頑か
た
くな
に
思
い
込
む
な
ど
、
受
け
入
れ
る
心

が
狭
け
れ
ば
何
事
も
成
就
し
な
い
。

―
本
窯
下
絵
具
―
【
本
焼
の
絵
薬
】

　
（
朱
・
乾
山
）
素
焼
後
、
釉ゆ

う
や
く薬

（
上う

わ
ぐ
す
り

薬
・
掛
薬
）
を
掛
け
る
前
に

用
い
る
絵
具
で
あ
る
。
仁
清
伝
中
こ
こ
に
白
絵
具
を
省
略
し
た
こ

と
は
す
で
に
紅
皿
手
に
記
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
白
絵
具
の
活
用

は
乾
山
に
始
ま
る
が
、
洛
東
諸
窯
で
は
今
な
お
盛
ん
に
模
倣
し
て

い
る
。（『
陶
磁
製
方
』
に
は
「
白
土
ヤ
キ
カ
ヘ
シ
・
此
白
土
ヲ
一
返
ス

ヤ
キ
シ
テ
」
と
あ
る
。
素
焼
後
に
お
け
る
白
絵
具
の
工
夫
で
あ
る
が
、

生
懸
け
、
素
焼
後
な
ど
、
収
縮
率
を
考
慮
、
活
用
に
お
い
て
も
乾
山
の

充
分
な
心
得
が
窺
わ
れ
る
）

○
黒
絵
薬
（
黒
絵
具
）：

　

金か
な

は
だ
は
黒
絵
の
顔
料
。
極
細
末
に
し
て
用
い
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
金
ハ
ダ
は
鍛か

じ

や
冶
屋
が
刃
物
を
打
つ
と
き
、
薄
く
剝

げ
て
飛
散
る
鉄
粉
で
あ
る
。
そ
の
粉
末
を
一
味
、
ま
た
南
京
染
付

に
使
う
茶ち
ゃ
わ
ん
ぐ
す
り

碗
薬
を
等
分
に
混
ぜ
る
。
鉄
粉
一
〇
匁
に
対
し
茶
碗
薬

四
匁
の
割
合
が
良
い
。

○
か
ら
つ
手
土
：

　

黒
谷
白
土
を
篩ふ
る

い
、
黒
谷
赤
土
を
少
し
加
え
れ
ば
唐
津
風
の
赤

味
が
出
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
い
ず
れ
の
国
の
土
で
も
良
い
が
、
唐
津
の
薄
赤
土

を
用
い
る
こ
と
が
最
良
で
あ
る
。
白
土
・
赤
土
の
混
合
よ
り
、
一

旦
窯
に
入
れ
色
見
を
す
れ
ば
、
黒
谷
で
も
遊
行
土
で
も
薄
赤
色
の

土
を
用
い
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

○
瀬
戸
貫か
ん
に
ゅ
う
で

入
手
土
：
黒
谷
白
土
上
々
の
篩
い
土
。

　
（
朱
・
乾
山
）
貫
入
は
「
氷
紋
」。
篠
焼
（
志
野
焼
）
は
織
部
好

み
の
瀬
戸
焼
陶
器
で
あ
る
が
、
黒
谷
土
を
用
い
て
志
野
焼
を
写
し

た
場
合
、
似
て
い
る
よ
う
で
違
い
は
大
き
く
、
直
接
、
瀬
戸
土
を

取
り
寄
せ
造
る
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
本
窯
用
で
あ
れ
ば
ど
の
よ

う
な
土
で
も
よ
い
が
、
成
形
後
、
生
乾
き
の
う
ち
、
瀬
戸
か
ら
取

寄
せ
た
白
土
を
泥
状
に
し
、
そ
の
中
に
浸
し
、
乾
か
し
、
素
焼
後
、

上
薬
を
掛
け
焼
成
す
れ
ば
、
表
面
は
元
来
瀬
戸
産
の
土
、
篠し
の

焼
と

は
相
違
な
い
も
の
に
焼
き
上
が
る
。
薄
柿
色
の
地
に
白
絵
ま
た
黒

絵
の
場
合
も
（
今
日
の
赤
織
部
）、
瀬
戸
の
薄
柿
色
土
、
他
の
薄
柿

色
土
な
り
と
も
塗
り
、
黒
・
白
の
絵
を
描
き
焼
成
、
古
田
織お
り
べ部
の

好
み
道
具
、
香
合
・
皿
・
盃
台
な
ど
が
焼
き
上
が
る
。

○
白し
ろ
え絵
べ
に
皿
手
土
：

　

黒
谷
赤
土
半
分
は
ふ
る
い
土
、
半
分
は
水す
い
ひ簸
土
。
黒
谷
上
白
土

を
溶
き
、
こ
れ
を
絵
具
と
し
て
な
ま
素
地
上
に
絵
を
描
く
。
上
薬

は
透
明
、
半
透
明
の
蛇じ
ゃ
か
つ褐
釉
で
あ
る
か
ら
、
自
ず
と
描
い
た
絵
は

白
く
現
れ
る
。（
仁
清
の
白
絵
具
は
黒
谷
白
土
一
味
）

　
（
朱
・
乾
山
）
白
絵
具
は
乾
山
家
第
一
の
秘
伝
。
口
伝
を
以
っ
て

伝
授
す
る
が
、
右
の
ご
と
く
赤
色
素
地
に
白
絵
具
を
用
い
て
絵
を

画
い
た
場
合
、
何
れ
も
白
の
発
色
は
悪
く
、
純
白
に
は
な
ら
な

い
。
黒
谷
上
白
土
を
用
い
て
も
、
焼
き
上
が
り
の
素
地
は
鼠
色
か

う
す
墨
色
。
絵
を
描
い
て
も
真
白
に
は
な
ら
ず
、
そ
こ
で
私
は
備

前
八や
ぎ
や
ま

木
山
白
土
、
薩
摩
白
土
、
な
か
で
も
豊ぶ

ん
ご後
玖く

ま珠
郡
赤あ

か
い
わ岩
村
の

紙
を
白
く
す
る
白
土
の
活
用
を
考
え
た
。
一
風
流
を
極
め
る
白

絵
土
（
絵
具
）
と
な
っ
た
が
、
白
絵
具
を
用
い
る
こ
と
は
今
日
東

山
の
諸
窯
に
お
い
て
も
盛
ん
で
あ
る
。
多
く
は
下
粟
田
大だ
い
に
ち
ざ
ん

日
山
・

岩い
わ
く
ら
や
ま

倉
山
に
産
す
る
白
土
を
使
う
が
、
藤
尾
土
（
石
）
の
代
用
と
し

『
陶
工
必
用
』
―
そ
の
大
概
―

　

都
の
西
北
、
仁
和
寺
門
前
、
受ず

り
ょ
う
は
り
ま
だ
い
じ
ょ
う
ふ
じ
な
が

領
播
磨
大
掾
藤
良
・
野
々
村
仁

清
よ
り
私
、
乾
山
・
緒
方
深
省
相
承
の
陶
器
の
製
法
で
あ
る
。
上

薬
、
素
地
土
、
絵
具
の
作
り
方
な
ど
、
受
理
し
た
判は
ん

形ぎ
ょ
う一
冊
の
ま

ま
に
書
写
。 
私
案
は
朱
字
を
以
っ
て
そ
れ
を
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾
山
㴱
省
（
深
省
印
）

　
（
朱
・
乾
山
）
仁
清
は
野
々
村
清
右
衛
門
。 

「
仁
」
は
仁
和
寺
の

「
仁
」、「
清
」
は
清
右
衛
門
の
「
清
」、
多
く
陶
器
の
銘
に
活
用
。 

専
ら
茶
匠
金か

な
も
り
そ
う
わ

森
宗
和
老
人
の
好
み
道
具
を
製
作
し
た
。

【
仁
清
伝
】

―
本
窯
土
―
【
本
窯
焼
土
の
覚
】

　

土
は
、
黒
谷
土
に
山
科
石
を
加
え
水す
い
ひ簸
、
目
的
に
応
じ
て
割
合

を
調
整
す
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
黒く

ろ
だ
に谷
土
は
、
古
来
京
都
黒
谷
紫し

う
ん
ざ
ん

雲
山
金こ

ん
か
い
こ
う
み
ょ
う
じ

戒
光
明
寺

前
辺あ
た
りよ
り
出
土
。
山や

ま
し
な科
石
は
東
部
山
科
藤ふ

じ
お尾
山
中
に
あ
る
砂
で
あ

る
。
黒
谷
土
は
上
白
土
・
中
白
土
、
下
を
匣さ
や
づ
ち土
と
い
う
が
、
上
物

に
は
上
白
土
、
中
・
下
ま
た
赤
土
は
目
的
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
。

○
五ご

き

で
器
手
土
：

　

黒
谷
土
一
斗
（
水
簸
し
た
い
セ
土
）　

遊ゆ
ぎ
ょ
う行
土
五
升
（
ふ
る
い
土
）   

水
簸
し
た
山
科
石
六
升　

以
上
を
合
わ
せ
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
五
器
手
の
下
地
（
素
地
）
は
黒
谷
・
遊
行
の
混
合

土
に
限
ら
ず
と
も
よ
い
。
朝
鮮
の
土
を
用
い
れ
ば
最
上
で
あ
る
が
、 

江
州
信し

が
ら
き楽
郷
長
野
村
調ち

ょ
う
し子
村
木き

の

せ
ノ
瀬
村
等
の
白
土
も
良
く
、
信
楽

土
な
ど
釉
薬
を
薄
く
施
し
焼
成
す
れ
ば
、
茶
人
の
好
む
紅
葉
・
火

色
・
火
替
り
な
ど
の
赤
や
青
の
斑
点
が
現
れ
る
。
遊
行
土
は
、
洛

東
松
原
通
り
野の

べ辺
に
あ
る
土
で
あ
る
。
黒
谷
土
同
様
上
中
下
と
赤

土
が
あ
り
、
五
器
手
に
は
上
ま
た
は
中
の
い
ず
れ
か
を
用
い
る
。

○
い
ら
ぼ
土 

：

　

黒
谷
赤
土
一
斗   

遊
行
土
五
升   

山
科
石
三
升　

ふ
る
い
土

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
れ
も
黒
谷
土
、
遊
行
土
に
限
ら
ず
、
諸
々
の
土

を
試
し
て
み
れ
ば
、
好
製
品
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
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易
く
、
計
量
器
と
し
て
応
用
す
る
。（
天
目
茶
碗
は
中
国
浙
江
省
天
目

山
の
禅
院
で
使
用
さ
れ
て
い
た
一
客
用
の
茶
碗
で
あ
る
。 

日
本
へ
は
鎌

倉
時
代
禅
僧
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
低
く
窄つ

ぼ
ま
っ
た
高
台
は
、
台

に
乗
せ
て
使
用
し
、
日
本
で
は
貴
人
、
献
茶・供
茶
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
）

○
春し

ゅ
ん
け
い
慶
薬
：

　

深
草
水
下
六
盃　

灰
三
盃　

貴き
ぶ
ね船
紫
石
一
盃　

金こ
ん
ご
う
し
ゃ

剛
砂
半
盃

胡ご
ふ
ん粉
少　

唐と
う
の
つ
ち
土
少　

金か
な

ハ
ダ
少

　
（
朱
・
乾
山
）
貴
船
石
は
洛
北
、
貴
船
川
に
多
く
あ
る
。
金
剛
砂

は
細
か
な
粒
状
の
不
純
物
を
含
む
鋼
玉
、研
磨
剤
に
用
い
ら
れ
る
。

○
茶
入
薬
：（
も
う
一
つ
の
茶
入
薬
）

　

水
下
一
〇
盃　

ゴ
フ
ン
（
胡
粉
）
三
盃　

金
の
鏤る

か
す滓
一
盃

灰
一
五
盃　

紺
青
半
盃

　
（
朱
・
乾
山
）
仁
清
が
尾
張
瀬
戸
に
お
い
て
習
得
し
た
方て

だ
ての
一
つ

で
あ
る
。「
鏤る

」
は
金
属
を
溶
か
し
鋳
金
の
材
料
を
取
る
た
め
の

用
器
で
あ
る
が
、
金
の
鏤る
か
す滓
は
金き

ん
こ
う礦
の
鏤
内
に
残
る
滓か

す

を
い
う
。

○
瀬
戸
薬
：（
瀬
戸
薬
の
基
本
は
水
下
と
灰
で
あ
る
）

　

水
下
一
升　

灰
一
升　

白
ぼ
こ
一
升

○
唐
物
薬
：

　

深
草
水
下
一
貫
目　

灰
九
〇
〇
目　

金
黒
石
一
五
〇
め

海
石 

青
黄
色
の
も
の
一
〇
〇
目　

紫
石 

貴
船
川
石  

二
〇
〇
目
白
粉

五
〇
目

　
（
朱
・
乾
山
）
仁
清
は
金か

な
く
ろ
い
し

黒
石
も
瀬
戸
に
あ
る
と
い
う
が
、
鴨
川

の
川
原
に
あ
る
紫
黒
石
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。　

○
茶
入
金
薬
：

　

深
草
水
下
五
〇
〇
目　

灰
三
〇
〇
目　

黒
は
ま
少

　
（
朱
・
乾
山
）
む
ら
む
ら
と
し
て
金
属
の
光
彩
が
生
ず
る
茶
入
薬

で
あ
る
。
仁
清
は
黒
は
ま
も
同
じ
く
瀬
戸
に
あ
る
と
い
う
が
、
鉄

の
カ
ナ
ハ
ダ
を
用
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

○
正し
ょ
う
い
で

意
手
茶
入
薬
：
古
器
名

　

深
草
水
下
六
二
匁　

信
楽
水
下
六
二
匁　

金
ハ
ダ
七
匁

唐
か
ね
せ
ん
く
づ
一
三
匁

（
乾
山
書
に
は
こ
こ
に
灰
の
分
量
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
が
、原
本
で
あ
る

仁
清
伝
に
は
あ
っ
た
と
推
考
。
茶
入
の
注
文
、茶
入
に
興
味
の
な
か
っ
た

乾
山
の
書
き
落
と
し
と
考
え
る
。
正
意
手
は
古
い
茶
入
の
名
称
で
あ
る
）

○
青
絵
薬
（
青
絵
具
）：
南な

ん
き
ん京
と
同
断
。

　
（
朱
・
乾
山
）
南
京
は
茶
碗
薬
で
あ
る
。
南
京
人
が
肥
前
長
崎
へ

持
ち
来
た
る
と
い
う
が
、
上
中
下
の
差
が
大
き
く
、
青
絵
に
は
極

上
品
を
用
い
れ
ば
、
比
類
の
な
い
紺
色
に
な
る
。

○
薄う
す
か
き柿
色
絵
薬
（
薄
柿
絵
具
）：　

　

深
草
水み
ず
た
れ下
同
断
。
ふ
の
り
に
溶
い
て
用
い
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
膠に

か
わを
少
し
加
え
た
方
が
よ
い
。
水
下
は
水み

ず
た
れ垂
と
も

書
く
が
、
水
下
一
味
で
は
確
か
な
薄
柿
色
に
は
な
ら
ず
、
薄
赤
い

土
、
な
か
で
も
瀬
戸
の
薄
柿
色
の
土
は
特
に
よ
い
色
を
呈
す
る
。

（
水
下
は
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
な
ど
混
合
物
を
含
み
、
そ
れ
だ
け
で
は
薄
柿
色

に
な
ら
な
い
）

―
本
窯
上
薬
―
【
本
焼
掛
薬
】

○
白
薬
（
透
明
釉
薬
・
上
薬
）：

　

白
石
一
斗　
極
く
細
か
に
篩ふ
る

い
水
簸
す
る 　

灰
六
升

　
（
朱・乾
山
）
白
石
は
摂
州
有
馬
郡
生な

ま
せ瀬
村
山
中
に
産
す
る
白
砂
。

大
坂
天
神
橋
南
岸
に
は
そ
れ
を
扱
う
問
屋
が
あ
る
。
灰
は
染
物
に

用
い
る
木
灰
が
良
く
、
白
砂
は
生
瀬
に
限
ら
ず
、
陶
家
近
辺
、
入

手
の
し
易
い
白
砂
で
も
良
い
。
京
都
で
は
古
く
か
ら
の
使
用
が
あ

り
、
生
瀬
石
（
砂
）
を
用
い
る
が
、
焼
上
り
の
上
薬
の
色
が
青
味

を
帯
び
れ
ば
火
が
強
く
当
っ
た
こ
と
、
玉
子
色
の
場
合
は
弱
い
こ

と
の
証
左
と
な
る
。
以
上
は
上
々
の
白
薬
の
方て
だ
てで
あ
る
。

○
同
じ
く
、
並
に
美
し
く
で
き
る
薬
：

　

白
石
一
斗
（
拵
え
は
右
同
断
）　

灰
八
升
同
断
。

　
（
朱
・
乾
山
）
美
し
く
と
は
艶つ

や

の
あ
る
こ
と
を
い
う
。
白
石
は
生

瀬
石
・
砂
、
灰
も
前
出
と
同
じ
で
あ
る
。

○
べ
に
皿
手
薬
：

　

白
石
・
生
瀬
砂
一
斗
右
同
断　

灰
一
斗
八
升

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
れ
は
石
少
な
く
、
灰
の
分
量
を
多
く
し
た
調
合

で
あ
る
（
弱
い
釉
薬
）。
べ
に
皿
の
名
は
尾
張
瀬
戸
の
技
法
に
由
来
、 

仁
清
は
こ
の
地
方
の
用
語
で
あ
る
と
い
う
。 

古
い
茶
碗
中
に
「
白

庵
」
と
称
す
る
も
の
が
あ
り
、
地
土
は
白
く
、
上
薬
は
内
に
も
外

に
も
流
れ
、
溜
ま
る
と
青
み
を
呈
す
る
な
ど
、
そ
の
現
象
を
「
な

ま
こ
」
と
呼
ぶ
が
、
弱
い
釉
薬
を
用
い
た
場
合
に
発
生
す
る
。

○
高
麗
手
薬
：

　

白
石
一
斗
（
水
簸
）　

灰
一
斗
二
升　

白
粉
（
唐
土
）
一
斗

右
は
五
器
手
の
薬
で
あ
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
同
手
立
て
を
朝
鮮
素
地
の
器
物
に
試
み
た
が
、

上
々
の
出
来
で
あ
っ
た
。

―
茶
入
薬
―　

こ
れ
よ
り
以
下
は
茶
人
薬
の
方て
だ
てで
あ
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
茶
入
薬
に
は
「
地じ

ぐ
す
り薬
」「
景け

い
や
く薬
」
の
二
種
が
あ
る
。

二
重
掛
け
に
す
る
が
、
地
薬
は
土
（
水
下
）
を
多
く
し
灰
を
少
な

く
、
釉
薬
の
耐
火
度
を
高
め
薬
の
流
れ
を
押
さ
え
る
（
強
い
釉

薬
）。
上
に
掛
け
る
景
薬
は
、
反
対
に
灰
を
多
く
し
耐
火
度
を
低

く
、
釉
薬
の
流
れ
を
促
し
、
茶
入
の
景
色
、
見
所
を
つ
く
る
（
弱

い
釉
薬
）。
茶
入
の
特
徴
の
一
つ
と
な
り
、
茶
の
湯
者
ら
の
賞
翫
、

好
む
見
ど
こ
ろ
と
な
る
。

○
杜か
き
つ
ば
た
若
手
柿
薬
の
下
地
の
薬
：

　
（
地
薬
）
深
草
水
下
（
鉄
文
の
あ
る
赤
土
）
一
貫
目　

灰
三
六
〇

目　

金
ハ
ダ
六
〇
目　

同
上
薬
は
「
景
薬
」
と
も
い
う
。

　
（
景
薬
）
深
草
水
下
一
五
匁　

灰
三
〇
め　

ち
ゅ
う
で
い
一
匁

　
（
朱
・
乾
山
）
杜
若
手
は
古
く
か
ら
あ
る
瀬
戸
茶
入
の
名
称
で

あ
る
。
ち
う
で
い
（
鍮
泥
）
は
真
鍮
、
銅
と
亜
鉛
の
合
金
で
あ
る
。

焼
く
と
黒
く
な
る
こ
と
か
ら
使
用
す
る
。

○
柿
薬
：

　

信
楽
水
下
少
し　

深
草
水
下
多
く  

二
種
を
合
せ
て 

二
貫
五
〇
○
目

　

灰
八
五
〇
め

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
の
薬
は
茶
入
の
ほ
か
に
雑
器
に
も
使
用
。
本
焼

の
火
が
強
く
当
れ
ば
器
は
赤
く
、
柔
ら
か
に
当
れ
ば
黒
く
な
る
。

信
楽
水
下
は
同
地
方
の
陶
家
村
々
に
出
土
す
る
。

○
上
々
の
ぎ
め
（
禾
目
）
薬
：

　

信
楽
水
下
五
盃　

灰
七
盃　

少
バ
ン
（
硝
礬
）
一
五
匁

調
合
に
は
天て
ん
も
く目
茶
碗
を
用
い
て
計
量
す
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
禾
目
は
古
い
茶
入
の
名
称
で
あ
り
、
上
品
な
茶
器

と
さ
れ
る
。
天
目
茶
碗
は
従
来
の
抹
茶
茶
碗
と
は
異
な
り
、
台
に

乗
せ
て
使
用
す
る
が
、
各
服
用
の
茶
碗
で
あ
り
、
目
安
が
わ
か
り
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膠に
か
わを
少
し
入
れ
る
方
が
よ
い
。（
ふ
の
り
は
赤
色
を
鈍
く
す
る
）

○
萌も

え
ぎ黄
絵
具
：

　

白
粉
八
分　

萌
黄
び
い
ど
ろ
五
匁　

岩
緑
青
六
分

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
の
手
立
て
は
良
い
。

○
紺
絵
具
：

　

極
白
び
い
ど
ろ
五
匁　

唐
紺
青
二
匁
七
分　

白
粉
二
匁

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
の
手
立
て
は
良
い
。

○
黄
色
絵
薬
：

　

白
ひ
い
ど
ろ
五
匁　

金
珠
七
分　

白
粉
一
匁
五
分　

丹
七
分 

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
の
手
立
て
は
余
り
良
く
な
い
。
詳
し
く
は
乾
山

伝
に
記
す
。

○
紫
色
絵
具
：

　

び
い
ど
ろ
四
匁　

金
珠
五
厘　

丹
八
分　

白
粉
二
分

　

南
京
絵
薬
一
分

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
の
紫
絵
具
も
勝
れ
ず
、
年
来
工
夫
の
調
合
を
私

伝
の
項
に
記
す
。

○
白
色
絵
具
：
極
大
白
び
い
ど
ろ
単
味

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
れ
も
余
り
良
く
な
い
。
錦
手
、
本
焼
の
上
に
白

絵
具
を
付
け
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
な
お
工
夫
を
試
み
た
い
。

○
一
金
の
合
わ
せ
方
：　

　

金
泥
一
匁　

硼
砂
二
分　

　
（
朱
・
乾
山
）
焼
返
し
た
硼
砂
は
精
度
・
濃
度
が
落
ち
る
。
金
泥

を
薄
く
塗
っ
た
場
合
も
一
時
的
に
は
光
沢
を
保
つ
が
、
日
を
経
て

剝
落
す
る
欠
点
が
あ
る
。
金
は
高
価
故
、
洛
東
の
陶
工
た
ち
は
多

く
焼
返
し
た
硼
砂
を
使
用
、金
泥
を
薄
く
塗
る
。
生な
ま

硼
砂（
透
硼
砂
）

で
は
艶・光
沢
を
出
す
た
め
に
金
を
厚
く
塗
る
必
要
が
あ
り（
仁
清・

乾
山
は
と
も
に
生
硼
砂
を
使
用
）、
金
泥
を
多
く
使
う
こ
と
に
な
る
。

○
黒
絵
具
：

　

金
ハ
タ
（
鉄
）　

南
京
薬
（
呉
須
） 

等
分
に
合
わ
せ
膠
に
て
溶
く
。

　
（
朱・乾
山
）
こ
れ
は
仁
清
の
錦
手
上
絵
の
黒
絵
具
で
あ
る
。
が
、

上
に
緑
か
紺
、
光
沢
の
あ
る
絵
具
を
掛
け
て
定
着
さ
せ
な
け
れ
ば

安
定
性
も
乏
し
く
、
艶
も
な
い
。
使
い
方
と
し
て
は
細
か
な
木
葉

の
葉
脈
な
ど
を
描
き
、
そ
の
上
に
葉
の
形
な
り
に
緑
薬
を
掛
け
て

色
落
ち
を
止
め
る
が
（
葉
脈
は
上
部
へ
透
け
て
見
え
る
）、
乾
山
の

は
合
点
が
ゆ
か
な
い
。

○
瀬
戸
青
薬
：（
織
部
焼
緑
色
は
生
瀬
石
・
灰
・
銅
）

　

生
瀬
白
石
一
升　

灰
一
升
八
合　

ち
ゅ
う
で
い
五
匁

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
れ
は
良
い
手
立
て
で
あ
る
。
瀬
戸
青
薬
は
上
薬

（
透
明
釉
薬
）
を
掛
け
た
上
に
、
所
々
に
用
い
る
が
、
皿
類
に
は
掛

け
分
け
な
ど
が
良
く
、
幾
た
び
も
試
み
て
い
る
。

○
さ
び
薬
：（
水
下
・
灰
の
み
。
薄
く
掛
け
て
高
温
焼
成
す
る
）

　

水
下
一
升
五
合  

灰
三
升
五
合　

水
に
て
溶
き
掛
け
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
さ
び
薬
は
雑
器
用
の
釉
薬
で
あ
る
。
土
鍋
・
土
釡
・

茶
瓶
・
水
差
・
水
こ
ぼ
し
・
壷
類
な
ど
に
用
い
る
。

○
い
ら
ぼ
手
薬
：
山
科
石
一
〇
盃　

灰
八
盃

　

茶
入
薬　
　

：
水
下
一
〇
盃　

灰
一
二
盃

以
上
二
薬
、
茶
入
薬
八
盃
と
い
ら
ぼ
手
薬
一
〇
盃
を
合
わ
せ
、
五

器
手
の
薬
程
の
厚
さ
に
施
釉
す
る
。（
ざ
ん
ぐ
り
味
、
仁
清
の
い
ら

ぼ
手
は
掛
け
分
け
を
意
図
、
乾
山
は
刷
毛
目
を
意
識
。
朱
書
と
し
た
か
）

　
（
朱
・
乾
山
）
こ
の
い
ら
ぼ
手
薬
は
適
当
で
は
な
い
。
い
ら
ぼ
手

茶
碗
は
多
く
茶
人
が
賞
翫
。
そ
の
う
ち
刷は

け

め

で

毛
目
手
な
ど
、
素
地
に

白
い
刷
毛
目
も
つ
け
、
そ
の
上
に
こ
の
二
味
混
合
の
釉
薬
を
掛
け

て
し
ま
っ
て
は
、
下
の
刷
毛
目
は
、
茶
入
薬
の
水
下
（
赤
土
の
色
）

に
よ
っ
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
、
下
地
は
薄
赤
色

の
土
に
少
し
荒
目
の
砂
を
交
ぜ
、
常
の
本
焼
用
上
薬
を
掛
け
れ
ば

良
い
の
で
は
な
い
か
。

○
刷
毛
目
ま
た
は
井
戸
手
薬
：（
素
地
色
）

　

藤
尾
赤
石
一
〇
盃　

灰
九
盃

　
（
朱
・
乾
山
）
藤
尾
赤
石
は
取
り
寄
せ
れ
ば
よ
い
が
、
当
手
立
て

よ
り
は
常
の
上
薬
（
生
瀬
石
・
灰
）
を
掛
け
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
白
紙
）

―
本
窯
上
絵
具
―【
錦
手
絵
具
】（
基
本
は
ビ
ー
ド
ロ・白
粉・着
色
剤
）

○
赤
：

　

金か
な
だ
ま珠
一
匁　

極
白
び
い
ど
ろ
二
匁　

白
粉
一
匁　

硼ほ
う
し
ゃ砂

（
焼
返

し
を
し
な
い
硼
砂
）
三
分　

右
を
細
末
に
し
ふ
の
り
に
て
溶
く
。

　
（
朱
・
乾
山
）
金
珠
は
極
上
の
辮べ

ん
が
ら
た
ん
ど

柄
丹
土
で
あ
る
。
余
り
良
く
は

な
い
が
時
に
用
い
る
。
硼
砂
は
生
が
良
く
、
ふ
の
り
で
は
な
く
、

○
な
ま
こ
手
薬
：

　

水
下
一
九
四
匁　

灰
九
〇
目　

ち
う
で
い
八
匁

な
ま
こ
手
は
古
い
上
等
の
茶
入
の
名
称
で
あ
る
。

○
（
も
う
一
つ
の
）
唐か

ら
も
の
ぐ
す
り

物
薬
：

　

深
草
水
下
一
〇
〇
目　

紫
土
三
〇
目　

白
粉
五
匁　

灰
九
〇
め

た
ば
こ
の
志
ん
の
灰
二
〇
目　

銀
の
カ
ラ
ミ
一
〇
匁

　
（
朱・乾
山
）
銀
の
カ
ラ
ミ
は
、
銀
を
含
む
鉱
石
を
精せ

い
れ
ん煉

す
る
折
、

炉
床
で
吹
き
分
け
、
上
に
浮
い
た
も
の
で
あ
る
。
銀
は
沈
み
浮
い

た
カ
ラ
ミ
は
捨
て
ら
れ
る
が
、
実
際
摂
津
多
田
の
銀
山
に
お
い
て

見
学
。
同
所
に
頼
め
ば
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
朝
日
手
の
薬
：

　

深
草
水
下
一
五
〇
目　

お
も
灰
八
五
匁　

金
の
る
か
す
二
六
匁

五
分　

紫
土
四
〇
目　

ゴ
フ
ン
三
匁　

金
ハ
ダ
五
匁

　
（
朱
・
乾
山
）
仁
清
の
口
授
で
は
、
お
も
灰
は
炉
中
に
長
く
お
か

れ
た
灰
と
い
う
。
紫
土
は
本
絵
具
の
紫
土
で
あ
る
。
山
黄
土
を
焼

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
貴
船
紫
石
の
ほ
う
が
適
す
る
。

 

（
白
紙
）

　

以
上
、
茶
入
薬
の
処
法
で
あ
る
。

―
そ
の
他
・
本
窯
薬
―
【
本
焼
の
窯
に
用
い
る
薬
の
法
】

○
る
り
薬
：（
皿
・
鉢
・
香
炉
・
花
入
な
ど
）　

　

な
ま
ぜ
石
一
升　

灰
六
合　

南
京
絵
薬
二
二
匁

こ
の
場
合
、
素
地
土
は
上
々
の
白
土
を
用
い
る
。

　
（
朱
・
乾
山
）
瑠る

り
ぐ
す
り

璃
薬
の
や
き
も
の
は
、
中
国
ま
た
肥
前
焼
に
あ

り
、
全
体
に
瑠
璃
色
釉
を
施
し
た
深
鉢
他
が
あ
る
。
染
付
南
京
絵

薬
（
呉
須
）
の
上
品
を
惣
地
塗
り
し
、
上
薬
を
掛
け
る
（
南
京
絵

薬
は
上
薬
に
混
ぜ
て
用
い
る
方
が
よ
い
）。
が
、
磁
器
と
は
異
な
り

京
焼
素
地
は
純
白
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
合
わ
せ
薬
を
塗
る
こ

と
は
適
さ
な
い
と
考
え
、
今
ま
で
試
み
た
こ
と
は
な
い
。

○
青せ
い
じ磁
薬
：（
紛ま

が
い
も
の
物
の
青
磁
薬
。
下げ

の
呉
須
に
は
鉄
分
が
多
く
、
日
本

で
は
青
磁
薬
に
転
用
す
る
が
、
本
物
を
知
る
乾
山
は
好
し
と
し
な
い
）

　

な
ま
セ
白
石
一
升  

白
粉
四
合  

灰
一
升
三
合  

南
京
絵
薬
少

　
（
朱
・
乾
山
）
本
来
、
中
国
の
青
磁
は
青
味
を
帯
び
た
石
に
灰
を

混
ぜ
た
釉
薬
を
用
い
る
。
南
京
絵
薬
（
呉
須
）
を
入
れ
る
こ
と
に
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押
小
路
焼
は
、
京
都
柳や

な
ぎ
の
ば
ん
ば

馬
場
東
方
、
押
小
路
に
一
文
字
屋
助
左

衛
門
な
る
人
物
が
お
り
、
唐
人
に
学
ん
だ
技
術
を
用
い
押
小
路
焼

を
創
始
。
楽
焼
創
始
者
樂
長
次
郎
よ
り
古
い
と
聞
き
及
ぶ
が
、
い

ず
れ
が
先
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）、
乾
山
は
都
の
西
北
泉い

ず
み
だ
に
渓
（
鳴
滝
泉

谷
）
に
窯
を
開
く
。
御
所
の
西
北
（
乾い

ぬ
い）
に
当
た
り
、
陶
器
の
銘

を
「
乾
山
」
と
し
た
が
、
そ
の
節
、
押
小
路
焼
親
族
ま
た
弟
子
、

細
工
・
焼や
き
か
た方
の
功
者
の
孫
兵
衛
を
雇
う
。
御
室
仁
清
嫡
男
（
二
代
）

清
右
衛
門
と
と
も
大
き
な
助
力
を
得
た
が
、
こ
の
両
人
か
ら
押

小
路
焼
（
内
窯
陶
法
）、
仁
清
焼
（
本
窯
陶
法
）
の
両
伝
法
を
受
理
。

御
室
仁
清
伝
は
先
に
記
し
た
が
、
こ
こ
で
は
押
小
路
焼
陶
工
孫
兵

衛
の
口
伝
を
記
す
。（
歴
史
、
京
焼
の
流
れ
の
中
に
位
置
す
る
乾
山
焼

の
略
歴
を
述
べ
、
如
何
に
乾
山
焼
が
正
統
な
立
場
に
立
つ
か
を
い
う
）

○
【
内
窯
土
方
】

　

内
窯
陶
器
は
何
れ
の
国
の
土
で
も
製
作
可
能
。
陶
工
の
住
ま
う

近
辺
の
土
を
用
い
る
こ
と
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
配
合
は
御
室
焼
と

同
じ
で
あ
る
。

○
【
内
窯
陶
器
の
掛
薬
】

　

白
粉
一
〇
〇
目　

日
岡
石
四
〇
目

右
を
合
わ
せ
極
細
に
粉
末
、 

絹き
ぬ

篩ふ
る
いを
用
い
て
良
く
漉こ

し
、
水す

い
ひ簸
す

る
。
上う
わ
み
ず水

を
捨
て
、
ふ
の
り
に
て
溶
き
、
漉
し
た
の
ち
掛
け
る
。

ふ
の
り
の
合あ
わ
せ
か
げ
ん

加
減
は
口
授
す
る
。（
白
粉
と
日
ノ
岡
石
は
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
の
関
係
。
白
粉
は
鉛
質
・
溶
け
易
く
、
日
ノ
岡
石
は
珪
石
・

溶
け
難
い
）

○
【
内
窯
絵
具
】（
中
国
に
始
ま
り
三
彩
・
交
趾
。
日
本
で
は
天
正
頃
）

○
黒
：
鉄
の
金
ハ
ダ
一
〇
匁　

南
京
呉
州
薬
五
匁

極
細
く
粉
末
に
し
て
、
フ
ノ
リ
に
て
溶
く
。

○
緑
：
白
粉
一
〇
匁　

日
岡（
石
）四
匁　

緑
青
一
匁
二
分
右
同
断

○
紺
：
白
粉
一
〇
匁　

日
岡
石
四
匁　

唐
紺
青
六
匁
右
同
断

○
赤
：
山
黄
土
一
味
右
同
断

○
黄
：
白
粉
一
〇
匁　

日
岡
石
四
匁　

唐
白
目
三
分
極
細
末
右
同
断

○
紫
：
白
粉
一
〇
匁　

日
岡
石
四
匁　

南
京
呉
州
薬
五
分
右
同
断

　

南
京
呉
須
の
割
合
に
注
意
。
赤
味
を
帯
び
た
呉
須
が
良
く
、
水

に
浸
せ
ば
よ
く
わ
か
る
。

　

焼
方
、
内
窯
・
外
窯
の
形
状
な
ど
に
関
し
て
は
、
す
で
に
承
知

故
、
図
示
は
省
く
。

　
（
朱
・
乾
山
）
押
小
路
焼
親
族
ま
た
弟
子
、
洛
東
粟
田
蹴け

あ
げ上
水
の

近
邊
比び
く
に
ざ
か

丘
尼
坂
住
、
孫
兵
衛
か
ら
口
授
さ
れ
た
通
り
、
そ
の
伝
統

と
す
る
技
法
を
記
す
。
薬
方
、
土つ
ち
こ
し
ら
拵
え
、
焼
方
、
絵
具
な
ど
は
長

年
製
作
に
携
わ
り
、
一
部
始
終
を
承
知
で
あ
る
。

（
押
小
路
焼
に
白
絵
具
は
な
い
。
乾
山
の
発
明
で
あ
る
）

【
乾
山
伝
】

　
（
朱
）
こ
こ
か
ら
は
乾
山
一
流
の
方て

だ
てで
あ
る
。
今
日
迄
試
し
習

得
、
向
後
も
珍
し
い
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
追
っ
て
書
き
記
す
。

　

京
都
西
北
、
乾い
ぬ
い
の
や
ま

山 

に
お
い
て
陶
器
を
製
し
始
め
て
か
ら
凡お

よ

そ

四
〇
年
。
仁
清
、
押
小
路
焼
に
伝
承
す
る
技
術
の
ほ
か
、
無
駄
な

も
の
は
省
き
、
自
ら
の
工
夫
を
加
え
、
乾
山
一
流
の
様
式
を
創
り

上
げ
た
が
、
左
に
そ
れ
を
説
明
す
る
。
数
十
年
来
、
茶
入
製
作
は

試
み
て
お
ら
ず
、
不
分
明
な
こ
と
も
あ
る
が
、
今
年
か
ら
は
新
し

く
茶
入
薬
に
も
挑
戦
し
た
い
。

―
本
窯
土
―
【
陶
器
地
土
並
び
に
製
法
】

　

陶
器
の
土
は
、
日
本
ま
た
外
国
、
何い
ず

れ
に
し
て
も
陶
工
に
と
っ

て
近
辺
の
土
が
良
質
か
否
か
を
知
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

　

内
窯
で
は
、
低
温
焼
成
故
に
器
物
の
破
却
は
な
く
、
い
ず
れ
の

国
の
土
で
も
使
用
で
き
る
。
が
、
土
の
性し
ょ
うに
よ
っ
て
は
成
形
後
、

乾
燥
中
に
碗
・
皿
の
高
台
に
ひ
び
割
れ
が
興
る
こ
と
が
あ
り
、
こ

の
種
の
土
は
不
適
で
あ
る
。
京
都
で
は
そ
の
場
合
、
山
科
藤
尾
白

砂
を
入
れ
る
が
、
石
か
土
か
判
断
は
つ
き
難
く
、
基
本
的
に
は
砂

で
あ
ろ
う
が
、
土
一
〇
貫
目
に
対
し
こ
の
白
砂
を
二
貫
目
ほ
ど
混

ぜ
る
。
絹
篩
に
て
漉
し
、
日
に
干
し
乾
燥
、
粘
り
が
で
る
ほ
ど
よ

く
揉
む
が
、
江
戸
で
は
器
の
底
切
な
ど
が
生
じ
た
場
合
、
房
州
産
、

錢ぜ
に
ざ座

の
用
い
る
砂
を
取
寄
せ
、
本
土
一
〇
に
対
し
同
砂
二
貫
目
ほ

工
夫
、
調
合
は
乾
山
伝
上
絵
黒
絵
具
の
項
に
記
す
。

―
楽
焼
―
【
楽
焼
薬
の
覚
】

○
茶
入
薬
：（
初
期
京
焼
に
は
鉛
釉
黒
薬
が
あ
る
）

　

下
地
薬
は
、
白
粉
一
〇
〇
目　

紫
土
（
石
）
八
分　

上
薬
は
、
白
粉
一
〇
匁　

赤
ぼ
こ
一
匁

ま
た
は
、
白
粉
一
〇
匁　

唐
紺
（
青
）
八
分
（
以
上
黒
楽
）

○
楽
焼
の
白
薬
（
上
薬
・
透
明
釉
薬
）
：（
赤
楽
に
も
用
い
る
）

　

白
粉
一
〇
〇
匁　

日
岡
石
一
五
匁　

び
い
ど
ろ
五
匁

○
楽
焼
の
絵
薬
：

　

青
絵　

紺
青　

黒
絵　

金
ハ
ダ　

柿
色　

水
下

○
楽
焼
黒
薬
：（
も
う
一
つ
の
黒
楽
）

　

白
粉
一
〇
〇
匁　

び
い
ど
ろ
五
匁　

赤
ぼ
こ
一
五
匁
（
赤
ぼ
こ

は
よ
く
焼
い
て
用
い
る
）　

硼
砂
五
匁
（
白
粉
・
唐
土
と
同
じ
役
割
）

か
ら
か
ね
せ
ん
く
ず
四
匁
の
内
二
匁
は
金
ハ
ダ

　

同
方
：

　

黒
び
い
ど
ろ
一
〇
〇
目  

金
ハ
ダ
三
〇
目  

な
ら
緑
青
二
〇
目

　

同
方
：

　

金
ハ
ダ
一
匁  

ふ
き
だ
ま
二
匁  

白
粉
二
匁
五
分　

硼
砂
八
分

　
（
朱
・
乾
山
）
楽
焼
の
調
合
で
あ
る
。
仁
清
伝
に
記
載
が
あ
り
、

こ
こ
に
記
し
た
が
有
益
で
は
な
い
。
京
都
に
は
利
休
時
代
か
ら
続

く
楽
焼
本
家
が
あ
る
。
黒
・
赤
楽
技
法
が
伝
承
す
る
が
、
秘
伝
で

あ
る
故
、
希
み
と
あ
れ
ば
口
頭
に
て
伝
え
る
。

　

以
上
、
本
焼
、
楽
焼
、
上
絵
薬
、
錦
手
絵
薬
、
素
地
の
調
合
、

全
て
を
書
し
た
が
、
必
ず
他
見
他
言
な
き
よ
う
に
。
私
家
の
秘
伝

な
が
ら
要
望
に
応
え
て
書
き
記
す
。
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
々
村
播
磨
大
掾
藤
良
判

　

元
禄
十
二
年
卯
八
月
十
三
日　

緒
方
深
省
老　

参

　
（
朱
・
乾
山
）
仁
清
か
ら
乾
山
へ
相
伝
さ
れ
た
陶
法
の
奥
書
の
写

し
で
あ
る
。

【
押
小
路
伝
】

―
内
窯
―
【
内
窯
陶
器
】
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立
て
中
に
水
下
と
灰
、
二
味
を
合
せ
る
方
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
う
。

―
本
窯
・
下
絵
具
―
【
本
焼
絵
具
薬
】（
乾
山
伝
下
絵
用
絵
具
）

○
白
絵
具
：

　

豊
後
玖く

ま珠
郡
赤
岩
村
よ
り
出
土
す
る
極
白
土
一
し
め
（
一
貫
目

か
）、
日
岡
石
か
大
日
山
石
か
の
二
色
の
内
二
〇
〇
目
を
加
え
、

石
臼
に
て
挽
き
水
簸
、
よ
く
居
さ
せ
、
ふ
の
り
・
膠
を
加
え
、 

絵

具
と
し
て
惣
地
塗
り
な
ど
に
用
い
る
。

　
（
朱
） 

こ
の
白
土
も
極
白
で
あ
れ
ば
豊
後
白
土
に
限
る
こ
と
は

な
い
。
異
域
本
邦
何
れ
に
し
て
も
試
し
て
み
れ
ば
よ
く
、 

先
ず
は

今
迄
使
用
し
た
も
の
に
関
し
記
述
す
る
。

○
黒
絵
：

　

南
京
下
の
呉
州
薬
五
匁　

銕
の
か
な
は
だ
一
〇
匁           

極
細
末
し
て
、 

フ
ノ
リ
・
膠
を
加
え
る
。

○
紺
絵
：

　

南
京
上
々
茶
碗
薬
（
呉
須
）　

唐と
う
こ
ん
じ
ょ
う

紺
青
（
ス
マ
ル
ト
）

極
々
上
の
茶
碗
薬
、
ま
た
肥
前
焼
上
の
南
京
薬
で
あ
れ
ば
一
味
が

良
く
、
紺
青
は
用
い
な
い
。
が
、
色
に
深
み
を
加
え
る
場
合
は
唐

紺
青
を
混
入
、 

二
色
の
分
量
は
毎
回
試
す
必
要
が
あ
る
。

○
薄
柿
色
：

　

先
の
白
絵
具
に
山
黄
土
を
少
し
交
ぜ
る
。フ
ノ
リ・膠
は
同
断
。  

以
上
、
右
四
色
の
外
に
本
焼
、
下
絵
に
用
い
る
絵
具
は
な
い
。

―
本
窯
・
上
絵
具
（
錦
手
絵
具
）
―
【
本
焼
物
の
上
に
彩
色
絵
を

付
け
る
絵
具
方
】

　

自
作
他
作
に
関
わ
ら
ず
、
南
京
焼
・
阿お
ら
ん
だ

襴
陀
焼
・ 

肥
前
並
九
州
・

南
海
・ 

其
外
の
諸
国
の
陶
器
本
焼
上
に
焼
付
け
る
絵
具
で
あ
る
。

○
赤
絵
：

　

年
来
工
夫
を
し
た
が
、 

今
以
っ
て
定
ま
っ
た
作
り
方
は
な
い
。 

先
ず
は
緑ろ

く
は
ん礬
を
焼
、
絳ご

う
は
ん（
こ
う
ば
ん
）

礬 

に
成
し
て
、 

透
硼
砂
を
加
え
て
光
沢

の
出
る
よ
う
に
す
る
、
ま
た
仁
清
伝
の
如
く
極
上
弁
柄
丹
土
を
再

三
水
簸
し
て
用
い
る
か
。

○
金
：（
消
泥
は
金
を
滑
ら
か
に
す
る
こ
と
、
擂
棒
よ
り
指
を
使
っ
て
擂
る
）

　

金
の
消
泥
一
分
に
透す

き

硼
砂
二
分
を
膠
で
溶
く
。
フ
ノ
リ
は
不

ど
を
混
入
、
底
切
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
対
応
方
法
は
何
れ

の
国
、
何
処
に
も
あ
る
が
、
素
地
の
精
・
粗
は
、
器
物
、
製
作
目

的
に
よ
っ
て
判
別
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

○
く
ハ
ん
に
う
入
ら
ず
南
京
焼
・
肥
前
焼
器
物
の
土
：（
磁
器
土
）

　
（
朱
）
南
京
古
染
付
・
松
竹
梅
・
雲
堂
（
俗
に
雲
屋
台
）
な
ど
の

茶
碗
・
香
爐
・
盞
・
碟
の
類
に
用
い
る
土
で
あ
る
。

　

甲
州
比ひ

ら良
山
に
あ
る
白
土
は
比
良
の
村
人
が
採
掘
、
京
都
で
も

売
買
さ
れ
、
乾
山
窯
で
も
か
な
り
の
量
を
購
入
し
た
。

　

が
、
単
味
で
は
焼
き
上
が
り
が
悪
く
、
白
く
な
ら
な
い
。
例
と

し
て
中
国
の
呉ご

す

で
州
手
・
伊
万
里
皿さ

ら
や
ま山
の
下
作
磁
器
の
高
台
内
無
釉

部
分
に
類
似
す
る
が
、
純
白
に
す
る
た
め
に
は
乾
山
窯
に
は
秘
伝

が
あ
り
、
豊
後
赤
岩
産
の
白
土
を
混
ぜ
る
の
で
あ
る
。
比
率
は
等

分
、
五
分
と
五
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
用
い
て
素
地
を
造
り
、
常

の
本
焼
用
上
薬
を
掛
け
る
。
本
窯
（
山
窯
）
で
は
火
前
に
置
き
、

匣さ
や

に
入
れ
て
焼
成
す
る
が
、
窯
奥
は
火
勢
が
弱
く
、
よ
い
色
合
に

焼
き
上
が
ら
な
い
。
内
窯
焼
で
は
火
勢
も
弱
く
、
道
具
の
破
却
は

稀
で
あ
る
が
、
本
窯
で
は
土
の
性
に
よ
っ
て
は
窯
中
で
摧く
だ

け
て
し

ま
い
、
役
に
立
た
な
い
土
も
あ
り
、
毎
回
本
窯
に
入
れ
て
試
し
焼
、

善
し
悪
し
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。（
鳴
滝
窯
址
か
ら
は
磁
器
破

片
が
出
土
し
て
い
る
）

○
高
麗
刷
毛
目
茶
碗
の
土
並
刷
毛
目
の
技
法
・
薬
：

　

赤
土
を
粉
末
に
し
、
先
に
述
べ
た
底
切
れ
を
防
ぐ
た
め
の
藤

尾
石
（
砂
・
赤
色
の
も
の
）
を
交
ぜ
る
。
黒
谷
赤
土
は
黒
谷
金
戒

光
明
寺
門
前
に
出
土
。
江
戸
で
は
所
に
よ
っ
て
土
性
弱
く
、
本

焼
窯
で
は
役
に
立
た
な
い
が
、
そ
の
折
に
は
京
都
・
尾
張
・
信

樂
・
志し

と

ろ
戸
呂
焼
の
土
を
取
り
寄
せ
れ
ば
良
い
。
白
、
薄
赤
土
、
い

ず
れ
も
本
窯
に
て
砕
け
な
い
土
を
選
択
す
る
が
、
半は
ん
か
わ乾
き
の
折
、

山や
ま
お
う
ど

黄
土
を
塗
る
。
山
黄
土
は
江
戸
所
々
の
薬
店
に
お
い
て
販
売
。

色
の
良
い
赤
土
を
選
び
、 

極
細
末
の
絹
篩
で
漉
し
、
水
簸
を
す
る
。

器
物
に
一
、
二
回
斑む
ら

の
な
い
よ
う
塗
り
、
乾
か
し
、
よ
く
よ
く
干

し
て
、
素
焼
を
す
る
。

　

刷
毛
目
に
は
、
豊
後
白
土
に
、
日
の
岡
石
、
又
は
洛
東
岩
倉
大

日
山
よ
り
出
土
す
る
白
石
砂
を
混
入
。
豊
後
白
土
一
〇
〇
目
に
対

し
二
〇
匁
を
交
ぜ
る
。
石
臼
に
て
二
返
ほ
ど
挽
き
、
細
粉
末
に

し
て
、
フ
ノ
リ
強
、 

膠
弱
を
加
え
る
。
ロ
ク
ロ
上
で
も
、
左
手
に

持
っ
て
も
よ
い
が
、
稿わ
ら
ふ
で筆
を
使
い
思
う
ま
ま
に
刷
毛
目
を
付
け
、

常
の
本
窯
上
薬
を
か
け
て
焼
成
す
る
。
窯
中
の
置
場
所
に
よ
っ
て

は
色
替
り
が
生
じ
、
こ
れ
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

○
高
麗
こ
よ
み
手 

：
三
嶋
、
こ
よ
み
手
、
三
嶋
こ
よ
み
と
呼
ぶ
べ
き
か

　

地
土
は
右
の
刷
毛
目
土
と
同
断
。（
彫
り
と
ス
タ
ン
プ
の
二
様
式
）

　
「
こ
よ
み
」
と
は
高
麗
か
ら
き
た
茶
碗
の
模も

よ
う様

で
あ
る
。「
真
の

手
」「
花
三
嶋
」
な
ど
が
あ
り
、
模
写
す
る
折
に
は
、
生
乾
き
の

と
き
、
竹
べ
ら
を
用
い
て
模
様
を
堀
付
け
（
彫
り
つ
け
）、
筋
な
ど

は
ロ
ク
ロ
を
用
い
て
廻
し
付
け
る
。
先
の
刷
毛
目
用
白
土
を
一
、

二
返
惣
地
塗
り
し
、
掘
付
け
た
内
部
に
も
入
り
込
む
よ
う
に
塗
る

が
、
少
し
乾
か
し
、
薄
く
先
の
曲
が
っ
た
竹
へ
ら
を
作
り
そ
れ
を

用
い
て
、
彫
り
込
み
で
は
な
い
部
分
の
白
色
を
静
か
に
掻
き
落
と

す
（
凹
な
る
窪
み
に
白
色
が
殘
る
）。
日
に
干
し
、
素
焼
し
、
上
薬

を
掛
け
て
焼
成
す
る
。

　

文
様
を
堀
付
け
る
場
合
は
、
菊
花
形
な
ど
、
先
に
土
を
用
い
て

そ
の
印
判
を
造
り
（
成
形
・
乾
燥
・
素
焼
を
す
る
）、
素
地
に
押
し

当
て
、
そ
の
窪
み
に
白
絵
具
を
加
え
る
。
高
麗
「
御
本
手
」「
雲

鶴
」
な
ど
も
同
じ
技
法
で
あ
る
が
、
古
陶
磁
の
模
写
は
、
異
域
本

邦
、
何
れ
に
関
わ
ら
ず
何
よ
り
其
土
地
々
々
の
土
を
取
寄
せ
、
模

写
、
焼
成
す
る
こ
と
が
良
い
。
似
て
い
る
様
で
も
、
相
異
は
歴
然

と
現
れ
、
古
・
新
の
別
は
仕
方
が
な
い
が
、
各
国
々
そ
れ
ぞ
れ
の

土
を
用
い
て
製
作
す
る
事
が
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

上
薬
も
同
じ
こ
と
、
厳
し
く
み
れ
ば
上
薬
（
透
明
釉
薬
）
は
攝

津
有
馬
郡
生
瀬
村
出
土
の
白
石
に
灰
を
加
え
る
こ
と
以
外
に
は
な

く
、
私
年
来
の
工
夫
、
調
合
は
先
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

―
本
窯
・
上
薬
―
【
本
焼
・
山
窯
の
掛
薬
】（
生
瀬
石
・
灰
が
基
本
）

　

大
方
、
仁
清
の
方て

だ
て
ぐ
み
組
が
良
い
。
生
瀬
石
と
灰
の
合
わ
せ
加
滅
は
、

灰
を
多
く
、
生
瀬
石
を
少
な
く
し
た
場
合
は
釉
薬
の
力
は
弱
く
な

り
、
石
を
多
く
灰
を
少
く
す
れ
ば
強
く
な
る
。
そ
れ
故
器
物
、
窯

の
詰
め
場
所
な
ど
に
よ
る
変
化
を
考
慮
、
釉
薬
の
強
弱
を
斟
酌
す

る
必
要
が
生
ず
る
。

　

柿
薬
に
関
し
て
は
、
茶
瓶
・ 

土
釡
・ 

土
鍋
な
ど
、
仁
清
の
手
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用
。（
焼
返
し
た
硼
砂
は
日
を
経
て
落
ち
る
。
東
山
辺
で
は
金
泥
を
薄
く

用
い
る
べ
く
焼
返
す
が
、
必
ず
生
硼
砂
を
用
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
）

○
銀
：

　

町
売
り
の
銀
泥
は
役
に
立
た
な
い
。
箔
消
し
は
金
箔
同
様
自
家

に
て
行
う
が
良
く
、
銀
泥
一
分
に
対
し
硼
砂
七
厘
を
入
れ
る
。
膠

は
金
泥
の
遣
方
と
同
じ
で
あ
る
。
フ
ノ
リ
は
入
れ
な
い
。

○
紺
と
緑
色
：

　

仁
清
伝
が
良
い
。 
緑
は
岩い

わ
ろ
く
し
ょ
う

緑
青
が
最
も
良
く
、 

奈な
ら
ろ
く
し
ょ
う

良
緑
青
は

単
味
で
は
色
合
が
悪
く
、
岩い
わ
は
く
ろ
く

白
緑
を
加
え
る
か
、
岩
緑
青
二
番
手

の
上
々
緑
青
を
加
え
る
か
。
岩
緑
青
・
岩
白
緑
・
奈
良
緑
青
三
味

の
場
合
は
、
奈
良
緑
青
を
多
く
し
て
も
構
わ
な
い
。

　

又
紺
青
の
合
絵
具
と
緑
青
の
合
絵
具
と
を
等
分
に
交
ぜ
れ
ば
、 

緑
色
に
変
化
の
あ
る
色
が
で
き
、 

木
の
葉
の
裏
表
な
ど
に
遣
い
分

け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

○
黄 

：

　

白
び
い
ど
ろ
一
〇
匁　

白
粉
四
匁　

唐
白
目
三
分　

唐
白
目
一
味
を
能よ
く
よ
く々

摺
り
、
極
細
末
に
し
、
白
び
い
ど
ろ
と
白

粉
を
交
ぜ
、 

フ
ノ
リ
膠
で
溶
く
。
此
黄
薬
は
内
窯
用
（
釉
下
色
絵
）

で
あ
る
。
が
、
び
い
ど
ろ
を
入
れ
た
こ
と
か
ら
本
窯
用
に
も
使
用

可
能
。
孫
兵
衛
の
伝
え
る
所
、
白
粉
一
〇
匁
に
日
岡
石
四
匁
、
唐

白
目
三
分
は
内
窯
専
用
の
絵
具
で
あ
る
。
本
窯
上
絵
付
（
錦
絵
）

に
は
使
え
な
い
が
、
仁
清
伝
の
黄
色
も
不
適
。

○
濃
黄
：（
後
世
に
云
う
カ
ボ
チ
ャ
色
か
）

　

赤
味
を
帯
び
た
黄
色
で
あ
る
。
先
の
緑
礬
の
焼
返
し
・
絳
礬
を

小
し
加
え
る
が
、
分
量
は
桃
花
色
に
な
る
ほ
ど
に
加
え
る
。

○
紫
：

　

紫
色
は
、
仁
清
伝
、
孫
兵
衛
伝
と
も
に
不
適
で
あ
る
。

紫
ひ
い
ど
ろ
一
〇
匁
・
白
紛
三
匁
に
膠
・
フ
ノ
リ
を
少
し
加
え
る

が
、
錦
手
上
絵
、
内
窯
に
も
良
く
、 

薄
く
付
け
れ
ば
藤
色
と
な
り
、 

濃
く
付
れ
ば
良
い
紫
色
と
な
る
。

○
黒
絵
具
：（
透
明
釉
薬
下
で
の
み
使
用
。
乾
山
は
釉
上
使
用
可
を
発
明
）

　

仁
清
伝
の
通
り
、
鉄
の
金
ハ
ダ
、
南
京
下げ

の
呉
洲
薬
を
合
わ
せ
、

膠
で
溶
く
。
下
絵
を
描
き
、
そ
の
上
へ
緑
青
の
合
薬
か
紺
か
紫
な

ど
で
黒
絵
具
の
上
へ
一
度
塗
る
。
一
例
で
あ
る
が
（
既
述
）、
草

葉
の
芯
・
葉
脈
な
ど
を
此
黒
絵
具
を
用
い
て
描
き
、 

そ
の
上
に
葉

の
形
に
緑
青
の
合
薬
を
掛
け
る
。
下
の
黒
絵
が
透
き
通
り
現
れ
、

こ
の
黒
絵
具
に
艶
は
な
い
が
、
使
い
方
の
工
夫
に
よ
っ
て
有
益
で

あ
る
。

○
錦
手
黒
絵
具
の
方
：
是
は
年
来
私
の
工
夫
に
よ
る
が
、
一
切
の

黒
色
の
画
図
・
文
字
、
真
草
・
假
名
、
或
は
人
物
・
鳥
獣
な
ど
、 

墨
の
打う

ち
つ
け付
描
き
通
り
に
使
用
で
き
る
絵
具
で
あ
る
。
光
沢
も
あ

り
、
既
述
し
た
草
木
の
葉
脈
・
蘂
な
ど
を
描
く
場
合
は
先
の
仁
清

伝
が
良
い
が
、 

こ
れ
は
絵
師
の
用
い
る
「
付
け
立
て
」
に
即
し
た

絵
具
で
あ
る
。

　

白
ヒ
イ
ト
ロ 

（
青
で
も
可
） 

一
〇
匁  

白
粉
五
匁　

主
薬
は
岩
白

緑
（
銅
）
七
匁　

膠
、
フ
ノ
リ
を
入
れ
る
。

　

但
し
、
町
売
り
の
緑
青
に
胡
粉
を
交
ぜ
「
白
緑
」
と
し
た
も
の

は
適
さ
な
い
。
岩
緑
青
を
水
に
入
れ
、
上
ヘ
浮
い
た
物
と
思
わ
れ

る
が
、
純
青
色
は
悪
く
、
茶
色
を
呈
す
る
も
の
が
良
い
。

○
錦
手
窯
の
焼
き
方
：

　

早
く
火
を
引
け
ば
艶つ
や

が
出
ず
、
よ
く
よ
く
焼
き
、 

冷
ま
し
、
取

り
出
す
が
、
色い
ろ
み見
と
称
し
、
陶
片
に
こ
の
黒
絵
具
・
緑
・
紺
・
黄
・

紫
・
金
・
赤
絵
具
な
ど
を
少
し
付
け
、
窯
蓋
上
の
色
見
孔
か
ら
そ
っ

と
窯
内
に
入
れ
る
。
然
る
べ
き
火
色
を
見
定
め
、
取
出
す
が
、 

色

見
は
本
焼
山
窯
に
も
重
要
で
あ
り
、
小
壷
な
ど
を
造
り
素
焼
し
て

使
用
。
窯
内
の
器
物
同
様
の
上
薬
・
白
薬
・
柿
薬
・
黒
薬
を
掛
け
、

焼
成
の
折
、
窯
の
一
間
一
間
に
あ
る
火
窓
、
匣さ
や
ぶ
た蓋

の
上
へ
三
つ
宛

ほ
ど
づ
つ
置
く
。
然
る
べ
き
火
廻
り
を
見
計
ら
い
壷
を
取
出
し
様

子
を
み
る
が
、
釉
薬
の
溶
け
具
合
に
よ
っ
て
は
再
度
窯
に
入
れ
、

指さ
し
き木
と
称
し
細
長
い
薪
を
横よ

こ
あ
い間
か
ら
指
入
れ
る
な
ど
、
温
度
を
調

整
。
再
度
色
見
壷
を
取
出
し
、
薬
の
溶
解
加
減
を
確
認
す
る
。
充

分
な
ら
ば
指
木
を
止
め
、
次
の
間
へ
と
移
る
が
、
い
く
間ま

あ
っ
て

も
作
業
は
同
断
。
内
窯
・
錦
手
窯
も
同
じ
く
毎
回
色
見
を
入
れ
確

認
す
る
。
窯
の
火
色
の
み
に
頼
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
判
断
に

は
色
見
の
活
用
が
肝
要
で
あ
る
。

　

錦
手
焼
は
右
の
通
り
で
あ
る
。

○
本
焼
茶
入
薬
：

　

仁
清
伝
の
通
り
で
あ
る
。
年
来
の
窯
業
に
も
拘
わ
ら
ず
、
乾
山

窯
に
茶
入
製
作
の
所
望
は
な
い
。
未
挑
戦
の
ま
ゝ
今
日
ま
で
き
た

が
、
仁
清
方
を
参
照
し
向
後
試
作
、
今
案
な
ど
が
生
ず
れ
ば
追
っ

て
書
き
付
け
る
。（
陶
法
書
受
理
者
の
近
在
を
示
唆
す
る
か
）

―
【
乾
山
一
流
の
内
窯
薬
・
絵
具
、
焼や

き
か
た方
の
事
】
―

　

既
述
通
り
、
土
は
何
れ
の
国
の
土
に
て
も
下
地
造
り
は
可
能
で

あ
る
。
素
地
上
に
そ
れ
相
応
の
化
粧
土
を
塗
り
焼
成
す
れ
ば
、
如

何
な
る
様
式
も
で
き
上
が
る
が
、
土
拵
え
は
先
に
述
べ
た
通
り
で

あ
る
。（
絵
具
と
と
も
に
乾
山
の
伝
え
た
い
事
項
の
一
つ
）

―
内
窯
・
上
薬
―
【
内
窯
掛か

け
ぐ
す
り
薬
】

　

孫
兵
衛
伝
、
押
小
路
焼
の
上
薬
が
良
い
。 

　

白
粉
一
〇
〇
目
・
日
岡
石
四
〇
目
を
基
本
と
す
る
が
、
古
来
か

ら
京
都
に
伝
承
す
る
内
窯
釉
薬
の
調
合
で
あ
る
。
席
焼
な
ど
に
は

日
岡
石
を
少
し
控
え
、
四
〇
目
を
三
五
匁
に
す
る
な
ど
調
節
は
可

能
で
あ
り
、
日
岡
石
を
控
え
る
こ
と
に
よ
り
釉
薬
が
早
く
溶
解
、 

坐
席
焼
に
は
最
適
で
あ
る
。（
但
し
、
焼
成
時
の
最
終
盤
、
釉
薬
の

溶
解
状
況
を
判
断
す
る
こ
と
こ
そ
が
む
ず
か
し
い
）

―
内
窯
・
焼
方
―
【
内
窯
の
窯か

ま
た
き焚
】

　
（
お
そ
ら
く
乾
山
も
人
前
に
て
実
演
、
経
験
上
の
結
論
で
あ
ろ
う
）

　

内
窯
焼
成
は
、
初
回
に
お
い
て
は
掛
薬
の
乾
き
切
ら
な
い
器

物
を
入
れ
て
も
、
火
気
は
未
だ
弱
く
器
物
の
破
損
は
起
こ
ら
な

い
。
が
、 

二
番
目
よ
り
は
窯
の
内
外
共
に
火
勢
は
強
く
、
湿
り
の

あ
る
も
の
を
入
れ
ば
器
物
は
破
却
。
二
番
目
か
ら
は
よ
く
よ
く
炙あ
ぶ

り
乾
か
し
、
窯
へ
詰
め
る
こ
と
が
大
事
と
な
る
。
素
焼
が
足
り
な

け
れ
ば
、
器
物
に
焦
げ
が
生
じ
、
悪
い
結
果
を
招
く
故
、
素
焼
は

薪
を
充
分
に
し
っ
か
り
と
焼
成
。
生
焼
け
で
は
焼
直
し
は
必
須
で

あ
る
。

　

窯
の
据
え
方
に
も
心
得
が
必
要
で
あ
る
。
湿
気
は
窯
の
温
度
を

上
げ
難
く
す
る
。
火
気
の
上
昇
に
伴
っ
て
器
物
を
蒸
し
上
げ
、
蒸

し
上
げ
れ
ば
器
物
の
色
合
に
変
化
が
生
ず
る
。

　

内
窯
用
の
窯
の
設
置
は
、
始
め
に
湿
気
を
取
り
去
り
、
水
捌
け

の
良
い
工
夫
を
す
る
。 

地
面
か
ら
は
一
尺
ほ
ど
掘
り
下
げ
、
鉄
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合
わ
せ
白
絵
具
に
合
わ
せ
緑
青
を
適
宜
交
ぜ
る
。

右
二
色
（
薄
淺
黄
・
薄
萌
黄
）
い
ず
れ
か
の
地
塗
上
に
文
様
を
描

く
場
合
、
白
・
黒
・
赤
、
合
わ
せ
紺
青
絵
具
・
緑
青
絵
具
、
何
れ

を
用
い
て
も
下
の
地
色
と
は
判
別
が
で
き
、
滲
む
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
桃
色
地
で
あ
れ
ば
、
先
の
合
わ
せ
た
桃
色
を
塗
る
が
、
緑

青
・
紺
青
色
を
惣
地
と
し
た
場
合
に
は
、
文
様
部
分
の
色
を
先
に

付
け
、
文
様
以
外
の
惣
地
を
堀
（
彫
り
）
塗
り
に
す
る
（
文
様
の

間
を
ぬ
う
よ
う
に
塗
る
）。
黄
・
紫
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

○
惣
地
を
黒
に
塗
る
事
：

　

は
じ
め
に
下
地
に
合
わ
せ
白
絵
具
（
密
着
性
を
高
め
、
糊
の
役
割
）

を
一
度
塗
る
。
そ
の
上
に
黒
絵
具
を
二
回
、
斑
の
な
い
よ
う
に
塗

り
、 

よ
く
乾
か
す
。
次
い
で
白
絵
具
を
用
い
て
花
形
・
草
木
・
文

字
な
ど
を
描
く
が
、
色
彩
を
加
え
る
場
合
も
必
ず
白
絵
具
を
用
い

て
下
描
を
す
る
。
そ
の
上
に
彩
色
を
す
る
が
、 

黒
地
塗
上
に
直じ

か

に

色
絵
具
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
黒
地
に
限
ら
ず
、
赤
・
薄
赤
地

上
も
同
様
、
白
絵
具
の
下
描
き
な
く
し
て
色
付
け
は
不
可
で
あ
る
。

黒
絵
具
・
赤
絵
具
の
顔
料
で
あ
る
山
黄
戸
は
鉄
分
を
含
む
。
色
絵

具
中
に
含
ま
れ
る
鉄
分
を
吸
収
し
、
絵
具
の
力
は
失
落
、
上
薬
を

掛
け
た
場
合
は
剝
げ
が
生
じ
、
ま
た
溶
け
つ
き
な
ど
が
起
こ
る
。

故
に
含
有
物
を
多
く
含
む
白
絵
具
を
下
に
置
き
そ
れ
を
防
ぐ
工
夫

を
す
る
。

　
（
朱
）
い
ず
れ
も
惣
地
塗
り
の
文
様
は
、
は
じ
め
に
白
絵
具
を

用
い
て
下
描
き
を
す
る
。
そ
の
上
に
色
絵
具
を
用
い
て
彩
色
す
る

が
、
文
様
の
間
を
黒
絵
具
な
ど
で
塗
る
こ
と
も
あ
り
、 

併
せ
て
そ

の
黒
絵
具
の
下
に
も
白
絵
具
を
一
度
塗
ら
な
け
れ
ば
黒
色
は
保
た

れ
な
い
。 

黒
に
限
ら
ず
、 

必
ず
下
に
白
絵
具
を
地
塗
り
す
る
こ

と
が
大
事
と
な
る
。

―
金
銀
金
貝
焼
付
方
―

　

金
、
銀
い
ず
れ
も
蒔
絵
に
用
い
る
金か
な
が
い貝

（
薄
い
切
金
）
を
求
め
、

は
じ
め
に
文
様
と
す
る
月
・
花
、
如
何
よ
う
の
文
様
も
切
り
貫
い

て
お
く
。
そ
れ
を
素
焼
を
し
た
器
物
上
に
貼
り
付
け
る
が
、
白
絵

具
が
糊
で
あ
る
。
常
の
半
減
ほ
ど
の
硼ほ
う
し
ゃ砂
を
加
え
、
濃
い
膠ふ

の
りを
少

し
交
ぜ
、
よ
く
よ
く
摺す

り
、
固
め
の
糊の

り

ほ
ど
に
練
り
合
わ
せ
る
が
、 

青
色
の
ガ
ラ
ス
粉
で
あ
る
。
青
色
の
顔
料
と
な
る
が
、
中
国
で
は

な
く
、
西
域
に
始
ま
り
、
乾
山
は
花
紺
青
と
も
い
う
。

○
緑
色
：

　

白
粉
一
〇
匁　

日
岡
石
四
匁　

緑
青
（
岩
緑
青
・ 

奈
良
緑
青
・

岩
白
緑
で
も
可
。
そ
の
内
二
味
、
ま
た
三
味
を
交
ぜ
て
も
良
く
、
掛
目

惣
一
匁
二
分
） 

紺
・
緑
の
合
わ
せ
絵
具
を
等
分
に
し
、
内
窯
、
錦

窯
に
も
使
用
。

○
紫
： 

　

白
粉
一
〇
匁　

日
岡
石
四
匁　

呉
州
薬
の
う
ち
赤
色
を
帯
び
た

も
の
・
か
け
め
五
分　

フ
ノ
リ
、
膠
を
交
ぜ
る
。

　

右
の
紫
よ
り
は
紫
玉
（
ビ
ー
ド
ロ
）
を
入
れ
た
絵
具
が
良
く
、

内
窯
絵
薬
と
し
て
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
黄 

：  

　

白
粉
一
〇
匁  

日
岡
石
四
匁  

唐
白
目
三
分 

フ
ノ
リ 

膠
同
前
。     

こ
れ
も
錦
手
内
に
書
き
付
け
た
ビ
ー
ド
ロ
入
り
の
黄
色
が
良
い
。

―
乾
山
一
流
の
色
ブ
レ
ン
ド
―

○
桃
色
：

　

右
最
初
に
書
き
付
け
た
白
絵
具
の
合
薬
（
白
ビ
ー
ド
ロ
・
白
粉
・

白
土
）
に
、
緑
礬
の
焼
返
し
（
絳
礬
）、
又
は
極
上
弁
柄
丹
土
を
混

入
、
水
簸
し
交
り
物
を
捨
て
、
極
精
純
の
色
よ
い
も
の
を
少
し
加

え
る
が
、
色
相
が
桃
の
花
色
を
呈
し
た
も
の
を
用
い
る
。 

○
く
ち
ば
色
の
黄
：

　

右
に
記
し
た
黄
絵
具
（
白
粉
・
日
岡
石
・
唐
白
目
）
に
、
鉄
分
を

加
え
る
が
、
先
の
桃
色
に
交
ぜ
た
赤
色
二
色
の
内
（
絳
礬
か
極
上

弁
柄
）、
い
ず
れ
か
一
味
を
入
れ
、
桃
色
を
呈
し
た
も
の
。  

○
本
絵
に
用
い
る
朱
墨
色
：

　

黒
絵
具
に
右
二
色
の
う
ち
赤
色
の
色
よ
い
も
の
を
交
ぜ
る
。

○
薄
柿
色
：

　

合
わ
せ
白
絵
具
に
山
黄
土
少
し
加
え
る
。

○
薄
浅
黄
：

　

合
わ
せ
白
絵
具
に
惣
地
塗
り
な
ど
に
用
い
る
合
わ
せ
紺
青
絵
具

（
ス
マ
ル
ト
）
を
交
ぜ
る
。 

色
の
濃
淡
は
好
み
次
第
。

○
薄
萌
黄
：

か
銅
か
の
盤
を
埋
め
、
地
面
ま
で
は
砂
を
詰
め
る
。
地
面
と
の
境

目
を
少
し
空
け
、
瓦
ま
た
石
な
ど
を
敷
き
つ
め
、
そ
の
上
に
窯
を

据
え
る
が
、
内
・
外
の
窯
の
間
隔
は
指
二
本
ほ
ど
が
良
く
、
隙
間

が
広
過
れ
ば
火
氣
は
強
く
な
り
、
器
物
の
色
に
悪
い
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
（
本
窯
の
狭
間
の
役
割
）。
焼
き
具
合
は
火
窓
よ
り
覗
き
、 

窯
内
の
器
物
の
形
が
判
然
と
せ
ず
、
火
の
色
が
白
く
見
え
る
ほ
ど

の
折
が
適
時
で
あ
る
。
色
見
陶
片
に
も
注
意
を
払
い
、
絵
具
・
釉

薬
の
溶
け
具
合
如
何
を
見
計
ら
い
取
り
出
す
が
、
生
焼
け
で
あ
れ

ば
器
物
惣
体
に
艶
は
な
く
、
結
着
が
悪
く
白
絵
具
の
地
塗
り
、
上

薬
と
も
に
跳
ね
上
が
る
。
も
と
よ
り
ふ
の
り
を
濃
く
解
き
、
膠
も

多
く
入
れ
、
塗
っ
た
後
に
は
指
に
着
か
な
い
程
度
に
よ
く
乾
か
す

が
、
上
薬
の
湿
り
が
残
れ
ば
浮
き
上
り
が
起
き
、
窯
へ
入
れ
る
以

前
に
悪
い
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
。
充
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

―
内
窯
・
絵
具
・
地
塗
り
―
【
内
窯
絵
具
・
地
塗
り
色
々
】

○
白
絵
具
：（
乾
山
独
自
の
調
合
・
割
合
）  

　

白
ひ
い
と
ろ
一
〇
〇
目  

白
粉
三
〇
め　

白
土
は
豊
後
赤
岩
そ

の
外
い
ず
れ
に
て
も
五
〇
め
。
臼
で
挽
き
、
水
簸
。
ふ
の
り
、
膠

を
濃
い
め
に
交
ぜ
、よ
く
よ
く
乾
か
し
、最
後
に
上
薬
を
掛
け
る
。 

文
様
描
き
、
惣
地
塗
り
の
場
合
も
同
断
で
あ
る
。  

○
同
白
絵
具
略
方
：

　

水
戸
産
火
打
石
三
〇
め  

白
粉
三
五
匁  

煙
硝
一
一
匁
、
以
上

を
合
わ
せ
七
六
匁
。
そ
の
半
減
三
五
匁
。
こ
れ
に
豊
後
白
土
、
又

い
ず
れ
か
の
白
土
を
入
れ
る
が
、
手
立
て
は
右
同
様
で
あ
る
。

○
黒
絵
具
：  

　

南
京
呉
州
薬
五
匁　

鐵
の
カ
ナ
ハ
ダ
一
〇
匁
。
極
々
細
末
に

し
、
水
簸
。
フ
ノ
リ
、
膠
を
交
ぜ
る
。

○
赤
色
：

　

山
黄
土
に
緑
礬
の
焼
き
返
し
で
あ
る
絳
礬
を
少
し
加
え
る
。  

細
末
に
し
、
水
簸
。
フ
ノ
リ
、
膠
を
加
え
る
。

○
紺
色
： 

　

白
粉
一
〇
匁　

日
岡
石
三
匁
五
分　

唐
紺
青
（
ス
マ
ル
ト
）
六

匁
。
此
方て
だ
てよ
り
は
錦
手
絵
具
中
に
記
し
た
ビ
ー
ド
ロ
入
紺
絵
具
が

良
い
。 

膠
、
フ
ノ
リ
を
交
ぜ
る
。
ス
マ
ル
ト
は
呉
須
で
は
な
く
、
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そ
れ
を
切
金
に
つ
け
て
図
と
す
る
箇
所
に
押
し
付
け
る
。
彩
色
す

る
場
合
は
黒
・
白
・
紫
・
紺
・
緑
・
黄
・
赤
・
桃
色
な
ど
好
み
次
第
。

次
い
で
上
薬
を
全
体
に
二
度
掛
け
し
、
窯
に
入
れ
る
が
、
文
様
上

の
上
薬
は
飛
散
し
、
金
貝
の
際
い
っ
ぱ
い
に
釉
薬
は
止
ま
り
、
金
・

銀
色
の
文
様
が
出
現
。
後
に
切
金
を
付
け
る
必
要
の
な
い
理
で
あ

る
。
但
し
、
器
物
の
形
状
に
は
限
り
が
あ
り
、
表
面
に
段
差
・
高

低
の
あ
る
器
物
、
曲
面
上
に
は
適
さ
な
い
。
香
合
な
ど
上
部
の
平

ら
な
一
文
字
、 

盃
台
・ 
皿
類
・ 
香
盆
形
な
ど
、
平
ら
な
形
状
に
限

定
、
付
け
る
場
合
は 

縦
に
も
横
に
も
可
能
で
あ
る
。

　

右
の
外
に
珍
し
い
も
の
が
あ
れ
ば
試
み
、
工
夫
、 

作
定
す
る
な

ど
、 

重
ね
て
伝
え
る
。 

已
上
□
□
□   
巳
三
月
五
日     

 
 

　
　
　

乾
山
深
省
（
花
押
）
爾
字
型

　

元
文
丁
巳
秌
八
月
武
江
蘭
溪　

 

勝
任
之
印
（
白
文
方
印
）

矢
田
陪
氏
（
変
形
方
印
）  

 　

水
上
祕
書
に
し
て
他
見
を
お
そ
る
ゝ
も
の
な
り

 　
　
　
　
　
　
　

水
上
蘆
川　

陶
煙
居
藏
書
記
（
朱
文
長
方
印
）

『
陶
工
必
用
』
概
説

一
、
本
窯
・
本
焼
関
係
（
仁
清
伝
・
瀬
戸
焼
・
京
焼
中
心
）　

　

土　

： 

黒
谷
土
・
金
戒
光
明
寺
周
辺
出
土
。
粘
り
気
強
い

山
科
石
・
山
科
藤
尾
山
中
出
土
。
土
の
粘
り
調
節

遊
行
土
・
京
松
原
通
野
辺
出
土
。
土
の
粗
密
調
整

　

上
薬
： 

摂
州
生
瀬
産
生
瀬
石
・
木
灰

　

絵
薬
： 

絵
具
。
本
窯
釉
下
色
絵
具
は
白
黒
青
柿
色
の
四
色

乾
山
焼
中
四
色
揃
う
の
は
春
草
図
蓋
茶
碗

　

白
絵
薬
： 

白
絵
土
。
豊
後
赤
岩
村
産
白
土
・
日
ノ
岡
石　

化
粧
土
・
絵
具
と
し
て
使
用

二
、
内
窯
・
内
焼
関
係
（
孫
兵
衛
伝
・
押
小
路
焼
）

　

土　

： 

黒
谷
白
土
が
主
体

　

上
薬
： 

白
粉
（
唐
土
）・
日
ノ
岡
石
。
透
明
か
つ
光
沢
の
調
整

　

絵
薬
： 

色
釉
・
絵
具
。
上
薬
（
透
明
釉
薬
）
に
着
色
剤
を
混
入

　

白
絵
薬
： 

豊
後
赤
岩
村
白
土
・
白
粉
・
白
ビ
ー
ド
ロ

三
、
楽
焼
関
係
（
乾
山
伝
に
は
な
い
）

　

土　

： 

黒
谷
土
・
山
科
石

　

釉
薬
： 

唐
土
（
白
粉
）・
日
ノ
岡
石
・
白
玉
（
ビ
ー
ド
ロ
）

黒
楽
は
加
茂
川
石
（
紫
石
・
貴
船
石
）
加
え
る

四
、
土
・
砂
・
石
・
絵
具
・
釉
薬

　

日
ノ
岡
石
： 

珪
石
。
釉
薬
・
絵
具
の
原
料
。
焼
継
剤
と
な
る

絵
具
の
剝
離
・
貫
入
を
防
ぐ

　

生
瀬
石　

： 

長
石
。
媒
溶
剤
。
本
焼
上
薬
の
原
料

　

唐
土　
　

： 

白
粉
・
鉛
白
。
鉛
釉
の
原
料

　

加
茂
川
石
： 

紫
石
・
貴
船
石
。
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
を
含
む

　

ビ
ー
ド
ロ
： 

白
玉
・
硝
粉
（
フ
リ
ッ
ト
）。
珪
石
・
硼
砂
・
鉛
丹

を
配
合
、
坩
堝
に
入
れ
人
工
的
に
作
製
。
媒
溶
剤

と
し
て
使
用
。
耐
火
度
が
増
し
、
発
色
・
艶
・
光

沢
を
出
す

　

硼
砂　
　

： 

白
粉
・
唐
土
と
同
じ
役
割
。
薬
の
溶
解
を
促
し
溶

け
て
硝
子
状
と
な
る

　

大
道
具　

： 

並
道
具
全
般
。
茶
道
具
に
対
し
て
雑
器
の
意

　

紅
皿
手
薬
： 

生
瀬
石
と
灰
の
配
合
に
よ
る
変
異
。
範
囲
は
広
く

高
麗
手
か
ら
唐
津
焼
へ
と
広
が
る

　

茶
入
薬　

： 

水
下
と
灰
。
中
世
瀬
戸
に
み
ら
れ
る
陶
法
が
基

本
。
茶
入
薬
の
根
本
で
あ
る
が
、
水
下
に
は
鉄
分

が
多
く
、
そ
れ
ら
を
溶
か
す
役
割
が
灰

　

青
絵
薬　

： 
青
絵
具
・
染
付
・
南
京
茶
碗
薬
・
唐
紺
青
・
花
紺

青
と
あ
る
が
、
大
別
し
て
南
京
茶
碗
薬
と
紺
青
の

二
種
。
大
雑
把
に
南
京
茶
碗
薬
は
呉
須
・
本
窯
用

青
絵
具
・
中
国
伝
。
紺
青
は
花
紺
青
（
唐
紺
青
）・

内
窯
用
青
絵
具
・
中
近
東
に
発
生
し
た
も
の
が
基

本
。
青
色
と
緑
色
の
呼
称
も
混
同
す
る
が
、
青
色

は
コ
バ
ル
ト
基
盤
、
緑
色
は
銅
基
盤
。
乾
山
は
岩

緑
青
・
緑
青
を
用
い
る
。
絵
薬
は
絵
具
、
白
絵
土

は
白
絵
・
化
粧
土
の
意

五
、
人
物

　

勝
任　
　

： 

進
藤
周
防
守
従
五
位
藤
原
勝
任
。
公
寛
・
公
遵
法

親
王
に
近
仕
。
輪
王
寺
宮
家
坊
官
。
乾
山
の
葬
儀
、

墓
所
を
配
慮
。『
陶
工
必
用
』
受
理
者
か

　

矢
田
陪　

： 

矢
田
陪
豊
前
守
。
論
王
寺
宮
家
坊
官
。
公
遵
法
親

王
に
近
仕
。
進
藤
氏
の
同
僚

　

水
上
蘆
川
： 『
陶
工
必
用
』
巻
末
に
記
載
。
俳
諧
人
と
推
測
。

当
書
は
、
進
藤
氏
か
ら
矢
田
陪
氏
、
さ
ら
に
水
上

蘆
川
へ
と
渡
る
が
、
印
章
「
陶
煙
居
蔵
書
記
」
か

ら
や
き
も
の
趣
味
の
人
物
か

六
、
そ
の
他

１
、
本
窯
に
て
潰つ
ぶ

れ
な
け
れ
ば
、
陶
器
の
粘
土
は
異
域
本
邦
い
ず

れ
の
土
も
適
う
と
い
う
。
乾
山
は
工
人
近
辺
の
土
を
第
一
と
す
る

こ
と
を
述
べ
る
が
、
度ど
り
ょ
う量
狭
け
れ
ば
何
事
も
成じ

ょ
う
じ
ゅ
就
し
な
い
な
ど
、

素
人
陶
芸
者
に
向
か
う
か
の
言
が
み
ら
れ
る
。
乾
山
は
経
験
か
ら

得
る
常
識
、
伝
統
と
す
る
定
法
を
大
切
に
し
た
。

２
、
や
き
も
の
に
色
彩
を
強
調
。
装
飾
に
お
け
る
白
色
の
大
事
さ

を
述
べ
る
。
本
焼
・
内
焼
と
も
に
活
用
で
き
る
白
絵
土
を
開
発
。

黒
絵
具
と
と
も
に
乾
山
一
流
の
技
法
を
確
立
す
る
が
、
今
日
ま
で

へ
と
継
続
す
る
絵
具
と
な
り
、
鳴
滝
下
山
後
、
洛
中
洛
東
の
陶
工

と
の
交
流
か
ら
す
で
に
そ
の
影
響
大
な
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
後

世
の
陶
法
書
類
に
も
白
絵
・
白
絵
土
の
記
載
は
多
く
、
乾
山
焼
を

意
識
す
る
・
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
乾
山
の
残
し
た
遺
産
の
一
つ
と

し
て
伝
承
す
る
。
黒
絵
具
は
装
飾
と
し
て
書
を
入
れ
る
か
・
否
か

に
も
関
係
し
よ
う
。

３
、
内
窯
に
対
す
る
特
別
な
強
調
が
あ
り
、
低
下
度
焼
成
で
あ
っ

て
も
楽
焼
と
は
異
な
る
や
き
も
の
を
確
立
。
乾
山
一
流
の
白
黒
及

び
錦
手
絵
具
の
改
変
と
ブ
レ
ン
ド
絵
具
、
そ
の
使
い
方
・
変
化
が

特
徴
。
窯
の
据す

え
方
、
焚
き
方
、
火
の
調
節
と
色
見
の
手
立
て
な

ど
。
こ
れ
ら
の
解
説
は
趣
味
者
・
素
人
陶
芸
者
の
目
的
に
合
致
、

乾
山
は
自
ら
素
人
陶
芸
へ
の
道
を
開
く
。
専
門
陶
工
の
技
を
習

得
。
が
、
数
寄
者
の
風
流
と
余
裕
を
保
持
。
自
ら
、
両
者
を
併
せ

も
つ
陶
匠
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

　

内
窯
は
、
す
べ
て
の
工
程
を
確
認
で
き
る
。
土
捏
・
成
形
・
絵

付
・
施
釉
・
焼
成
ま
で
も
見
届
け
ら
れ
る
が
、
失
敗
も
自
ら
の
目

で
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
楽
焼
は
「
慰な
ぐ
さ
め
や
き

燒
」
と
『
百
工
秘
術
』
に
も

記
さ
れ
た
。

乾山江戸編(85)



お
わ
り
に

　

ぽ
っ
こ
り
も
ぐ
ら
が
頭
を
出
し
た
。
大
空
だ
。
果
て
し
な
い
。

　

や
が
て
も
ぐ
ら
は
土
の
中
へ
と
戻
っ
て
ゆ
く
。

　

如
何
な
る
こ
と
も
究き
わ

め
る
道
に
は
そ
れ
特
有
の
孤
独
が
待
つ
。
骨
へ
と
達
す
る
そ
の

孤
独
は
、
古
来
先
人
の
歩
み
続
け
た
道
で
あ
ろ
う
。
恐
れ
る
な
、
真ま
こ
とに
近
づ
く
道
を
往ゆ

け
。
己
れ
の
心
も
不
明
で
あ
れ
ば
、解
ら
な
い
こ
と
に
ま
み
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

研
究
上
の
理
解
、
解
釈
に
困
難
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
は
当
た
り
前
で
あ
ろ
う
。

　

乾
山
は
新
都
江
戸
へ
下
向
し
た
。
千
年
を
誇
る
み
や
こ
の
人
。
近
づ
き
難
い
法
親

王
の
元
に
あ
り
、
昔
を
語
れ
ば
文
人
、
数
寄
者
、
自
由
を
貴
ぶ
散
人
で
あ
っ
た
。
文
事
・

芸
事
の
修
得
に
励
み
、
禅
寺
に
老
師
を
訪
う
。
一
代
を
築
き
上
げ
た
絵
師
光
琳
は
兄

で
あ
っ
た
が
、
胸
中
に
そ
れ
を
潜
め
た
乾
山
は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
や
さ
し
い
。
工
房

に
引
き
こ
も
り
、
火
と
闘
う
ば
か
り
の
老
人
で
は
な
い
。
席
画
、
席
焼
、
周
囲
を
よ

ろ
こ
ば
せ
る
な
ど
、
乾
山
の
愉
し
み
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

人
生
の
終
わ
り
に
乾
山
は
何
を
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
の
作
品
、
短
冊
皿
の
箱
書
に
は
「
陶と

う
や冶
」
と
あ
る
（
八
七
頁
図
参
照
）。
陶
冶
は
、

　
　

杜と

ほ甫
の
五
言
詩
に
、
登と
う
り
ん
す
れ
ば
ぶ
つ
し
き
お
お
く

臨
多
物
色　
　
　

陶と
う
や
に
は
し
へ
ん
に
よ
る

冶
頼
詩
篇

　
　

蘇そ
し
ょ
く軾

の
「
司
馬
温
公
獨
楽
園
記
」
に
、
先せ

ん
せ
い
ひ
と
り
な
に
ご
と
ぞ

生
獨
何
事　
　

四し
か
い
と
う
や
を
の
ぞ
む

海
望
陶
冶

と
あ
る
。「
陶
」
は
や
き
も
の
、「
冶
」
は
鋳い

も
の物

。
手
を
下く

だ

し
て
形
を
造
る
と
し
た
意

で
あ
る
。
古
く
は
（
南
北
朝
期
頃
）
精
神
を
鍛き
た

え
る
、
素
質
・
才
能
を
練
り
あ
げ
る
な

ど
の
意
に
用
い
ら
れ
た
が
、
物
事
を
鍛
錬
す
る
、
そ
こ
か
ら
自
己
を
練
る
、
創
り
上

げ
る
、
天
下
を
化
す
な
ど
の
意
に
転
ず
る
と
い
う
。
乾
山
は
独
照
禅
師
か
ら
公
案
を

与
え
ら
れ
て
い
た
。
心
底
深
く
潜
む
神
龍
を
捉
え
る
と
は
如
何
な
る
意
で
あ
っ
た
の

か
。
人じ
ん

間か
ん

の
龍
、
非
凡
の
人
の
意
に
も
な
る
が
、
そ
の
道
程
を
歩
み
続
け
、
磨
き
続

け
た
乾
山
は
八
一
歳
、
短
冊
皿
を
造
り
上
げ
た
。
箱
書
付
に
は
「
陶
冶
」
と
あ
る
。

や
き
も
の
と
と
も
に
己お
の

れ
を
つ
く
る
。
没
年
ま
で
も
歩
み
を
止
め
ず
、
真ま
こ
と、
乾
山
の

命
を
尽
く
す
と
し
た
生
き
方
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

恩
師
佐
藤
雅
彦
先
生
の
死
よ
り
三
〇
年
近
い
歳
月
が
流
れ
る
。
法
蔵
寺
住
持
坂
口

貞
光
師
・
光
彰
師
、
栗
木
達
介
先
生
を
失
っ
て
何
年
に
な
る
だ
ろ
う
。
励
ま
し
続
け

て
く
だ
さ
っ
た
雄
山
閣
出
版
芳
賀
章
内
氏
、
聖
護
院
御
門
跡
宮
城
泰
年
師
、
善
養
寺

舘
克
亮
師
、
大
槻
幹
郎
先
生
、
星
野
裕
子
先
生
。
栃
木
県
さ
く
ら
市
鐵
竹
堂
瀧
澤
記

念
館
瀧
澤
雅
夫
氏
・
邦
子
氏
御
夫
妻
の
御
慈
愛
も
胸
裡
に
ふ
つ
ふ
つ
と
生
き
て
い
る
。

　

本
稿
掲
載
に
あ
た
り
、
比
叡
山
延
暦
寺
「
叡
山
文
庫
」、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
特

別
文
庫
室
・
加
賀
文
庫
）、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
、
国
立
国
会
図
書
館
（
榊
原
文
庫
）、

東
京
国
立
博
物
館
（
資
料
室
）、
東
北
大
学
図
書
館
（
狩
野
文
庫
）、
神
奈
川
県
立
歴
史
博

物
館
、
三
田
市
教
育
委
員
会
、
栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
ピ
ー
ボ
デ
ィ
・
エ

セ
ッ
ク
ス
博
物
館
の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
稲
賀
繁
美
氏
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
氏
、
ま
た
モ
ー
ガ
ン
・
ピ
テ
ル
カ

氏
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
別
し
て
国
際
基
督
教
大
学
図
書
館
に
は
こ
と
ば

に
尽
く
せ
ぬ
御
力
添
え
、
思
い
や
り
を
い
た
だ
い
た
。
研
究
は
そ
れ
故
に
こ
そ
継
続

が
可
能
で
あ
っ
た
。
黒
澤
公
人
氏
、
南
和
子
氏
の
御
配
慮
、
来
嶋
裕
子
氏
、
長
濱
崚

平
氏
、
河
村
貴
子
氏
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
所
長
矢
嶋
直
規
氏
、
助
手
小
平
友
美
氏
の
温
か
な
御

心
遣
い
、
並
木
英
子
氏
他
皆
さ
ま
に
改
め
ま
し
て
𥈞
空
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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previously recorded as based in Ueno Chôjamachi, Asakusa, is listed as headquartered in 
Iriya as an official potter in the 1774 samurai directory Daimyo bukan.

In the previous issue of this journal the authors considered how the Kenzan technical 
legacy was passed down among designated successors: the so-called Kenzan line of 
potters. However there is also one other Kenzan legacy, and that is how his techniques 
were used or otherwise regarded by potters outside the Kenzan succession. Evidence for 
this can be found in the dozens of pottery manuals written by professional and amateur 
potters, which cluster in the second half of the Edo period. The authors surveyed about 
thirty of these manuals to determine how Kenzan was characterized. A bridge between 
Kenzan himself and this coterie is found in Uchigama hisho (Secrets for glazed 
earthenware), a group of Kenzan recipes copied out in Edo in 1766. In the dedicatory page 
at the end, an otherwise unnamed (second-generation) Kenzan relates that when he was 
given this information he was told by (the first) Kenzan that the techniques did not 
constitute a title transmission and that they could be shared freely. By the 1790s the third-
generation Edo Banko-ware potter Asajisei San’a was allowing copies to be made of 
another “secret” Kenzan manual that originated in Kyoto, called Tôki mippôsho (Ceramic 
secrets, ca. 1750).  In the second decade of the nineteenth century, professional potters back 
in Kyoto like Aoki Mokubei (1767-1833) were listing “Kenzan” recipes, but these references 
are eclipsed by those of amateurs in the decades that followed. Most of those are recipe 
lists whose titles included the term “rakuyaki,” which by this time connoted low-
temperature lead-glazed ceramics made for pleasure rather than the tea ceremony wares 
made professionally by the Raku family in Kyoto. The surge of interest is evidenced in a 
forlorn potter portrayed in the 1825 Imayô shokunin zukushi utaawase (Modern-style poetry 
contest using the theme of craftsmen) who grumbles, “What a nuisance...the recent fad for 
amateur raku-yaki has taken away all my business!” The manuals of these enthusiasts 
often cite Kenzan’s invention of a white pigment. This was a mixture of glass frit, white 
clay from Kyushu, and lead carbonate. When used as a wash (engobe), it turned any clay, 
regardless of its color, into a canvas that could be painted upon. The first-generation 
Kenzan had recognized the importance of this pigment, calling it “the most important 
secret of the Kenzan kiln.” Even in the opening of the 20th century, when these premodern 
pastimes were recast for newly risen white-collar workers under the rubric of shumi or 
hobby, pottery-as-shumi publications like “Tôkô hitsunô” (Potters’ secrets; Zatsugei sôsho 1, 
1915) began its inventory of “raku” glazes by citing Kenzan’s white.

An appedix at the end of the article lists the core components of the first Kenzan’s 
manual, Tôkô hitsuyô (Potter’s essentials; 1737), and transcribes the document into modern 
Japanese.

Keywords: Early modern Japanese ceramics; Japanese ceramic technology; Ceramic 
manuals, Kenzan ware; Ogata Kenzan; Raku ware, Prince Kôkan, Kan’eiji, Rinnôji, Edo 
ceramics
キーワード：近世日本の陶磁、窯業技術、陶法伝書、乾山焼、尾形乾山、楽焼、公寛法親王、
寛永寺、輪王寺、江戸在地系土器
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Abstract

Kenzan’s Edo Period and its Legacy

Ogata Kenzan (1663-1743) was born and raised in Kyoto and built his illustrious career 
as a ceramic designer in that city. However in his final years he chose to move to Edo, 
where he worked until his death. Although there is a paucity of evidence for this period, 
this article considers Kenzan’s motivations, his interactions with elite patrons and local 
ceramics workshops in Edo, and finally how that legacy resonated for later professionals 
and amateurs who variously evoked his name and techniques.

A consensus in Kenzan studies is that in these Edo years (ca.1731-1743) he was 
supported by Prince Kôkan (1697-1738), the third son of Emperor Higashiyama and the 
nephew of Kenzan’s longtime Kyoto patron Nijô Tsunahira (1670-1732). This is 
corroborated in a 1737-dated letter by Kenzan relating that he had arranged an audience 
with the prince for some acquaintances (coll. Osaka Municipal Museum), and a 1738-dated 
lamentation written by Kenzan upon the death of the prince (coll. Yamato Bunkakan). 
Posthumously, the 1820 pamphlet Sumidagawa hanayashiki (ex-Keio Library coll.) and the 
1854 painting history Koga bikô related that Kenzan lived in Iriya, located in the lowland 
just east of Ueno terrace, where Kôkan presided as abbot of the Tendai-sect center Kan’eiji. 
The circumstances of Kenzan’s death were also credibly described in a period diary of a 
Kan’eiji official named Honma, but only known from an 1895 article in the newspaper 
Yamato shinbun. To build upon these few references, the authors investigated the ritual and 
informal activities of Kôkan by consulting documents such as the Tokugawa jikki 
(Chronicles of the Tokugawa), diaries preserved in the Tendai-sect archive Eizan Bunko in 
Ôtsu, and anecdotal evidence from temples, shrines, and secular sources, particularly a 
collection of anecdotes entitled Getsudô kenmonshû (Moon hall eyewitness records). While 
none of these materials directly mention Kenzan, the authors tried to demonstrate that 1) 
there was precedent among the Kan’eiji abbots for introducing aspects of Kyoto culture 
into Edo, and 2) Kôkan had proclivities in poetry, painting and calligraphy that would 
have made Kenzan a welcome companion. 

After comprehensively surveying the documentary evidence for early ceramics 
activities in Edo, the article’s focus moves to Iriya. Until now the only documentary 
evidence for ceramics production there was the Shinpen Musashi fudoki kô (New edition 
gazetteer for Musashi; 1810-1828), which briefly describes vernacular and official pottery 
activities in the village. However we were able to find a reference to pottery making in 
“Sakamoto,” which overlaps geographically with Iriya, in the 1735 sequel volume of the 
city guide Edo sunago (Gold dust of Edo). Presumably Iriya, together with the better known 
Imado kilns just to its east, began to develop in response to popular demand at the turn of 
the 18th century. An Iriya potter named Kyûsaku is named in Tôki densho (Ceramics 
manual), a ca. 1737 notebook attributed to Sano (Tochigi) hobbyist Ôkawa Kendô, surveyed 
by the authors in vol. 51 of this journal. Although not directly related to Kenzan, we were 
able to produce further evidence as to when Iriya gained status an an official pottery 
producer: the government-appointed earthenware maker (on-doki-shi) Matsui Shinzaemon, 
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